
第4節　奈良・平安時代の遺構と遺物

28)と類似している。また中野市立ヶ花窯跡(中野市教委1995)に同類の聾がみられる。 3と4は口縁部

に洗練が巡っている。

5 ・ 6は須恵器杯Bで底部は5が回転糸切り未調整で6が回転へラ削り調整である。高台がやや内側

に入って接合され、杯腰部が直角に近く立ち上がっている。 7は須恵器杯Aで底部ナデ調整である。 8は

口緑部が面取りされた藷Dである。

上記の出土土器より粘土採掘跡は大きく2時期に分類される(第225図・第10表)。また、遺物が出土し

ない土境、および出土遺物から詳細な時期が判明しない土境については、形状と覆土から下記のいずれか

の時期に属するものと推定した。

8世紀前半期-SK20、 21、 SK24、 SK32、 SK45、 SK53、 SK62、 SK71、 SK73、 SK77、 SK81、 SK87、

SK88、 SK97、 SK98、 SK99、 SXO工。

8世紀後半期から9世紀初頭期-SK22、 SK23、 SK31、 SK34、 SK39、 SK68、 SK79、 SK95。

4・その他の遺構

SKO l (第234図)　東向きの斜面部、 SYO 2の東側7.5mに位置し、 2.8mX2・.7mの不整を方形に

2カ所の溝状の突出部を持つ。焼土、炭化物などは確認されず、遺構内での人の活動の痕跡は確認されな

い。覆土より無体、瓦10点、須恵器の藷・蓋が各1点出土したが、本遺構に伴う遺物は確認できず、出土

遺物から遺構の時期は明言できない6　しかし、清水山窯跡、牛出古窯遺跡でも窯に近接した不整形な土境

が存在しており、これらの土抗と同様な性格の遺構であると推定され、いずれかの窯跡構築に関わるもの

であると考えられる。

SKO 4 (第234図)東向き斜面部、 SYO 6の南側約13m位置し、 4.64mX工.72mの隅丸の長方形を

SKOl

生航よ。　○!

1層:黄褐色砂質土。褐色土が混じる。

(1 :60)

SKO4

1層:黒褐色土。褐色土と焼土
ブロックを混入。

2層:暗褐色土。黄褐色土をブ
ロック状に含む。

塁_

、

第234図　池田端窯跡　SKO工・ 04
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第7華　池田端窯跡

呈する。斜面下方の東側は、壁面が確認できず推定線(破線部)で示している。土坑底面は約8度傾斜し

ており、長軸方向に中央部と両壁際に幅15cm前後、深さ約5cmの溝が検出された。覆土には炭化物と焼土

粒や焼土塊が認められ、特に土坑底面には多量の炭化物が出土した。火床面は確認されなかったが、覆土

中に焼土塊が認められることを考え合わせると本道構内で火を焚いたことは明らかである。浅いビットが

3カ所確認されたが本遺構の施設であるか否か判断できない。覆土中より須恵器聾片が1点出土したのみ

であるが、遺構は窯跡群と粘土掘跡の間に位置しており、また粘土採掘跡群からのびるSD 1 2の延長上

に位置することから須恵器生産に関わる遺構であると推定される。

SD O 5 (第197図)　SYO 4の斜面上方に弧状に巡る溝である。長さ約8m、幅50cm-60cm、深さ約

35c皿の断面Ⅴ字状で、覆土は黒褐色土の単層で、近世以降の溝の覆土と明瞭に区別された。覆土上層より

土師器藷の破片が出土した。遺物から奈良・平安時代の遺構と思われるが遺構の性格は不明である。

SD 1 2 (第189図)東向き斜面部の窯跡群と粘土採掘の土坑群とを結ぶ方向に走る溝である。長さ約

50m、幅50cmへ60cm、深さ10cm-15c皿で　わずかに蛇行しながら等高線にほぼ平行する。溝の南端部は確

認したが、北端部は検出面が低いため確認できず、溝はさらに北方向に続く。溝底面のレベルはほぼ水平

で北端が南端より約5c皿高く中央部がわずかに両端よりも窪んでいる。出土遺物は須恵器片・土師器片

が数点出土したが、詳細を時期を判別できる遺物はないが、窯跡と粘土採掘跡との位置関係から須恵器生

産に関わる遺構と推定される。

S F O l (第189. 232図)粘土採掘土坑群の北西約60mの緩斜面部に直径約30cmの火床面が確認され、

火床面の周辺には土師器蛮片などがまとまって出土した。火床面は表土直下に検出されており、竪穴住居

址に伴うものかどうかは確認できなかったが、竃周辺に長胴藷が出土する事例は多く、火床面は竃の残存

部分である可能性が高い。

出土遺物(第232図下段1 ・ 2) 1は胴部表面は縦方向のへラ削り、内面は胴上半部がカキ目、下半部

はハヶ国である。 2は口緑端部が面取りされており、胴部の表面は縦方向のへラ削り、内面は粗いハヶ国

である。

第5節　近世以降の遺構

①区と②区北端に溝6条と土坑1基が確認された。 (第236図)。いずれも時期を判断できる遺物がなく詳

細を時期は不明であるが、表土に近似する覆土であることから近世以降のものと判断した。

SDOl.04は等高線と平行する削平面と一致しており、さらに、SDO3.07.08はSDOl.

0　　　(1 : 3)　　10。m

第235図　池田端窯跡　時期不明石製品
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第5節　近世以降の遺構

第236図　池田端窯跡　近世以降の遺構

04に規制されており、いずれも2段の削平面よりも新しい溝である。 SDO 3 ・ 04ではわずかにずれ

る溝が重複しており、数回の掘り直しが行われたものと思われる。なお、 SDO 3覆土にはSYO 2で焼

かれたと思われる瓦がまとまって大量に出土した。

SD O 2はし字状に曲がる溝であるが、複数の溝が重複しており、数回の掘り直しが行われたものと思

われる。また、等高線と平行する削平面に規制されていないことからSDO l他などよりも古い溝と思わ

れる。

註

1分析結果の報告は上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書14 (平成9年度刊行予定)に掲載する。

引用・参考文献

斎藤孝正1995a I第3章1猿投窯と出土遺物　『須恵器集成図録』第3巻東日本編1

斎藤孝正1995c　工第3章　2尾北窯と出土遺物　『須恵器集成図録』第3巻東日本編1

後藤健- 1990　　追記　『静岡県湖西市喜美中村遺跡』

高橋一敏1990　　A地点　『静岡県湖西市喜美中村遺跡』

中野市教育委員会1995　参考資料　『長野県中野市安源寺遺跡(中野市西部デイサービスセンター建設敷地内)発掘調査報告書」
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第8牽　牛出古窯遺跡

1　遺跡の概要

第8章　牛出古窯遺跡

第1節　遺跡と調査の概要

牛出古窯遺跡は長野県中野市大享年出字芝野704他に所在し、 J R飯山線立ヶ花駅より北東に約工.3血の

位置にある。千曲川の東岸に広がる高丘丘陵の北西緑の河岸段丘状の地形に立地する。従来、段丘崖の斜

面に須恵器窯跡が存在することが知られていたが、集落跡としては周知されていなかった。調査区は、林

檎などの果樹栽培を行う畑地で現在の牛出の集落から東へ200m、千曲川から約700mのところにある。

遺跡周辺には3段の平坦面があり、本遺跡の範囲は一番高い平坦面とその下の平坦面にとどまる。 -番下

の平坦面は牛出遺跡とされており本遺跡とは区別されている。本遺跡では一番高い平坦面を上段段丘面、

その下の平坦面を下段段丘面とし、その標高差はおよそ15mである。下段段丘面には主に古墳時代初頭の

集落跡と中世の墓が、段丘崖の斜面部には奈良時代窯跡、上段段丘面には旧石器時代石器、奈良・平安時

代の住居址が確認された。

牛出古窯遺跡と同時期もしくは前後する時期の周辺の遺跡をあげると、北西200mの牛出遺跡では中世の

集落跡が確認されており、本遺跡の中世の墓との関連が予想される。弥生時代後期未から古墳時代初頭で

は牛出遺跡・がまん淵遺跡・安源寺遺跡・栗林遺跡・七瀬遺跡などの集落跡があげられる。がまん淵遺跡

は弥生時代後期の集落跡で南に1.5k皿、牛出遺跡は600m北西の千曲川の川岸に立地しており、本遺跡と同

時期もしくは前後する時期の集落跡である。安源寺遺跡、栗林遺跡、七瀬遺跡は弥生時代後期から続く集

落跡で直線距離で1.2k皿から3.0血の距離にある。集落跡以外では安源寺遺跡で前方後方形周溝墓が調査

されている。須恵器生産関連では、本遺跡は高丘丘陵古窯址群の北西端の窯跡となる。

2　調査の概要

(1)調査範囲と調査方法

調査範囲(第237図)表土剥ぎを行い遺構の有無を確認した範囲を第237図に示した。本調査開始前の、

窯跡としての遺跡推定範囲は斜面部から上段段丘面にかけてであったが、重機によるトレンチ調査により

下段段丘面にも遺跡が広がることが確認され、下段段丘面を1区、斜面から上段段丘面を2区として調査

を開始した。その後の試掘により1区の北西約100mに土師器が出土し,そこを中心に調査区(3区)を広

げたが、他に遺構・遺物は確認されなかった。

グリッドは長野県埋蔵文化財センター仕様により設定し(第1章2節3項参照)、大々地区と調査区との

関係を第237図に示した。

調査の方法　重機によるトレンチ調査で遺構・遺物の確認されたところを、重機により全面表土剥ぎを

行い、遺構の調査を行った○トレンチ調査時点で出土した遺物はトレンチごとに一括して取り上げ、その

他遺構検出時に確認された遺構外の遺物は、 2 mX 2 mの小地区単位で取り上げた。なお、 1区の古墳時

代の調査では遺構外の遺物についても出土地点を記録した。遺構の調査では、特に住居址の遺物の出土位

置はほぼ全点記録した。更に、 1区住居址の調査では、管玉、ガラス玉が出土する可能性があったため、
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第1節　遺跡と調査の概要

覆土を3mm角のふるいにかけ、残った土をウォターセパレーションにかけた。その結果、 SBO 5以外に

は玉類がほとんど含まれていないことが判明した。遺構の調査終了後、数点の旧石器時代と思われる剥片

が出土した上段段丘面で人力による試掘を行った。遺物が出土した試掘抗を中心に調査区を設定し、両刃

鎌で掘り下げた。
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第237図　牛出古窯遺跡　調査範囲
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第8章　牛出古窯遺跡

第238図　年出古窯遺跡　遺構配置図
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第1節　遺跡と調査の概要

なお、遺物の取り上げと遺構の実測は㈱写真測図研究所のコーデイクシステムによる単点測量を行った。

(2)調査経過(調査日誌抄)

調査期間　平成5年(1993年) 4月6日一同年7月2日、同年11月1日一同年12月22日

4月6日　斜面部表土剥ぎ開始。

4月7日　窯跡検出。

4月12日　発掘開始式。

4月13日　SBO工・02検出。

4月14日　遺構掘り下げ開始。

4月15日　1区(下段段丘面)トレンチ調査。

4月21日　2区南部のトレンチ調査開始。

4月26日　1区で中世の埋葬施設を確認。

5月13日　1区で古墳時代の住居址(SBO3-SBO8)を検出。

2区遺構密集地区を除き確認調査終了。

5月20日　下段段丘面の道路北西側トレンチ調査開始。

5月24日　古墳時代住居址発掘開始。

覆土の水洗いを並行して行う。

5月26日　SBO5より勾玉出土。

6月8日　SBO9を確認。

6月12日　現地説明会。見学者90名

6月工6日　SBO5より鉄製品出土。

6月18日　空振実施(㈱写真測図研究所に委託)。

6月24日　SB工O掘り下げ開始、ガラス玉出土。

7月1日　地形測量(㈱写真測図研究所に委託)

SBlO以外の1区遺構調査終了。

7月2日

11月1日

工1月4日

11月10日

工1月11日

11月16日

11月19日

11月22日

12月3日

貫ノ木遺跡調査のため調査を-時中断。

調査再開。 2区で表土剥ぎ開始。

SBll ・ 12の奈良時代住居址など遺構調査開始。

旧石器時代と思われる剥片が数点出土。

旧石器の確認のため試掘開始。

1区でダメオシをして調査終了。

古代の遺構調査と並行して旧石器時代の調査開始(S

QO5・06)。

玄照寺跡より作業員合流。

第2回目の空撮実施(2区) (㈱写真測図研究所に委

託)。

12月8白　魔製石斧を含む旧石器時代ブロックを新たに確認(S

QO7)。

12月13日

12月17日

12月21日

12月22日

調査と並行して遺物の水洗い注記を開始。

S Q O 7調査終了し牛出古窯遺跡の発掘作業終了。

2区で重機による埋め戻し。

機材を撤収し調査終了。

(3)調査結果の概要

本遺跡では旧石器時代、古墳時代前期、奈良・平安時代、中世の遺構を調査した。段丘斜面部には奈良

時代の須恵器窯跡が、その上方の上段段丘面(2区)には旧石器時代のブロックと奈良・平安時代の集落

跡が、そして下段段丘面( 1区)には古墳時代前期の集落跡と中世の墓跡が確認された。旧石器時代のブ

ロックでは台形様石器と局部磨製石斧を伴う石器群が出土した。古墳時代前期の集落跡ではほぼ同時期と

見られる竪穴住居址5棟・竪穴状遺構3基を調査し、箱清水式の特徴を残す在地の土器と東海系の土器が

出土した。奈良・平安時代では、須恵器窯跡1基と、工房跡を含む住居址6棟、土師器焼成遺構と思われ

る焼土坑2基などを調査した。中世では古銭を伴う火葬骨の埋葬施設を3基調査・した。この他にも、平安

時代の埋葬施設と思われる遺構が1基検出されている。

(4)基本土暦　　本遺跡では段丘上段と下段で層序が異なっているが、第239図に示した段丘下段の土層

観察ポイント3の層序を牛出古窯遺跡の基本層序とした。 I層は暗褐色土、 II層は黒褐色土、 ⅡI層は黒褐

3
-346.00m

2
-359農00m　一

帯藷ミ

1
-359.00m

客土

段丘上段(ポイント1)
工a:耕作土

I b :暗褐色土(HuelOYR3/4)砂質土

IⅡ :黒褐色土(HuelOYR2/3)

IV :黄褐色シルト(HuelOYR5/6)

V :黄褐色粘土(HuelOYR5/6)白色をおびた粘土が
ブロック状に含まれる。

Ⅵ :黄褐色シルト(HuelOYR5/6)白色をおびたシル
トが含まれる。

第239図　牛出古窯遺跡　基本土層
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第8牽　牛出古窯遺跡

色土、 Ⅳ層は黄褐色土である。 ⅡI層上面で中世の埋葬施設を確認し、 I工. HI層中より奈良時代の須恵器が、

ⅡI層より縄文時代中期の土器片が出土している。

段丘上段では、工IまたはII. IⅡ層が欠落している。特に奈良時代の遺構が集中する段丘の縁辺部には工I.

ⅡI層が欠落する。 I層の下面は不連続面で明瞭に分屈され、 II層またはIⅡ層が流失していることを示して

いる。ポイント1の土層は、 I層が暗褐色の砂質土、工II層が黒褐色土、 IⅤ層は黄褐色シルトで段丘下段の

Ⅳ層とは土質が異なり、旧石器時代の遺物を包含する。 Ⅴ層は黄褐色粘土、 VI層は黄褐色シルト、 VI層以

下は砂層とシルト層の互層が続きその

下は砂礫層になる。この砂層と砂礫層

が斜面部では検出面に露出する。

第2節　旧石器時代の遺

構と遺物

旧石器時代の石器が検出された上段

段丘面は、沢田鍋土遺跡、がまん淵遺

跡などと同じ丘陵面である。その上段

段丘面の調査区のほぼ全域に2 mX 2

mの試掘境を設定しIV層を掘り下げ、

遺物が発見された試掘抗を中心に4か

所の調査区を設け、それぞれSQO 5、

SQO6、 SQO7、 SQO8とした。

SQO5・ 06・ 08にそれぞれ1つ、

SQO 7には3つの合計6つの遺物集

中箇所が認められる。これらの集中箇

所を以下のようにブロック1-6とし

て捕えておきたい。 SQO 5調査区の

遺物集中をブロック1、 SQO6調査

区の遺物集中をブロック2、 SQO7

調査区の遺物集中は東側からブロック

3、ブロック4、ブロック5、 SQO

8調査区の遺物集中をブロック6とす

る(第241図)。これらのブロックは、

段丘面の縁で周囲よりやや高まった場

所に位置している。なお、調査は工V層

上面まで重機で掘り下げ、そこから人

力で掘り下げを行っている。試掘を

行っていない所は、 IV層上面を全面に

わたってユc皿弱掘り下げており、遺物

点数が多いブロックを見落としている

十(1十000)午

第240図　年出古窯遺跡　旧石器時代調査範囲
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第2節　旧石器時代の遺構と遺物

可能性はほとんど無い。

出土層位　耕作により浮き上がったものを除いて、すべの石器の出土層位は基本土層IV層(黄褐色シル

下層)である。なお、同じ段丘面にある他の遺跡においても旧石器時代の遺物は本遺跡のⅣ層に相当する

黄褐色シルト層より出土している。基本土層については1節に述べた。

さて、上段段丘面では基本土層ⅡI層が欠落しているところがあり、ブロック2、ブロック5、ブロック

6では中世以降の堆積層(工I層)の直下に旧石器時代の包含層(IⅤ層)が続いている。そのような場所で

はIⅤ層の上部が流失しており、現在残されている遺物は、本来遺跡に残された遺物の全体ではなく部分で

あると考えられる。

以下に各ブロックの内容を示し、それぞれのブロックの関係について触れてみたい。なお、出土遺物は

第244-第247図に示し、 1-8はブロック1、 27・28はブロック3、 11-18・20-25はブロック4、 9 ・

10 ・ 19 ・ 26はブロック5である。各遺物の属性は何章遺物観察表に示した。

ブロック1 (第242・244・245図)

局部磨製石斧未製品1点、二次加工のある剥片1点、剥片10点、石核4点、礫5点で構成され、およそ

9.3mX6.4mの範囲に分布する。出土点数は少ないが、含まれる石材は黒曜石、蛇紋岩、流紋岩、チャー

ト、砂岩、めのうとバラエティーに富む。また、剥片の数に比べ石核が多いのが特徴的である。ただし、

IⅤ層上面からも遺物が検出されており、上層に浮き上がったため失われた遺物があると思われる。

④

・・持●.

●　　　●　●

口

ブロック2

○　石器

□　石核

・剥片・砕片

奪　礫

第241図　年出古窯遺跡　旧石器時代遺物分布図
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第8牽　牛出古窯遺跡

1は蛇紋岩の円礫に数回の大きな剥離痕が認められ、石材から考えて磨製石斧の素材もしくは未製品と

思われる。 2 ・ 3は分厚い板状の剥片を素材として周辺部から剥片剥離を行っているもので同様の特徴

を持つものを本報告書では石核とした。 4は数回の打面転移を行っている石核である。石材は、 2が砂岩、

3が流紋岩、 4がめのうである。礫は2kgを越えるものが2点で他は小形のものである。これらの礫は、

2 m-3 mの間隔を置いて分布している。なお、断面図の長方形は礫の出土レベルを示す。

ブロック2 (第242図)

石核1点、剥片・砕片15点から構成され、 2・4mX工・6mの範囲に分布する。工ないし2個体の同一母君

からなる赤色チャートの石核と剥片が主体となり、珪質頁岩3点、安山岩と凝灰岩が各1点含まれている。

遺物は表土直下のⅣ層上面より検出されている。本ブロックの上部は流失してしまった可能性が強い。

ブロック3 (第243・.247図)

石核1点、剥片2点、礫3点で構成され、直径1m以内に納まる小範囲に分布する。ブロック4に近接

するが石材構成が異なるため少数ではあるが分離しブロック3とした。 28は流紋岩の石核で2点の剥片と

同一母君と思われる。礫は安山岩と花崗岩で3点とも拳大の大きさでまとまって出土した。なお本ブロッ

クは一部重機により掘り下げており、遺物のサンプリングェラーカ泡のブロックに比べ多い可能性がある。

ブロック4 (第243・246・247図)

磨製石斧1点、台形様石器工点、スクレイパー1点、使用痕のある剥片1点、石核7点、剥片・砕片53

点、礫3点より構成される。重機による試掘でブロックの東側が失われていた可能性が強いが、現在確認

される分布範囲は3・2mX3・4mの範囲に納まる。石材構成では黒曜石と蛇紋岩が主体となるブロックで

この他に黄色の鉄石英が2点含まれる。

1工は基部の二側線に調整加工を施した台形様石器、 12は掻器状の刃部のスクレイパーで13には切断と

微細を剥離痕が認められる。いずれも黒曜石である。 9は刃部が丹念に磨かれている磨製石斧の欠損品で

平面分布ではブロック5の中に含まれる。しかし、ブロック4の蛇紋岩の剥片と同一母君と思われること、

II層より出土しており原位置から平面的にも移動していると考えられること、以上のことから9の磨製石

斧はブロック4の分布範囲内にあったものが斜面下方に動いたと考えられ、本来はブロック4の遺物で

あったと理解しておく。また、蛇紋岩の剥片には研磨面が認められるものが多く、 9と同一個体の可能性

が高く、本ブロックの蛇紋岩の剥片は、磨製石斧の第1次的製作にかかわるものではなく、破損・破壊も

しくは再加工によって生じたものであると判断される。また、砥石などの研磨具は認められない。礫はブ

ロック周辺部に分布しており、 5・7kgの人頭大ほどの大形の礫がある。礫表面は、発掘時の傷で使用痕があ

るか否か観察できない。

ブロック5 (第243・246・247図)

台形様石器1点、石核工点、剥片・砕片18点、礫2点より構成される。ブロック4に比べ散漫に分布し

ており8・4mX2・9mの細長い範囲に分布する。石材構成は流紋岩、黄色い鉄石英、黒曜石、チャート、安

山岩と多様でそれぞれの石材別に分布範囲を見ると更に小さな集中範囲が確認できる。 2点の礫はほぼ

同-レベルで出土しており、生活面のレベルを示していると思われる。本ブロックは地表面からおよそ25

C皿で検出され、遺物を包含するⅣ層は非常に薄く、 Ⅳ層と共に遺物が流出した可能性が強い。

10の台形様石器は切断と裏面での剥片剥離により形状を作り出した後、基部表面に細かを調整加工を

行っている。前述したが、 9の磨製石斧は工工層中より出土したもので本来ブロック4に含まれていたも

のと思われる。

ブロック6 (第242図)

旧石器時代の調査を開始した検出面で剥片が認められ、調査区を設定し掘り下げたが、黒曜石の剥片が
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第2節　旧石器時代の遺構と遺物

ブロック1分布図

④
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ブロック2分布図

④
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ブロック6分布図

(1 :80)

第242図　牛出古窯遺跡　ブロック1 ・ 2 ・ 6石材別遣物分布図
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第2節　旧石器時代の遺構と遺物

第244図　牛出古窯遺跡　ブロック1出土遺物(1)
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第8牽　牛出古窯遺跡

3点出土したのみである。他ブロックと同様に包含層の流失が考えられ、更に多くの遺物より構成されて

いたブロックの残存と考えられる。

牛出古窯遺跡上段段丘面では、以上の6つのブロックが確認された。すべて本遺跡基本土層Ⅳ層より出

土したものではあるが、周辺遺跡の状況と同様に、時期差を層位的に検出することは不可能であるため、

出土層位でブロックの同時性は議論できない。ブロック4と5は類似する台形様石器の存在と同一母君と

思われる鉄石英が両ブロックに含まれていることから同時期に残されたものと判断できる。またブロック

匡星豊国

響き

第245図　年出古窯遺跡　ブロック1出土遺物(2)
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第2節　旧石器時代の遺構と遺物
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第246図　年出古窯遺跡　ブロック3 ・ 4 ・ 5出土遺物(1)
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第8牽　牛出古窯遺跡

3はブロック5と同一母君の可能性がある流紋岩を共有しており両者は同時期のブロックと判断できる。

以上のことからブロック3 ・ 4 ・ 5は有機的関係を持つブロックと認定できる。ブロック工には磨製石斧

の未製品と見られるものがあり、野尻湖遺跡群の調査成果によると本ブロックはAT層より下位の石器群

くそ二重>

‡

∠二二二>

圏圃
重董曇重量墓室雪

囲

24

一、

第247図　牛出古窯遺跡　ブロック3 ・ 4 ・ 5出土遺物(2)
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第3節　縄文時代・弥生時代の遺物

と考えられ、ブロック4との関連が想定される。他のブロックについては時期を判断する石器がなく、積

極的に同時期性を示すデータは認められないが、ブロック2にはブロック5の石核(第246図19)と類似す

るものが認められ、石材もブロック間で相互に関連を持ち、すべてのブロックがおよそ37mの円の中に納

まっていることから、ブロック2 ・ 6についても同時期の所産と考えるのが妥当と思われる。以上のこと

から本遺跡出土のブロックは何らかの有機的関係を持つブロック群と評価したい。

第3節　縄文時代・弥生時代の遺物・

縄文時代から弥生時代の遺構は検出されず、土器片と石器が数点出土したのみである。

縄文時代の遺物(第248図)

土器では早期の楕円押型文と中期前葉の土器片が数点出土したのみである。中期の土器は調査区北隅に

集中しており、調査区外に遺構が広がる可能性もある。石器では石鍛3点、打製石斧6点、スクレイパー

1点、石核3点、剥片19点が出土している。

弥生時代の遺物(第248図)

弥生時代中期と思われる馨の破片数点と太形蛤刃石斧が出土した。聾は縦羽状の櫛描直線文の胴部破片

で弥生時代後期の終わりから古墳時代にかけての遺物の可能性もあり4節の第272図に示した。磨製石斧

は5点出土しており、その内4点は下段段丘面より出土したものである。完形品はSBl O覆土より出土

した1点のみ(14)で他は刃部のみの欠損品である。 14は他の4点に比べ扁平であること、完形品であ

ること、側面及び正面に敲打痕を有すること、住居内覆土出土ということ、以上のことから14の磨製石斧

は、他の4点とは異なった経緯で本遺跡に残されたものであると推測される。すなわち、 10へ13は弥生時

代中期の遺物であり、 14は古墳時代前期には転用されて使われた可能性がある。

一335-



第8章　牛出古窯遺跡

顕鶉濃蜜

(YJ19) 2

(不明)　6

(J Jo5)

<二>
:-‾三

(YJ19) 3

(J工O7)  10

(KAO3)　1 2

(表採) 4　　く二>　(SBO5) 5

第248図　年出古窯遺跡　縄文・弥生時代の遺物
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第4節　古墳時代の遺構と遺物

第4節　古墳時代の遺構と遺物

1　概要

下段段丘面に古墳時代前期初頭の集落跡が検出され、当該期の竪穴住居址が5棟と竪穴状遺構の3基を

調査した。後者は形状が竪穴住居址に類似するものの、規模が小さく炉跡、柱穴、貯蔵穴などの施設が検

出されず竪穴状遺構として区別した。この他に、直径30cm前後のビットが1 8基発見されたが掘立柱建物

址と認められるものはない。なお、 SBO5 (5号住居址)からは骨片、管玉、勾玉、ガラス小玉、砥石、

ヤリガンナなどが出土しており、住居址内の埋葬施設を想定させる遺物の出土状況が確認された。

古墳時代前期の遺構集中区より北西に100mの地点で古墳時代中期と、思われる土師器片が十数片出土し

ているが、遺構は検出されなかった。なお、図示した土器の観察記録は何章の遺物観察表に掲載した。

2　竪穴住居址・竪穴状遺構

SB O 3 (3号竪穴状遺構) (第249・250図)

遺構の構造　3.54mX3.80mの隅丸方形を呈している。ただし、壁際の覆土と地山の区別が非常に困難

生345.ィ。

第249図　年出古窯遺跡　SBO3
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第8章　牛出古窯遺跡

で、住居址の形態も不明確である。床面もはっきりとは確認できず掘り下げ過ぎたところもある。ピット

が2ヶ所検出されたが、柱穴と思われるものはなく、炉跡も確認できない。床面からの深さはP lが14cm、

P 2が18cmで覆土は住居址覆土と類似するが、本遺構に付属する施設であるとは断定できない。遺構中

央部が配水管施設により撹乱されている。

遺物出土状況　第249図に出土地点を示した土器はすべて覆土下部から床面にかけて出土したものであ

る。このうち床面出土の土器は、 3 ・ 4 ・ 9 ・12・13・14である。 3と4は床面に破片がまとまって出土

したが、失われた破片があり完形にはならない。これらは住居内に廃棄され、その後押しつぶされたもの

第250図　牛出古窯遺跡　SBO3出土遺物

ー338鵜
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第4節　古墳時代の遺構と遺物

と思われる。このうち3は6号住居址の2と同一固体である可能性が高い。これらに対し、 1は接合する

破片が比較的広範囲に分布しており、破片となったものを住居内に廃棄したものと思われる。 10はEF14グ

リッドおよび4号住居址出土の破片と接合している。検出面よりガラス玉が1点出土した。 Pl ・・ 2から

は遺物は出土していない。

出土遺物　図示したものの他に、口緑部破片で櫛描波状文・簾状文を有する藷(以下箱清水系の聾と

する) 1片、南軍6片(この内赤色塗彩されたもの2片)、土師器壷・塞9片、鉢形土器1片、その他1片、

ガラス小玉1点(第257図12)がある。なお、覆土中に奈良時代の須恵器片が3点混入している。

SB O 4 (4号竪穴状遺構) (第251・252図)

遺構の構造　3.48mX3.28mの隅丸方形を呈し、検出面より10cm-14cmの深さである。床面は不明瞭で

硬級を部分は検出されない。小さなピットが3ヶ所確認されたが本遺構の施設であるかは不明である。柱

穴や炉跡は検出されず覆土にも炭化物等は含まれず、土器以外には人の行為の痕跡が感じられない遺構で

ある。

遺物出土状況　図示したもののうち、 6以外は覆土下部から床面にかけて出土したものである。ただし、

床面から出土したものと検出面から出土したものが接合している例もあり、出土レベルの差は余り有為を

ものではない。 4 ・ 7 ・ 8の3点は床面に横倒しの状態で出土し、 -部を欠損しているもののほぼ完形に

復元できるものである。なお7はピットの覆土上面に出土しており、出土レベルが当時の床面であったと

推定すると、 P工は本遺構の廃棄時には埋没していたものと思われる。

出土遺物　図示したものの他に、口綾部破片で箱清水系藷1片、土師器壷・藷4片、南軍11片(この内

赤色塗彩された南軍5片)、器台1片が出土している。なお、奈良時代の須恵器片が2片混入している。

SB O 5 (5号竪穴住居址) (第253-257図)

本遺構は拡張を行っており、新旧二段階の遺構が重なっている。拡張以前を5 a号住居、拡張した新し

いものを5 b号住居として記述する。なお、土層断面でも切り合いは非常に確認しにくく、覆土掘り下げ

中には5 b号住居の床面を明確に捕らえることができず、 5 a号住居の床面まで-気に掘り下げており、

遺物の出土状況と残されたセクションベルトの観察とから新旧関係を明らかにした。すなわち、後述する

B群の遺物群が5 a号住居の壁立ち上がりを覆っており、 5 a号住居の方が古いと判断した。また、遺物

の出土状態から5 b号住居が住居としての機能を失った後、埋葬施設になったと考えられる。

遺構の構造　5 a号住居は内側のわずかに窪んだ部分で、およそ4.40mX4.00mの隅丸方形を呈し、検

出面より37cmの深さである。 P3. 9. 7.12が柱穴に相当すると思われ、深いもので床面から70cm、浅

いものでも35c皿である。 P12の断面観察によると、深さ30cmのところで柱穴の直径が17cmに対し柱痕は10

cmであった。床面に火床面が検出されたが、柱穴から想定される中心線からははずれた位置にある。この

火床面は床面を掘り下げ過ぎたためにわずかに焼土と思われるものが認められたのみであるが、地床炉の

底面であると思われる。南東壁の-部に周溝と思われる溝が検出された。

5 b号住居は、 5 a号住居址よりも一段高い床面で、 4.9’4mX5.28mの隅丸方形を呈し、検出面よりお

よそ30cmの深さで床面となる。 P2 . 8 .10.13が柱穴に相当すると思われるが、 PlOは非常に浅く不定

形であり、 5 a号住居の柱穴としたP9が5b号住居の柱穴として機能していた可能性もある。 Plは上

端では不整を形状をしているが、底面部分では隅丸の方形を呈しており、およそ100cmX60cm、深さ80cmの

規模の貯蔵穴と思われる。 5 b号住居の床面を3層上面とすると、炉跡と思われる焼土は検出されていな

い。遺物の出土状況から考えて、 5 a号住居の床面を共用することはあり得ないので、先に述べた炉跡を
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第252図　牛出古窯遺跡　SBO4出土遺物
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第253図　年出古窯遺跡　SBO5
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第255図　年出古窯遺跡　SBO5出土遺物(1)
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第8牽　牛出古窯遺跡

共用することは考えられない。北東壁際に浅い溝と住居内側に傾いたP14が検出されたが、本遺構の施設

か否かは判断できない。この他に浅いビット(P5 ・ 6 ・11)が検出されており、このうちP5は5b号

住居の施設であることがセクションベルトの観察から確認されている。まな後述する玉類の出土状況か

ら覆土内埋葬の可能性もあるためセクションベルトを観察したが、覆土内の掘り込みは確認できなかった。

覆土1層、 2a層、 2b層は類似した層である。 2c層は多量の焼土と炭化物が含まれた層で北西壁際

に帯状に広がっている。また3層には地山の暗黄褐色土粒が含まれており、埋め戻しによる堆積と判断さ

れる。

遺物出土状況(第254図)完形、もしくは完形に近い形の土器が多く出土しているのか特徴的である。

/¥、 、詰燃
り　　菓臆町

第256図　牛出古窯遺跡　SBO5出土遺物(2)
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第4節　古墳時代の遺構と遺物

0　　　(2:3)　　　　5cm

第257図　年出古窯遺跡　SBO5他出土玉類など

第11表　牛出古窯遺跡　玉類観察表

図版No. ��騫ﾙ4薬��遺構名 舒ﾘ顥kﾂ�石　材 ��h����+"�長さ mm 兀ﾒ�萪�厚さ mm 儖X����������ﾖﾂ�

図-1 �3����SBO5 豫x����ｼ｢�滑　石 處隍I�b�9 �2�6 亂霹���]�lｩ�ｨﾔR�

II　2 �3��b�SBO5 豫x����ｼ｢�鉄石英 ��B�11 �2�亂霹���]�lｩ�ｨﾔR�

〃　3 �3��2�SBO5 豫x����ｼ｢�滑　石 處隍I�b�12 �"�亂霹���]�lｩ�ｨﾔR�

〃　4 �3����SBO5 豫x����ｼ｢�滑　石 處隍I�b�11 �2�亂霹���]�lｩ�ｨﾔR云�lｨｨH.｢��

〃　5 �3����SBO5 豫x����ｼ｢�鉄石英 �9�Hｨﾉ�b�工2 �2�佇y����]�lｩ�ｨﾔR�

II6 �3��2�SBO5 豫x����ｼ｢�鉄石英 ��B�11 �2�佇y����]�lｩ�ｨﾔR�

II7 �3��"�SBO5 豫x����ｼ｢�鉄石英 �9�Hｨﾉ�b�13 �"�佇y����]�lｩ�ｨﾔR�

〃　8 �3��2�SBO5 豫x����ｼ｢�めのう �?ｸ��I(���b�13 �2�亂霹���]�lｩ�ｨﾔR�

〃　9 �3��r�SBO5 豫x����ｼ｢�鉄石英 �9�Hｨﾉ�b�工5 �2�佇y����]�lｩ�ｨﾔR�

II工O �3��B�SBO5 豫x����ｼ｢�滑　石 處隍I�b�16 �2�亂霹���]�lｩ�ｨﾔR�

〃11 �3����SBO5 豫x����ｼ｢�滑　石 處隍I�b�工9 �2�佇y�兢�lｩ�ｨﾔR�{ﾉlｩ�ｨﾔR�

〃12 �3����SBO3 �4ｸ8�5鮎｢�ガラス �5�4ｨ487X8ｸ�ｲ�3 迭�

〃13 �3��2�SBO5 �4ｸ8�5鮎｢�ガラス �5�4ｨ487X8ｸ�ｲ�2 釘�

〃　工4 �3��2�SBO5 �4ｸ8�5鮎｢�ガラス �5�4ｨ487X8ｸ�ｲ�3 釘�

〃15 �3��r�SB工　O �4ｸ8�5鮎｢�ガラス �5�4ｨ487X8ｸ�ｲ�4 �2�

〃　工6 �3��"�SBO5 �4ｸ8�5鮎｢�ガラス �5�4ｨ487X8ｸ�ｲ�ﾙXｨﾉ�b�5 澱�

〃17 �3����SBO　5 佰�����ｼ｢�ヒスイ �11 途�

〃18 �3��R�SBO　5 佰�����ｼ｢�ヒスイ �22 ��B�10 几ﾉlｩ�ｨﾔR�

II19 �3��R�SBO　5 佰�����ｼ｢�不　明 �22 儘�"�5 兢�lｩ�ｨﾔS��

〃　20 �3��b�SBO9 佰�����ｼ｢�ヒスイ �20 ��B�10 几ﾉlｩ�ｨﾔR�

〃　21 �3��B�SBO　5 �7X����ｼ｢�砂　岩 �67 �#r�27 鼎r�6r�

-345-
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第8牽　牛出古窯遺跡

床面付近から骨片、管玉、勾玉、ガラス小玉、砥石、ヤリガンナ?が出土しており埋葬施設である可能性

を指摘できる。なお骨片については、小破片であるため人骨とは断定できない。玉類は出土地点を示した

もの以外にも覆土のウォーターセパレーションにより検出されており、合計で管玉11点、勾玉3点、ガラ

ス小玉3点が出土している。 SB O 5以外の住居址の覆土もすべてウォーターセパレーションを行った結

果、本住居址の玉類の出土数は特別に多い(第11表)。これらの玉類は副葬もしくは住居廃絶時に遺棄され

たものと思われる。本遺構は床面出土の遺物が多く、出土状態から大きく4群に分けて捕らえることがで

きる。 A群は1 ・ 6 ・10・11・13・20・24・28の8個体で、 5b号住居の床面にまとまって出土したもの

である。 6 ・ 10 ・ 11は完形品に復元され、出土状態から見て特に一括性が高い。 6の出土レベルが他に比

べ高いのは、直立状態で置かれていたものが、埋没過程で横転したため出土レベルが高くなったと判断さ

れる。 B群は2 ・ 3 ・ 4 ・ 7 ・12・15・16・22で、 5b号住居北東壁際にまとまって出土した一群である。

重なるように出土しており非常に一括性の高い-群である。なお、 A群に含めた1は3と同一個体と思わ

れる。 C群は、 9 ・14・21・25・26・29で、 5b号住居の南西壁際に並んで出土した-群である。 9は胴

部以上の部分と底部が離れて出土したもので完形には復元できず、破損してから本住居に持ち込まれたも

のである。 26はP工の上面で出土したもので出土レベルがやや低く、 P工埋没後に廃棄されたものである。

D群は、 17・19・27で、 5 a号住居床面で出土し、 17と19は重なって出土している。なお8はP5内、 18

はPl内より出土している。

出土遺物　図示したものの他に口緑部破片で、箱清水系聾8片、その他壷藷10片、小形土器1片、南軍

13片(その内赤色塗彩されたもの2片)が出土した。土

器以外では管玉11、勾玉3、ガラス小玉3、砥石1、ヤ

リガンナ? 1が出土した(第257図)。なお、覆土中に縄

文式土器1点、弥生時代中期土器片1点、奈良時代の須

恵器片4点が混入している。

SB O 6 (6号竪穴住居址) (第258へ260図)

遺構の構造　4.38mX4.43mの隅丸方形を呈しており、

検出面からの深さはおよそ20c皿である。柱穴はP2 ・

3 ・ 4 . 5で、直径18cm-24cm、深さ24cm-30cmである。

P工は3段構造になっており、 1段目は1.OmXO.8mで

浅い窪み状のもので、 2段目は床面からの深さ約30c皿の

テラス状、 3段目は深さ72cmで65cmX55cmの長方形の底

面は平坦になる。炉跡は地床炉でP 2とP 3の中間に位

置し、床面から7 c皿窪んだ皿状の火床面が確認された。

火床面は一部がさらに深く掘られて落ち込んでいるが、

その部分の覆土には焼土が含まれていない。 P 7は深さ

10c皿ほどの浅い皿状に窪むピットである。住居址の覆土

は黒褐色土で分層できず単層である。
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(1 :60)
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1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)

2 :黒褐色土(HuelOYR2/3)焼土

ブロックを混じる。

3 :暗褐色土(HuelOYR3/3)焼土

を含まない。

細面園田

黒褐色土(HuelOYR2/2)住居内の

覆土に類似。
黒褐色土(HuelOYR2/2)暗黄褐色

土を少量含む。
黒褐色土と暗黄褐色土の泥土層。
2層に類似。

1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)炭化物をほとんど含まない。

2 :図には示していないが、 1層の下に暗黄褐色土を混じる黒褐色土

がある。
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第259図　牛出古窯遺跡　SBO6
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第4節　古墳時代の遺構と遺物

遺物出土状況　第258・259図に出土状況を示した。 P工の上面からやや落ち込んだところにまとまって

遺物が出土している。図の1・2・3・4・6・7・9・10・11・15・16がそれに当たり、出土状況から

一括性の非常に高い遺物群である。 7はピットの底部付近から出土したものとビット上面出土のものが接

合したもので　これらの遺物群がP l埋没開始時にはすでに本住居内に存在していたと考えられる。すな

わち、壁際に置かれていた土器群が、 P工が完全に埋没する直前に崩れ落ちた、と推定できる。以上の解

釈が正しいとすると、 P工の下部から出土した8の藷もこれら一群の土器と一括遺物であると考えられる。

この他に12・ 13・ 17も床面から出土したもので本住居にともなう遺物である。

出土遺物　図示したものの他に、口綾部破片で箱清水系の聾1片、箱清水系の壷3片、その他壷藷10片、

広口短頸壷? 1片、・南軍12片が出土している。なお、奈良時代の須恵器片17点が混入している。

SB O 7 (7号竪穴状遺構) (第261・262図)

遺構の構造　3.92mX3.34mの隅丸方形を呈しており、検出面からの深さはおよそ5c皿-10c皿である。

柱穴、炉跡、貯蔵穴などの施設はなく、床面は明瞭には確認できない。配水管埋設などにより-部破壊さ

れている。覆土は黒褐色土の単層で地山の土とは区別し難く、やや黒ずんた範囲を遺構として掘り下げ

たもので立ち上がりも明確には確認できなかった。

遺物出土状況1 ・ 3が床面から出土したものである。他は、覆土中より出土したものである。出土遺

物は他の遺構に比べ少なく、図示したものの他に、口緑部破片で箱清水系の藷1片、土師器藷2片、南軍

4片(この内赤色塗彩のもの3片)が出土している。

生3掴。

1 :黒褐色土(HuelOYR3/2)

第261図　年出古窯遺跡　SBO7遺物出土状況
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第8牽　牛出古窯遺跡

0　(1 : 4)  10。調

第262図　年出古窯遺跡　SBO7出土遺物

SBO 8 (8号竪穴住居址) (第263・264図)

遺構の構造　3.90mX推定3.70mの隅丸方形を呈しており、検出面からの深さはおよそ4cm-8cmと浅

い。床面は明確に捕らえることができず、柱穴は確認されない。炉は地床炉で、皿状に約5cm窪んだ火床

面が確認されている。 P lは貯蔵穴と思われ、配水管埋設により一部破壊されているが、 60cmX推定70cm

の隅丸の長方形で床面から深さ45cm、底面は平坦である。

遺物出土状況　図示したものでは2 ・ 4 ・ 9が検出面より出土したもので他は床面直上出土である。 5

はP l底面に置かれた状態で出土した高杯で脚部が欠損している。この南軍の上にのる2層中には直径1

cm-2cmの炭化物が多量に含まれており、そのうち10片の樹種同定をしたところ、同定可能な8点すべて

がブナ科コナラ属クヌギ節(クヌギなど)であった。また、住居床面付近には18点の炭化材が出土した。

これらは長さ15cm-38cmの板材及び丸太材で、建築部材の一部であろう。同定の結果17点がブナ科コナラ

属クヌギ節、 1点がブナ科コナラ属コナラ節(コナラ・ミズナラ、カシワ、ナラガンワなど)である。な

お、樹種同定は㈱パレオ・ラボの藤根久氏に依頼した。 (証)

出土遺物　図示したものの他に、口綾部破片で箱清水系蓬1片、箱清水系壷1片、土師器馨1片、壷1

片、南軍5片(この内赤色塗彩のもの2片)、内湾口縁鉢3片が出土している。土器以外では大形の土錘が

1点出土した。なお、奈良時代の須恵器片4点が混入している。

SB O 9 (9号竪穴住居址) (第265へ267図)

遺構の構造　4.98mX4.80mの隅丸方形を呈しており、検出面からの深さは約20cmである。覆土と地山

の土が類似しており立ち上がりが不明瞭で床面は他の住居址同様堅級を部分は認められず、床面の検出が

困難である。柱穴はP2. 3. 4. 5で直径約30cm、深さはP2以外は2.5cm前後で　P2のみ40cmとなる。

P 2とP 3の間の焼土が炉の痕跡と思われるが、薄い焼土層が確認されたのみで他の地床炉で認められる

窪みは確認されない。貯蔵穴と思われるP lは48cmX65cmの隅丸の長方形、深さ40cmで底面は平坦となり、

完形の壷が置かれている。 P 6は直径30cm深さ15cmで本遺構の施設であるか否か不明である。

P lの覆土中より炭化材の小片が出土しており、樹種同定の結果12点がブナ科コナラ属クヌギ節、 1点

がブナ科コナラ属コナラ節(コナラ・ミズナラ、カシワ、ナラガンワなど)である。このような状況はS

B O 8の貯蔵穴と思われるP lにも見られる。すなわち、 (①底面付近にまとまって炭化材の小片が出土す

る。 ②出土する炭化材はほとんど全てがクヌギ節1種であり、まとまって出土した炭化材がで同一固体で
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炉跡

1a :黒褐色土(HuelOYR3/2)暗黄褐色士粒を多

く含む。炭化物を含む。
1b :黒褐色土(HuelOYR3/2)1a層よりも多く暗

黄褐色土を含む。
2 :暗黄褐色土と黒褐色土の泥土層。床下の埋

め戻し土。
i t l

黒褐色土(HuelOYR2/3)下部に炭化物を少量

含む。
黒褐色土(HuelOYR2/3) 1 - 2 cmの炭化物を

多く含む。

旺国

第263図　牛出古窯遺跡　SBO8遺物出土状況

曇三二・‾‾.

、詰÷詰

竃三二

園詞書
第264図　牛出古窯遺跡　SBO8出土遺物
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3 : 1層中に黄褐色土を混じる。

炉跡
1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)炭化物粒と

焼土粒を少量含む。
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第8章　牛出古窯遺跡

1 :黒褐色土(Hue7.5YR3/2)炭化物粒を少量含む。

第265図　年出古窯遺跡　SBO9遺物出土状況

ある可能性がある。以上の2点から、 SBO8とSBO9の住居廃

絶後の貯蔵穴に材が落ち込んだと推定され、その材は貯蔵穴の上に

乗せられていた可能性がある。ただし、炭化材が小片であるため材

が板材であったのか丸太材、角材であったのかは判別できない。更

に、SB O5、SB O6、SBl Oの貯蔵穴では、いわゆる二重ピッ

トのように浅い窪みがめぐらされている痕跡が認められた。これは

蓋を落とし込むためのものと考えられ、他の住居址に於ても、住居

使用時には貯蔵穴に何らかの蓋が被せてあった可能性が強いと推定

される。なお、上記の樹種同定は㈱パレオ・ラボの藤根久氏に依頼

した。 (縫2)

遺物出土状況1はP l内より完形で出土した壷で住居使用時に

ピット内に置かれていたものと思われる。藷内には土のみが詰って

おり、他には何も検出されなかった。図示したものの中で2 ・ 3 ・

4は床面出土の遺物で、 2は床面から出土したものとP l内の藷に

接して出土したものが接合している。また、他の図示した遺物はす

べて覆土の下半部より出土したものである。

」型cm

1 :黒褐色土(HuelOYR2/2)炭化材と焼土を含む。

2 :暗褐色土(HuelOYR3/3)地山暗黄褐色土を混じる。

第266図　年出古窯遺跡　SBO9Pitl

出土遺物1 ・ 2は箱清水系の壷形土器で　2は赤色塗彩されているが、 1は全面ハケ調整により赤色

塗彩は見られない。 3は表面が丁寧にみかかれ、内面には輸積痕が明瞭に残る。 4 ・ 5 ・ 6は聾形土器、
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第4節　古墳時代の遺構と遺物

/二蕊5

0　(1 : 4)  10。m

第267図　牛出古窯遺跡　SBO9出土遺物

7-9は高杯で、 7は口縁端部に面取りをした東海系の南軍と思われる。 10は両端を欠損し、全面に赤色

塗彩された何かの把手の一部かと思われる。図示したものの他に、口綾部破片で箱清水系の壷形土器5片、

土師器の整形土器7片、高杯13片(その内赤色塗彩されたもの2片)が出土している。覆土のウォーター

セパレーションにより勾玉(第257図20)が1点見つかったが、作業時の手違いでこの勾玉がSBO 5の遺

物である疑いがある。なお、縄文式土器1片、奈良時代の須恵器片2点が混入している。

SB l O (10号竪穴住居址) (第268へ270図)

遺構の構造　本遺跡で最大の竪穴住居址であるが、西側が道路下になっており調査できなかった。推定

される規模は、炉と貯蔵穴を中心軸とした左右対称構造を想定すると7.28mX6.60m、二本の間仕切りと

壁との距離が等間隔とすると更にスリムとなり、 7.28mX5.64mの隅丸の長方形となる。床面までの深さ

はおよそ20cmである。柱穴は床面を剥いで検出したが確認されず、本住居には主柱穴がないことを確認し

た。壁際には周溝がめぐっているが、南東壁で1mに亙って周溝がとぎれ、南西壁ではPlの両わきに周

溝に直行した間仕切りと思われる溝がのびる。また周溝中に直径約15cm、床面からの深さ15cm-20cmのビッ

トが4カ所確認された。炉は地床炉で26cmX28cmの範囲の僅かに窪んだ不整楕円形の火床面が検出された。
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第8章　牛出古窯遺跡

P lは120cmX120cmの隅丸方形の浅い窪みの中に60cmX76cmの隅丸方形の深い穴がある二段構造の貯蔵穴

とされるものである。底面は平坦で床面からの深さは86c皿と他の住居の貯蔵穴に比べかなり深い。また

P工の壁際の周溝の延長上に2つの小ビットが見つかった。

遺物出土状況　図示したもののうち1 ・ 8以外は床面出土である。 5は周溝の途切れる南東壁際に出土

したもので　ばらばらに割れた破片が床面にへばりつくように出土した。すなわち土庄により割れたので

はなく、破片に割れた後に床面に廃棄されだと推定される。 1 ・ 4 ・ 7 ・ 8はP工覆土出土の破片と接合

した。

出土遺物　図示した土器の他に、口綾部破片で箱清水系藷形土器3片、箱清水系壷形土器1片、土師器

壷形土器・整形土器17片、南軍17 (内赤色塗彩のあるもの4)片が出土している。覆土のウォーターセパ

レーションによりガラス玉(第257図15)が1点出土した。この他に覆土上層から奈良時代須恵器片16点、

弥生時代磨製石斧1点が混入している。磨製石斧については、古墳時代に転用品として用いられた可能性

もある。

し344.50

344.4。」. .」　　3。伊里. .上

‾「こ7-

‾マタ““

Pi tl

l :黒褐色土(HuelOYR2/3)炭化物を少量含む。

2 :黒褐色土(HuelOYR2/3)暗黄褐色土を少量含む。

凹cm

炉跡
1 :黒褐色土(HuelOYR3/2)焼土粒を含む。

2 :赤褐色土(Hue2.5YR4/6)純粋を焼土。

圏

1 :黒褐色土(HuelOYR2/2)

2 :黒褐色土(HuelOYR2/2)暗黄褐色土を混じる。

3 :黒褐色土と暗黄褐色土の混土層。
4 :黒褐色土と暗黄褐色土の混土層。 3層より暗黄

褐色土が多い。

A_34 4.5。

第268図　年出古窯遺跡　SB工O
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第4節　古墳時代の遺構と遺物

第269図　年出古窯遺跡　SB工O遺物出土状況

3　その他の遺構

ピット群(第271図)

18基の小ビットが確認されたが、ピットの配列から掘立柱建物址ではないようである。ビット群はSB

O 8の北東側とSB l Oの北東側との2ヶ所に集中して見られる。直径20cm-30cm前後のもので遺物は出

土していない。覆土が類似することから住居址などと同時期の遺構と判断した。ピットの配置のみを第271

図に示した。

4　遺構外の出土遺物とその出土状況(第271 ・ 272図)

第271図は遺構の配置と遺構外の遺物の出土状況を示したものである。ドット1つは土器片1片を示す。

道路側のSB O 8、 SBl O付近に遺物が見られないのは、包含層が削られてしまったためである。これ

は表土を剥いだ状態でSB O 8の床面がほとんど露出する状態であったことから確かめられる。それ以外

の部分では、多少なりとも包含層及び包含層と同時期の堆積層は残っている。

SB O 5の北東側の遺物集中箇所は、比較的大きい破片が同-レベルでまとまって出土しており、集落

内において何らかの意味を持った空間であったことを想定させる。この他にSB O 8の東側にも土器片の

一355-
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第270図　牛出古窯遺跡　SBlO出土遺物

集中が認められる。遺物出土状況と遺構との関係を見ると、住居址の周辺に土器片が残されていることが

観察される。住居内覆土からも多くの土器が出土していることも考慮すると、土器は住居周辺を含む意味

での居住空間内に廃棄されたと考えられる。調査区東壁側には住居址がなく、遺物の量が希薄になってい

ることから、 SBO3、 SBO8より北東側には居住域が広がらないものと想定される。また、 SBO9

の南西側は、遺物が調査区の境界まで出土していることから、調査区外に居住空間が広がる可能性がある。

更につけ加えるならば本調査区から道路をはさんだ北西側も調査したところ、遺構は検出されていない。

ただし、道路の北西側は表土を剥いだところ検出面は一段下がっており、遺構が千曲川の氾濫により削ら

れた可能性がある。

なお、第272図19 ・ 20 ・ 21の縦羽状の櫛描直線文の聾形土器は、当該期のものではなく弥生時代中期の聾

形土器である可能性もある。弥生時代中期の遺物は、大形蛤刃磨製石斧が出土しているのみで他に弥生

時代中期の土器は見られない。
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(1 :400)

第271図　年出古窯遺跡　古墳時代遺構外出土遺物の分布
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

1概要(第273図)

奈良・平安時代に属する遺構は、上段段丘面から段丘崖にかけて、須恵器の窯跡1基、灰原3、竪穴住

居址6棟、掘立柱建物址2棟、竪穴状遺構2基、墓坑1基、焼土坑3基、性格不明の溝、土坑他が検出さ

れた。主な遺構の出土遺物については第12表にその概要をまとめた。

2　窯跡関係の遺構

SYO l (1号窯) (第274-276図)

段丘斜面の上半部に位置し、主軸方向はS -45o-Eで斜面に直行する。調査区の東端に検出された。

土層1層は表土、 2層群(2aへ2e層)は天井崩落後の堆積層、 3層群(3a・3b層)は崩落した天井

部の無体を主体とした層、 4層群(4 a-4 d層)は燃焼部から前庭部に堆積する炭化物を多量に含む層、

5層群(5a. 5b層)は窯壁と窯底、 6層群(6a-6c層)は窯底と窯壁構築以前に埋められた層、

7層は床下のビットの覆土であ

る。窯底部分の地山は砂層であ

り、土を貼って窯底を作ってい

る。なお、 4a層と4c層が分屈

してあるが、漸移的を変化であ

る。

遺構の構造　半地下式無階無

段の登り窯。煙道、窯尻は残っ

ていない。前庭部を含めた全長

7.40m、最大幅95c皿、床面傾斜

27oである。燃焼部から焼成部の

全長は4.84m。窯壁は-部ずれ

落ちているが、そのほかは比較

的良好な状態で残っている。崩

れ落ちた窯体片から窯の修復回

数を観察すると、焼成面が2面

認められるものがあることから、

本葉は最低2回の焼成が行われ

ている。いくつかの窯体片には

直径1.5cm-4.5cmの管状の空洞

が見られ、天井部を支える骨組

材の痕跡と思われる。セクショ

ンG-Hの窯壁の裏側に直径3.

5c皿の棒状の炭化材が検出され

ている。これも天井部を支える

第12表　牛出古窯遺跡　遺構別口綾部(低部)破片数

須　　恵　　器 劔剴y　師　器 劔黒色 土器 儖X����ﾖﾂ�

遺構名 僭B���杯 B 僭B�･r�士 ・昌・ 刔r�大 窪 僭B�椀 �+r�;r����そ の 他聾 刎�� 

SBOl ���2 1 �����0 �����0 ���0 �2�0 ��� 

SBO2 �#b����15 6 鼎"�r�24 2 澱�"�0 ���0 ���3 ��� 

SBll 唐�R�3 3 ��b�2�0 ���0 ���0 ���0 ��� 

SB12 ����8 ����17 �"�0 ���0 ���4 ���高台付き高林1 

5 �2�・2 �2�1 劔���俘)}�"�

SB13 �#2�16 ���R�37 ��"�2 ���0 釘�13 ���高台付き高林1 

9 澱�23 迭�3 ����1 

SB14 唐�R�2 1 ����"�0 �2���3 1 ���3 ���0 ���羽釜1 

SB15 ����B�5 2 ����B�3 1 �"���0 ���0 ���1 ��� 

SKlO ���0 0 ���0 ���0 ���0 唐���4 1 ��� 

SK12 �2���2 1 迭���0 ���0 ���0 ���0 ��� 

SK13 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 �2� 

SYOl �����22 塔��6 ����データ �� �� ��� 

41 澱�5 ���1 �,���+R�

SWOl 涛b�b�22 4 塔b�b�データ ● �6h�ｸ5��,�+R�データ なし �� �� ��� 

SWO3 田s"�448 都sR�データ �6h�ｸ5��データ �� �� ���杯蓋つまみ65 

142 都b�49 �,���+R�な　し �,���+R�

上段の数値は遺構内出土の口綾部破片数、ただし杯A ・ Bは底部破片数。

下段の数値は残存率を累積加算した数値。小数点第一位を切り上げ。
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第8章　牛出古窯遺跡

第273図　年出古窯遺跡　奈良・平安時代遺構配置図
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

骨組材と思われる。焼成部と燃焼部の境界部分には不整形をビットがある。舟底状ビットに類するもので

あると思われるが、ビット上面を焼けた窯底が覆っていたか否かは調査時の不注意で確認できなかった。

焼成部上端の無慮下の掘り込みは底面が焼けており、覆土(6c層)に焼土ブロックを含む。窯体を築いて

いる土は、壁面及び天井部ではスサを含む粘土で窯底はスサを含まない砂質の土である。

灰原　燃焼部から前庭部にかけて炭

化物を多く含む黒褐色土が広がる。更

にその斜面直下にはSWOl ・ 02が

広がり、 SYO工内灰原の続きと思わ

れる。更にSYO工で焼かれた須恵器

を捨てたと思われる灰原(SWO 3)

が認められる。

遺物出土状況　遺物は、 3層下部か

ら床面にかけてと4層群中より出土し

ている。焼成部床面には小破片も含め

て200点余りが出土した。第274図には

実測した遺物のうち焼成部床面より出

土した物の出土位置を示した。また、

スサ入り粘土と須恵器片が付着した物

が35点出土した。これらは焼台と思わ

れるが、一括して取り上げたため出土

地点は不明である。燃焼部から前庭部

の灰原にかけても多くの須恵器が出土

している。

出土遺物(第276図)　須恵器杯A

(1-13)、蓋B (14へ17)、杯B (18

-21)、皿C(23)、短頸壷C(22・24・

25)、藷A (26へ31)、球胴藷(32)が

出土している。杯Aは全点糸切り未調

整である。杯Aの6 ・ 7 ・10は底部は

回転糸切りの際、円柱部分に近い下方

を切ったため底部が分厚い。底径は6

c皿前後である。杯Aの法量は3種類み

られ口径から、工類(6 ・ 7)、 3類(1

-5、 8・ 9)、 4類(10-12)に分類

される。13の杯底部外面には刻書「大」

がある。文字は杖状工具の小口を周い

たと思われる。筆順は「人」の後に横

の「-」が描かれている。杯Bは回転

糸切り後外周へラ削りされるものが多

く、 20のみ回転へラ切り後ナデ調整さ

(1 :40)

第274図　牛出古窯遺跡　SYO工遺物出土分布図
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I
-葛356.00

窯壁　スサをを混じる。

暗褐色土　焼土ブロックを含む。
暗褐色土　5a層に比べ砂質。黄褐色土、焼土を含む。
暗褐色土　焼土ブロックを混じる。 6b層に類似。
暗赤褐色土　砂質士。焼土ブロック、炭化物粒を含む

(l :40)

第275図　牛出古窯遺跡　SYOl
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第276図　牛出古窯遺跡　SYOl出土遺物

れている。破片が多く杯Bの法量は、明瞭をものがないが大小2種類と思われる。 19 ・ 20は小さめのもの、

18 ・ 21は大きめのものである。高台が底部の内側に巡る高台径の小さいものが多い。 18の高台は丸みを持

ち、外側にはみ出す踏ん張り型である。杯Bと同様に、蓋Bも法量に2種みられる。 14は口径の小さいも

の、 15・17は口径の大きいもの。蓋の口緑部と天井部の屈曲部がはっきりとしており、 15・17のように屈
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第8章　牛出古窯遺跡

曲部から天井部にかけて沈み込むものもみられる。 23は皿Cの破片と思われる。破片であるため、形態が

はっきりとしないが、口綾部が斜めに面取りされていて底部は平らであると思われる。皿ではない可能性

もあり、類似例を待ちたい。 24は短頸壷Cで焼き歪の口頚部をもつ。口綾部が上方に向く形態と思われ

る。 25は短頸壷Cの口頭部と思われる。口綾部に沈線が巡っている。 26と27は聾Aで器壁が薄い。 28は

口緑部に洗練が巡り受け口状を呈する。 30と31は大きめの藷Aである。 31は頸部に5本の縦線と1本の横

線のへラ掃きがみられる。 29は襲Aの休部と思われる。休部上部に最大径がみられる。 100は土師質の球胴

藷である。内外面とも体部下半部はハヶ国に近いへラ削りが施されている。

SYO lは、杯A、杯Bは回転糸切りが主であるが、法量が安定化せず、杯Bにへラ切りが残る。ヘラ

切りと糸切りの過渡期の窯と思われる。美濃須衛窯ではヘラ切りに変わって回転糸切りが主流になること

はなく、また陶邑古窯址群は回転糸切りが主流となるのは律令体制崩壊期である。猿投窯では、回転糸切

りが杯以外で普遍化するのが岩崎25号窯(猿投第IV期8世紀中葉)からであり、杯A (猿投窯無台椀)の

ほとんどが回転糸切りとなるのが黒笹1号窯(猿投第IⅤ期第3小期8世紀後半)からである。このことか

らSYO工は、この時期猿投の影響を受け、まだ回転へラ切りを残す糸切りへの転換期、つまり8世紀中

葉から8世紀後半期と考える。

SWOl .SWO2 (1号・2号灰原) (第273.277図)

SY O l直下の斜面に広がる。炭化物、焼土、須恵器片と窯体を含んだ黒褐色の薄い包含層で約4 mX

約6 mの範囲に広がり、中央がくびれる瓢箪形の分布を示す灰原である。調査区外にもう1基窯跡が存在

することを想定して、くびれの西側をSWO l、東側をSWO 2としだが、明確には分離できず、遺物包

含層は5c皿-10c皿の厚さで分層はできない。出土遺物は少なくテン箱2箱に満たない。

出土遺物(第277図)　SWO lでは須恵器杯A (1へ33)、蓋B (34-36)、杯B (37へ40)、短頸壷C (42・

43)、襲(41 ・ 44)が出土している。杯Aはすべて回転糸切り未調整であり、法量が口径差から3種類に分

けられ、 2類(1-14)、 4類(15-25)、 5類(26-33)である。形態は底部立ち上がりから口綾部まで逆

台形に開く形態が多く、杯身に膨らみを持つもの(5・8・9・13・24・28・30・33)は数少ない。 14は杯身にへラ

状工具によるナデ調整がされており、数条の洗練がみられる。 35と36の蓋Bはツマミ中央部が凸である。

36の口綾部から天井部に到る折り目ははっきりした稜がみられる。杯Bの法量は、 1類(37)、 2類(38-40)

の2種である。 42と43の短頸壷Cは石段口緑である。 41の聾AはSYO lの26.27の藷Aと類似する。 44

は藷Aの平底底部である。

SWO 2では須恵器杯A (45-47)、蓋B (48.49)が出土している。杯Aは回転糸切り未調整で、形態

は1号灰原のものに類似している。法量は2類(45・46)、 3類(47)の2種ある。蓋Bは大小2種であり、

48は口縁の屈曲がわずかで49は口緑の屈曲が小さく口緑から天井部にかけての境目が沈み込むような形

態である。 2点ともツマミが欠損している。

SWO 3 (3号灰原) (第273・278図)

SYO lの斜面斜め下方の緩斜面に、須恵器が多量に出土する地点をSWO 3とした。須恵器はおよそ

8mX12mの範囲に特に多く認められ、第273図に示すように遺物密度の高いところでは、 2m四方のグ

リッドに500点以上の須恵器片を出土している。遺物包含層は分層されず、基本土層工I層からⅡI層に相当す

ると思われる。炭化物や焼土は余り含まれず遺物が多量に出土していることから、須恵器のみを捨てた物

原であると思われる。ただし、出土遺物にはSYO工では見られない糸切り底の須恵器杯なども含まれて

おり、 SYO工で焼かれた須恵器以外のものが少量含まれているようである。

出土遺物(第278図)　須恵器杯A (1へ5 ・13)、蓋B (6-8)、杯B (9へ12)、高林(14)、長頸壷

(15-工8)、壷蓋(19)、短頸壷B (20-23)、三足壷の脚(26へ28)、短頸壷C (29)、短頸壷B (30-32)、
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第277図　年出古窯遺跡　SWOl (上段). SWO2 (下段)出土遺物
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

凸帯付四耳壷(33)、藷把手(34)、藷A (35)、聾底部(36)が出土している。

杯Aは回転へラ削り未調整である。 1と3はSYO工の杯Aに類似し、外傾する逆台形である。 2. 5は

1などに比べ、外傾が少なく箱型で腰部に丸みを持つ。 1と3には杯身にへラ状工具によるナデ調整が

されており、数条の沈線がみられる。杯Bの法量には4種みられる。 12は腰部が丸みを帯び、底径が小さ

く外傾し、口緑部も丸みを帯びやや外反する。 11も底径が小さく外傾する。 9は湯量が小さく底部に「×」

とおもわれるへラ播きがみられる。 9と10の高台は断面三角形である。 13は椀形の底部丸底の杯Aである。

4 ・ 5 ・13は杯の重ね焼きである。 13には火棒が認められる。

14の高林は脚部破片のみの出土である。長い脚部には長方形の透孔がみられる。美濃須衛窯では古墳期

からみられる脚の透孔が9世紀代まで残る。このことから高林脚の透孔は美濃須衛窯の影響と思われる。

長頸壷の15は口綾部に折り返しがみられる。 17は長頸毒口頚部接合部分の破片である。肩部の接合部に

粘土帯を巡らせ、その上に口頸部をのせ接合したものと思われる(第181図3)。 16と18は大きめの長頸壷

である。口綾部の折り曲げ部が顕著である。短頸壷Bの20は口唇部が断面三角形であり、 21と22と23は口

唇部の断面が方形である。 19の壷蓋は、短頸壷Bの蓋であり、蓋内面天井部にカキ目がみられる。 23-25

の短頸壷Bの休部外面中央部に「大」田山「×」のへラ播きがみられる。 26-28は金属器の三足(獣足)壷

の模倣品と思われる。 3つの脚とも断面六角形にへラ削りされ、獣足の爪を思わせる部分は面取りされて

いる。三足壷は短頸壷Bに類する壷に三足接合していたものと思われる。 26は細身で脚が長い。しかし27

は脚が若干太く短い。また26は壷の脚下半部に接合されるが、 27は底部付近に接合されると思われる。こ

の3点が同一個体の一部とは思われず、このような金属器模倣品を複数生産していた可能性がある。壷や

硯の獣足は稲田山13号窯(美濃須衛窯第IV期第3小期前半)、鳴海32号窯(猿投窯第Ⅳ期第2小期)など8

世紀中葉から9世紀初頭の窯跡で出土している。 29は口径が小さく体部径がかなり広い短頸壷Cである。

30-32は聾Bで口縁部が平らをもの(30)と若干内面に傾くもの(31・32)がみられる。 33の凸帯付四耳

壷は凸帝都が断面方形であり、耳部の穴が貫通していない。 34は聾Bの把手の部分であろうか。 35は襲A

の口緑部で36は聾Aの平底と思われる。 37は聾の休部の上端を切り落としたもので38は粘土紐の半裁

である。

時期　杯Aの形態は第278図2のように箱型の様相も残している。また三足(獣足)壷の存在や高林の脚

の透孔、凸帯付四耳壷の存在などから美濃須衛IV- 3、猿技工V- 2などに対比される8世紀中葉から9世

紀初頭の様相を持つと思われる。

SKOl (1号土坑) (第279図)

遺構の構造　SYO lに並んで斜面部に位置する。平面形は4.02mX4.60mの不整を楕円形で、その北

端が斜面下方に張り出す。なお、東側に伸びる溝状の張り出しは撹乱である。覆土中には人頭大の焼けた

礫が9個まとまって出土し、張り出し部の先端には炭化物層が広がっている。しかし、明確を火床面は確

認されず、覆土中に含まれる焼土はSYO lから流れ込んだものと思われ、本道構内で火を焚いた可能性

は少ない。焼けた礫は、被熟した時の原位置ではなく、被熟後本土境の覆土中に廃棄されたもので、炭化

物はSYO工からもたらされたと考えられる。覆土は自然埋没状態を二示している。出土遺物は焼けた礫と

窯体片の他に、須恵器片が出土し、遺物からSYO工と同じ時期と考えられる。本土境の性格については、

清水山窯跡にも類似した土境が窯跡に隣接しており、窯体を構築するための土を取った穴であると推定さ

れるが、 SYO工より新しい時期の遺物もわずかに含まれており、これらの遺物を混入と見るか否か、問

題点を残している。

出土遺物(第279図)　須恵器杯A (1へ3)、短頸壷(4)、土師器長胴聾(5)の出土がみられる。杯

Aは回転糸切りである。 4は口縁部が欠損した短頸壷Bと思われる。底部に焼台替わりに用いたと思われ
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

る杯Bの破片が融着する。土師器長胴聾5はロクロ藷

で　口緑部が肉厚で内湾の頚部が「く」の字状となる。

口頭部の特徴はいわゆる北信塞(粧3)である。

3　竪穴住居址・掘立柱建物址・槻列

SB O細(1号住居址) (第280図)

上段段丘面の斜面落ち際に位置する。一部は消失し

ているが、隅丸の長方形を呈しており、 3.05mX2.05

mの規模と推定される。床面は不明瞭で、柱穴、竃は

検出されず、覆土中には拳大から人頭大の礫が検出さ

れた。覆土中より出土した礫の重量分布は第13表に示

したとおりで、総重量153kgになる。一部の礫は焼けて

変色しており、覆土中には焼土のブロックも検出され

ている。須恵器片、土師器片を24点出土しているが、

これらはSB O 2の遺物が混入したものと思われる。

SB O 2 (2号住居址) (第281・282図)

本遺構は、調査時点で遺構の重複を認識できず、 S

K1 9と同-の遺構として掘り下げたが、断面から推

定すると焼土坑(SK19)に切られていると判断で

きる。上段段丘面の斜面落ち際に位置する。

生_3577。m

躍　焼礫

1 :暗褐色土(Hue7.5YR3/3)焼土粒を僅かに含む。

2 :暗褐色土(Hue7.5YR3/4)焼土粒を含む。小旗を多く含む。

3 :褐色土(Hue7.5YR4/4)砂質土。地山崩落土。

第280図　年出古窯遺跡　SBOl

遺構の構造　SBO工の床下に検出された。床面は一部は消失しているが、方形を呈しており、残存す

る部分では-辺4.00mを測る。床面は不明瞭で硬い面はない。柱穴は認められない。竃は斜面上方の壁の

中央から南西よりに位置する。須恵器聾片を竃の芯材として用いており、両袖部分には聾片が直立して出

土し、竃内及び周辺には芯材に用いられた須恵器片が崩れている。竃内には支脚石が置かれている。竃の

脇にあるP 5 (直径約35cm深さ16cm)から杯と杯蓋が出土した。杯はピットの底面より出土し、杯蓋は底

面から8cm高いレベルで出土した。 P 9と竃の間にL字状に曲がった浅い溝が検出され、竪穴住居の施設

と考えられる。なお、 P工-P4はSB O2の覆土を掘り込んでおり、本遺構の施設ではない。 SB O工

の柱穴とも考えられるが、柱穴にしては位置が不自然である。

遺物出土状況　ビット内に埋められた遺物と、床面直上出土の遺物と、竃付近にまとまって出土した遺

物の出土状況を第281図に示した。これらはSB O 2に直接関わる遺物である。これ以外のものは覆土中よ

り出土したものである。なお、第282図15の杯Bは焼土坑(SK1 9)内から出土した遺物である。

出土遺物(第282図)須恵器杯A(1へ4)、蓋B(5-9)、杯B(10-16),椀C(17.18)、塞C(20).

土師器小型聾(21・22)、鉢B (23)、長胴藷(24・25)、土錘(19)が出土した。

杯Aの底部切り離し技法には3種類ある。 1は静止糸切りの杯Aである。底径が大きく8.2cmある。 2は

回転へラ切りで底部がやや丸みを帯びている。 3と4が回転糸切りの底部である。口径が12.8cmと14.Ocm

第13表　牛出古窯遺跡　SB O l出土礫の重量分布

重畳 蔦�ｶr�1.1- �"��ﾒ�3.1- 釘��ﾒ�5.1:- 澱��ﾒ�7.1- 悼Tﾓ�ﾒ�9.1- 俘xﾇb�

2.Okg �2蔕ｶr�4.Okg 迭蔕ｶr�6.Okg 途蔕ｶr�8.Okg 湯蔕ｶr�10kg 

個数 鼎��25 湯�9 �2�1 ���1 ���1 涛��
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生.57...

2m

_旦

三二∃二ミミ7

焼土ブロック(カマドの壁が崩れたもの)

⊥_357.。。 J

坦35T3。 N

匿函
亀357.3。.塁∴∴∴宣.357.3。 .王

国　回国

1 :暗褐色土(Hue7.5YR3/3)焼土粒を僅かに含む。

(S BO工覆土)

2 :極暗褐色土(Hue7.5YR2/3)炭化物を少量含む。

(焼土塊覆土)
3 :黒褐色土(Hue7.5YR2/2)炭化物、焼土粒を含む。

(焼土坑覆土)

彩　4●:壷布石主面詰.5YR3/3) (焼土塊覆土)
5a :赤褐色焼土層(火床面)

5b :褐色焼土

』」三唱c調

暗褐色土(Hue7・5YR3/3)炭化物と焼土粒を含む。

暗褐色土(Hue7・5YR3/4)炭化物と焼土粒を少量含む。

Pi t5

1 :褐色土(Hue7.5YR4/4)炭化物と

/　=ニ≡者1

焼土を含む。明褐色土を混じる。
i t6

:褐色土(Hue7.5YR3/3)炭化物と

焼土粒をわずかに含む。
i t7

暗褐色土(Hue7. 5YR3/3)

t　8

褐色土(Hue7.5YR4/3)炭化物を

わずかに含む。
t　9

褐色土(Hue7. 5YR4/3)

竃

1 :赤褐色土(Hue5YR4/6)炭化物を少量含む。

2 :明赤褐色土(Hue5YR5/6)硬い焼土ブロック

3a :暗赤褐色土(Hue5YR3/4)

3b :にぷい赤褐色土(Hue5YR5/4)炭化物と焼土粒を少量含む。

4 :黄褐色土(HuelOYR5/6)

5 :焼土(火床面)

第281図　年出古窯遺跡　SBO2
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

竃∃巨費

〒≡∃[≡ク

四含量星星団

0　　(1 : 4)　10。m

土師器

第282図　年出古窯遺跡　SBO2出土遺物

で底径が6.6cmと7.4cmである。 3は焼け歪がある。杯Bには回転へラ切り未調整の杯に高台を付けたもの

(13・14)と回転へラ削り調整した後に高台を接合したもの(10・12・15・16)がみられる。 10は回転へ

ラ切り後、回転へラ削りしている。 11の高台は断面三角形である。 15 ・ 16は杯底部と杯身の境目に角張っ

た稜がみられ、高台が他に比べ内側に巡っている。蓋Bの5-7 ・ 9は口径がほぼ等しい。 5は天井部2/

-371-
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第8牽　牛出古窯遺跡

3まで回転へラ削りが及んでいるが、 6 ・ 7 ・ 8は1/3しか回転へラ削りが行われず、天井部分が丸身を帯び

る。 7はツマミの回りに洗練が巡っている。 8の口径は17.8c皿で天井部が偏平である。これは18の椀蓋で

あろうか。椀Cの18は底部が回転へラ切り未調整で小さい。 17 ・ 18は口緑部下に沈線が巡っており、その

部分をツマミながら口緑をわずかに外反させている。金属椀の模倣品と思われる。 20は蛮Cである。体郡

上半に屈曲する部分がみられるが、休部と肩部の接合部で歪んだ物と思われる。平底であろう。土師器小

型藷の22は口綾部が内湾している。内面はカキ目調整され、外面は斜めへラ削りされている。 23の口頸部

はロクロ整形され、頭部にロクロ痕がみられる。胴部はへラ削りされている。北信型の鉢であろうか。 25

は口頭部がロクロ整形されており、頭部にロクロ痕が残る。胴部は縦位へラ削りである。 24は砲弾形の底

部である。 19は立方体で中央に径4m皿の穴が貫通する土錘である。外面は全面に布目痕がみられる。

時期　SBO 2の杯Aには回転へラ切り、静止糸切り、回転糸切りの3種がみられ、数量的には回転糸

切りが上回っている。糸切りとへラ切りの技法が交じりあう様相が認められる。猿投窯第Ⅳ期第1小期(8

・世紀中葉)、美濃須衛窯第IV期第2小期後半( 8世紀中葉一後半)の時期にヘラ切りと糸切り技法が交じり合

う様相がわずかにみられる。したがって、 SB O 2はほぼ8世紀中葉から後半の時期の住居址と思われる。

SBl丁(1 1号住居址) (第283・286図)

上段段丘面の斜面落ち際に位置する。

遺構の構造　住居の北西半分は床面が消失しており、南東壁の立ち上がりはSD O 6により壊されてい

るが残存部では-辺4・1mを測る。覆土は厚いところで8cmしかなく、上層部は流失しているものと思われ

る。住居址中央部は床面まで撹乱されている。竃は東の角に火床面のみ確認され、その両脇に須恵器聾の

破片が直立して出土したoこれは竃の芯材として使われたものであると思われる。 P lは深さ10cm、 P2

は深さ3c皿の浅い窪みである。いずれも本住居址の施設と考えられる。

遺物出土状況　第283図に床面出土遺物の出土地点を示した。

出土遺物(第286図上段)須恵器杯A (2へ4)、杯B (6-8)、蓋B (5)、器種不明(1)が出土

している。 1は口唇部が面

取りされており、内面もロ

クロナデがあまり丁寧に行

われておらず、底部は回転

へラ削りしている。蓋か杯

かはっきりしない。類例を

待ちたい。杯Aには、回転

へラ切り(2)と回転糸切

り(3・4)の2種類の底

部切り離し技法がみられる。

両者とも底径は7c皿-8cm

と大ききめで、形態も箱形

で類似する。 4は回転糸切

り痕が太く粗い。杯Bも杯

A同様2種類の切り離しが

ある。 6は回転へラ切り未

調整であり、 7は回転糸切

り後、外周へラ削りしてお

1 :暗褐色土(HuelOYR3/3)炭化物と焼土粒を少量含む砂質土。

2a :暗褐色土(HuelOYR3/3) 1層中に黄褐色土を混じる。

2b :明黄褐色土(HuelOYR6/6)明黄褐色粘土ブロックを主体とする。

3 :褐色土(Hue10YR4/4)炭化物を含む砂質土。

(1:60)

第283図　年出古窯遺跡　SB工工
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

り、 8は回転へラ削りを行っているため切り離し技法は不明である。 7と8は底部から杯腰部に明瞭な積

がみられる。

時期　杯Aの回転へラ切りと回転糸切り技法の交じり合うSBO 2とほぼ同一期と思われる。

SB 1 2 (12号住居址) (第284-287図)

上段段丘面の斜面際に位置する。 SDO9 (SDll) .SXOlと切り合い関係にある。 SXOlが

SB1 2の覆土を掘り込んでいることが確認された。 SDO 9とは覆土が類似しており遺構の新旧関係は

確認できない。

遺構の構造　3.7mX3.8mの方形を呈し、南西壁に張り出し部がある。硬い床面は認められず、床面が

明確に捕らえられない。周溝が張り出し部分を除いて「の」の字状に巡っており、部分的に須恵器藷片を

覆い被せるように置いている。周港内の覆土は、竃に近い部分では焼土と炭化物を含む暗褐色土で、竃か

ら離れた部分では黄褐色土を含む褐色土となる。竃は北東壁のほぼ中央に位置する。瓦を芯材として用い

たと思われ、火床面の両脇に直立した平瓦が出土し、竃周辺に瓦が数点出土している。火床面壁際の周溝

上面を平瓦が覆っており、その中央部に長胴藷が伏せて置かれている。これも竃に関連する施設かと思わ

れる。煙道は認められない。 P lは直径約50cm、深さ20cmで、焼土ブロックと0.5cm- 1cmの炭化物が覆土

に含まれており、竃に関連した穴であろう。 P 3は直径40cm、深さ30cmで、底面に内径約10cmの円を描く

ように拳大の礫を並べている。いわゆるロクロピットである。 P6は深さ10cmと浅く、黄褐色粘土塊に覆

圏
圏圏

し35。.。。 _上

ヾヾ、:二言¥

に-359,00

垂_.5種。。 」上

図圏
坦_35。.00

A-B、 C-D

la :黒褐色土(Hue10YR2/3)

1b :黒褐色土(HuelOYR2/3) 1層より褐色に近く、

炭化物粒を含む。
1c :黒褐色土(HuelOYR3/2)焼土を多ぐ含む。

2a:黒褐色土　焼土ブロックを混じる。

2b :黒褐色土(HuelOYR4/2)黄褐色土を混じる。

炭化物を含む。
2c :暗褐色土(HuelOYR3/4)黄褐色土ブロック、

焼士ブロックを混じる。
黄褐色粘土(HuelOYR5/6)純粋な粘土

暗黄褐色粘土(HuelOYR6/6)暗褐色土を混じる。

暗褐色土　焼土を含む。
暗褐色土(HuelOYR3/4)1a層に類似するり

暗褐色士(Hue7.5YR3/4)焼土が主体を占める

炭化物を含む。
4e :褐色土(HuelOYR4/4)黄褐色粘土ブロックを混じる。

5 :黒褐色士と黄褐色粘土の混土曜

=星田

1

2

3

4

暗褐色土(HuelOYR3/3)と明黄褐色粘土と混上層。

暗褐色土(HuelOYR3/4)炭化物と焼土粒を少量含む。

黄褐色粘土(HuelOYR5/6)

暗褐色土(HuelOYR3/3)と明黄褐色粘土との混上層。

第284図　牛出古窯遺跡　SB12
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第8牽　牛出古窯遺跡

われている。 P 7には須恵器蓬底部が埋められており、蓬の内側には焼土ブロックが含まれており藷自身

も被熱している。馨の直下は火床面となっており、炭化物と焼土ブロックを含む覆土がその下に続く。 P

2 ・ 4は深さ4cmほどの浅い窪みである。 P5は床面を剥いだ時に検出され、直径48cm、深さ16cmT,さ

らに底面中央に直径10cm、深さ8cmの穴が確認された。

亀_35。.。。 _P

巨星

黒褐色土(HuelOYR2/3)

暗褐色土(HuelOYR3/4)黄褐色土を混じる。焼土と炭化物を含む。

暗褐色土　焼士を含む。 2層に類似。
にぷい黄褐色土(HuelOYR5/4)

屯358・701一重　ロクロのト(P3)

1

2

3

4

暗褐色土(HuelOYR3/4)焼土ブロックを混じる。

褐色土(HuelOYR4/4)黄褐色土をブロック状に混じる,,

黄褐色土(HuelOY R5/6)

黄褐色砂質土(HuelOYR5/6)地山に類似する。

0 (1 :30) 50cm

第285図　牛出古窯遺跡　SB12遺物出土状況
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遣物

賀　　ノ
S Bll

二二　_;二

因星雪国囲

S B12

第286図　年出古窯遺跡　SBll (上段). SB12 (下段)出土遺物(1)
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18土師器

(1 : 4)  10。m

(1 : 8)　20。m

O　　(1:2)　5。m

一一一_ _/一〇-

第287図　年出古窯遺跡　SB12出土遺物(2)
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遣物

遺物出土状況　第285図に床面壇上に出土したものと、住居施設の一部として用いられているものを示

す。また、竃付近とP 6を覆って粘土の塊が出土している。北西壁の周港内に炭化材が直立して出土して

出土遺物(第286図下段・287図)須恵器杯A (1. 2)、杯B (4)、蓋B (3)、高林D (5)、長頸

壷C (7)、長頸壷底部(8)、塞A (6 ・ 9 ・10)、藷(11・12)、土師器小型聾(13・17)、長胴聾(14・

15・18)、藷底部(16)、布目瓦(20-23)、鉄製刀子(19)が出土した。

1と2は回転糸切り底の杯Aである。 SYO工の杯A (第276図2)に法量や形態が類似する。 1は内外

面に火棒が見られるo　4は回転糸切り後未調整の杯Bである。高台は杯底部外側に付けられ、深身の逆台

形を呈する。杯腰部は丸みを帯びる。杯身部は板状工具を当ててナデ調整を行っており、数本の洗練がみ

られる。 3はツマミの外周の天井部を回転へラ削りして平らにした器高の高い蓋Bである。口縁端部の折

りは少なく、口緑部と天井部の折り目が明瞭で沈み込みがある。 4の杯Bとセットと思われる。 5は高林

Dである。身の浅い杯Bに脚部を取り付けている。長野市の田牧居帰遺跡、上ノ田遺跡でも同様の高林D

が出土している。中野市立ヶ花窯跡でも完形の高林Dが出土している(第382図)。 7は頸部が欠損してい

るが、頚部の細い金属器模倣の長頸壷Cである。高台が高く外側にはみ出す形態である。 8は長頸壷Bの

底部と思われる。高台が高い。 6は器壁の薄い聾Aの口頚部である。 9と10は聾Aの平底の部分である。

11 ・ 12は周溝に敷かれていた聾である。これらの聾の口綾部は不明であるが、 11は休部力球形であり、 12

は丸底である。 11 ・ 12は奈良時代前半期の聾Aの胴部や底部であると思われる。土師器小型藷は13 ・ 17が

みられる。 13は口頚部を欠く胴部球形、平底で内外面カキ目調整である。 17は球胴形の壷で口径と胴部

径が等しく、やや頚部が屈曲する。回転ナデ調整で底部外側に削り調整がみられる。 18の長胴聾は口径が

胴部径よりも大きく、胴部外面は縦位のヘラ削り調整である。 14の底部は砲弾形で15は脚下半部が砲弾

形、小さな平底である。 16は球胴形の聾の平底部と思われる。

瓦が寵から出土している。 20の丸瓦は凸面に縄目のタタキ成形痕を残しており、凹面には布目痕と、桶

型の痕跡を残す。 21 ・ 22 ・ 23は平瓦で凹面に糸切り痕と桶型痕、布目痕を残す。 21へ23の平瓦は凸面の幅

の狭い部分、縄目タタキ目の一端が約4.5cm幅で消されている。これら瓦は池田端2号窯で焼かれた平瓦

(第204図)と形状、大きさ、胎土、焼成度などの特徴が類似しており、池田端より持ち込まれた可能性が

高い。

時期　SBO 2、 SBl工と違い回転糸切り技法が主となる時期の住居址で　これらの住居址より若干

新しいと思われる。また、池田端窯跡製瓦の竃への転用や奈良時代前半期のものと思われる藷の遺溝への

転用から、奈良時代前半期より多くの時間が経過しない時期と考えられよう。さらにSYO工の杯Aとの

類似から、本住居址は8世紀中葉から後半の時期とおもわれる。

SB13.SK」 l .SD O9.11 .12 (13号住居址) (第288へ294図)

上段段丘面の斜面際に位置する。 SKl工はSB 1 3の施設の-部であることが整理途中で確認された。

また、 SD O9 . 11. 12もSB13の関連施設である可能性が高いのでここでまとめて記述する。た

だし遺物等の注記は調査時点の遺構名をそのまま使用している。なお、 SXO工はSB 1 3の関連施設で

ある可能性があるが、 SXO工の詳細は別項で述べる。

遺構の構造　SB1 3はSDO 6により一部破壊されている。斜面下方の壁は流失しており確認できな

い。他の住居址の形態から推定して、一辺6.56mのほぼ正方形をしていたものと考えられる。覆土は大き

く二分され、下層には黄褐色土又は黄褐色粘土を混じている。 SXO工と切り合うセクションポイントA

のところでは2a層がSXO lの覆土に続いているように観察され、 SXO工との前後関係は確認できな

い。柱穴は確認されない。竃は南東壁の中央からやや南隅によったところに位置する。調査時の不注意で、
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窮8牽　牛出古窯遺跡

火床を確認したのみで上部構造や竃内の覆土については-切不明である。竃のほかに、床面に4か所の火

床面が確認されている。また、北東壁から竃の手前を通りP 5に至るし字状の溝があり、須恵器饗の破片

が蓋のように溝上を覆っている(第290図)。セクションA-Bで藷が溝に陥没したため1b層が溝の部分だ

け落ち込んでいることが観察され、このことから須恵器聾が溝の上に蓋として載せられていたことを確認

できる。この藷片の蓋には最低4個体分の藷が使用されており、復元実測可能をもの3個体を第292 ・ 293

図に示している。 SK工工とした部分の須恵器藷片の並び方から、溝はSD O 6を越えて更に斜面下方に

伸びていたものと思われる。この溝は幅20cm-30cm、深さ5cm-12cmで底面は5cmほどの高低差はあるが、

ほぼ水平で一方に傾斜する構造ではない。 SK工工は、砂質土の色がくすんだ部分を掘ったものであるが

P4

巨　　　　　F
--358.60　　-・

圏聞

P3

G H
・-358.60　　一・

圏白

P2

鵜　　　　　J
・-358.60　　-・

圏陽畷

1a :暗褐色土(HuelOYR3/3)砂質土。

1b :暗褐色土(HuelOYR3/3)砂質土。炭化物、焼土粒を含む。

1c :暗褐色土(HuelOYR3/3)砂質土。多量の炭化物、焼土粒を含む。

2a :褐色土(HuelOYR4/4)黄褐色土をブピック状に混じる。炭化物、焼土

粒を含む。
2b :にぷい赤褐色土(Hue5YR4/4)焼土ブロックを混じる。

国

Pl

」
一一358.60

M N
・-359.00　-・

園園圏

(1 :60)

Pi t2

1 :褐色土(HuelOYR4/4)黄褐色粘土を混じる。炭化物を含む。

2 :明黄褐色粘土　床面に見られる粘土が落ち込んだもの。
3 :褐色土(HuelOYR4/4) 1層より多く黄褐色粘土を混じる。

Pi t3

2c :黄褐色粘土(HuelOYR5/6)2a層の土を小量混じる。

l :にぷい黄褐色土(HuelOYR5/4)黄褐色粘土をブロック状に混じる。炭P

化物を小量含む。
2 :にぷい黄褐色土(HuelOYR5/4) 1層より黄褐色粘土を多く混じる。

1 :暗褐色土(Hue工OYR3/3)炭化物を多量に含む。

2 :暗褐色土(HuelOYR3/3)炭化物を含まない。

i t4

1 :暗褐色土(HuelOYR3/3)炭化物を多量に含む。焼土を小量含む。

2 :褐色土(Hue工OYR4/4)砂質土。

第288図　年出古窯遺跡　SB13
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

出土遺物はなく色がくすんだ部分は住居内の溝からの水がしみ込んだため変色したものと推定され、遺構

ではないと判断したものである。 P工は直径22cm、深さ20cmで、住居覆土とは異なった土が入っており、

住居廃絶時点ではすでに埋まっていたものである。 P 2は直径40cm、深さ18cmT.床面に分布した粘土の

一部が落ち込んでいる。 P 5は長方形を呈し、底面は溝とほぼ同じ高さで溝と関連した施設である可能性

が強い。覆土には焼土と炭化物が多量に含まれているが、火床面は認められない。 P 3は直径42c皿で、深

さ13cm、 P 4は直径34cmで深さ20cmである。床面に認められる複数の焼土と床面出土の炭化材などから見

て焼失住居の可能性がある。

遺物出土状況　第289図に床面及び2層から出土した遺物を示し、第290図には住居使用時の原位置をと

どめていると判断される遺物を示した。竃の南側には杯と杯蓋が置かれている。その中の2点の杯には

「別」の文字がヘラ描きされている。 P 2の北西側の床面には黄褐色粘土塊が分布していたが、範囲が記

録されていないので図示できない。また板状の炭化材が床面より出土し、コナラ節9点、クヌギ節3点と

いう鑑定結果である。

出土遺物(第291-294図)　須恵器杯A (.1へ4)、杯B (26-29)、蓋B (5-25)、高林B (30)、短

頸壷(31・32)、藷A (33へ38)、土師器小型藷(39・40)、長胴藷(41-47)が出土している。

杯Aはほとんど回転糸切りの杯であるが、上層から出土したもには回転へラ切りの杯Aの破片がある。
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第289図　年出古窯遺跡　SB13遺物出土状況(1)
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第8牽　牛出古窯遺跡

杯Aの3 ・ 4の底部内面には「別」のヘラ描き文字がみられる。杯Bの底部の調整方法は回転糸切り未調

整、回転へラ切り未調整、回転へラ削り、回転糸切りで外周を回転へラ削り調整したものがあり多様であ

る。杯Bの法量差はほとんどなく均一化している。 30の高林DはSB1 2のものと類似する。 31は短頸壷

Cの口唇部が面取りされたものである。体部下半部の32は休部上半部球形の31と同一個体かあるいは類似

する個体である。聾Aの33は器壁の薄い、口縁部に細い凸部が巡っている藷である。 34の頸部のタタキで

整形後、スリ“消し調整している。頭部に波状のヘラ掃きがみられる。 35は頸部に34のようにタタキ目が残

り、その上に櫛描波状文が描かれている。口頸部が欠損する36の馨Aはやや尖った丸底で、肩部がかなり

張るタイプである。 36は胴下半部に同心円文の当て具痕がみられる。休部のみの37 ・ 38は球形に近い形態

をしている。底部は丸底と思われ、 36へ38は清水山1号窯の藷Aの形態(第154図190)に近似すると思わ

れる。

土師器小型聾39は口頸部が短く口径と胴部径に差がなく、底部形態は40と類似すると思われる。

長胴蓬にはいろいろなタイプがみられ、 41は口縁径が小さく、胴部上半に最大径があり、頸部下に横位

のヘラ削り調整が行われている。 42は口縁部が「〈」の字に屈曲しなから開く形態。 43は胴部径と頸部径

に差があまりなく口縁が開く形態で内面カキ目、胴部外面縦位の短いヘラ削り調整で口頸部回転ナデ調整

第290図　年出古窯遺跡　SB13遺物出土状況(2)
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物
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第291図　年出古窯遺跡　SB工3出土遺物(1)
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遣物

土師器

第293図　年出古窯遺跡　SB13出土遺物(3)

-383-
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第8萱　草出古窯遺跡

のいわゆる北信護である。

46は43の砲弾形の底部と思

われる。 45は平底で、胴部

下半部縦位へラ削りである。

47は口頭部から胴上半部の

内外面カキ目調整し、脚下

半部外面を縦位へラ削り調

整している。また胴部と口

頚部の境目が屈曲し、口唇

部が斜めに面取りされ、ハ

ケ状工具を当ててロクロ回

転しカキ目調整している。

小林1993)である。
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0　　(1:4) 10cm

第294図　年出古窯遺跡　SB13関連(SDO5.06)遺物

口唇部の特徴から北信藷と同様の北陸系の長胴聾(鮭1) (笹沢198紬、坂井1993、

なお、第294図に示したSD O 5. 0 6出土遺物は、出土位置から考えて、 SB1 3の覆土に含まれてい

たものと思われる。 1 ・ 2は底部内面に深くはっきりと「別」の字がへラ描きされている。 SB13内出

土のものと合わせて「別」とへラ描きされた須恵器は4点になる。 3の土製紡錘車は上面が山状に盛り上

がり、中央に直径8mmの穿孔が見られる。

時期　SB l lと同様な高林Dが出土し、須恵器杯Aが回転糸切り離しがほとんどであることなどから、

SB1 3はSB1 2とほぼ同時期でSBl l以降のあまり時間差のない時期の住居址と思われる。

SB1 4 (14号住居址) (第295・297図)

上段丘陵面縁辺の平坦部に位置する。

遺構の構造　6.26mX6.88mの方形を呈する。形態からP4 ・ 6 ・ 9は柱穴の可能性があるが、他のビッ

トは柱穴とは思えない。竃については、南壁際の東隅よりに火床面が確認され、その近くに3個の川原石

が出土している。石組の竃が想定されるが、竃周辺は撹乱されており詳細は不明である。硬い床面は認め

られないが、 2層群が貼り床で　2層上面が床面と思われる。

遺物出土状況　第295図に床面出土のものを示す。杯蓋は完形品で他は破片または欠損品であった。覆

土も浅く遺物数は少ない。

出土遺物(第297図上段)須恵器蓋B (2)、藷A (6、 7)、凸帯付四耳壷(5)、土師器杯(1)、椀

(3、 4)、羽釜(8)が出土している。

2は口緑端部の折りが少なく、天井部の1/2の所まで回転へラ削りされておりその部分が平らになってい

る。ツマミが中央部から少しずれたところに接合されている。 5は凸帯付四耳壷で凸帝都は断面三角形で

あり耳部分は欠損している。 6 ・ 7の聾Aは口緑折り曲げ部分が三股状になっている。土師器杯Aは回転

糸切り底であり、杯身がやや丸みを持って立ち上がっている。底部内面中央部はやや盛り上がっている。

口径が10・6cm、底径が5.6cm、器高が低く2.9cmである。 3と4は土師器椀B底部の破片である。底部が小

さく、高台が断面三角形を呈し、やや外向きに傾斜して取り付けられている。 8の羽釜は鍔が一巡りして

いる形態で小型である。この他に鉄澤が3点出土している。

時期　土師器椀や羽釜の存在(娃4)や特徴から、平安時代中葉期の住居址と思われる。

SB 1 5 (15号竪穴状遺構) (第296図)

上段段丘面の斜面部に位置する。

遺構の構造　SD 1 3と配水管埋設により破壊され、また北西側の斜面下方は流失してプランは確認で
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

(1 :60)

生35。.3。
カクラン

1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)

2 :黒褐色土(HuelOYR2/3)黄褐色土を小量混じる。

3 :黒褐色土(HuelOYR2/3)黄褐色土を多量に混じる。

4 :黒褐色土(HuelOYR2/3)

Pi t l

l :暗褐色土(HuelOYR3/4)

Pi t6

1 :暗褐色土(HuelOYR3/4)炭化物を小量含む。

2 :黄褐色土(HuelOYR5/6)黄褐色土をブロック状に混じる。

P・i t2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ・ 7 ・ 8 ・10

1 :黒褐色土(Hue7.5YR3/2)

Pi t　9

1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)黄褐色土を小量混じる。
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第295図　年出古窯遺跡　SB14

きない。当初、住居址として調査を進めたが、竃、柱穴など住居に関連する施設は確認されず、掘り込み

のみが確認されたので竪穴状遺構とした。

遺物出土状況　実測図に示した遺物の出土位置を第296図に示した。覆土中からも多くの遺物が出土して

おり、遺構より斜面下方の表土中にもSB 1 5から流失したと思われる遺物が多数出土している。

出土遺物(第297図下段)　須恵器杯A (1-3)、杯B (6-8)、蓋B (4. 5)、短頸壷(9)、襲A
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第8章　牛出古窯遺跡

[　　　　‾〇一一一〇n
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・/

、○○　亡⊆ニラ1

画題薩田‖

音嘉醗

附

SK17

_旦

(1 :60)

1 :暗褐色土(HuelOYR3/4)

2a :黒褐色土(HuelOYR3/2)

2b :黒褐色土(10YR3/2)炭

化物粒を多く含む。
3 :にぷい黄褐色土

(HuelOYR4/3)炭化物

を含む。

第296図　牛出古窯遺跡　SB15

(10・12)、馨C (11・13)、土師器長胴蓬(14)が出土している。

杯Aには回転糸切りのもの(1 ・ 2)と回転へラ切り(3)のものがみられる。 6と7の高台は杯底部

のやや内側に巡っており、杯腰部には明瞭を稜はみられない。 8は底径が大きく、高台は杯底部の内側に

巡っている。杯腰部には明瞭を稜がみられる。 9は短頸壷の体部下半部であり、球形休部に沈線が数本巡っ

ている。10は蓬Aであり、 SB 1 3の第291図35と類似する。12は平底ぎみて10の馨Aの底部と思われる。

11は薔Cであり、丸底ぎみの13かこの聾Cの底部の形態と思われる。 11は休部と頸部の境目がくの字とな

り上に開く形態で口唇部が薄い。胴部は縦位へラ削りである。

時期　へラ切りと糸切り技法の交じり合うSBO 2やSB1 3とほぼ同一期の住居址と思われる。

S丁O 「 (1号掘立柱建物址) (第298図)

上段丘陵面縁辺の平坦部に位置する。平面形は1間× 1間で規模は南北列4.Om、東西列1.8mで面積

7・20m2を測る。それぞれのtiソトは、直径20cm-24cm、検出面からの深さは14cm-24cmである。出土遺物

はないが、奈良・平安時代の遺構の覆土に類似するので同時期の所産であると判断した。なお、 STO l

の南側に、 SDlO及びSKO7があるが、位置関係からSTO lにかかわる施設とも考えられる。

S丁O 2 (2号掘立柱建物址) (第298図)

上段丘陵面縁辺の平坦部に位置する。 SB 1 4床下に検出された。平面形は1間× 1間で規模は南北
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

S B14 てこ言語器てこ∃三毛器

二三三一一へへ∴

葛00./

函星星図 三二一

第297図　年出古窯遺跡　SB14 (上段)・SB15 (下段)出土遺物
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第8章　牛出古窯遺跡

列2.4mと2.9m、東西列1.4mと1.7mで面積3.86正fを

測る。それぞれのピットは、直径16cm-23cm、検出面

からの深さは8cm-16cmである。出土遺物はないが、奈

良・平安時代の遺構の覆土に類似するので同時期の所

産であると判断した。

SAO「(1号柵列　SKO8.14他)(第299図)

調査時点でSKO8、 SK14としていた土境と未

命名の土境が一直線に並ぶことが整理中に明らかと

なった。規模と覆土が類似することから相互に関連し

た穴と認定した。出土遺物はないが、覆土の様子から

奈良・平安時代の遺構と判断した。居住施設と開通し

た遺構と思われるが、その性格は不明である。

4　墓坑

SK1 3 (13号土坑) (第300図)

上段丘陵面の居住域から離れた平坦部に位置する。

長さ2.08m、幅0.40m、深さ26cmT.短辺が弧状の細

長いカプセル形を呈する。底面はほぼ平坦で、浅いピソ

トがひとつある。土坑内より黒色土器の杯が3個出土

した。 1つは西側の壁際に接して、 2つはピットの脇

に合わせ口の状態で出土した。これらの杯のうち1点

に墨書が認められたが、文字の判読はできない。

土坑墓と想定して土坑中央部のセクションベルトか

ら採取した土壌のリン・カルシウム分析を行い、土坑

内にリン酸とカルシウムが多く含まれていることが明

らかとなった。分析者は、「リン酸がどのような物質に

由来して富化されたかであるが、土境の下部ではなく

上位で含量が高くなること、堆積物が周辺土壌より有

機質であることからすると、リンの含量の増加は土坑

内に入れられた物質よりも、むしろ土抗を埋接した土

壌に起因する可能性がある。」 (鮭5)としているが、土抗

の形態、出土遺物の状況から本遺構は土坑墓と推定さ

れ、リンの含量の増加は遺体埋葬の結果であると考え

た方が妥当であろう。

出土遺物(第300図)　工へ3は内面黒色処理された

杯Aである。 3には墨書が見られるが墨がうすくて判

読できない。
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生35。」。

1 :暗褐色土(HuelOYR3/4)黄褐色土をブロック状に混じる。

暗褐色土(HuelOYR3/3)炭化物を少量含む。

!」359.。。

第298図　年出古窯遺跡　STO工・02



第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

SKO8　　　sKO8

生35。.。。 _旦

てエフ‾

⊆」35抑　_星

団誓

1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)炭化物を少量含む。

2 :黒褐色土(HuelOYR2/3)黄褐色土を混じる。

SK14
1 :暗褐色土(HuelOYR3/4)炭化物と焼土粒を多く含む。

(1 :60)　　　2m

第299図　年出古窯遺跡　SAO工

生35。.。。

0　　(1 :40)　1m

黒褐色土　2層より黒い。
黒褐色土(Hue7.5YR3/2)地山の黄褐色土粒がまばらに混じる。

第300図　年出古窯遺跡　SK13

5　焼土坑

0　　(1 : 4)　10。m

SK「 O (10号土坑) (第301図)

上段丘陵面縁辺の平坦部に位置する。南北2.60m、東西2.24mの不整な隅丸の方形で、最深部は検出面

より24c皿の深さである。底面の北半分に火床面が認められ、覆土には焼土と炭化物が含まれている。床面

には大小二つのピットが確認され、 SK工Oと類似する覆土であったが、焼土境に関連した施設か否かは

確定できない。遺物は床面から浮いているものが多い。遺構の構造と出土遺物から本遺構は土師器の焼成

遺構と判断した。

出土遺物　覆土中より須恵器片9点、土師器片約130点が出土した。須恵器は杯・聾、土師器は杯・長胴

藷(2) ・小型襲(1) ・羽釜(3) ・蝕(4)が出土した。 2と同じタイプの長胴藷口縁破片が他に6

個出土しており、本遺構で焼成された聾であると思われる。破片から推定して長胴藷はケズリ調整で平底

である。この他に植物繊維を混入した焼けた粘土塊が8点出土し、窯壁のような上部構造に用いられたも

のと思われる。また、須恵器には奈良時代の特徴を示す杯があり、土師器とは時期が異なることから須恵

器は混入したものと考えられる。

SK1 2 (12号土坑) (第301図)

上段丘陵面縁辺の平坦部に位置し、北西側は撹乱によって破壊されている。規模はSK工Oよりやや小

さく、残存する一辺が1.58皿、覆土は厚さ12cmで焼土ブロックを多く含んでいる。底面と壁面の全面が赤
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第8章　牛出古窯遺跡

SKlO

生35。.2。

皇35。.2。　　」

圏整調

A359即　　　　」∋

SK12

1 :黒褐色土(Hue工OYR2/2)炭化物と焼土を含む。

2 :黒褐色土(HuelOYR3/2)炭化物と焼土を含む。

3 :暗褐色土(HuelOYR3/3)炭化物と焼土を含む。

4 :黒色土(HuelOYR2/1)炭化物と焼土を含む。

巨星

SK17

四壁
生_358 30

1 :暗褐色土(HuelOYR3/4)炭化物を少量含む。焼土ブロックを含む。

SK工O

出土遺物

(SB13)

1 :暗褐色土●(HueioYR3/3)焼土粒と焼土

ブロックを含む。

炭化物はほとんど含まない。

赤褐色土(Hue5YR4/4)火床面

褐色土(HuelOYR4/4)黄褐色土をブロック状に混じる。焼土と

炭化物を含む。
3 :黄褐色粘土(HuelOYR5/6) 2層の土を少量混じる。 (S B13覆土)

4 :暗褐色土(HuelOYR3/3)炭化物と焼土を少量含む(S B12覆土)

5 :暗赤褐色土　焼土ブロックを多量に混じる。 (SB12覆土)

6 :明黄褐色粘土と褐色土の混土層(SB12覆土)

(1 :60)

ニー’’

SK12

出土遣物 /

0　(1 : 4)　丁0。調
"喜○ ○喜喜I看S喜○○賀喜l　　“

第301図　年出古窯遺跡　SKO9・10・12・17、 SXOl
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第5節　奈良・平安時代の遺構と遺物

褐色に焼けた火床面となっている。 SKl Oと遺構の規模は異なり、遺物の出土量も少ないが、窯体と思

われる粘土塊が出土していることから、本遺構も同様に土師器の焼成遺構と判断した。

出土遺物　須恵器片31点、土師器片44点が出土した○須恵器は杯、杯蓋、塞、土師器は長胴聾(6)、杯

(5)である。この他に植物繊維を混入した焼けた粘土塊が25点出土し、窯壁のような上部構造に用いら

れたものと思われる。また、土師器焼成遺構とすると須恵器は混入したもである。多量の混入した遺物が

見られることから、図示した土師器も混入した可能性がある。

SK1 9 (19号土坑) (第281図)

SBO 2の覆土内に掘り込んでおり、 SBO 2の床まで掘り下げた時に確認された土境である。

遺構の構造　底面と-部の壁面が硬く焼けている。残存している火床部分から平面形態を推定すると、

隅丸方形で北側に張り出し部分があるものと思われるが、張り出し部分については、火床面が途中でとぎ

れており、焼土抗の施設である確証はない。焼土坑底部の火床面の残存範囲は80cmX80cmである。遺構の

切り合い関係からSBO 2→焼土坑→SBO lの順に作られたものと観察される。

6　その他の遺構

SDl O.SKO7 (10号溝・7号

土坑) (第302図)

STO工の南側に隣接し、 「Y」字状

の溝の一端に直径66cm、深さ20cmの土

坑が掘られている。土境と溝の覆土の

切り合いは認められず、一つの施設と

考えられる。検出面が低いため溝は底

面のみが残っており、 「Y」字状に分岐

する部分は底面が検出されていない。

また、溝は北東方向へまだ続くものと

思われる。 SKO 7より須恵器片が数

点出土している。 STO工に近接して

おり、関連施設の可能性を考慮したい。

SD17・1 8 (17号・18号溝)(第

273図)

上段丘陵面平坦部に確認された。調

査区南東側に2条の平行した浅い溝で

ある。それぞれの幅約30cmへ60cmで、

約1.Omの間隔で平行して走っている。

検出面が低いため、およそ17mに渡っ

て確認されたのみであるが、さらに南

東方向と北西方向とに続く溝であると

思われる。北西側に溝を延長させると

竪穴住居群がある場所に当たり、二本

の溝はいずれかの居住施設に関連した

もの、例えば集落へ通じ道路施設であ

一-359.00

滴　蒜35900

1 :黒褐色土(Hue7.5YR2/2)炭化物、焼土粒を少量含むo

2 :暗褐色土(HuelOYR3/3)地山の黄褐色土(Hue7.5YR4/4)

を混じ、焼土粒を含む。
3 :暗褐色土(HuelOYR3/3) 2層より焼土を多く含むo

第302図　年出古窯遺跡　SDlO. SKO7

-391-



第8牽　牛出古窯遺跡

ると思われる。出土遺物はないが、

覆土から奈良・平安時代の遺構と判

断した。

SK O2 (2号土坑) (第303図)

上段丘陵面縁辺の斜面部に位置す

る。斜面下方は流失しており、全貌

は不明である。底面も凸凹しており、

出土遺物も見られない。覆土より奈

良・平安時代のものと判断した。

SK O 9 (9号土坑) (第301図)

上段段丘面縁辺の平坦部に位置す

る。 60cmX68cmの楕円形を呈し、底

面には大きな凹凸がある。覆土から

判断して奈良・平安時代のものとし

ているが、出土遺物が無く遺構の時

生35。.5。

(1:60)

第303図　年出古窯遺跡　SKO2

期については明言できない。さらに後世の所産であるかもしれない。

SK1 7 (17号土坑) (第301図)

上段段丘面の斜面部に位置する。南側がSB 1 5に接しており、両遺構間で接合する遺物もあり、 SB

1 5の-部であったものかもしれない。底面から須恵器聾の破片が出土した。

SK1 8 (18号土坑) (第304図)

上段段丘面の平坦部に位置し、他の遺構が集中する地区からは約60mほど離れて単独で存在している。

直径約1・04m、深さ0.8mの円筒形の土境である。覆土の2層以下は埋め戻しによる人為的な体積層と考え

られ、特に6層・ 7層は、硬く締まった土であたかも土坑中央に何かを置きそのまわりに土を詰めて突き

固めたようである。その後土坑内の物質は腐食により消滅し土坑内に陥没が起こり1層が自然堆積した、

と土層断面観察により推定される。出土遺物

はなく、時期は不明である。覆土の1層が、

基本土層ⅡI層に類似することから、縄文時代

から平安時代のいずれかの時期の遺構である

としか言えない。なお、土坑墓である可能性

を考えてリン・カルシウム分析を行ったが、

土坑内とその周辺との土壌中のリン・カルシ

ウムの量に有為を差はない、という分析結果

が得られている。

SX O書(第301図)

SB12とSB13の間に検出された浅い

溝状の遺構である。住居址と切り合う部分で

は不整な形状をしている。検出面で火床面が

1ヶ所確認されている。他に、 SB12の覆

土中に確認された火床面の可能性がある焼土

は、層位が異なっており先述の火床面と同一

生35。.2。

□　土壌サンプル採取地点

0　　(1 :40)

-392-

1m

1 :黒褐色土(HuelOYR2/3)炭化物

を少量含む。
2 :黒褐色土(HuelOYR2/3) 1層に

黄褐色土粒を混じる。
3 :黒褐色土(HuelOYR2/3) 1層に

類似。黄褐色土粒を少量含む。
4 :褐色土(HuelOYR4/4)多量の黄

褐色土をブロック状に混じる。
5 :黒褐色土(HuelOYR2/3) 3層に

類似。
6 :黄褐色土と黒褐色土の混土層。

硬く締まった層。
7 :黄褐色土と黒褐色土の泥土層。

硬く締まった層。
8 :黄褐色土(HuelOYR5/8)地山の

黄褐色シルトが混じる。

第304図　年出古窯遺跡　SK18



第6節　中世以降の遺構と遺物

時期ではかと判断されるo覆土には黄褐色土または灰色粘土がブロック状に混じており、人為的な埋め

戻し土もしくは盛り土の崩落による堆積と考えられる。また、 SXO工の覆土2層はSB1 3の床面の覆

土につながっていることから、本遺構は、住居址が埋没する過程で形成されているか、もしくは住居址に

関係する施設であったか、の二通りの解釈ができるo以上の覆土の観察からSB1 2→SB1 3→ (二)

SXO工となる新旧関係が確認される。遺構の性格は不明である。出土遺物はかが、 SB工3との関係

から奈良時代後半期のものと考えられる。

SXO 2 (第273・305図)

上段段丘面の斜面部に位置する。自然流路のSD O 4と配水管埋設により破壊され、覆土のみが残され

ているため形態は不明である。覆土の暗褐色土中に須恵器片が含まれている。 SB 1 5と同様の竪穴状遺

構であるかもしれないが残存部がわずかであるため詳細は不明である。

出土遺物(第305図)須恵器杯A (1)、杯B (2)、蓋B (3へ5)、藷底部(6)がみられる。 1は

回転糸切り未調整で法量のやや大きめな杯である。 6は平底である。

時期　SB1 3と同類の杯や蓋がみられ、同時期(8世紀中葉一後葉)のものと思われる。

0　(1:4)
」[、 †∵り〇〇〇耳cm

第305図　年出古窯遺跡　SXO2出土遺物

第6節　中世以降の遺構と遺物

1　集石土坑(墓坑他)

覆土に焼骨と炭化物を含む土境と、その上面に人頭大の礫を配しているものが2基確認された。火葬墓

と思われる。

SH O l (第306図・第14表)

被熟した礫が直径約80cmの円の範囲に不規則に配されている。礫を除去すると直径約50c皿、深さ12cmの

皿状の土境が検出された。土境の覆土には炭化物と焼土と焼骨が含まれれていた。覆土上面より、古銭が

3枚まとまって出土した。土境を覆っている礫の多くは被熟しており、礫面の-部が赤褐色または黒褐色

に変色している。被熱している礫面の位置関係を観察すると、変色部分が連続しないことから、礫は原位

置で被熟したのではなく、被熟後土坑上に集められたものであると判断できる。土坑底面は焼けていない。

したがって、本遺構は火葬施設ではなく火葬した焼骨を埋葬した施設と考えられる。火葬時に被熟したも

のと考えらる礫が土坑上面に配されていることから、火葬の場所も本遺構に近接したところと考えられる

が、その痕跡は検出できなかった。
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第8牽　牛出古窯遺跡

出土遺物　古銭3点(第14表)。大観通宝は被熱のためか、 -部黒色に変色している。焼骨。

第14表　牛出古窯遺跡　出土銭貨一覧

図　版　No. 偬���7���&���5��銭貨名 傀�))�)D���唔*冖ﾂ�外　径 ��備　　　　　考 

第306図-1 �4�ﾂ�元豊通宝 ���s吋�����x��24.9mm 儂ﾙDﾘ,X自YHﾙY�h,兔��h+X,H*(.��"�

第306図一2 �4�ﾂ�大観通宝 ����yD������b�25.Omm 

第306図-3 �4�ﾂ�永楽通宝 ��C�吋�����k��26事5mm 佇y����鈷ﾈy���

SHO2付近 丶ｨﾋ9,ｩ_2�621年　　唐 �#B纐ﾖﾒ�

DT12グリッド 傲ｹXHﾋ9_2�1008年　　来 ��ｲ�

SH O2・ 03 (第306図)

Ⅱ工層上面に、人頭大の礫を約50c皿四方に平らに配したものが二か所並んでいる。礫はすべて焼けており、

部分的に黒く変色しているものがある。変色した被熱部分が連続しないことから推定して、礫は焼けた後

に円形もしくは方形に配されている。礫の下はわずかに皿状にくぼんでいることがセクションから観察さ

れるが、検出面を下げ過ぎたため、掘り込みの形状は不明である。窪みのほぼ中央部にはビットが検出さ

れた。直径27c皿、深さ5cm、覆土は礫下の窪みの覆土と同様に、焼けた骨片を含む黒褐色土である。以上

の状況から、礫の配列は2つのまとまりになるが、これらは同時に配石されたものでひとつの遺構として

捕らえられる。火床面は認められない。出土遺物は焼骨片のみ。 SHO工と同様に、火葬した焼骨を埋葬

した施設と考えられる。遺構付近から開元通宝が出土している(第14表)。

SHOl

・　古銭出土地点

溺　被熟して変色した部分

1 :黒褐色土　炭化物と焼骨片を含む。

SHO2・03

蘭黒色に変色した部分

圏圏圏

1 :黒褐色土　炭化物と焼骨片を含む。

SHO4

0　　　(2:3)　　　5。m

園園霞岳星容器
第306図　年出古窯遺跡　SHOl・02・03・04

ー394-

e
や
り
で
の
　
-
・〇

e
L
O
寸
∽
　
-
・〇

顕
相
聞



第6節　中世以降の遺構と遺物

SH O4 (第306図)

直径70c皿の土坑中に礫が落ち込んでいる。礫の数点は赤褐色に焼けている。覆土は基本土層II層に類似

し、 SHO l ・ 02 ・ 03の覆土とは異なり焼骨は含まれない。出土遺物なし。遺構の性格は不明である。

時期は中世以降のものである。

2　炭窯

下段段丘面に炭窯が1基検出された。時期は限定できないが本項で取り上げる。

SY O2 (第307図)

窯の構造　内径約1・6mの円筒形に石を積み上げ、東西方向に焚き口と煙道とが対時して構築され、床面

には平石が敷きつめられている。壁面では石と石との隙間に土が詰められている。窯底での敷石部分の規

模は、南北2・7m,東西1・48mである。焚き口西側には焚き口を構築していたと思われる焼けた石が崩れ落

ちている。窯の天井と思われる焼土ブロックが覆土に堆積しているため、天井部は土で覆われていたもの

と推定される。焚口部西側の土が焼けており、炭の案出時に焼けたものと思われる。ちなみに、炭焼きの

経験者の話によると、この窯は、いわゆる自炭を焼く窯であるとのことである。

付属施設　焚き口の南西側に直径50cm,最大深さ50cmの不整形を土境が検出された。民俗例からこれは

焚口部を塞ぐための土を取った穴と判断できる。また窯体北側に幅30cm、長さ2.95m,深さ15cmへ20。mの溝

があるが、窯よりも斜面下方に位置しており、窯との関連があるか否かは不明である。

時期決定をできる遺物がなく、時期は不明である。

崩れて移動している石1a
lb

lc

2

前庭部の焼土面
3

4

5a

5b

5c

暗褐色土(HuelOYR3/3)焼土粒と焼土ブロックを大量に混じる。 6

暗褐色土(HuelOYR3/3)焼土粒を多量に混じる。

暗褐色土(HuelOYR3/3)焼土を混じない。

黒褐色土(豆uelOYR2/3)焼土粒を少量混じる。

褐色焼土(Hue7.5YR4/6)暗褐色土を混じる。

褐色土(HuelOYR4/4)焼土粒を混じる。炭化物を少量混じる

褐色焼土(HuelOYR4/6)純粋を焼土層。

明赤褐色焼土(Hue5 Y R5/8)純粋を焼土層。

褐色土(Hue7.5YR4/6)焼土、火床面と思われる。

7

8

生3。。.2。 _圭

⊆3。。.2。

(1 :60) 2m

赤褐色焼土(Hue5YR4/8)無体と思われる焼土ブロックの推積層。
黒褐色土(HuelOYR2/3) 2層に焼土ブロックを混じる。

明赤褐色土(Hue5 YR5/8)無体と思われる焼土ブロックの堆梯

屑で部分的に明褐色土を混じる。
9a:黒褐色焼土層　地山が焼けた層。
9b :暗赤褐色焼土層　地山が焼けた層。

第307図　年出古窯遺跡　SYO2 (炭窯)
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第8牽　牛出古窯遺跡

SD13

暗灰黄色土(2. 5YR5/2)砂質土。 (SDO7覆土)
暗灰黄色土(2.5YR5/2)砂質土。黄褐色土を混じる。 (SDO6 ・ 07覆土)

褐色土(工0YR4/4)砂質土。

褐色土(10YR4/4)砂質土。

褐色土(10YR4/4)砂質土。

褐色土(10YR4/4)砂質土。

褐色土(10YR4/4)砂質土。

暗褐色土(HuelOYR3/4)

A
〇一358.40

(S DO5覆土)

黄褐色土を混じる。 (SDO5覆土)

炭化物と焼土を含む。 (SDO5覆土)

(S DO4覆土)

黄褐色土を混じる。 (SDO4覆土)

(旧S DO6覆土か)

早_358JO B’

圏園
C
--358.90

C,

」359.30

」358.30

」358.90

SDO7

〉 J
ニー359.50

熟慈
し359.40

K,

」359.30

」358.90

〇
〇一359.10

」359.00

lⅢK工Ol

?」十6q叫m

五廿工Ol

H
--358.90

第308図　年出古窯遺跡　近世以降の溝
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第6節　中世以降の遺構と遺物

3　溝

SD O4・05・06・07・08・13・14・15 (第308図)

SD O 4は自然に侵食されてできた溝であが、他は人工的な溝である。断面の切り合い関係から、(SD

O4→) SDO5→SDO6.07の順に掘られていることがわかる。また、 SD14.15はSDO5

に関連した溝であると捕らえることができる。 SDO 8は基本土層工層が覆土であり、他の溝よりも新し

い。これらの溝は覆土から見て中世以降の溝であることは明らかであるが、時期を決定できる遺物は出土

していない。性格も不明である。

註

1分析結果は上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書14 (平成9年度刊行予定)に掲載する。

2　註1と同じ。

3　北信藷は短いロ綾部と砲弾形の胴部、丸底が特徴である〇日綾部が回転ナデ調整されている。口綾部と胴部上半部にロタロ痕やカ

キ目を残し胴下草部に外面ケズリ、内面ハケ調整がされている。北信地域を中心に分布している。直井(直井1996)氏によると「8

世紀後半噴出現し、あるいは導入され、 10世紀代まで煮炊具の中心として存在する。」とされる。

北陸饗の特徴は北信聾と同様であるが相違点は北信饗の方が脚下半部の丸味がやや少ないのとタタキ技法の痕跡が確認されない個

体が多いこと(直井1996)である。

坂井氏は北陸系の饗を2分類し、 9世紀後半以降加賀方面においてみられる口綾部が短く立ち上がり受け口状となるタイプと、口縁

端部をロクロでつまみ上げられた越後系のタイプをあげているoまた、北信聾は口綾部を回転ナデ調整(ロタロナチ)しているとした。

また坂井氏は北信系の饗と越後系の藷は形態の相違だけでなく胎土にも相違がみられるとし、北信系の胎土は砂粒が多く、赤味が強

く、越後系胎土は白くて肌色に近く砂粒が少ないと指摘した(坂井1993)。

ロタロ土師器饗の口縁端部は、面取りしたようなものと摘み上げのような面取りのあるものと回転ナデのものがあり、これらの三種

が栗林遺跡焼成遺構(中島1994)では同時に焼成されていたことが報告されている。

4　羽釜は松本平では松本11期(10世紀後半)に長胴饗と小型饗に代わって出現すると小平氏は述べている(小平1990)。

武蔵国の中世成立期の煮炊き土器を扱った水口氏によると(水口1991)、武蔵型襲A類(口頚部「区」の字形) ・ B類(口頚部「コ」

の字状)から藷C類へ転換する第II段階第2小期(下限は10世紀後半)に羽釜が登場し、この段階で須寓器の生産が終わるとしている。

羽釜は第Ⅳ段階(下限は1工世紀後半)まで続くとしている。

5　註1と同じ。

引用文献

小平和夫1990　第3章第5節古代の土器『一松本市内その工一総論編』中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4

小林眞寿1993　所謂「北信型の襲」について　向坂鋼二還暦記念論集

坂井秀弥　工993　長野県飯山市平安期佐渡産須恵器・越後系土器　田ヒ陸古代研究』 4

坂井秀弥1989b北陸型土師器長聾の製作方法噺潟県考古学談話会会報』 3新潟県考古学談話会

笹沢　浩1988a古代の土器　『長野県史』考古史料編(四)

直井雅尚1996　信濃における奈良平安時代の土師器藷について『鍋と蛮　そのデザイン』第4回東海考古学フォーラム

中島庄一1994　第Ⅲ車乗林遺跡第6節5遺物「土師器焼成遺構の土器」 『葛長野県中野市内一栗林遺跡・七瀬遺捌長野県埋蔵文

化財センター発掘報告書19

水口由紀子1991武蔵国における中世成立期の煮沸土器小考　蹄玉考古学論集設立10周年託念論文集』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
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第9章　調査の成果と課題

第9章　調査の成果と課題

第1節　高丘丘陵における中期・後期旧石器時代移行期から
後期前半期の石器群臆がまん淵遺跡を中心として-

1　高丘丘陵の旧石器時代遺跡

(1)高丘丘陵の地形

高丘丘陵は長野盆地の北端部、盆地が幅を狭めて収束する部分に位置し、西を画する西部山地に平行す

るように南北に延びる細長い丘陵(長丘・高丘丘陵)の南端部分にあたる。西部山地と長丘・高丘丘陵の

間には千曲川が厳入蛇行し、両者を分断する。丘陵の南端部では西部山地との距離がやや広がり、盆地低

部が湾状に入り込み、丘陵は西部山地から延びる半島状の地形をなしている。

次に高丘丘陵の形成過程を概観し、遺跡の形成年代について考えておきたい。フォッサマグナの海に約

1400万年前に誕生した古長野湾(ほぼ松本盆地と長野盆地、飯山盆地以北)は約170万年前には陸地化し、

約70万年前筑摩山地の隆起により松本盆地と長野盆地にあたる地域が分断される。そして、約50-60万年

前、長野盆地の西綾部を境に西部山地側が隆起、河東山地側が沈降する活動が開始され、盆地西藤部に沿っ

て細長い凹地が長野市から飯山市にかけて形成された。これが初源期の長野盆地である。凹地には周囲か

ら河川が流れ込み、豊野町付近を中心として、湖が形成され、厚い堆積層を形成した。この湖を古豊野湖

と呼び、堆積した地層を豊野層と呼ぶ。

20-40万年前、盆地西藤部は急激を断層運動により隆起し、盆地西藤部の境界を明瞭にするとともに、

豊野層を不整合に覆う角礫層や砂礫層からなる南郷層が形成される。南郷層は20-10万年前の間に堆積し

たと考えられている。その後、西部山地はさらに急激を隆起運動を行い、盆地よりの西部山地裾部分に新

しい丘陵群を形成した。高丘丘陵はこの隆起運動によって形成された新しい丘陵群の一つであり、豊野層

と南郷層をのせ、盆地低部と西部山地との境界線を形成している。

このように、高丘丘陵に人類が活動できる環境が形成されたのは、高丘丘陵が湖底より隆起した20-10

万年前以後のことであると考えられる。したがって、高丘丘陵の旧石器時代遺跡は少なくとも20-10万年

前以後に形成されたものであると考えられるのである。

高丘丘陵は半島状をなして、盆地低部に突き出しているが、その先端部分の東側は延徳田圃と呼ばれる

低湿地になっている。ボーリング調査で、地下35mに厚さ5cmに堆積した姶良Tnが確認されている。姶良

Tn降下以後35mの土砂が堆積し、低湿地を埋めたことになる。とすれば遺跡が営まれた当時、延徳田圃

一帯には湖が形成され、高丘丘陵はその湖に突き出していた可能性もある。

(2)高丘丘陵の遺跡と立地

盆地低部に突き出した高丘丘陵にはがまん淵遺跡をはじめ、沢田鍋土遺跡、立ヶ花表遺跡、牛出古窯遺

跡、浜津ヶ池遺跡、安源寺遺跡が知られ、千曲川を挟んだ対岸の西部山地裾部の丘陵には南曽峯遺跡が知

られている。結論が前後してしまうが、南曽峯遺跡は中期旧石器時代新段階、がまん淵遺跡、沢田鍋士道
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第1節　高丘丘陵における中期・後期旧石器時代移行期から後期前半期の石器群

跡は中期・後期旧石器時代移行期、立ヶ花表遺跡、浜津ヶ池遺跡、安源寺遺跡は後期旧石器時代前半期に

編年される石器群である。中期及び移行期の遺跡は高丘丘陵南半部分の限られた範囲に集中し、特に移行

期のがまん淵遺跡と沢田鍋土遺跡は丘陵の先端を二つにわける小さな谷を挟んで隣接している。

ところでがまん淵遺跡と沢田鍋土遺跡については若干の説明が必要である。埋蔵文化財センターは半

島状に突き出した高丘丘陵の先端を二つにわける小さな谷底に沿うように建設された高速道路幅部分を調

査しているが、高速道路の建設に伴い周辺道路も整備され、それらの道路部分については中野市教育委員

会が調査している。したがって、がまん淵遺跡と沢田鍋土遺跡は調査時期を違えて、埋蔵文化財センター

と中野市教育委員会でそれぞれ調査した経緯がある。がまん淵遺跡石器出土地点は谷の東斜面に位置し、

埋蔵文化財センターの調査範囲を越えて東側に広がる可能性があった。この部分については中野市教育委

員会が調査する計画であったが、掘削面が豪雨で崩落し調査出来なかった。

谷の西斜面に位置する沢田鍋土遺跡は中野市教育委員会による2回の調査が実施されている。 1回は埋

蔵文化財センターの調査区に平行する道路整備に伴うもの、 2回目はその調査区の北端に直行して西に延

びる道路建設に伴うものである。中野市の第1回目の調査区では細石刃石器群のブロックと撹乱層からペ

ン先形の台形様石器及び剥片類を検出している。第2回目の調査では移行期のブロックを検出している。

このブロックは1回目の調査区からやや西に離れている。こうした調査結果から、谷の斜面には移行期あ

るいは後期前半期のブロックが複数存在していた可能性が高い。その意味で細石刃ブロックに含めた大

型石器や中野市教育委員会の1回目の調査で検出された打製石斧様の石器については移行期ないし後期前

半期の所産である可能性も否定できない。

ちなみに、後期前半期の立ヶ花表遺跡も沢田鍋土遺跡の調査区とはやや距離をおくが同じ西斜面に位置

している。このように、谷を挟む東西の斜面には点々と、移行期から後期前半期のブロックが分布してい

ると思われ、がまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡、立ヶ花表遺跡は谷を挟んで分布する・ブロック群が発見された

地点の名称といった趣さえある。

高丘丘陵の先端に開析された小さな谷という地形条件と遺跡の立地は強い関連性をもっていると考えら

れる。場合によっては先ほど推測した延徳田圃の湖が谷底にまで広がり、谷の斜面は湖に画した斜面であっ

たかもしれない。水辺付近は丘陵部の単純な森林植生ではなく、より多様な植生をもった水辺環境を形成

し、空のひらけたスぺ」スを提供したであろう。数少ない移行期の遺跡が狭い範囲に複数分布するのは当

該期の遺跡がこうした限定的な立地環境を要求したためであろうか。

2　がまん淵遺跡

(1)石器の分類

石器は(1)素材剥片剥離技術→ (2)素材剥片の細分→ (3)調整加工の部位と石器の形態の順に階

層的に分類する。がまん淵遺跡の石器の形態は調整加工によって素材剥片の形状を大きく変えておらず、

素材剥片のあり方が石器の形態二機能に大きな影響を与えていると考えられるからである。こうした石器

の形態と調整加工のあり方は二つに解釈可能であろう。第1の解釈は石器形態と素材剥片剥離は無関係で

あり、造ろうとする石器形態に似合う剥片を選択したため調整加工が少ないとする場合、第2の解釈は剥

片剥離と石器形態が結びついており、造ろうとした石器にあわせて剥片を剥離したため調整加工が少ない

とする考え方である。

また、これとは別に、石器の全体的な形態は全く意識されておらず、刃部のみが意識されていたと考え

ることもできよう。このように考えれば刃部のみの分類を行うべきであり、分類基準は全く異なるものと
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なろう。が、筆者は否定的である。すでに、前期段階に優美を斧状の両面加工石器が存在し、それがどの

ような意識と結びついていたかは別として、人類は特定の形の石器形態を作り続けていたからである。

さて、仮に第1の解釈が正しければ特定の剥離方法で作られた剥片の類型が石器の形態に結びつかない

であろうし、第2の解釈が正しければ剥離方法、素材剥片の形態、石器の形態が有機的に結びつくことに

なろう。がまん淵遺跡のみでは明確にはならないが高丘丘陵の石器群全体を視野にいれると、第工と第2

の解釈の中間的な様相を示していると考えられる。画一的な素材提供→多様な形態への加工という調整加

工技術に大きく依存する後期旧石器時代後半期の石刃技法による手法とは異なる石器製作のあり方である。

素材剥片はI斜軸尖頭器剥片、 I工横広剥片、 ⅡI両側縁平行剥片に分類する。

I斜軸尖頭器剥片は三角形の剥片で主要剥離の方向と石器の軸が斜めに傾くもの(安斎・工988)、円盤

状石核から剥離されたとぎれる。おそらく、ひとつの円盤状石核から1 ・ 2枚の斜軸尖頭器剥片が剥離さ

れた程度であったろう。

斜軸尖頭器剥片はA細身の三角形とB三角形の二者に分類できる。前者を斜軸尖頭器剥片とするに抵抗

があるかもしれないが、第43図4を見れば斜軸尖頭器剥片と同じであることが理解されよう。主要剥離面

の方向と剥片軸及び稜がずれ、細いけれども三角形を呈し、通常の斜軸尖頭器剥片と同様な要件を満たし

ているものと思う。 A細身のものは基部加工縦長剥片の素材となり、 B三角形はそのまま斜軸尖頭器とし

て利用される。

工I横広剥片は長さに此して、横幅の広い貝殻状剥片である。平坦を剥片剥離作業面が用意されれば普

通はこの形態の剥片しか剥離されない。もっとも、原則的な剥離技法であろう。大きく厚い横広剥片と中・

小型の貝殻状剥片の二者がある。前者は1例であるが、尖頭器状の石器の素材となっている。後者は周縁

加工や両面加工の尖頭器状石器、素刃石器の素材として利用される。

Ⅲ両側縁平行剥片は剥片の両側縁がほぼ平行するものをさし、短寸のものと縦長の二者があり、前者は

素刃石器、後者はへら状石器の素材となる。

第309図　石器分類表

(2)石器各説

A基部加工縦長剥片(第43図2 ・ 3)

細身の斜軸尖頭器剥片を素材とし、基部を中心として背面及び腹面の両面から平坦な調整剥離が認めら

れる。 2では側線にまで調整剥離が認められ、 3も基部付近に大きめの剥離が認められる。調整剥離は刃
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部を作出するものではなく、打面部分の幅を狭くし、全体に柳葉状の形態に仕上げるためと思われる。

高丘丘陵では沢田鍋土遺跡に類例を求めることができる。また、野尻湖遺跡群立ヶ鼻遺跡、安沢遺跡、

権現山遺跡I工、七曲遺跡などにも類例を求めることができようか。基部加工縦長剥片は佐藤宏之氏の定義

にかかるものであるが、細身であるという相違点がある。むしろ、佐藤氏が初期ナイフ形石器に先行する

形態の石器として取り上げた基部加工縦長剥片は本稿で基部加工剥片として分類する石器により類似する。

しかし、初期ナイフ形石器との形態的な類似のみに限れば本例のほうが、基部加工剥片より類似度が高い

といえよう。

B斜軸尖頭器(第50図　61・64・65)

斜軸尖頭器剥片をそのまま用いた石器である。三例とも先端部分の側線にマイクロコンタクトフラク

チャーを観察することができることから、石器として利用されたものと考えた。 64は基部及び先端部分に

調整剥離様の剥離痕が観察される。 61にも基部に剥離が認められるが調整剥離かどうか判然としない。い

わゆる斜軸尖頭器剥片と比較するとやや帽に此して長さが短い。打面を水平に位置させると横広剥片や両

側縁平行剥片との類似性が目立つ。福島県上野出島遺跡(第313図8へ10)や馬場壇A 6層(第313図1)

に類例を求めることができようか。

がまん淵遺跡の斜軸尖頭器の先端部分にマイクロコンタクトフラクチャーが観察され、尖頭状に交差す

る鋭い縁辺が刃部であると考えられると同時にこの石器の機能を暗示している。斜軸尖頭器には縁辺が未

調整の場合と調整剥離痕のような小剥離が認められるものがある。これらの小剥離痕が使用痕である可能

性も否定できない。また、大きく素材剥片の形状を変えた例もあるが、刃部再生の可能性も考える必要が

あろう。

C尖頭器状石器(第50図59)

大型で厚い横広剥片を素材として、主に腹両側からの平坦剥離により片面加工の尖頭器状の形態に加工

されている。類例として、南曽峯遺跡の両面加工の尖頭器状石器(第314図2)、福島県大平遺跡(第313図

33)や竹ノ森遺跡上層(第313図40)の斧状石器に類例を求めることができようか。

D素刃石器(第50図60)

厚い中型の横広剥片を素材とする。打面部分とステップフレイキングとなった先端を側線とした台形状

の石器である。側線にあたる打面部分に急角度な調整剥離が認められる。

E周縁加工尖頭器状石器(第50図63)

横広剥片が利用されたと思われるが、素材剥片の変形が著しく、どのような素材剥片であるか断定でき

ない。腹両側からの調整剥離により桃実状の平面形態に加工される。中期新段階の石器群を構成する両面

加工や円周加工のスクレイパーと同種の石器であると考える。

F基部加工剥片(第312図28)

短寸の両側縁平行剥片を素材剥片とし、基部に調整剥離がなされる。打面は急角度の小さな剥離によっ

て取り除かれ、基部の背面と腹面に打両側からの平坦を調整剥離が認められる。類例は沢田鍋土遺跡に認

められる(第312図17)。佐藤宏之氏が初期ナイフ形石器に先行するとした基部加工縦長剥片との類似性が

高い。先端の縁辺にマイクロコンタクトフラクチャーが認められる。

後出と考える沢田鍋土遺跡では素刃石器(第312図20 ・ 21)とは分離されることから、基部加工剥片とし

たが、機能的には素刃石器との類似性が指摘されよう。

J一側線加工石器(第50図58)

縦長の剥片を素材とし、その一側線に並列するやや急角度の小さな調整剥離痕が認められる石器である。

類例は沢田鍋土遺跡に認められる(第312図16)。
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また、後期前半期に認められる弧状ナイフ形石器(佐藤1992)と形態的に極めてよく似ている。系譜と

して連続するものとは思えないが、機能的には類似しているのであろう。

Hへら形石器(第43図1)

大型の縦長剥片を素材とし、基部及び側線に小さな調整剥離を施した石器である。素材となった剥片の

背面は先端部分に礫面を残し、主要剥離面と同じ打面から剥離されたと思われる細長い剥離痕が残る。佐

藤宏之氏がへら形石器に機能的連関を示すとした秋田県松木台工II遺跡出土例に類例を求めることができよ

うか。

(3)剥片剥離

A石核

石核(残核)の分類についてはがまん淵遺跡からの出土例のみでは、資料数が少なく、類型化できない

ため、沢田鍋土遺跡、牛出古窯遺跡(台形様石器伴出)、浜津ヶ池遺跡(台形様石器伴出)、立ヶ花表遺跡

(台形様石器伴出)の石核を加えて分類した○移行期から後期旧石器時代前半期までを一括して取り扱う

ことには問題があるが、驚くほど類似する部分が多く、移行期から後期旧石器時代への移行が連続的であ

ること示す結果となっている。

第1類(第310図1 - 5) :円盤状ないし盤状を呈し、打面と剥片剥離作業面がそれぞれ表裏面に位置す

るものを本類とした。打点は選択された打面の全周をめぐり、結果として剥片剥離の方向は石核の中心に

向かうことになる。がまん淵遺跡1 ・ 2 ・ 4、牛出古窯遺跡3、沢田鍋土遺跡5を本類とする。がまん淵

遺跡4を本類に含めることには若干の躊躇したが、石核が臨機的な石器として利用されたものと考えた。

比較的大きなものは、採取してきた原石をそのまま利用するのではなく、いったん分厚い剥片に分割し

て用いている様子ががまん淵遺跡1や牛出古窯遺跡3の表皮を残したものから伺われる。剥離面が表裏両

面に認められるが、その数はどちらか-方の面に偏り、打面がある程度固定されていたことを示している。

残された剥離痕からみる限り、これらの石核から剥離された剥片は貝殻状ないし台形を呈した横広剥片

であったと考えられる。

例外として、牛出古窯遺跡2がある。この例には石核が切断されたかのように、縁辺の-部が分厚くなっ

ている。これが故意なのか、偶発的なものをのかは判断しかねるが、分厚い縁辺の角近くを打点にした剥

離では4c皿前後の長さをもつ剥片が剥離されたており、注目される。おそらく、剥離された剥片は加撃の

方向と剥片の長軸が交差する三角形であろう。

第2類(第310図6へ8) :三角柱ないし角柱の形態をしたもので側面に打面を設定し、隣接する側面

を剥片剥離作業面として、打点を横方向に移動させながら、複数回の剥片剥離が行われている。工類と比

較すれば、剥片剥離角が小さくなっている。

がまん淵遺跡6、牛出古窯遺跡7を本類とした。また、立ヶ花表遺跡や浜津ヶ池遺跡からも出土してい

る。がまん淵遺跡6は二つの打面と二つの剥片剥離作業面が認められ、両打面とも積極的な打面調整は認

められない。牛出古窯遺跡7は打面が固定され、大きな剥離痕が残る。未発達な打面調整の可能性もある。

なお、がまん淵遺跡6では打面となった二つの側面及び上下の頂面に礫の表皮が残り、ほぼ角柱状の転

石がそのまま石核として利用されたと考えられる。

第3類(第310図9へ12) :立方体の石核で打面と剥片剥離作業面を入れ替えて剥片剥離作業を行う石核

である。同一打面から数回の剥片剥離が行われる。がまん淵遺跡9、牛出古窯遺跡10 ・ 11が本類にあたる。

まな牛出古窯遺跡1工は本例の初期段階に何らかの理由で剥片剥離が中止されたものであろう。

全体的には台形ないし貝殻状の剥片が剥離されたもの考えられるが、がまん淵遺跡9の例では初期の剥
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第311図　石核分類表(2)

片剥離作業面から、礫面を残した縦長剥片が2かし3枚剥離されたであろう。石器群の中に認められる

縦長剥片にはこうした過程で剥離されたものが含まれていよう。

第4類(第311図工3 ・ 14) ‥本類には不定形の石核を-挿しておく○今後の資料の増加の中で類例が増加

するものと考える。沢田鍋土遺跡13、牛出古窯遺跡14 ・第246図12は厚い剥片の裏面から素材剥片を剥離し

ている。

B接合資料

接合資料3 (第47図39へ42)

三例の剥片が接合した例である。 40は三角形、 4工は縦長剥片、 42は三角形の剥片である。 40と4工は同一

打面から、42は180度逆方向の打面から剥離される。打面は剥離面を利用するが、打面調整は認められか。

剥片はいずれも礫面を残しており、剥離行程の初期の段階で剥離されたものであろう。接合資料の背面に

は両極の打面とは異なる方向、左側緑には90度横方向から、右側緑には下部打面と同一方向及び45度の方

向からの剥離痕が認められる。これらの剥離は接合剥片が剥離される以前の段階のものである。残された

礫面は緩やかをカーブをもっており、石核の原材は直径10c皿前後の転石であった可能性が高い。接合した

剥片が剥離される以前に、上下の打面は形成される。

この接合資料は縦長の剥片が、両極にある打面から、打面を固定して複数回の剥片剥離が行われたこと

を示している。縦長剥片の連続的な剥離へと結びつく可能性もあり、重視されなければならない。

接合資料4 (第47図43へ45)

二つの横広剥片が接合した例である。両剥片は打面を共有する。打面は平坦を剥離面であるが打面調整

は認められず、打点は横方向に移動する。両剥片の打面と45度あるいは90度方向を変えた剥離痕が両剥片

の背面に残されている。

(4)小結

素材剥片を大きく三類に分類した。斜軸尖頭器片(1類)は中期旧石器時代を特徴づける剥片であり、

横広剥片(2類)は中期旧石器時代から後期旧石器時代にかけて、両側縁平行剥片(3類)は移行期に特

徴的な剥片とすることができよう。

中期旧石器時代に認められる斜軸尖頭器剥片と横広剥片が作り出す剥片双極構造は、縦長剥片と短寸を

側線平行剥片を含めて、がまん淵遺跡の石器群にも基本的に受け継がれているものと推測される。また、

周辺加工の尖頭器状石器は中期旧石器時代新段階の特徴的な石器であり、斜軸尖頭器剥片とともに伝統的

な要素と考えられよう。

こうした中期旧石器時代との同質的傾向と反対に新しい様相を見せる部分もある。 -つは基部加工縦長

剥片の素材となった細身の斜軸尖頭器剥片の出現である。斜軸尖頭器剥片と同質に剥片剥離過程によって

剥離されたものと考えているが、縦長剥片への志向性が強く斜軸尖頭器剥片剥離過程に反映された結果で

はか、かと考える。この要求は移行期をとおして両側緑平行剥片の縦長化へと結び付いていくことになる
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と考えられるが、がまん淵遺跡では斜軸尖頭器剥片の剥片剥離過程にも求められていたのであろう。

また、剥片基部に対する調整剥離が、縦長剥片や両側緑平行剥片に顕在化する。がまん淵遺跡では両側

縁平行剥片や細身の斜軸尖頭器剥片(縦長剥片)を素材とした石器に限定してこの傾向が認められるが、

後続する沢田鍋土遺跡では横広剥片の基部加工も顕在化し、定形的な石器形態を形成している。基部加工

やその他調整剥離には平坦剥離が基本的に利用されるが、 -側線加工石器(第50図58)と基部加工剥片(第

50図62)には比較的急角度で並列しながら連続する剥離が認められる。中期旧石器段階では平坦剥離を用

いて、素材剥片の形状を大きく変えるのが-般的であり、こうした急角度の調整剥離は新しい要素とする

ことができよう。

石器は基部加工縦長剥片、基部加工剥片、尖頭器状石器、 -側線加工石器、へら状石器、周縁加工尖頭

器状石器、斜軸尖頭器、素刃石器に分類した。周縁加工尖頭器状石器や斜軸尖頭器は中期旧石器時代前半

期を特徴づける石器であり、中期から移行期に連続する尖頭器状石器、素刃石器を除く他は新出の石器で

ある。

以上見てきたように、がまん淵遺跡の石器群は中期旧石器時代的様相と移行期の両特徴を備えており、

中期新段階から移行期への過渡的な石器群ということができ、移行期の古い段階の石器群であると考えら

れよう。そして、中期新段階的な伝統的様相と移行期の新しい様相の併存は中期旧石器時代の石器群を母

胎として移行期の石器群が成立していることを示しており、その間には急激を変化が存在しなかったこと

は確かであろう。

安寿正人氏は移行期の石器群は石子原遺跡→平林遺跡→山方遺跡と変遷しているとする。この変遷観に

従えば、がまん淵遺跡は石千慮以前の段階とすることができようか。

3　高丘丘陵の石器群

(1)変遷段階の想定

本節ではがまん淵遺跡を含めた高丘丘陵の石器群を概観し、中期旧石器時代新段階から後期旧石器時代

前半期までの石器群の変遷過程を想定しておきたい。高丘丘陵の石器群については、地質学的な年代測定

や理化学的な年代測定は行われていない。したがって、各遺跡石器の石器群を適時区分するためには、石

器や剥片の形態、剥片剥離技術、石器組成など類似性や差異をこれまでの編年に対比させ、その変遷を想

定する他に手段はない。この手法は大きな誤ちを犯す危険性が高いが、がまん淵遺跡の考古学的な位置づ

けを考えるために、敢えて高丘丘陵の石器群の変遷を想定しておきたい。

高丘丘陵の当該期の遺跡にはがまん淵遺跡の他に、南曽峯遺跡(第314図)、沢田鍋土遺跡(中野市教育

委員会1995)、立ヶ花表遺跡、牛出古窯遺跡、安源寺遺跡(長野県考古学会1969)、浜津ヶ池遺跡(中野市

教育委員会1996)がある。これらの石器群は斜軸尖頭器剥片が含まれる南曽峯遺跡、がまん淵遺跡のグルー

プと含まれない沢田鍋土遺跡、立ヶ花表遺跡、牛出古窯遺跡、安源寺遺跡、浜津ヶ池遺跡のグループに大

きく二分することができる。

斜軸尖頭器剥片を含むグループには斜軸尖頭器剥片を中心に組成されている南曽峯遺跡、斜軸尖頭器剥

片と両側緑平行剥片が併存し、半両面加工の尖頭器状石器を組成するがまん淵遺跡がある。

斜軸尖頭器剥片剥片、半両面加工の尖頭器状石器は中期旧石器時代新段階を特徴づける石器類である。

一万、両側線平行剥片は縦長志向性をもつ移行期の特徴を具現していると考えられる。したがって、斜軸

尖頭器状剥片の減少と両側縁平行剥片(寸詰まりの縦長剥片)の増加を当該期の石器群変遷の大きな流れ

と考え、南曽峯遺跡→がまん淵遺跡という時間的序列を想定しておきたい。
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一方、斜軸尖頭器状剥片剥片を含まか石器群は台形様石器を伴わない沢田鍋土遺跡と、台形様石器を

伴う立ヶ花表遺跡、牛出古窯遺跡、浜津ヶ池遺跡があり、後者では使用される石材も黒曜石に集中し、様

相を大きく変えている。沢田鍋土遺跡は短寸の両側縁平行剥片や素刃石器を組成とし、台形様石器を欠落

させることから、台形様石器を伴う石器群の前段階に編年されるであろう。また、台形様石器を伴う石器

群は明確を基部両側縁加工を持たない台形様石器から組成される立ヶ花表遺跡、基部両側縁加工の台形様

石器に局部磨製石斧が伴う牛出古窯遺跡、やや小型の幾何学的な台形様石器を伴う浜津ヶ池遺跡、安源寺

遺跡という変遷序列を想定しておきたい。

南曽峯遺跡→がまん淵遺跡→沢田鍋土遺跡→立ヶ花表遺跡→牛出古窯遺跡→浜津ヶ池遺跡・安源寺遺跡

という変遷が考えられ、南曽峯遺跡は中期旧石器時代新段階、がまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡は移行期、立ヶ

花表遺跡以降は後期旧石器時代の所産であり、立ヶ花表遺跡が関東武蔵野台地関東ロームⅩ層ないしⅨ層

段階、牛出古窯遺跡がⅨ層、浜津ヶ池遺跡・安源寺遺跡はⅦ層段階に相当すると考えておきたい。

(2)斜軸尖頭器剥片の変質

斜軸尖頭器は南曽峯遺跡とがまん淵遺跡から、合計7点出土しているが、その形態にバリエーションが

ある。佐藤宏之氏は中期旧石器時代新段階で斜軸尖頭器状剥片の主要剥離の方向と石器の軸が一致し、剥

片の両側縁が平行するようになると指摘し、斜軸尖頭器(剥片)が中期旧石器時代をとおして変化するこ

とを指摘している。おそらく、南曽峯遺跡とがまん淵遺跡の斜軸尖頭器に見られる相違も斜軸尖頭器剥片

の適時的な変化の-端を示していると考えられる。

南曽峯遺跡の斜軸尖頭器剥片(第314図1 )は主要剥離面の方向と石器の軸は-致しないが、両側縁が平

行しており、佐藤氏の指摘する縦長化の方向の様相を示しているのではをいかと考える。一方、南曽峯遺

跡に後出すると考えたがまん淵遺跡の斜軸尖頭器には細身のものと平面形が菱形状をなす二つの斜軸尖頭

器が認められる。菱形を呈するものはやや小型で主要剥離面の方向と石器の軸はずれ、全体として斜軸尖

頭器剥片の形態をもっているが、打面の幅が広く、長さも短く、それまでの斜軸尖頭器剥片とはやや異な

る印象を抱かせる。

後期旧石器時代前半期に編年される立ヶ花表遺跡の剥片の置き方を変えるとがまん淵遺跡の斜軸尖頭器

剥片と良く似た形状となり、立ヶ花表遺跡の剥片と共通する特徴を備えていることがわかる。接合関係か

ら立ヶ花表遺跡の剥片は1類に分類した円盤状の石核から剥離されたことがわかっている。立ヶ花表遺跡

後期旧石器時代前半期の遺跡であり、単線的に連続するとは考えられないが、菱形状を呈する斜軸尖頭器

は後期前半期の円盤状石核から剥離される剥片と形態的類似性を強めると同時に、斜軸尖頭器剥片がもつ

固有性を移行期の初期段階で失うのではなかろうか。

がまん淵遺跡における細身の斜軸尖頭器剥片と菱形状の斜軸尖頭器剥片の共存関係は斜軸尖頭器がもっ

ていた統合的機能のうち刃器的用法はより特殊化した細身の斜軸尖頭器剥片・基部加工縦長剥片、削器・

掻器的用法は菱形を呈する斜軸尖頭器や側線加工石器・尖頭器状石器へと分化したことを示しているので

はないかと考える。

(3)基部加工剥片の出現

基部加工剥片には細身の斜軸尖頭器剥片を素材とするものと、短寸を両側緑平行剥片を素材とする二者

がある。細身を素材をした例は全体として柳葉状の形態をなし、鋭い縁辺(刃部?)が石器の長軸と平行

するが、短寸を両側繚平行剥片を素材としたものは鋭い縁辺が石器の軸と直交あるいは斜行し、両者は異なる

機能を背景とした形態であると考えられる。前者を基部加工縦長剥片、後者を基部加工剥片と呼旅したい。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第314図　南曽峯遺跡出土の石器

がまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡(第312図17 ・ 25 ・ 26)に認められる基部加工縦長剥片と立ヶ花表遺跡(第

312図8)や浜津ヶ池遺跡(第312図1)に認められる初期ナイフ形石器は、両者とも石器の長軸と鋭い縁

辺が平行するように配慮されること、縦長の剥片を素材とし、平坦を剥離による基部調整が主であること

など、機能的にも形態的にも類似性が高いといえよう。おそらく、こうした基部加工を伴う縦刃形の石器

は移行期の初期に出現し、後期旧石器時代前半期にまで受け継がれていく要素であろう。

また、一側線加工石器とした類(第312図24)は、石器の軸と鋭い縁辺が平行関係にあり、側線加工を石

器の形態を整えるためのものと考えれば、基部加工縦長剥片と同様な機能的背景を持っているとされよう。

側線加工石器は沢田鍋土遺跡(第312図16)にも伴い、さらに後期旧石器時代前半期の初期ナイフ形石器の

類型のひとつである側線加工のナイフ形石器へと受け継がれていくのではないだろうか。
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(4)素刃石器・台形様石器

貝殻状剥片を素材とする横刃形の石器(素

刃石器)は中期旧石器時代をとおして存在し、

後期旧石器時代前半期の石器群の構造的要素

となる台形様石器に受け継がれていくとされ

ている。高丘丘陵の石器群の変遷をとおして

も、この指摘は裏付けられる。

がまん淵遺跡と沢田鍋土遺跡には側線ある

いは基部を加工した横刃形の石器・素刃石器

(第312図20 ・ 21 ・ 27)が伴う。がまん淵遺跡

では明瞭でない基部加工は沢田鍋土遺跡で顕

在化し定型的な石器形態として定着した感が

ある。鋭い縁辺とそれを挟む側線部分調整剥

離が行われる石器形態は台形様石器のそれと

基本的に一致し、両者は類似した機能を’もっ

ていたことをうかがわせる。

しかしながら、がまん淵遺跡や沢田鍋土遺

跡に曲現した横刃形の基部ないし側線加工の

石器だけが、台形様石器に結び付くのではな

いだろう。台形様石器の鋭い縁辺は必ずしも、

石器の軸に直交せず、尖頭状のものや、斜行

するものがある。がまん淵遺跡や沢田鍋土遺

跡に認められる短寸の剥片の基部を加工した

石器(基部加工剥片・第312図18 ・ 28)との機

能的類似性を考えることができ、立ヶ花表遺

跡では特に基部加工を持たない横刃型石器

(台形様石器第312図10-15)と荒い基部加工

を伴い刃部が尖頭状を呈する台形様石器(第

312図9)が共伴している。沢田鍋土遺跡から

立ヶ花表遺跡へ移行する間に、素刃石器と基

部加工剥片のもつ機能は融合分離し、改めて

台形様石器として出現するのではないだろう

か。

(5)縦長剥片剥離技術

縦長剥片は南曽峯遺跡から認められるが、

高丘丘陵の後期旧石器時代前半期において縦

長剥片が石器群の主体を占めることはない。

また、後期旧石器時代前半期の新しい段階ま

で陵付剥片剥離を伴う石刃技法から剥離され

±二二二・二雪m
浜津ケ池追跡　乏ヲ

第315図　沢田鍋土遺跡(上)浜津ケ池遺跡(下)石核接合資料
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たと確証できるものはないし、そうした石刃核も出土していない。

縦長剥片剥離技術を考えるうえで浜津ヶ池遺跡の接合資料(第315図上段)は注目されよう。この石核

では母君が盤状に荒割りされ、盤状の分厚い剥片の側面(小口)を剥片剥離作業面として縦長剥片が剥離

されている。未調整の打面が固定され、複数回の縦長剥片が連続的に剥離されるが、打面の周囲を打点が

移動し、剥片剥離作業面のなす稜の角度を保持しながら、縦長剥片を剥離する手法とは明らかに異なる。

-方、沢田鍋土遺跡には打面と剥片剥離作業面を交互に入れ替えながら、短寸の両側緑平行剥片を剥離

した石核の接合資料(第315図下段)がある。これは選択された母君が偏平をもので偏平を側面(小口)

を剥片剥離作業面としている。

これら二つの石核に共通するのは、幅の狭い剥片剥離作業面を用意する点にある。この方法であれば

剥片が縦に長くなろうとも、横方向に剥離が広がることはできず、縦長剥片が剥離される。典型的な剥片

の背面は中央に陵をもたず、横断面は凹面状を呈している。

一方、がまん淵遺跡第310図3類(9)などの石核をみると縦長剥片は多面体石核による剥片剥離行程の

初期段階で生じていることがわかる。母君の表皮を強く剥離すると打面が用意される。この打面を利用す

る初期段階の剥離はあたかも石刃核の打両側からの側面調整と同様な剥片剥離過程となり、礫表面の形状

や先行する剥離面が剥片剥離作業面に適当を角度の稜を形成した時には、短寸を縦長剥片や縦長剥片(両

側緑平行剥片)が剥離できるからである。

こうした例などを介在させれば打面が固定され、打点が打面の周囲をめぐる石刃技法は容易に成立す

ると思えるのだが、こうした傾向を高丘丘陵の石器群に見ることはできない。

扁平を石核を利用した縦長剥片剥離は沢田鍋土遺跡の両側緑平行剥片・短寸を縦長剥片剥離にその萌芽

を見せ、浜津ヶ池遺跡段階まで同-の技法が継続し、その過程で縦長化したと考えられよう。しかしな

がら、縦長剥片はこの技法からのみ剥離されたのではなく、立方体をなす石核の初期過程でも剥離された。

後期前半期の縦長剥片剥剥離は技法として確立していたのではなく、複数の剥片剥離行程の過程に埋め込

まれていたのであろう。

縦長剥片の連続的剥離の確立は中期・移行期と後期旧石器時代を分別する重要な要素である。高丘丘陵

の石器群にのみ限れば、それは後期旧石器時代前半期段階でも確立していない。ただし、南関東武蔵野台

遺跡のⅩ層段階では断面三角形の縦長剥片が連続剥離された例がある。この例が剥片剥離作業面に生じた

稜を利用したものであれば石刃技法につながる、あるいは祖型の石刃技法と評価しておかねばならない。

打点の移動は剥片剥離作業面の稜を保持する形で行われているが、荒割りした礫の小口面を利用している

点が気にかかる。いまだ、技法として確立したものではないと考えておきたい。

(6)横広剥片剥離技術

他方、縦長剥片と対置関係におかれる横広剥片剥離技法は中期・移行期を経由し、後期旧石器時代前半

期まで継続している。 1類から4類に分類した石核はいずれも原則的には横広剥片を剥離したものである。

いずれも石核調整は認められない。打面の固定や打点の移動が観察の視点として重視されてきているが、

高丘丘陵の石核ではそうした要素の変化を適時的にとらえることはできない。

むしろ、打面の固定や打点の移動の様相は石核として選択された母君の形状に大きく左右されていると

すべきではないかと思われる。たとえば角柱状の石核素材では打面が横方向にのびているため、打点が

横方向に移動し、複数回の剥片剥離がなされる。立方体の石核素材では打面が横方向に狭いため、一打面

からの剥片剥離数は前者よりも少なく、打面転移が頻繁に行われる。やや薄い盤状の石核素材では周囲の

側面全体が打面となり、結果として剥離痕はすべて石核の中心に向かう。また厚い扁平を石核素材では上
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面あるいは下面のどちらか一方が打面として選択され、打点が周囲を巡るように剥片剥離が行われる。こ

うした事例は単に打面の固定や打点の移動法の技術的側面と評価することはできない。

最も、重視しなければならないのは石核調整が認められない点である。これは資料数が少ないため、未

発見の調整石核が存在している可能性も否定できないが、今後の大きな課題である。

石核調整の問題で若干注意しておきたいのは、母君を荒割している可能性があることである。母君を荒

割りすることは大きさの調整とともに石核素材の形態を整える効果を生む。浜津ヶ池遺跡例では荒割りさ

れた盤状剥片が石核素材として利用され、 -つは縦長剥片剥離、他方は横広剥片剥離の石核とされ、盤状

素材の小口は縦長剥片剥離の剥片剥離作業面として利用されている。

(7)小結

がまん淵遺跡をはじめとする高丘丘陵石器群は中期旧石器時代新段階から後期旧石器時代前半期に編年

される。南曽峯遺跡は中期新段階、がまん淵遺跡は移行期の前半段階、沢田鍋土遺跡は移行期の後半段階、

立ヶ花表遺跡は武蔵野台地関東ロームⅩ層あるいはⅨ層段階相当、牛出古窯遺跡は武蔵野台地関東ローム

層Ⅸ層段階相当、浜津ヶ池遺跡、安源寺遺跡は武蔵野台地関東ロームⅧ層段階相当と考えられよう。

高丘丘陵石器群の中期新段階から後期前半期までとおして概観すると、石器群は中期旧石器時代と移行

期、移行期と後期旧石器時代前半期との間で石器群の様相が変化し、区分されうろことは明らかである。

ただし、その変化は急激をものではなく、先行する石器群の中に新しい様相が出現し、新しい様相が支配

的になると同時にさらに新しい様相が出現するという過程を踏む。

移行期には中期石器時代を代表する斜軸尖頭器、周辺加工の尖頭器状石器が序々に消え、基部加工縦長

剥片や基部加工剥片、基部加工を伴う素刃石器の定型化が求められる。またがまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡

の石器群は移行期の所産と考えられるが両者の石器群は若干異なる様相をみせる。両石器群に認められる

差異は基本的に中期旧石器的様相が減少していくという移行期の傾向を示しているものと考えらる。移行

期は基部加工の顕在化と両側緑平行剥片剥離によって特徴づけられよう。移行期一後期旧石器時代前半期

は台形様石器の出現をメルクマールとするが、立ヶ花表遺跡段階のあり方は単に台形様石器の出現という

表現のみではとらえきれない-面をもっていよう。しかし、使用される石材は一変し、沢田鍋土遺跡でわ

ずかに見られた黒曜石が支配的になる。この傾向は後期旧石器時代前半期に共通する。

縦長剥片はがまん淵遺跡以後の石器群の中に認められるが、組成に占める割合はほぼ-走で特に後期

旧石器時代前半期に増加する傾向は認められない。また、剥片剥離作業面の稜を利用して、連続的に縦長

剥片を剥離する縦長剥片剥離技法は認められず、立方体石核の剥片剥離行程初期段階に生じる縦長剥片や

扁平を石核の小口を利用する剥片剥離によって得られていたものと思われる。

4　まとめ

すでに、述べてきたように、高丘丘陵の中期旧石器時代から後期旧石器時代前半期の石器群は適時区分

されるが、各々の石器群は先行する石器群の様相を残しつつ変化しており、急激に石器群の系統が入れ替

わるという状況は観察されない。しかし、だからといって高丘丘陵の石器群が孤立的な自律変化を遂げて

いたということではない。変化の要因を限定された生態学的環境との相互作用にのみ求めることはできま

い。生態学的な環境とは別に、人間が作り出す情報環境といった人工的環境も希薄であるとはいえ存在し

ていたと予想されるからである。

特定の石器群が一つの製作技術によってのみ支えられているのではなく、表層的には相反するとさえ思
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える製作技術が併存し石器群を支えていることを佐藤宏之氏は端的に示し、ともすれば製作技術と強く結

び付けた特定の器種の変遷を記述することで石器群の変遷を考察する危険性を指摘し、石器群を構成する

器種や器種組成、製作技術を分離することなく統一的に理解していく方向性を示し、石器群の変化を単に

技術的な側面からのみ説明するのではなく、外環境との相互作用による説明へと転化した。

佐藤氏はこうした分析をするにあたり、石器群の構造という概念を用いている。構造を深層と表層と呼

ぶべき階層性に分割し、深層には外環境への適応戦略を、表層には技術と機能を背景とした器種としての

石器群を配置する。表層に位置する石器群は深層の適応戦略にコントロールされながら、弁別される要素

(器種と製作技術)を有機的に関連させた構造が石器群のあり方だとしていると筆者は理解している。し

たがって、表層的な器種組成率や形態の変化が、即石器群の本質的な変質には結び付かず、発露された適

応戦略の-バリエーションと評価される。後期旧石器時代前半期における縦長剥片・ナイフ形石器と横広

剥片・台形様石器の両極構造という佐藤氏の表現は、適応戦略が選択した機能的な対置関係のことである

と理解できる。

縞年表はA石器群からB石器群が成立するという発生論的な記述が要求され、それが入れ子状に器種レ

ベルや製作技術の記述にまで遡及しなければならない。佐藤氏の石器構造という概念は石器群レベルの発

生論から、器種レベルに展開するときに、従来の分析と大きな違いをみせる。すなわち、具体的な器種そ

のものが系譜関係におかれるのではなく、適応戦略に選択された機能区分が次世代に系譜的に連なると考

えるのである。したがって、具体の石器の見かけ上の類似性は石器の形態と製作技術が直線的な系譜関係、

石器が石器を産むといった関係で結ばれていることを示すわけではない。場合によってはみかけ上の類似

性にも関らず、大きく構造が変化している可能性も考慮しなければならない。

我々はこうした石器群のあり方(構造)に対する仮説の検証を個々の石器の分析から始めなければなら

ない。したがって、石器の形態分類はまず機能のレベルで分類され、さらに地域差や時間差のレベルで細

分されるのが理想的であろう。

石器の機能は(1)切断、 (2)切削、 (3)穿孔、 (4)刺突、 (4)こう打、 (5)研磨に大別される。

具体的に石器の機能を明らかにするためには使用痕観察が必要であるが、ここに大別した機能は刃部の形

態(機能部)とその運動によって定まる。例えば切断は鋭い縁辺(対象の硬度との相対的な関係を考慮

する必要はあるが)が前後に運動することが原則的である。切削は刃部の方向と対象が直交するように運

動する。したがって、刃部には強度が要求され、その形態はおのずと決定される(どのように加工される

かは別問題)。このように、石器の形態からある程度の機能を推測することができる。

がまん淵遺跡の基部加工縦長剥片石器は切断ないし刺突の機能をもつ縦刃形石器、基部加工剥片石器は

切断機能をもつ横刃形石器、一側線加工石器は切断機能をもつ縦刃形石器、素刃石器は切断機能をもつ横

刃形石器、尖頭器状石器は切削あるいは刺突機能が推測される。

このような視点から見れば、移行期の石器群は切断という同一機能をもちながら縦刃形石器と横刃形石

器の二形態に区分される。一方これらの石器と表裏一体の関係をなす製作技術は重要な背景とはなるが、

適応戦略の機能区分とはやや問題の側面を異にし、素材の供給と加工、消費という物質生活の過程という

構造内部の相互作用に還元されていくものである。

横刃形石器と縦刃形石器は同機能をもつが、対象や手の動きを加えた実際の使用方法は異なっていたこ

とは明らかである。縦刃形石器と横刃形石器の違いは運動方向の伝え方にある。縦刃形は前後に、横刃形

は左右に手を動かさなければならない。したがって、その握りかたに相違が生じる。縦刃形は掌と指を使

うバトンを握るような形、横刃形は親指と人差し指でつまむ形で使用されたであろう。あるいは基部加工

が定着する感のある移行期以後は着柄も考慮にいれる必要があるかもしれない。
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中期段階における斜軸尖頭器と小型のスクレイパーは機能区分と保持の仕方が密接に関連しているよう

に思える。すなわち、剥片双極構造は単に機能的な対置関係を表象するばかりではなく人類の身体的な能

力を表象している可能性も否定できない。

-方、移行期を経て後期旧石器時代前半期に確立する横刃形と縦刃形石器を明確に区分する石器群のあ

り方はより機能的な要素を強く反映したものと思われ、中期旧石器時代の石器群のあり方と様相を異にし

ていると考える。安斉正人氏が指摘するように、後期旧石器時代の指標となる縦長剥片の連続的剥離は、

世界各地でその前身である中期旧石器時代の剥離技術の中から、独自に成立した可能性があるとされる。

特に、レバノンのポカ一・タクチト遺跡において、マーカスらによって研究された層位的事実から、明ら

かにされたルバロア技法の変容と石刃技法の成立は印象的である。そして、日本列島を含めた極東アジア

でも、事情は同じであるといち早く指摘したのは安斉民らであった。

高丘丘陵における石器雑の変遷過程から、安寿正人氏や佐藤宏之民らが指摘するように、中期旧石器時

代新段階の石器群を母胎として、中期・後期旧石器時代移行期の石器群が成立し、中期・後期旧石器時代

移行期の石器群を母胎として、後期旧石器時代前半期の石器群が成立したらしいことが理解される。

しかし、中期・後期旧石器時代移行期から後期旧石器時代前半期へは縦長剥片への志向性や両側縁が平

行を縦長剥片の連続的な剥離は認められるものの、稜付剥片を伴う明確を石刃技法の成立をみることはで

きない。当地域では稜付剥片を伴う石刃技法が成立するのは後期旧石器時代後半期初頭に位置づけられる

飯山市太子林遺跡の段階である。

もちろん、石刃技法の定義やそのバリエーションの捉え方にも関わる問題であり、軽々しく論じること

はできないのであるが、木村英明氏が指摘したマリタ遺跡の石刃技法、稲田孝司氏が指摘した水油溝技法

は、いずれも扁平な母君を用い、剥片剥離作業面に形成される稜を保有することで連続的に縦長剥片を剥

離している。基本的な原理は稜付剥片を伴う石刃技法と同じである。

また、先ほど述べたレバノンのポカ一・タクチト遺跡から発見された石刃石核は、剥片剥離の初期段階

が明らかではないけれども、同様な原理で打点が打面の周囲を移動している。筆者は石刃技法の成立には

間接打法の成立と剥離作業面に生じた一定角度を持つ稜を利用して縦長剥片が剥離できることに気づくこ

とが必要だと考えている。その意味でルバロア技法は石核調整が剥片剥離作業面に一定の角度を用意する

ために行われており、その延長線上に石刃技法は成立するのだと考える。

がまん淵遺跡の石核などから、もう一歩進めれば石刃技法へと転化しそうな状況があることはすでに述

べた。しかし、実際には縦長剥片は台形様石器を伴う浜津ヶ池遺跡で認められた盤状剥片の狭い側面を用

いる技法と同様な剥片剥離技術で剥離されていたと思われ、中期・後期旧石器時代移行期の沢田鍋土遺跡

の両側緑平行剥片を剥離した石核と原理的には連なる。中期・後期旧石器時代移行期の剥片剥離技術と後

期旧石器時代前半期の剥片剥離技術の大きな原理的差異を認めることはできず、高丘丘陵の石器群は明確

を石刃技法とは異なる伝統的な技法で縦長剥片を剥離していたものと思われる。

しかし、関東地方の後期旧石器時代前半期の初頭段階で、浜津ヶ池遺跡で復元された方法とは異なる縦

長剥片の剥離技法が知られている。武蔵野台遺跡Ⅹb層出土例である。半裁礫の小口を利用し、断面三角

形の小型石刃を連続的に剥離している。剥離作業面の稜を利用した縦長剥片剥離である。一方、多摩蘭坂

遺跡では断面凹状の剥片が、前後に接合しており、浜津ヶ池遺跡例と同様な剥離技法が予想される。田村

隆氏は後期旧石器時代前半期においては、明確を石刃技法に必要な要素は存在しているが、統合していな

かったと指摘する。後期旧石器時代前半期には明確を石刃技法が存在しないと考えるべきであろうか。そ

して、縦長剥片の剥離技法が独立した技法ではなく、様々な技法の剥片剥離行程の中で縦長剥片剥離が供

給きれていたと考えるべきであろうか。
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ところで素材剥片剥離技法と石器の機能的な形態のあり方とを直接的に結びつけることはできない。

勧淀石器形態と素材剥片剥離や調整剥離の技法は表裏一体をなすのであるが、形態は第一義的に機能に

制約されるもである。例え石器の加工技術が稚拙で完全に希望する石器形態が製作出来なくとも、石器の

形態は機能を満たすものでなければならか、少なくとも石器はその条件を満たしていなければならか。

ただし、実際には前期旧石器時代の優美をアシュリアンハンドアックスの例をみれば明らかをように、人

類はある意味で石の力肛方法の極限を前期の段階で知っている。したがって、剥片剥離技術はどうすれば

最も効果的に石器形態が作れるのかという点が中期以降の剥片剥離技術の観察の視座となるのである。素

材剥片剥離の技法はカール・ボランニー氏が指摘する社会における物質の社会化過程の問題として、原材

の入手の段階から検討しなければならない事柄だといえよう。素材剥片の剥離方法は石器素材提供のバリ

エーションに関連する事柄であり、石器の機能的形態とはやや視点が異なる。石刃技法の成立は様々を機

能形態への素材提供が一元化されたことを示しており、佐藤氏が指摘する剥片選択から脱却し、素材剥片

剥離と調整剥離が有機的に連鎖した手順重視型の石器製作へと移行したことを示しているのである。その

意味では縦刃形石器である初期ナイフ形石器と横刃形石器である台形様石器が作り出す二極構造という現

象は統一的な素材剥片が提供されていない状況を示していると考えることができよう。

様々を剥片剥離過程の中で生じた剥片の中から、それぞれの石器に似合う素材剥片を選択し調整加工を

加えるのであれば特定の形態の石器は特定の形態の剥片素材に結びついているかのように見えるはずで

ある。高丘丘陵石器群の石核にはいくつかの類型があるが、いずれも石核調整を伴っていない。石核調整

が行われていないとすれば残された石核の多様なあり方は剥片剥離が行われる以前の母君段階の形状が

大きく関与していることになる。移行期から後期旧石器時代前半期における素材剥片剥離は一定の技法に

収叙せずに、石器製作、素材剥片の選択に大きく依存していたのであろう。

長野県の旧石器時代研究はようやく移行期を視野にいれた比較研究が可能になったところであり、高丘

丘陵に見た石器群のあり方は極めて限られた資料から推測された姿にすぎない。しかし、日本列島でも数

少ない移行期の遺跡から後期へと連続的な石器群が得られたことは大きいと思われる。長野県の旧石器時

代研究も人類史をも射程に入れた議論が可能になったと同時に大きな課題を背負ったことになろう。
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第 2節 弥生時代後期から古墳時代前期の土器

1 奥信濃の弥生時代後期から古墳時代前期の土器編年研究の現状

本報告書で取り上げたがまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡、牛出古窯遺跡では弥生後期から古墳出現期前後の

土器資料が出土した。土器の様相はそれぞ、れの遺跡で異なり、本遺跡を取り巻く奥信濃の当該時期の細か

な土器編年が必要となっている。先に、近接する中野市七瀬遺跡において赤塩氏が箱清水式から御屋敷式

にかけての編年案を示した(赤塩1994)。その後も古墳出現期前後の遺跡が調査されており、七瀬遺跡に後

続する資料も提示されてきた。

当該期の土器型式の認識は、 1957年桐原健氏が飯山市柳町遺跡の報告の中で、柳町式を設定したことに始

まる。箱清水式とした柳町 5・6号住居を切る 4号住居に 2・3号住居の資料を加えて柳町式とし、箱清

水式に後続する弥生時代の土器型式とした(桐原1957・1959)。後年、桐原氏は柳町 5・6号住居の資料を

御屋敷式とし、柳町式は古墳時代の土器であると回想している(桐原1993)。しかし現在では柳町式の型式

名は一般には使われていない(笹沢1988)。その後笹沢浩氏は御屋敷式を設定し(笹沢1976)、これを弥生

時代後期終末期の様相としたが、後に御屋敷式土器を古墳時代の土器の中で説明している(笹沢1988)。

その後追加された資料により宇賀神氏・青木氏らにより弥生時代終末から古墳時代前期の土器編年が行

われている(宇賀神1988b. 1993、青木1989. 1993・1996、青木・宇賀神1992)。また、上木戸遺跡(宇賀

神1988a)、鶴前遺跡(臼居1994b)、七瀬遺跡(赤塩1994)などの当該期の集落跡の発掘調査により、東海

系、北陸系土器などの外来系土器の流入が問題とされ、他地域の編年との対比によるそれぞれの遺跡での

編年案も示されている。

弥生時代後期で、は箱清水式土器文佑圏の中でも更に小地域毎の土器様相の違いが指摘され(笹沢1986)、

中野市、飯山市の遺跡を中心とした奥信濃の弥生時代後期の土器の様相は善光寺平南部のものと趣を異に

した一つの小地域圏を形成している。近年、奥信濃地域では本報告書で取り上げたがまん淵遺跡、沢田鍋

土遺跡、牛出古窯遺跡の他にこれまで実態が不明で、あった弥生時代後期末から古墳時代前期の遺跡の調査

例が増加してきている。中野市内では七瀬遺跡(赤塩他1994)、西条・岩船遺跡群(綿回1991)、安源寺遺

跡前方後方形周溝墓(中野市教育委員会1995)、よ|二出遺跡(未報告)、周辺市町村では小布施町大道上遺跡

(未報告)、飯山市柳町遺跡(飯山市教育委員会1995)、向上野遺跡(飯山市教育委員会1990)などがある。

このような資料の中から赤塩仁氏(赤塩1994)、中島庄一氏(中島1996)、望月静雄氏(望月1995)がそ

れぞ、れ奥信濃における弥生時代から古墳時代への変換期の編年案を提出している。これらの成果を踏まえ

て本報告書で取り上げた 3遺跡に編年的位置を与えたい。

2 土器の分類

がまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡、牛出古窯遺跡の当該期の資料について七瀬遺跡の分類を基本に、窪形土

器、壷形土器、広口短頚壷形土器、小型土器、高杯、器台、鉢形土器、有孔鉢形土器、内湾口縁鉢形土器、

蓋形土器に器種分類をした。それぞ、れの器種は、胴部から口綾部の形状、器面の調整により細分しアルフア

ベット大文字を付し、さらにその口縁端部形態によりさらに細分し算用数字を付す。

なお、器面調整を以下のように分類し、表記した。

ハケA:板状の工具による櫛歯状の細い条線。(ハケと表記)

ハケB:板状の工具による条線でハケAより条線の間隔が広く、条線も太い。一見タタキ調整に見える
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ものもある。

ナデA:指などで撫でるもので、器面が締麗に仕上げられるもの。(ナデと表記)

ナデB:撫でた部分が窪み、ナデの単位が明瞭に見られ、その単位内には繊維束をひいたような条線が

認められるもの。

ナデC:指で撫でた凹凸が明瞭に見られるもの。粘土を撞き取ったように見えるものもある。

ナデD:工具を用いて撫でたと思われ、浅い条線が認められる。条線はハケBのように明瞭には認めら

れない。

ミグキ:工具を用いて磨いたと思われるもので、幅 3mm-5mmの磨き痕跡が認められる。

タタキ:板状工具の平坦面で叩いたと思われる痕跡で、平行タタキ目が認められる。

聾形土器(第316図)

[奮A類] 箱清水式の言語形土器もしくはその系譜を51いているもので、頚部が「く」の字に屈曲するも

のと緩やかに湾曲するものがある。頚部には櫛描簾状文、口縁部から胴部上半にかけて櫛描波状文カf方面さ

れる。口縁部破片が多いため、台付寵も本類に含めて扱う。口縁端部形態により以下の 4類に細分する。

A1類 口縁端部を丸くおさめる単純口縁。

A2類 口縁端部を面取るもの。面取り部分に櫛描波状文が施されるものが多い。

A3類 ロ縁端部が受口状になるもの。ロ縁端部の櫛描波状文は頚部から連続するものと、受け口部分

に稜を持ち頚部からの波状文とは別の文様帯を意識させるものがある。

A4類折り返し口縁のもの。折り返し部に櫛描波状文が認められる。

[寵B類] 羽状の斜走直線文が施されるもの。本類は出土点数は少なく、北信地方では弥生中期もしく

は後期前半の吉田式に認められる施文方法であるが、東信地方においては御屋敷期併行期までは認められ

るため当該期のものである可能性を残して分類項目に入れた。

[費C類] 櫛描波状文カ守白文されるが箱清水式の寵の形態に系譜をたどれないもの。

[窪D類] 有段口縁を持ち、北陸地方に系譜を求められるもの。

D1類 口綾部に擁回線文もしくは刷毛状工具による疑似擬凹組文が施されるもの。

D2類 ヨコナデ調整のみで探凹線文もしくは疑似擾凹線文を欠くもの。

[聾E類] 口縁が「く」の字に屈曲している奮のうち、外面にハケ調整の認められるものを一括する。

頚部が短いものが多くロ縁端部の形状により細分する。

E1類 口縁端部を面取るもの。

E2類 口縁部はやや外反し、ロ縁端部を丸くおさめるもの。

E3類 ヨコナデにより口縁端部がわずかに丸く肥大するもの。

E4類 口縁端部が厚く肥大するもの。

E5類 口縁が内湾するもの。

[寵F類] 口縁が「く」の字に屈曲している寵のうち、外面にくの字のハケ調整を施したもので、口縁

部は直線かわずかに内湾し、口縁端部を面取るもの。面取り部分にはナデ調整による細沈線が認められる

ものがある。

[寵G類] 口縁が「く」の字に屈曲している奮のうち、外面がケズリ調整によるもの。ケズリ調整の違

いにより細分する。

Ga類鋭利な工具で、削ったもの。

Gb類粘土をきれいにそぎ落とすのではなく、撫でつけるもしくは接き取ったと思われるもの。

[奮H類] 口縁が「く」の字に屈曲し、タタキまたはタタキに類似する板状の工具による粗いハケ調整
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(ハケB)のもの。口縁端部の形状により細分する。

H1類 ロ縁端部を面取るもの。

日 2類 口縁端部を丸くおさめるもの。

[寵 I類] 口綾部が「く」の字に屈曲しわずかに内湾する。口縁端部はつまみあげて先ほそりになる。

外面にはハケメ調整が見られ、器壁が薄い。

[翠J類] 頭部カミら緩やかに外反、もしくは伸長してから外反する口縁部で¥器面外面にハケ調整を施

したもの。口縁端部形態により 2細分する。

] 1類 口縁端部を面取るもの。

] 2類 口縁端部を丸くおさめるもの。

[寵K類] 頚部から緩やかに外反もしくは伸長してから外反する口縁部で、口縁端部を面取る。器面外

面にケズリ調整もしくはナデB.ナデD調整が施される。

[謹L類] 頚音防ミら緩やかに外反もしくは伸長してから外反する折り返し口縁のもの。器面外面はハケ

調整である。

[聾M類] 口縁部破片しか確認できないが、外反した口縁端部の面取られた部分には、ナデもしくは浅

いハケ調整による細沈線が認められる。色調が白色味を帯びており、他の多くのものと区別される。

[翠N類] 器面外面がナデ調整によるもの。

壷形土器(第317図)

[査A類] 箱清水式もしくはその系譜上にある壷形土器で、胴下半部に稜をもち、頚部から胴上部に櫛

描T字文もしくは櫛描直線文を施す。 T字文にはボタン状の貼り付けが見られ、器面外面は縦のミ Fゲキ調

整で、ほとんどが胴上半以上の外面から口縁部内面にかけて赤彩される。口縁部端部の形態により以下の

3類に細分する。なお七瀬遺跡では壷A類の折り返し口縁のものが出土しているが、本報告書で取りあげ

た遺跡では見られない。

A1類 口縁端部を丸くおさめるもの。

A2類 口縁端部を面取るもの。端部をややつまみあげるものとそうで、ないものの 2種がある。

口縁端部には櫛描波状文もしくは簾状文が施されるものが多い。

A3類 ロ縁端部が受け口状になるもの。受け口状に立ち上がった部分に櫛描波状文カf施される例があ

る。

[壷B類] 胴下半に稜を持つ器形の特徴から箱清水式の系譜上にある壷形土器と言えるが、櫛描T字文

や赤彩が見られないなどA類にある要素が欠落し、 A類とは異なる要素を持つものを一括する。

B 1類 胴下半に稜を持つ球胴形の器形で、肩部には櫛描T字文、その他の部分にはハケ調整が施きれ

る。全体の器形を確認できるのは l個体であるが、頚部は「く」の字に屈曲し口縁は外反し口縁端部を丸

くおさめる。

B2類器形はB1類に準じるが、櫛描T字文が見られない。器面はハケもしくはナデ調整を施す。

B3類 胴下半の稜が不明瞭な球胴形で、櫛描T字文が見られず器面はミ yゲキ調整を施す。

[査C類] 口縁部に段を持つもの。 1点確認されたのみである。

[壷D類] 幅広の折り返し口縁のもの。 1点確認されたのみである。

[壷E類]

[査F類]

[査G類]

口縁部が内湾する小型の内湾口頭査。

横方向のミ Fゲキ調整が施されもので， 1点確認されたのみである。

頚部が「く」の字に屈曲し、口縁端部が面取りされ、頚部には突帯が貼りつけられる。器面

は丁寧なナデ調整で胴部は球胴形になると推定される。 1点確認されたのみである。
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第 2節 弥生時代後期から古墳時代前期の土器

[壷H類] 頚部は緩やかに「く」の字に曲がり、胴部は球胴形を呈する。器面外面は粗雑なミカ守調整

が施され、全体に雑で、厚ぼったい感じを受ける。

[壷 I類] 頚部は緩やかに「く」の字に曲がり、ロ縁端部を丸くおさめる。胴部は球胴形を呈し、器面

外面は細かなハケ調整が施される。

[査J類] 頚部は「く」の字に屈曲し、口縁端部を面取る。本類は口縁部のみが確認されているが、器

面外面はナデ調整を施し、内面にはハケメ調整が摘されている。

[壷K類] 頚部は緩やかに「く」の字に曲がり、胴部は球胴形を呈する。器面外面はハケメ調整の後粗

雑なすデ調整を施す。

[壷Z類] A~K類に分類されない赤色塗彩された査形土器を一括した。

広口短頚壷形土器(第317図) 口縁部が短く外反し、赤色塗彩される。形態的には寵形土器に共通点を

持つ。

台付きのもの、頚部に文様帯を持つもの、口縁部に 2孔 l対の小穴を有するものなどがある。

小型土器(第318図) 小型の査形土器、寵形土器を一括し、大きさと器形により細別した。

[小型土器A類] 最大径がllcm~14cmの相対的に大型のもののうち、「く」の字に口縁が屈曲し肩が張

らない器形のもの。器面が摩滅しているものが多く、器面調整は不明なものが多い。

[小型土器B類] 最大径が13cm~14cmの相対的に大型のもののうち、「く」の字に口縁が屈曲し肩が張

る器形のもの。赤彩されたものがある。

[小型土器C類] 最大径が6cm~ l1cmの相対的に小型のもののうち、頚部のくびれが明瞭で\口縁が

「く」の字に屈曲するもの。器面調整はケズリ・ミ方、キ・ナデとさまきやまで、さらに細分が可能で、ある。

[小型土器D類] 最大径が6cm~ l1cmの相対的に小型のもののうち、頚部のくびれが不明瞭で、あるもの。

器面調整はケズリによるものが多い。

高杯(第318図) 主に杯部の形態により以下のよう A類~F類に分類し、杯部が不明な脚部のみの資料

については 1~7 に分類した。

[高杯A類] 杯部中位に稜を有し、口縁部が外反する有稜高杯。杯部器面は横方向のミカ、、キで赤色塗彩

がされており、箱清水式に多く見られる形態である。杯部と脚の接令部にへラ状工具の刺突を持つ突帯が

めぐるものがある。完形の資料は無いが高杯脚 1がA類の脚になる。

[高杯B類] 杯部口縁が内湾しながら緩やかに立ち上がるもの。杯部の直径が20cmを越える大形のもの

が多く、脚部は正三角形に近いフ。ロポーションで緩やかに外湾する。口縁部をわずかにつまみあげるもの

とそうでないものがある。赤色塗彩されるものが多い。杯部の形状により以下の 2類に細分する。

B 1類杯底部付近にわずかな稜を持つもの。

B2類杯底部に稜を持たないもの。

[高杯C!類] 杯部下半部に稜を有し、外反しながら伸長する口縁のもの。完形のものが無く脚部の形態

は不明である。

[高杯D類] 杯底部に稜を有し杯部口縁が内湾しながら立ち上がるもの。 l点出土したのみで、内面の

一部に赤色塗彩が認められる。

[高杯E類] 杯底部に稜を有し内湾しながら立ち上がり、口縁内面端部の内そぎ面には横ナデによる細

沈線がみられる。脚部端部はわずかに内湾する。

[高杯F類] 杯部の直径が15cm前後で、杯部口縁が内湾しながら緩やかに立ち上がる。脚部はわずかに内

湾する。口唇部形態では高杯Bと類似するが、杯部体部に稜を持たず高杯Bに比べ小形である。

[高杯脚 1]高杯Aの脚部と考えられるもので¥伸長した脚部で、底部がわずかに外反する。ほとんどすべ
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てが赤彩されており、三角形の透かしを 第15表器複分類別口縁部破片数

持つものが少数ある。

[高杯脚2J 脚部底径が脚高より大き

く、底部が外反して聞いているもの。高

杯Bの脚部に多い。

[高杯脚 3J 脚部底径が脚高より大き

く、端部が直線的に収束するもの。

[高杯脚4J 脚部底径が脚高より大き

く、内湾して収束するもの。多くは高杯

Eの脚部と考えられる。

[高杯脚 5J 類例が少なく全体の形状

が不明なものを一括した。柱状の細長い

脚部で赤色塗彩されるもの。脚高が低く

大きく横に聞くものなどがある。

器台(第318図) 器台は脚部が口径を

凌駕する小型器台のみで、口縁の形態に

より以下のようにA-Cに分類した。

[器台A類] 口縁部は内湾しながらロ

縁端部を丸くおさめる。

[器台B類] 口縁部は直線的で、口縁端

部外縁にゆるい稜を持つ。

[器台C類] 口縁端部をつまみ上げ、

縁を有するもの。

鉢形土器(第318図) 口縁部形態、器

面調整により以下のA-Cに分類した。

[鉢形土器A類] 平底・逆台形の形態

で、ミグキ調整を基本とする。箱清水式

土器の系譜上に認められるもので、赤色

塗彩が認められるもの。口縁に突起を持

つものがある。

[鉢形土器B類] 形態的には鉢形土器

Aに類似するが、赤色塗彩が認められな

いもの。

[鉢形土器CJ 有段口縁を有するもの。

有孔鉢形土器(第318図) 鉢形土器

A.Bの底部に穿孔したもの。出土数が

少なく細分は行わない。

内湾口撮鉢(第318図) 注ぎ口を有す

るもののみ確認され、注ぎ口を持たない

ものは確認されなかった。出土数が少な

遺 i:J< 沢

跡
ま

鍋土田ん
名 淵

遺構名 SD01.SQ01 粘掘土採跡
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第 9章調査の成果と課題

く細分は行わない。

蓋形土器 出土数が少なく、全体の形態を確認できるものがないため、細分は行わない。

3 がまん淵・沢田鍋土・牛出古窯遺跡の土器群の様相

前項の器種分類に従って各遺跡の器種別の口縁部の破片数を第15表に示した。小破片も点数に加えてお

り、提示した数値がそのまま各器種の個体数を反映しているわけで、はない。以下に器種ごとに各遺跡の概

要を記述しまとめとしたい。

聾形土器 がまん淵遺跡は櫛描波状文が施されるA類が主体となり、 B類 .C類がわずかに見られる。

C類(第70図53)は小破片で全体の器形は不明で、あるが、七瀬遺跡などに類例があり、北陸地方の有段口

縁の寵の影響を受けて成立した器形であると思われる。

沢田鍋土遺跡の窪形土器の種類は多様で¥特にE類・ J類が多く A類は希である。日類の口縁部が確認

できるものはすべてタタキを模倣したと思われるハケB調整であるが、胴部破片ではタクキ調整のものも

数点出土している。また、口縁部は出土していないがS字状口縁寵の脚部と思われるもの(第110図109)

が出土した。

牛出古窯遺跡は J類を主体とし、 A類も比較的多く見られる。沢田鍋土遺跡に見られる B類~日類がな

く、 I類が牛出古窯遺跡のみに見られる。また、 A類・ I類などに 5rnrn前後の薄い器壁のものがあり、他

の2遺跡の奮形土器と比較して全体的に器壁が薄い印象を受ける。

前項の分類で、は破片資料が多いため、器形を細分類の基準にはできなかったが、各遺跡の窒形土器A類

を比較すると、がまん淵遺跡では頚部が緩やかに湾曲し口縁部へと続く器形を示すのに対し(第69図39

~49) 、牛出古窯遺跡で、は櫛描簾状文を境に頚部が屈曲する器形を示す(第256図13 ・ 14) 。沢田鍋土遺跡で

は両者の中間形態を示すものが認められ(第106図21. 24・27)、奮形土器A類の時間的変遷が予想される。

すなわち、がまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡、牛出古窯遺跡の順に新しくなるものと推定される。また、沢田

鍋土遺跡では頚部で屈曲する器形もあり(第106図20)、遺跡の継続期聞が牛出古窯遺跡と一部重複する可

能性がある(第319図)。

また、各遺跡の主体となる寵形土器を見ると、がまん淵遺跡はA類、沢田鍋土遺跡はE類と J類、牛出

古窯遺跡は J類である。各遺跡の主体となる土器は地元で、製作された土器と考えられ、先述した遺跡の前

後関係を勘案すると、在地の窒形土器はA類から E類を介在して寵J類へと変化したと理解することがで

きる。

査形土器 がまん淵遺跡はF類の l点を除きすぺてA類である。沢田鍋土遺跡は査形土器の出土点数が

少ないものの種類は多様で、ある。窪形土器に比べ出土数が少ないのは粘土採掘跡という遺跡の性格による

ものと思われる。牛出古窯遺跡ではA類・ B類 .E類 .H類・ I類が見られる。 A1類の 5点は同一個体

の可能性が高く、 A類の個体数は少ないものと思われる。また、 A類は破片資料が多く全体の器形を確認

できるものはない。それに対しB類は完形のものや器形が復元できる個体が相対的に多い。

なお、壷A類では、がまん淵遺跡のもの(第75図1)と比ぺ、沢田鍋土遺跡(第106図 1)と牛出古窯遺

跡(第270図 1)のものは球胴化の傾向があり、器形の変化が認められる。

小型土器 がまん淵遺跡と沢田鍋土遺跡では出土点数が少なく、牛出古窯遺跡に出土例が多い。特に C

類 .D類とした小型のものは器形と器面調整が個々に異なっており、分類枠の再検討を要する。ちなみに、

器台は牛出古窯遺跡のみに出土している。

高杯がまん淵遺跡ではA類と B類が見られ、特にA類が主体を占める。 B類の120点は小破片のため点

数が突出しており、実際の個体数とはかけ離れた数値となっている。また、鉢形土器A類との識別ができ
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第319図 各遺跡の編年的位置付け(青木1996原図を改変)

ず、 120点の中には鉢形土器A類のロ縁部も含まれており、確実に高杯B類と認識できるものは 4点のみ

で¥個体数はA類に比べて少ない。

沢田鍋土遺跡ではB類・ C類・ D類が見られ、特に C類の個体数が多い。口縁部は確認できなかったが、

A類と思われる脚部(第111図153)が 1点出土している。また、査形土器と同様に他の 2遺跡に比べ高杯

の個体数が極めて少ない。

牛出古窯遺跡はB類 .E類 .F類が見られる。口縁部破片ではB類と F類の識別ができず、すべてB類

として数えており、高杯B類の数値には F類の口縁部数が含まれている。また、 B類は小破片が多く実際

の個体数とはかけ離れた数値となっている。 F類と思われる脚音防ミ数点見られること、 E類の口縁部破片

は同一個体の可能性が高いことから、正確な個体数は把握できないが、 B類 .F類が多数で、 E類は小数

であったと思われる。完形に復元されたB類では、器形がほとんど同じものの、赤色塗彩したもの(第262

図 3)には三角形の透かし、赤色塗彩きれないもの(第260図11)には円形の透かしがあり、前者には古い

伝統が認められる。なお、 B類とした破片の約 2割は赤色塗彩されたものである。

これらの土器群を外来系土器と在地系土器(位1)の関係で捕らえると、がまん淵遺跡では窪形土器C類、

鉢形土器C類(第71図103)などに北陸地方の影響が認められるものの、その点数は僅かである。沢田鍋土

遺跡では北陸地方の影響が認められる窪形土器D類(第107図33~38図) ・壷形土器G類(第106図 4) と、

東海地方の影響が認められる聾形土器F類(第108図64~66) ・高杯D類(第111図149) と、畿内地方の影
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響が認められる寵形土器H類(第109図75~79) など、各地の土器が混在した状況を示し、外来系土器が多

数認められる。牛出古窯遺跡では高杯E類(第250図10・11) . F類(第270図 8)、壷形土器E類(第267

図3)などに東海地方の影響が見られるものの、がまん淵遺跡と沢田鍋土遺跡で見られた北陸地方の直接

的な影響はほとんど認められない。

がまん淵遺跡と牛出古窯遺跡は集落跡、沢田鍋土遺跡は粘土採掘跡と遺跡の性格が異なり、前二者に比

ぺ後者は遺跡の継続期聞が長いと推定され、遺跡を単位としての比較には慎重で、あらねばならないが、以

上の 3遺跡の対比により、赤塩氏の七瀬遺跡での分析結果(赤塩1994) と大枠で一致するものの、細部で

魁軒を生じるという結果を得た。すなわち、北陸系土器が流入した後に東海系土器が流入するという大き

な流れは認められるものの、七瀬遺跡の七瀬第二段階では外来系土器が3割以上を占めるのに対し、型式学

的に同段階に比定されるがまん淵遺跡では外来系土器はほとんど認められない。この組艇が七瀬遺跡とが

まん淵遺跡の集落の性格の違いによるものなのか、微妙な時間的差によるものなのか、現段階では説明で

きない。

当埋蔵文化財センターで、は牛出古窯遺跡に後続すると思われる牛出遺跡の発掘調査を行い、現在その整

理作業を進めている。土器編年などの細部にわたる検討は牛出遺跡の整理を待って行い『上信越自動車道

埋蔵文化財発掘調査報告書14一中野市その 3・豊田村-j (平成9年度刊行)に掲載する予定である。

註

l 箱清水式土器以外にその出自を求められる土器群を外来系土器とし、箱清水式土若手及び外来系土器の影響を受けながら箱清水式の

伝統の中から成立したと考えられる土器群を在地系土器とする。
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第 3節高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産について

1 器種分類

奈良・平安時代の土器を次のように分類した。

l焼成須恵器、土師器。

2用途須恵器一杯、蓋、椀、皿、盤、高杯、鉢、服、平瓶、横瓶、広口壷、壷蓋、短頚壷、長頚壷、

双耳壷、凸帯付四耳壷、窪、硯。

土師器一杯、椀、鉢、小型輩、球胴窪、長胴窪、羽釜。

3器種差をアルファペットで記入。

分類については先学諸氏の分類を踏まえおこない、名称の違いもあるため主な分類との比較を表に現し

た(第16表)。第320図・第321図とともに各器種の説明を行う。

第16表須恵器の器種名比較表

本報告書
松本市内そのl 上信越自動車道2

美波(須斉衛藤古19窯95壮)群
尾張須恵器 ほ喜(吉式断韓の土師陶器 陶邑 平城京

(小平1990) (寺島1991) (城ヶ谷1992) 回1982) (中村1981b) (奈文研1991)
杯A(箱型) 杯A 杯A1 無台杯身 杯B 杯A 杯 杯A
杯A(逆台形) 杯A 杯A2 無台杯身 椀A 杯 杯A

杯B 杯B 高台杯A.B 有台杯身 杯C 杯B 叢杯 杯B
杯C 杯H
椀A 椀A 無台椀 椀C 椀A
椀B 椀B 高台付B 有台椀 椀B 椀B? 椀B?
椀C 椀B? 杯L
皿A 皿 皿A 皿
皿B 皿A 皿 盤A 皿C 皿A
皿C 皿C? 皿C
盤A 盤 有台杯身 皿B 皿B 盤

盤B 盤 有台盤 盤B 盤 皿B
鉢A 鉢D 鉢A? 鉢A?
鉢B 鉢C 播鉢 鉢C 指鉢A 鉢F
鉢C 鉢C

鉢D 鉢A 鉢B 鉢D 鉢D
高杯A 有蓋・無蓑高杯 高盤 高杯 高杯

高杯B 高杯A?

高杯C 高杯 盤C

高杯D
高杯E 高杯 高杯

蓋A 椀葦 杯叢

蓋B 杯蓋B 蓋B 叢A 杯蓋 杯B蓋

蓋C 蓋E 杯蓋

蓑D 杯蓑A 蓑A 杯蓋

蓋E 蓋A

蓋F 蓋C

庖 蕗 題

横瓶 横瓶 横瓶 横瓶

平瓶 平瓶 平瓶 平瓶 -平瓶 平瓶子

長類蜜A 長類壷B 台イす長頚瓶 長顕瓶 瓶B? 長類蜜 量量K
長頚蜜B 長類壷A 長頚瓶 台付長顕瓶 長類瓶 瓶L、瓶C? 長頚壷 蜜L

長頚壷C 水瓶 細頚瓶 7](瓶 瓶H 長類壷 水瓶

無類壷

短頭登A 短頚壷B 短額壷 蜜C 合子A? 小型壷 壷A
短頚壷B 短頚壷A 短頭蓋 壷A 壷A、壷B 短類蜜 壷C
短頭壷C 短頚壷D 短頚壷 短頚蜜

短頚蜜D 鉢A 広口密 鉢D? 鉢・費 壷Q
短頚壷E 短頚蜜D 広口密 短頚蜜

双耳壷 双耳瓶 双耳瓶 瓶M 蜜N

凸帯イ寸四耳蜜 !!lD 四耳壷

寝A き霊A 費 裂 き量A 裂B 窪 密A
費B 褒B き量 密C 窪C
窪C 議C 窪A? 費B
獲D 察D
き~E 費E 窺D 褒D き謹E
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須恵器

杯A 蓋A

ミ主p〆 AJ豆与=、

杯B 蓋B

ミーノ
バニヨ三~司

キ不C 蓋C

ミ~ F 
一--"t-一一一

椀A 菱D

Fヰノ ぷ十三込

椀B 蓋E

」D と宣言

椀C 蓋F

三冨
戸益三ヰ一一弘、

皿A

買ミ蓋正三三ヨグ

皿B

、「ー一一一→ 「一-:JJ

皿C

モ三三三宝二ごd

盤A

ミニ 一孟2

高見

鉢A 鉢B

F 

ヨZ
鉢 C

R1」/
横瓶

平瓶 E車

Lb 言二F

凸帯付四耳壷

長頚壷B

~- ~警孝
長頚壷A

査蓑

z主ろ
短王買壷A

rr=， 
(l : 8) ZOcm 

短頚壷B

リ
閣
内

V
川

長頚壷C

電〉
電

短頚査D

第320図 奈良・平安時代の器種分類(1)
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第 3節 高丘丘陵古窯主止群の須恵器生産について

寝A
褒D

議B

E主L
~C 

護E

褒A

土師器

杯、 黒色処理事不 椀
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第321図奈良-平安時代の器種分類(2)
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第 9章調査の成果と課題

(1 ) 須恵器

杯 A 無台のもの。

B 蓋Bとセットになる有台のもの。

C 蓋Eとセットになり、丸底で、杯身中央部に稜があるもの。

蓋 A リンク、、形のツマミを有した蓋(椀蓋)。

B 宝珠形、擬宝珠形のツマミを有し、口縁端部が断面三角形を呈する蓋。(杯Bの蓋)

C 宝珠形、提宝珠形のツマミを有し、口縁端部の折りが無いかほんの僅かで、ある蓋。

D 口縁部に返しを有する蓋。ツマミは小さな宝珠形のものがみられる。

F ツマミのない台形を呈する蓋。

E 合わせ杯蓋(杯Cとセットの蓋)。杯の形状を裏返したもの。

椀 A 無台で、口縁部を内湾させた椀。

B 有台で、外イ頃度が大きい椀。灰粕椀を模倣品したもの。

C 椀身に稜銀や段がつく椀。佐波理椀を模倣したもの。

皿 A 丸底の円盤状で、口縁部を直立させたもの。

B 底部平らな円盤状で、口縁部を直立させたもの。

C 底部平らな円盤状で、口縁部を直立させ、口唇部を面取りしたもの。

盤 A 高台を有する杯Bを大型化にしたもの。

B 皿Bに高台をつけたもの。

高杯 A 皿Aに長脚をつけたもの。

B 大型な皿Cに長脚をつけたもの。

C 身の浅い杯Aに短脚をつけたもの。

D 杯Bに短脚をつけたもの。

E 深身の杯Aに短脚をつけたもの。

鉢 A イ本部が丸みを帯びるボール鉢状のもの。

B 通称撞鉢。底部が分厚い円盤状で、底部に数個の穿孔しない孔がみられもの。体部内面ザ、ラザラ

している特徴を持つ。

C 体部は逆台形で、口縁部が緩やかに聞く浅鉢状のもの。

D 広口で頚部がくぴれ、頭部下に最大径があるもの。口径に対し器高が低い。

服・平瓶・横瓶

無頚壷 口頭部の無い長頚査Aの形態のもの。

長頚壷A 肩部イカリ肩で、体部との境目が「く」の字状になる長頚のもの。

B 体部球形か卵型に膨らむ長頚のもの。

C 頚部が細く、体部や頚部に数状の凹線がみられる小型の長頚のもの。

壷蓋 短頚壷Bとセットになる蓋。

短頚壷A 口頭部直立し、肩部はイカリ肩で体部との境目は「く」の字状を呈する小型短頚のもの。

B 口頭部が直立する短頚のもの。壷蓋とセットとなる。

C 口頭部が短く外反し、頚部で、つぽまり、肩部がイカリ肩となる短頚のもの。

D 広口で頚部「く」の字状に屈曲し、体部の最大径と口径が大きさの近い短頚のもの。

E 短頚壷Cに形態類似するがこれより口頭部が長く外反し、体部が長い短頚のもの。

双耳壷 査体部に耳状の把手が2ヶ所つくもの。
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凸帯付四耳壷 体部上半に凸帯が巡り、その突帯に耳状の突起が4ヶ所つくもの。耳状の突起には孔が

聞けられているものが多い。体部にはタタキ目が残るものが多い。

甑 底部に楕円形あるいは円形の孔が数個みられる。

窪 A 口頚部の長い奮。口f締防fラッパ状に聞くもの。頚部に有文のものと無文のものがある。

硯

B 口頭部が直立する奮。

C 口頭部が短く、口縁部が大きく外反し、頚部が「く」の字状に屈曲する事。口径は体部径より

小さい。

D 口頭部が外反し、口径の大きい広口の窒で¥口頚部が iSJ字状になる。体部最大径が体部中

央にある。

E 広口の聾Dに口頭部は類似し、体部は外傾が強い、浅鉢状で¥器高が低い。体部最大径が体部

上半にある。

(2) 土師器

土師器には未処理と、黒色処理(位1)のものがみられる。黒色処理にも両面と内黒がみられる。

杯 須恵器杯Aに形態が類似し、無台のものをいう。

椀 高台付き逆台形の形態で、灰粕椀に形態が類似。

鉢 ロクロ整形で¥体部にタタキ目やへラ削りのあるもの。口縁端部調整には、 1)面取りやつまみ

小型蜜

球胴寵

上げ調整のもの(北陸系)、 2)回転ナデ調整のもの(北信系)の 2通りがある。

小型の寵で、非ロクロ整形のものとロクロ整形のものがある。

胴部が球形の聾で、古墳期の影響を残すもの。

長胴奮A 非ロクロの平底と思われる長胴の寵(胴部ハケ調整(佐2)である)(註3)。

B 非ロクロの砲弾形の長胴の寵(胴部へラ削り調整(駐4)である)(駐510

C 非ロクロの底部欠損のもので底部形態が明確で、ない長胴の奮。胴部調整は外面タタキ内面ノ¥ケ

目調整である{註6)。

D いわゆる武蔵型空で¥頚部下が憤位へラ削り調整で、胴下半部へラ削り調整する、器面を薄くし

た長胴輩。底部は小さな平底[位7)。

E いわゆる北信費で、形態は砲弾形であり、ロクロを利用している。外面胴下半部がへラ削りや

タタキ目調整きれ、内面や外面カキ目調整{制)や回転ナデ調整(註日)されたもの(駐lOL

ロ縁端部調整には、 1)面取りや摘み上げ調整(北陸系)、 2)回転ナデ(北信系)調整の 2通りの

調整がみられる。

羽釜 口縁部下に鍔状の羽が一周巡る釜。

本報告書では奈良平安時代の土器について、以上の分類によって記述した。

註

( 1 )黒色処理とは黒色土器とも呼ばれ土師器の表面に炭素を吸着させたもの。

( 2 )ハケ調整とは板状の小口などを利用して器面の凸凹を取り器商を平らにしたり薄くしたりする調整。主に壷、察の整形に用いら

れる。

( 3 )直井氏の分類(直井 1996)では、護D (甲斐型の妥)にあたる。

( 4 )へラ削り調整とは図転を利用せず器商をへラで削る調整。別名手持ちへラ削り、静止へラ削りともいう。

( 5 )直井氏の分類の重量A (北信型の議)と褒B (東信型の重量)の中間形態にあたり、これらの裂の 7世紀末から B世紀前半期の形態
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である。

( 6 )直井氏の分類にはない。

( 7 )直井氏の分類では蜜B (東信型の饗)にあたる。

( 8 )カキ目調整とは回転を利用して板状の小口などで器商を平らにする調整。細い条線がつき装飾的効果もある。

( 9 )回転ナデ調整ナデを回転を利用して行う調整で、別名ロクロナデ調整ともいう。

(10)直井氏の分類では窪A (北信型の費)にあたる。

2 高丘丘陵古窯祉群の須恵器編年

(1 ) 高丘丘陵古窯士止群を中心とした須恵器研究暗史

1964年に大川清・金井波次氏によって(大川清・金井波次1964)茶臼峯古窯主止と大久保古窯祉について

発掘報告がされた。これが高丘丘陵古窯祉群最初の報告である。これらの窯跡の年代は 8世紀の前半から

9世紀の中葉の聞に比定された。その後高丘正陵古窯主止群は相次いで、報告された。 1967年には長野県考古

学会で安源寺の窯跡(長野県考古学会1967)、1971年に金井汲次氏・金井正彦氏らによって立ヶ花表山(金

井汲次1971・1973)、次いで、1973年に茶臼峯7号窯(金井正彦1973)などが報告された。

また1974年笹沢浩氏・原田勝美氏によって茶臼峯9号窯と茶臼峯6号窯(笹沢浩・原田勝美1974)が報

告された。その報文では、茶臼峯9号窯は器種の組み合わせから陶邑TK217に相当するとして、 7世紀前

葉後半から中葉の時期とした。また大川氏らによって紹介された茶臼峯6号窯は、返りを有する蓋と返り

を有さない蓋杯の併存は畿内藤原宮時代の須恵器に一般的にみられるとし、 7世紀末葉頃のものとした。

さらに、善光寺平の須恵器生産は聖高原東麓古窯壮群の松ノ山古窯祉(6世紀前半)によって開窯され、

7世紀中葉まで、不明な時期はあるが、茶臼峯9号窯以降断絶することなく須恵器生産が続けられたとし

た。また、長野県下の窯跡群の編年を行い、茶臼峯 9号窯、 6号窯が7世紀代に操業され、 8世紀代は警

山東南麓支群 1号窯、聖高原東麓古窯祉群向原古窯祉、小県郡依田窪古窯祉群、岡谷市鬼戸窯跡群と共に

大久保3号窯が操業され、そして遅れて松本市田溝池1号窯が開窯されたとした。高丘正陵古窯主I上群は長野

県古窯主I上操業年代の決定に大きく関与する重要な窯跡であることを指摘した。

1987年、服部啓史氏は、東国の8世紀前半における須恵器窯跡群における様相を窯跡数、操業期間、群形

成の差から 3類型に分類した(服部1987)。その中で高丘正陵古窯主止群はB類型(須恵器窯が数基から10基

以上、多くは数十基になるもので長期間操業がみられるもの)に分類できるとし、 B類型の窯跡群を「い

ずれも 8世紀初頭、遅れても前半のいずれかの時期に開始され、ほぽ8世紀代を通して活動が続き、 9世

紀初頭に転機を向かえるものである。」とし、東国という広い視野から高正丘陵古窯祉群の性格を指摘し

た。

長野県考古学会による信濃における奈良時代を中心とした編年と土器様相のシンポジウムで、佐藤信之

氏は北信地方の様相を発表している(佐藤1987)。土器のプロポーションの変化、製作技法に注目し、編年

的配列をし、奈良時代を四期に分類している。その中で高正正陵古窯祉群の茶臼峯9号窯を古墳時代終末期

にイ立置付ーけている(腔110

笹沢氏は1979年に世界陶磁全集(笹沢1979)で、中部高地の須恵器について、 l、移入期の須恵器(5世

紀末~6 世紀初頭)、 2 、生産開始の須恵器( 6世紀前葉)、 3、生産発展期の須恵器(7世紀中葉)、 4須

恵器生産の隆盛と衰退(9 世紀~10世紀代)の 4 期に区分し、高丘丘陵古窯祉群は 3~4期に操業してい

たとしている。また1987年長野県考古学会のシンポジウムで、笹沢氏は信濃における奈良時代を中心に県下

を6:J:也域に区分した土器編年を発表している(笹沢1987)。その中で高丘丘陵古窯祉群の茶臼峯7号窯、 7

号窯は北イ言地域古墳時代V期新段階とした(駐2)。翌年に笹沢氏は長野県史(笹沢1988a)で奈良時代から平
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安時代までの須恵器や土師器編年を行い、茶臼峯9号窯は古墳時代V期古段階とし、茶臼峯6号窯・ 7号

窯を古墳時代V期新段階としている。この中で、笹沢氏は高丘丘陵古窯祉群の操業開始に触れ、古墳時代

V期に仏教が伝来し、寺院の建立に伴い、多量の瓦が必要となった結果、須恵器工人が瓦の生産に従事す

るようになる。長野県内における寺院建立の開始は古墳時代V期後半で、高丘丘陵古窯祉群においても瓦

の生産と共に須恵器生産も開始されたとした。また笹沢氏は「須恵器窯の分布(笹沢1988b)Jの中で「古

墳時代末期から奈良時代前半期における.須恵器生産地の新たなる出現は、これら地域が律令体制に組み込

まれたものと思われる。」とし、高丘丘陵古窯祉群の操業開始を政治的側面から評価している。

1995年花岡弘氏・西山克己氏は 6~7世紀の土器様相の中で須恵器生産について触れている(花岡・西

山1995)。須恵、器の時期設定を陶邑編年(田辺1971) と飛鳥藤原編年(西1978)によるものとし、茶臼峯9

号窯(善光寺平後期 5期、 7世紀前半)、茶臼峯 6号窯(善光寺平後期 6期、 7世紀後半)と位置づけを行っ

ている。また飛鳥藤原 IからW期の須恵器が生産遺跡の中で混在するのは「…ある期間の生産活動は考え

られるものの、この形式の幅が示すほどの時間幅ではなく、短期間における器種のバラエティーによるも

のと考えられる。」とした。つまり飛鳥藤原 I期からIV期にみられる蓋や杯のいろいろな形態がいままで消

費遺跡で混在しているのは、一つの窯で色々なバリエーションのある杯や蓋をこの時期に短期間に生産し

ていたのだとしている。(駐3) 

1994年清水山古窯跡の発掘報告が出され(中野市教育委員会1994a)、長野県埋蔵文化財センターが調査

した窯の北西側にあたる 3号窯と l号窯の灰原の遺物が掲載された。これら清水山古窯跡の遺物は 8世紀

前半とした。次いで1994年にはがまん測1号窯の報告書が発行された(中野市教育委員会1994b)。がまん測

l号窯の遺物は 7世紀末と編年付けられた。

このように1960年代から1970年代前半まで、の聞に高丘丘陵古窯祉群の多くの窯が発掘調査されたり、土

取りなどによって破壊されたものが多いが、全容が公表されたものは少ない。研究史を概観すると茶臼峯

9号窯はほぽ7世紀前葉後半から中葉期、茶臼峯6号窯、がまん測 l号窯は 7世紀末葉(中野市教委.1994

b)、清水山古窯跡(中野市教委.1994a)が8世紀前半という年代が与えられている。しかし清水山古窯跡

以降の窯編年は漠然と窯跡が存在すると記されているものの、いままで明確な報告例がない。高丘丘陵古

窯祉群では糸切り技法の登場が平安時代(8世紀終末)という認識で扱われてきた。その結果高丘正陵古

窯祉群では 8世紀中葉から 8世紀終末までの資料が不明瞭となってしまっている。この地域では 8世紀中

葉から末葉まで須恵器生産が中断するのであろっか。以下既出資料も含めて紹介し、編年的検討を加える。

註

( 1) 1期(8世紀初頭)は杯底部へラオコシ(へラ切り)が一般的でケズリを泊したものもみられ、蓋はかえりを持つものも僅かに

存在するとした。窯跡として豊野町山ノ神 l号窯を位置付けている。 II期(8世紀前半)は杯底部にへラオコシ痕を明瞭に残し杯Bは

大型で、器高の高いものが出現し、蓋は口縁端部が下に向かつて屈曲するようになるとした。警山古窯l止群、大田原古窯枇群がこの期に

創業されるとし、上日向 3号窯をあげている。凹期(8世紀後半)は杯底部が平坦で底部の大きな箱型のものとなり、糸切りが出現す

る。杯Bも底部が平坦となる。蓋は器高が高くなり、天井部の湾曲が明瞭となる。また、口縁端部がくちばし状になるとしている。一

方、土師器はロクロ使用杯・裂が出現する。日T期(8世紀末-9世紀初頭)はへラ切り技法がほとんどんなくなり糸切り技法が主体と

なる。杯Bは法量にバラエティーがみられるようになるとしている。日1. rv期の窯の指摘はない。

( 2 )奈良時イi;I期は豊野町山ノ神 l号窯、 II期は更埴市上日向3号窯、平安時代 I期は牟礼村前高山西 1号窯であるとした。東信地域

平安時代 I期が北御牧村八重原l号窯が記載され、諏訪地域、上伊那地域では窯の記載はなく、下伊那地域ではII期に宮洞 3号窯の記載

があげられている。

( 3 )同時期のものとして佐久市石附1号窯は佐久平後期6期 (7世紀中頃)、石附7号窯は(佐久平後期7期、 7世紀終末から 8世紀初
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頭)としている。

(2) 高丘丘陵古窯壮群の概略

1 安源寺第 l号窯(第330図34)

所在地 中野市安源寺宮裏584

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1966年

窯体博造会長10m前後のトンネル式無段登窯

出土遺物土師器小形仏器状銃。須恵器(同心円文)饗A、長!l!J(

査、杯A(回転へラ切り)、蓋B、把手

他

文献 中野市教 1967

2 菜林西原窯祉群

所在地 中野市栗林西原92

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1979年

窯体構造不明

出土遺物須恵器杯A(回転糸切り)、杯B、蓋B、察破片、壷ロ

縁

文献 1980、県史刊行会 1983 

3 立ヶ花表山 l号窯(第330図 1) 

所在地 中野市立ヶ花

調査主体中野市教育委貝会

調査年度 1970年

窯体構造半地下式平窯

出土遺物土師器長』同察、須恵器窪破片

文献 金井 1971、1973

4 立ヶ花表山 2号窯(第330図2) 

所在地 中野市立ヶ花

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1970年

窯体構造半地下式登り窯(天井ドーム形)

文献 金井 1971、1973、 中野市教 1995

5・6 立ヶ花表山 3号・ 4号窯(第330図3・4)

所在地 中野市立ヶ花表山

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1989 

窯体構造半地下式無段登り窯

出土遺物須恵器杯A(回転糸切り)、杯B、高杯D、蓋B、長類

壷B、短頚壷B、短頚壷D、凸帯イ寸四耳査、窪A。土

師器皿A、小型窪D、長胴袈B

文献 中野市教 1995(立ヶ花窯跡と記載)

7 中原窯跡

所在地 中野市草間平野中原

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1984年

窯体構造未報告

出土遺物 1995年度報告遺物:須恵器杯A(回転糸切り)、杯B、

蓋B、長頚壷、凸帯付四耳壷、短頚蚕B、短頚壷D、

護A。土師器小型饗D、長胴斐

文献 長野県教 1953、中野市教 1995

8 がまん測 1号窯(第330図29)

所在地 中野市草間

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1993年

窯体構造地下式無段響窯

出土遺物須恵器杯A(回転へラ切り丸底)、蓋D、跡、横瓶、長

頚査、短頚査、斐A

文献 中野市教 1994b、1995

9 西山窯跡(第330図30)

所在地 中野市草間

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1978 

窯体構造未報告

出土遺物未報告

文献 金井文 1978

10 林畔窯跡

所在地 中野市草間林畔、中原

調査 未調査

所蔵者 高丘小学校

文献 なし

11 東池田窯跡

所在地 中野市草関東池田

調査 未調査

所蔵者 中野市教育委員会

文献 なし

12 坂下窯跡

所在地 中野市草間五星原

調査 未調査

所蔵者 中野市緑地公園課

窯体構造地下式無段登り窯4基

文献 なし

13 上の山1号窯(第330図33)

所在地 中野市草間上の山1889-2

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1981 

窯体構造 ~l土地下式登り窯

出土遺物須恵器杯A(回転糸切り)、杯B、蓋B、鉢D、蜜A、

文献 金井文 1981、中野市教 1995

14 大久保 1号窯(第330図19)

所在地 中野市草間大久保1067

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1964 

窯体構造半地下式無段登り窯

出土遺物須恵器杯A(回転へラ切り)、杯B、葦B、護A、

文献 大川・金井 1964、中野市史編纂室 1981、中野市教

1995 

15 大久保2号窯(第330図18)

所在地 中野市草間大久保1070-1 
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調査主体 中野市教育委員会

調査年度 1964 

窯体構造半地下式無段登り窯

出土遺物須恵器重量A、杯B、高杯脚

文献 大;lr.金井 1964、中野市史編纂室 1981、中野市教

1995 

16 大久保3号窯(第330図16)

所在地 中野市草聞大久保1144ーイ

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1964 

窯体構造半地下式無段登り窯

出土遺物須恵器杯A(回転へラ切り平底)、杯B，叢B、裂A、

文献 大;lr.金井 1964、中野市史編纂室 1981、中野市教

1995 

17 大久保4号窯

所在地 中野市草聞大久保1144ーイ

調査主体 中野市教育委員会

調査年度 1964 

窯体構造半地下式無段登り窯

出土遺物須恵器杯A(回転へラ切り平底)、蓋B、窪A、翠C、

短頚壷C

文献 大川-金井 1964、中野市史編纂室 1981、中野市教

1995 

18 茶臼峯1号窯(第330図21)

所在地 中野市草間茶臼峯1063-1 

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1963 

窯体構造 土i土地下式無段登り窯

第3節 高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産について

文献 大川・金井 1964、田川 1976、中野市史編纂室

1981、中野市教 1995 

21 茶臼峯4号窯(第330図20)

所在地 中野市草間茶臼峯1064-1

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1963 

窯体構造 トンネル式告普段登り窯?

出土遺物須恵器数点(茶臼峯6号窯遺物に類似)

文献 大川・金井 1964、田川 1976、中野市史編纂室

1981、中野市教 1995 

22 茶臼峯5号窯(第330図26)

所在地 中野市草間茶臼峯1064-1 

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1964 

窯体構造半地下式無段登り窯

出土遺物須恵器杯B (回転糸切り、へラ描き「土J)、蓋B、長

頚牽B、短頚壷C、把手杯査、餐A。

土師質紡錘草状土製品。

文献 大川・金井 1964、田川 1976、中野市史編纂室

1981、中野市教 1995 

23 茶臼峯6号窯(第330図25)

所在地 中野市草間茶臼峯1060-1 

調査主体中野市教育委員会

調査年度 1964 

窯体構造須恵器杯A(回転へラ切り丸底)、杯B、蓋D、叢A、

蓋B、高杯E、長頚壷、登葉、翌A、饗C、平瓶、

文献 大川・金井 1964、田川 1976、中野市史編纂室 1981、

長野県史刊行会 1982、中野市教 1995

出土遺物須恵器杯B(回転糸切り)、短頚壷D、高台付き蜜底部 24 茶臼峯 7 号窯(第330~24)

文献 大川・金井 1964、田川 1976、中野市史編纂室 1981 所在地 中野市草間茶臼峯1063-13

19 茶臼峯2号窯(第330図22) 調査主体中野市教育委員会

所在地 中野市草間茶臼峯1063-1 調査年度 1971

調査主体中野市教育委員会 窯 体 構 造 須 恵 器 杯A(回転へラ切り丸底)、蓋D、叢B、短頚

調査年度 1963 壷C、主連A

窯体構造半地下式無段登り窯 文献 金井正 1973、中野市教 1995 

出土遺物須恵器杯B (回転糸切り)、愛A、

文献 大川・金井 1964、回川 1976、中野市史編纂室 1981

25 茶臼峯8号窯

詳細不明表採

20 茶臼峯3号窯(第330図23) 文献 中野市教 1995

所在地 中野市草間茶臼峯1063-1 26 茶臼峯9号窯

調査主体中野市教育委員会 調査不明

調査年度 1963 出土遺物須恵器蓋E、葉D、平瓶、財!、高杯E、饗A

窯休構造半地下式無段登り窯 文献 中野市史編纂室 1981、長野県史刊行会 1982

出土遺物須恵器杯A (回転糸切り)、杯B、蓋B

(3) 長 野 県 内 の 窯跡出土の杯と蓋について

奈良時代から平安時代にかけての窯跡遺物における須恵器型式編年の指標は、(1 )形態、文様の外見、

( 2 )製作技法、(3 )形態の種類の組み合わせ(田辺1971) である。杯と蓋は多く窯から出土し、量も多い

の で、検討材料として妥当である。そこで高丘丘 陵 古 窯 祉 群 の 杯 と 蓋 を 編 年 的 に 検 討 す る 。

杯 A.杯 Bの形態と法量を窯跡ごとに図に示した(第332-335図)。図では底部の中心を Oとし、右半分
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第 9章調盗の成果と課題

のシルエットを示した。杯Bでは高台の付け根から測ったので中心部では、縦軸がマイナス値となるもの

も多い。蓋と杯の組み合わせなどの編年指標は陶邑古窯主u:群の須恵器編年(田辺1971)、平城編年(西1987)

を用いることとする。

茶臼峯 9号窯(第322図)ではTK217型式の蓋Eがみられ、蓋Dも存在し、杯A、杯Bの存在はない。こ

の様な組み合わせを笹沢氏等(笹沢1988)は7世紀中葉の様相とし、高丘丘陵古窯祉群最古の窯として紹介

している。(駐1) 

TK46型式期の蓋Dは茶臼峯 6号窯、 8号窯(位2Lがまん測 l号窯、石附 l号窯、同 2号窯、同 3号窯にみ

られ、そのうち茶臼峯6号窯で、は深身丸底の杯A1 (第336図4)、がまん測 l号窯では丸底の杯A1が大

小みられる(第336図5・ 6、第332図 1)。陶邑でみられるような杯Bはみられない。

TK48型式期の退化型蓋Dは長野市警山東南麓l号窯、更埴市向山古窯、豊野町山の神 l号窯にみられる

が、高丘丘陵古窯祉群にはない。これらに伴う杯Aの形態{駐3)は深身のものは底部が丸みを持ち(杯A1)、

浅いものは回転へラ切り(制)痕を残し底径の大きな箱型(杯A2) となっている(第333図 1~ 4)。また、

警山東南麓 1号窯、山の神1号窯では杯B(駐5) (第335図1・3)が出土している。豊野町山の神 l号窯では

蓋A、蓋Bも混在している。

次のMT21型式期で、は、蓋Dが姿を消し蓋Bとセットの杯Bが出土する。沢田鍋土 1号窯、 2号窯、 1号

灰原はこれらの杯蓋セットを持つ。沢田鍋土2号窯は杯A底部に丸みがあり(杯A1) (第332図3)、口綾

部は外反している。沢田鍋土l号窯の杯A (第332図4)は身の浅い平底箱型(杯A2)である。杯Bは1

号窯も 2号窯(第334図 3)も丸底の杯腰部に高台を付けた外傾のつよいもの(杯B2)がみられる。また

杯A底部の腰部(町)が屈曲する丸底(杯A1)のものが立ヶ花表山 2号窯(第332図 2) と、県内の更埴市

上日向 3号窯、松本市田溝池 1号窯(第333図5・ 6)でみられる。立ヶ花表山 2号窯の杯Bは杯身底部が

丸〈垂れ下がるもの(杯B1)である。

清水山 l号窯では、杯Aは杯A1と杯A2の形態が混在している(第332図 6)。警山東南麓l号窯、立ヶ

花表山 2号窯に類似する形態の杯A1などがあり、大きさも形態もあまり一定しない。杯Bは箱型の浅身

もの(杯B2) と、腰部に丸みのある底部の垂れ下がるもの(杯B1)がみられる(第334図 6)。蓋は、

蓋Aが少数であり大半が蓋Bの偏平なもの(蓋B1 (駐7))とやや天井部の高いのもの(蓋B2註7)である。

清水山 2号窯、同 3号窯、池田端2号窯、同 3号窯(第332図7~ 9)の杯Aは、清水山 1号窯のように

口径が大きなものが多いが、後者より若干底径が小きくなり平底のもの(杯A2)が多くみられる。これ

らの窯の蓋は大半が蓋B2である。

大久保3号窯(第332図12)、池田端 1号窯(第332図11)では、底径が小さく平底で外傾する杯A3がみ

られる。

牛出 1号窯(第332図13)、2号灰原、 3号灰原では、杯Aは回転糸切り技法(位8)の杯Aであり、大久保

3号窯や池田端l号窯のへラ v切り技法の杯A3形態に類似する。しかし後者より底径が小さいものが多く、

外傾が強い(杯A4)。杯B (第334図12・13) は杯B3で杯身の浅いものと深いものとの 2種類のやや安

定した法量差がみられる。蓋は大半が蓋B3(位7)である。回転糸切り技法が導入されるとほとんどの蓋B

はB3形態となる。

また、高丘丘陵古窯祉群の中原窯跡、上の山 l号窯、立ヶ花表山 3・ 4号窯、茶臼峯5号窯は牛出古窯

(第332図13、第334図12・13) よりも杯A4 (第332図15~17) や杯B 3 (第334図14~16) の法量や形態

が安定する。その他、県内の窯跡では御牧村八重原 l号窯、飯田市宮洞 1号窯、飯田市御殿田 1号窯の杯

Aの法量が安定し(第333図 6~10) 、杯B (第335図 6~ 8)では法量分化が明確になる。

池田端 6号窯(第332図18)、同7号窯では杯Aの大きさがほぼ、一定であり、底径も小型佑し、杯A4の形

- 438-



第 3節 高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産について

態も安定する。底径の小型化した杯A4を多く出土する窯跡としては、豊科町菖蒲平 1号窯、牟礼村前高山

西 1号窯、豊科町中ノ沢8号窯、四賀村ムジナカワ l号窯(第333図11-15)などがみられる。これらの窯

跡では杯Bは、地域により形態差がみられ法量も窯跡ごとに若干異なる(第335図 9-12)。中ノ沢8号窯

の杯Bは他の窯跡の箱型(杯B3) よりも腰部が丸みを帯びるものと、ムジナカワ l号窯の杯Bに類似す

る逆台形(杯B4)が出土している。杯B4は灰粕陶器の椀の形態に類似する。

以上のように、杯Aは丸底(杯A1)から平底(杯A2)へ、底径の大きなもの(杯A2)から底径の

小さなもの(杯A3・杯A4)へという変化をたどることができる。大久保 3号窯と池田端 l号窯の杯A

のうち浅身ものは底径が大きい(杯A2)が、深身のものは底径が小さく(杯A3)、牛出古窯の杯Aに形

態が類似する。大久保3号窯、池田端1号窯では底部切り離しがへラ切り技法であり、牛出古窯では糸切

り技法である。杯Aの深身のものでは底部がへラ切り技法(杯A3) と糸切り技法(杯A4)のいずれか

を用いるかに関わらず、底径と形態に大きな違いがみられないものもある。

一方牛出古窯遺跡の 2号住居止と15号住居祉において、回転へラ切り技法と静止糸切り技法(腔9)と回転

糸切り技法の杯の混在がみられる。三種の技法の使用段階では併存していたものと思われる。しかし高丘

丘陵古窯祉群ではへラ切り技法と糸切り技法の同一窯での混在はみられない。したがってへラ切り技法の

断絶と糸切り技法の採用との聞に時間的間隔は存在せず、窯の操業は継続していた可能性が強い。

以上のように高丘正陵古窯祉群における生産は、技法においても形態においても断絶無く続いていたと

いうことカfで、きる。

註

( 1 )佐久市石附7号窯も蓋Eと蓋Dが共伴している(佐久市教.1980)。

( 2 )茶臼峯7号窯は蓋Dがあると掲載されているが(長野県史刊行会1982)、中野市教育委員会に残されている資料(中野市教.

1995) と報告書(金井正彦1973)には蓋Dの掲載がなく、暖味なため掲載を避けた。

( 3 )杯Aの分類基準は、形態を重視し、底部切り離し技法を取り混ぜて分類をした。

杯A1 底部は丸底かやや丸底で、深身で外イ頃する形態。底部切り離しは回転へラ切り技法で、底部調整が回転へラ削り、へラ削り、

板へラナデ調整のものなどがある。

杯A2 底径が大きく、平底であり、外イ頃度が少ない浅身の箱型形態。底部切り離しは回転へラ切り技法が多く、静止糸切り技法、

回転糸切り技法のものが若干みられる場合がある。底部へラ切り未調整かナデ調整、板へラナデ調整である。

杯A3 平底で外イ頃する逆台形の形態。底部切り離しは回転へラ切り技法である。杯A4に類似する形態であるが、 4より底径が大

きいものが多い。

杯A4 平底で外イ頃カ句会し当逆台形の形態である。底部切り離しは、回転糸切り技法である。

( 4 )回転へラ切りあるいはへラ切り技法とはロクロからへラを差し込んで回転を利用して切り離す技法。

( 5 )杯Bの分類基準は形態を重視し、底部切り離し技法を取り合わせた分類をした。

杯B1 高台が杯底部外局付近に付き、高台が底部外周につけられ、杯底部が垂れ下がり、中には高台下まで垂れ下がるもの。底部

は回転へラ切り技法で、回転へラ削り調整が行われているものが主である。

杯B2 高台が杯底部の内側につくもの。杯底部は平底で箱型形態である。杯底径が杯A3よりも大きく、高台は杯B1に比ぺ底部

外周より内側につく。杯底部が回転へラ切り技法で、回転へラ削り調整されているものが主である。

杯B3 箱型の杯身に高台をつけたもの。底部回転糸切り技法で、底部未調整か回転へラ削り調整されている。杯底径が杯B2よりも

小さししたがって高台径も小さいものが多い。

杯B4 逆台形の杯身に高台をつけたもの。底径は小さい。底部は回転糸切り技法で、未調整のもの、回転へラ削り調整のものなど

がある。(灰粕椀に形態類似)
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(6 )杯腰部とは底部と杯身の境目の曲がる部分

( 7 )蓋Bは4通りの形態に分類される。

蓋B1 口縁が短〈断面三角形で、天井部が偏平。

蓋B2 蓋Blより天井部が高〈、ロ縁断面三角形め蓑。ロ縁の折り自の陵は若干不明瞭。

蓋B3 口縁が長〈、折り目の稜が明瞭で、あり、天井部との境目に沈み込みがみられる釜。

蓋B4 天引二部が非常に高〈球形であり、口綾部はB3形態である(土器洞窯跡の蓋にみられる)。

( 8 )回転糸切り技法とはロクロの回転を利用して糸で切り離す技法。

( 9 )静止糸切り技法とは回転を利用せずロクロ挽きした杯などを糸で切り離す技法。

(4) 高丘丘陵古窯祉群の編年

本報告書の各遺跡から出土した須恵器の形態や製作技術は順に変化しているが、本遺跡群だけではそれ

らを汎日本的に編年するデータがない。そこで他の編年基準をもっ窯跡と対比することにより高丘丘陵古

窯祉群の編年基準を求めた。対比する窯跡群は陶邑古窯祉群(第331図12)、猿投古窯主rI:群(第331図13)、

美濃須衛古窯祉群(第331図14)、湖西古窯祉群(第331図15) (斎藤他1994)である。陶邑古窯杜群では田

辺編年(田辺1971)と中村編年(中村1994)があり若干の相違がみられる{駐110 従来笹沢氏等(笹沢1988a、

笹沢・原因1974)が行った高丘丘陵古窯祉群の編年基準は田辺編年を用いており、ここでも田辺編年と平

城編年(西1987) を基本とし、また他の基準とする窯跡もそれぞ、れの編年的段階をそのまま用いることと

する。

前項の杯蓋の検討結果に加え、県内既出資料も編年的に再検討してみたい。ただ、従来知られている資

料には、出土状況が明確で、ないものが多く、また、高丘正陵古窯祉群の既出資料には、同一窯と報告され

ているものの中に別の窯からの混入品が存在する可能性もある。

長野県での最古の窯跡は聖高原東麓古窯祉群(第331図3)の松の山窯跡である。出土した窯跡遺物は服、

杯、蓋E、短頚査、寵Aである。陶邑古窯主rI:群TK47型式の窯跡資料と遺物の様相が一致しておりこの時期

の窯である。その後長野県内での窯跡は高丘丘陵古窯祉群の茶臼峯9号窯(笹沢・原田1974)の操業開始ま

での聞の窯跡は県内では今のところ発見されていない。

第 1期(第332図)

杯C、蓋Eを供伴する窯をこの期とした。この窯跡群の中で最古の窯跡群と思われる茶臼峯9号窯では

杯C、蓋Eがみられ、蓋Dの存在が認められる。そのほか古墳時代の様相を残す跡、平瓶、杯身が深い高

杯E、内面に同心円文の当て具痕の残る長頚の聾Aがみられる(第 l表)。

茶臼峯9号窯でみられるような蓋Dは陶邑古窯祉群ではTK217型式が初源である。 TK217型式では蓋D

と蓋E、杯Cセットがみられ、後続型式のTK46型式の段階では蓋Eと杯Cのセットは消滅しており、 TK

217型式期と茶臼峯9号窯は同時期と思われる。中村編年では第II型式第 6小期(蓋E)と第四型式第 1小

期(蓋D)にあたる(位2)。これらの様相から茶臼峯 9号窯は蓋Eと蓋Dが併存する時期7世紀前葉から中葉

の窯跡と思われる。

警山古窯祉群の中にはこの時期の窯跡が存在することが記載されている(牟札町教委1992)。しかし、県

内佐久市石附7号窯(佐久市教委.1980)は蓋Eと蓋Dと蓋B1が混在して出土しておりこの時期より後続

段階の時期と思われる。

第 2期(第332図)

蓋Dを出土した窯跡をこの期とした。この期は 2段階に区分することができる。

第 l段階 この段階に相当する高丘丘陵古窯祉群の窯は茶臼峯 6号窯(中野市史編1981、中野市教委
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第17表長野県内窯跡出土器種の時期別比較表

杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 蓋 叢 蓋 叢 蓋 蓋 蓋 葦 蓋 蓋 腺 瓶平 横瓶 杯高
凸四帯茸イ牽す時 期 遺跡名 遺構名 A A A A B B B B E D A C B B B B B F 備考

l 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 ? 

1期 茶臼峯窯跡 9号窯 。。 。。。 杯C、饗A(丸底)
1期? 石附窯跡 7号窯 。 。。 。 長頭蓋、短頚壷、嚢A(丸底)
2期l段階 がまん淵 1号窯 。 。
2期1段階 向山窯跡 。 。。 短頚牽D
2期l段階 右附窯跡 1号窯 。 。 体窪(丸底)

? 

2期l段階 石附窯跡 2号窯 。 。。。 費、鉢B
2期1段階 石附窯跡 3号窯 。
2期l段階 茶臼峯窯跡 6号窯 。 。 。。 長類壷、窪A、
2期l段階 茶臼峯窯跡 8号窯 ? 。 。 。 。 。 広口蜜、饗
2期l脚皆?石附窯跡 4号窯 。
2期2段階 茶臼峯窯跡 7号窯 01 ? 。。 。。 察A'C
2期2段階 豊野山の神 l号窯 。 。 。。。。。 。 短頚壷B、窪E.A
2期2段階 警山東南校群 l号窯 。 。。
3期1段階 宮洞窯跡 3号窯 。 。 。 皿B
3期l段階 上日向窯跡 3号窯 。 。 。。 。 短頚壷D
3期1段階 大久保窯跡 2号窯 。 。 。
3期l段階 沢図鍋土 l号灰原 。。 。 。 。。 鉢、費、壷多数、硯
3期1段階 沢田鍋土 l号窯 。 。 。 。
3期l段階 沢田鍋土 2号窯 。 。 斐
3期l段階 立ケ花表山喜!跡 2号窯 。。 。。 。 。。
3期l段階? 安源寺 l号窯 。 。 椀、長頚壷、窪
3期l段階7・5期 国溝池古窯j]]: 。 。 。。 。
3期2段階 清水山窯跡 l号窯 。。 。 。。。。 。。
3期2段階 大久保窯跡 l号窯 。。 。 。
3期3段階 清水山窯跡 2号窯 。。。。。 。 。。
3期3段階 清水山窯跡 3号窯 。。。。 。 。 。。
3期3段階 池田端窯跡 2号窯 。。。 。 杯B一角高台
3期3段階 池田端窯跡 5号窯 。 。 。 。 杯Bー角高台
3期3段階? そり畑窯跡 。 。 斐A
3期3段階? 丸子町山の神察跡 3号窯 。。 。 。 長頚壷A、窪A'D
3期4段階 大久保窯跡 3号窯 。 。 。 長類愛A
3期4段階 大久保窯跡 4号窯 。 。 短頚蜜C、窪A
3期4段階 池図端窯跡 l号窯 。。。 。 。
4期l段階 牛出古窯 1号窯 。。 。 。
4期l段階? 栗林西原 1号窯 。 。 。 護A
4期2段階 宮洞察跡 1号窯 。 。 。
4期2段階 御殿回 l号窯 。 。。 。 長頚壷、蜜A
4期2段階 上の山窯跡 。。 。 。 。長類壷、短頚郵、巳鉢E
4期2段階 茶臼峯窯跡 1号窯 。 。 短頚壷C、蜜A
4期2段階 茶臼峯窯跡 2号窯 。 護A
4期2段階 茶臼峯黛跡 3号窯 。 。 。 警A(平底)
4期2段階 茶臼峯窯跡 5号窯 。 。 。 顕部、短騨巳魁(平底)
4期2段階 中原窯跡 。 。 。
4期2段階 土器澗黛跡 1号窯 。 。 。。 。 短頚壷C、饗(平底)
4期2段階 八重原 l号窯 。 。 。 。
4期2段階 平出上の山察跡 1号窯 。 。 。。 短頚壷D
4期2段階 平出上の山窯跡 2号窯 。
4期2段階 立ケ花表山i鰯 3・4号案 。 。 。 。。
4期2段階? 回溝窯跡 1号窯 。 3 饗(丸・平底)。
5期 ムジナカワ窯跡 1号窯 。 。 。 長頚壷B
5期 幸上窯跡 l号窯 。 。 。 。護A
5期 前高山古窯跡 。 。。 。 長類壷B
5期 前高山西窯跡 1号窯 。 。。 。 。窪A
5期 池田端窯跡 6号窯 。 。
5期 池田端窯跡 7号窯 。 。
5期 中の沢窯跡 24号窯 。 。 。 長類査B、饗A
5期 中の沢窯跡 8号窯 。 。 。 瓦
5期 梨木沢 1号窯 。 。。 。
5期? 菖滞平 1号窯 。 。皿B(灰糊莫倣型)、長

頚壷B、短頚壷C、愛A
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第 3節 高丘丘陵古窯主rI:群の須恵器生産について

1995)、同 8号窯(古段階) (中野市教委.1995)、がまん測 l号窯(中野市教委.1994b、1995)である。杯

C、蓋Eが姿を消し、宝珠形ツマミを持つ蓋Dが主流となる。杯Aは小型の杯A1 (註3)がみられるように

なる。この時期にも古墳期の様相を残す服、平瓶が存在するが、がまん測 l号窯では腺はみられない。茶

臼峯 6号窯や 8号窯よりがまん測 l号窯は後出する可能性もある。その他に内面に同心円文の当て具痕の

残る寵Aが見られる。皿Aや杯Bなども新たな器種として加わる。

佐久市石附 1号、 2号、 3号窯(佐久市教委1980)がこの段階のものと思われる。

第 2段階 第 1段階の特徴に加え、口縁を折り曲げた口縁端部断面三角形の蓋B1が新たに登場する。

高正丘陵古窯祉群にはこの段階の窯跡は発見きれていない。しかし千曲川対岸の長野市警山東南麓支群 l

号窯では、蓋の口縁部の内側に短い返りのような凸帯を巡らせている退化型蓋Dがみられる。更埴市向山

古窯主l上(上水内郡刊1976)と豊野町山の神 l号窯(岩野・桐原1965)、佐久市石附7号窯(佐久市教委1980)

では蓋B1の口縁端部断面が三角形のものがみられ、この段階では退化型蓋Dと口縁断面形が三角形の蓋

B 1が並存する。また蓋Bとセットになる杯Bが登場する。杯Bは底部回転へラ削り調整(註4)で高台は低

〈杯外周に取り付けられ、杯底部が高台よりも垂れ下がるもの(杯B2)が多くみられる。前段階からあ

る跡、内面同心円文のみられる翠A、高杯E、平瓶がみられ、新たに高杯A、B、C、長頚査、広口壷、

短頚壷等の器種カf加わる。

蓋D、蓋Bの混在の様相から第 2期は陶邑窯(第III期)TK48型式相当で、ある。蓋D主流の高丘丘陵古窯

祉群第 2期第 l段階が中村陶邑編年第III型式第 2段階に、蓋D、蓋Bの併存する第 2段階陶邑第III型式第

3段階と第IV型式第 1段階に相当すると思われる。(位5) 

第 3期

杯Aがへラ切り技法で切り離され、平底化していく要素の多い窯跡をこの期とした。前時期の古墳時代

副葬品であるE泉や平瓶、そして蓋Dが消滅し、杯Bとセットとなる蓋Bが主流となる。杯Aも第 2期より

も口径が大きく、杯身が浅くなり平底にちかい形態杯A2へと変化し、その変化にともなって外傾度が増

し底径が小型化し、箱型から逆台形杯A3へと変化する。窒Aの内面当て具痕は、同心円文が消滅し、当

て具痕が擦り消されたり無文化する。

この第 3期は杯Aの形態変化で4段階に区分した。

第 1段階(第322・323図) 丸みの残る底部で外傾が強い杯A1と、やや平らな底部で口径と底径に差

の少ない箱型杯A2の出土量が多い窯跡をこの段階とした。窯跡としては沢田鍋土 1号窯、 2号窯、 1号

灰原、立ヶ花表山 2号窯(第332図 2~ 5) (中野市史編1981、中野市教委1995)があげられる。

杯Aは第 2期より口径の大きいものが多くなり、杯Bも身カ対莞いものが多くなり、口径も大きくなる。

杯B底部の回転へラ削り調整は行われるが、底部は厚みを持ったまま高台が底部外周に取り付けられ、高

台よりも底部が下がる杯B1が多い。高台は、低く断面の小さいものが多い。蓋Dは消滅し、蓋B口縁断

面三角形部分は前段階と同じで屈曲が少なく、天井部偏平な形態の蓋B(蓋B1) (沢田鍋土1号窯、立ヶ

花表山 2号窯)や天井部が高く口縁部の屈曲が明瞭で、ない蓋B(蓋B2) (沢田鍋土1号灰原)の混在して

みられる。ツマミも小さな宝珠形のものは消滅し、偏平なもの、擬宝珠形のものが主となる。このように、

この段階では、杯Aや杯Bや蓋Bなどに形態や大きさが多様で、ある。

高杯は脚が長いものと、短いものが混在する。この他に前段階までみられなかった皿A、盤A、盤B、

高杯C、金属器模倣品等の器種が増えている。美濃須衛古窯祉群{駐日)の影響を受けたと思われる皿B、盤

A、高杯c(沢田鍋土 l号灰原) (第323図)もみられ、器種の多様化が窺える。沢田鍋土窯跡、立ヶ花表

山2号窯の杯、盤、皿類(第322・323図)は静岡県湖西遺跡群(東笠子第44地点)(位1)， 8世紀初頭の美濃

須衛窯の第W期第 1小期前半(位8)などのものと類似する。また屋代遺跡群第四水田対応層の遺物(8世紀
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第 9章調査の成果と課題

初頭) (長野県埋文1996) にも類似する。

その他の特徴としては、平瓶にかわる横瓶の発達、服の消滅と長頚査の発達、窪内面の当て具痕である

同心円文の消失がみられる。通称摺り鉢等の鉢類、各種の壷類、各種の寵類等も多様に製作されている。

また、円面硯(沢田鍋土 l号灰原)の存在やへラ描き記号の他に、へラ描き文字が(沢田鍋土 l号窯の

「井」印、 1号灰原「大」印)みられるようになることは、国郡など律令機構との関わりを窺わせるよう

にも思われる。

第2段階(第324・325図) 杯Aは、杯A2類の中でも浅い平底のものと若干丸みのある底部のもので、

口径と底径に差の少ない箱型にちかいものが多く伴出する窯跡(第324. 325図、第332図 6)をこの段階と

した。清水山 l号窯、同 1号灰原(駐9)がこの段階の窯と思われる。

この段階では陶邑古窯祉群 (KM16)にみられような蓋Aや椀Cのセットがみられる。椀Cのなかには佐

波理椀の形態(巽1985) と同類のもの(第173図98・99)が清水1111号灰原でみられる。また蓋Bは杯Bの

大きさに従ってセットで作られるようになる。蓋Bのツマミの形態、天井部の高さは前段階のものと変わ

らない(蓋B1・蓋B2)。杯Bは前段階同様底部外周に高台を取り付けたもの(杯B2)が多いが、前段

階よりも底部の回転へラ削りが丁寧に行われ、底の器厚が薄くなる傾向がみられる。前段階以上に器種が

多く、大きさが多様で、あり、この古窯祉群における須恵器生産の最盛期を窺わせる。

このような様相を持つ清水山 1号窯、同 1号灰原は、杯A.杯B.皿・盤・高杯などにへラ描き文字

「井」や「高井」が付され、無頚壷には「佐玖郡」のへラ描きが付きれている。清水山 1号窯は美濃須衛

窯老洞 l号窯の「美濃国」刻印(岐阜市教委1981) と同様、郡名のへラ描きなど官営窯的性格を帯びてい

る。

このようにこの段階の特徴は前段階以上に器種(盤・杯・皿・高杯・椀・鉢類・長頚壷・横瓶・短頚

壷・奮類と金属器模倣品の椀・壷)の増加と大きさの多様化があげられる。須恵器生産が一挙に増加した

様相は、岩洞 1号窯の美濃須衛第1V期第 l小期後半(8世紀前半)の様相に類似する。

第 3段階(第325図下段~第326図) この段階は浅身の杯A2が減小し、外傾する逆台形ちかい形態の

深身平底となる杯A3を伴出する窯跡をこの段階とする(第332図 7-9)。この段階の窯としては池田端

2号窯、同 5号窯、清水山 2号窯、同 3号窯、大久保 l号窯(中野市史編1981)がみられる。

杯B2は杯A3の外傾度が増したと同様外傾度が増し、高台より底部が激しく垂れ下がりはみ出すもの

はなくなる(第334図 7-10)。この段階で高丘丘陵古窯祉群では、杯Bの高台断面形が前段階までと同様

に方形を呈するものが多いが、中には断面三角形になるものが多く加わるのが特徴である。

前段階よりも焼成きれる器種は若干少なくなり、壷寵類の大きさの違いも少なくなりはじめる。器種は

杯A、杯B、高杯A、皿、長頚壷A、横瓶、寵類、円面硯などがみられる。奮Aの底部が平底風になる。

前段階の金属器指向傾向が薄らぎ、この段階ではへラ描き文字・記号が減少する。

また池田端2号窯では布目瓦も生産され、瓦陶兼用窯である。高正正陵古窯祉群では布目瓦が焼かれて

いる窯は池田端2号窯、 4号窯、 7号窯でしか確認されていない(腔10)。

清水山 3号窯にはツマミの無い葦Fがみられる。この形態の蓋は湖西窯祉群(斎藤・後藤1994) に多く

みられる。東笠子44地点刊号窯(8世紀中噴)灰原、同36地点V1号窯(9世紀初頭)、同24地点窯跡(9世

紀前半)などにみられる。東笠子44地点以外の同36地点と同24地点の遺物は回転糸切り技法の杯が出土し

ている。蓋Fは湖西窯祉群では湖西第VI期(9世紀初頭)の指標となっている。また北陸地方の石川県戸

津 9号窯、同10号窯、同11号窯(9世紀後半、望月1992)、富山県上末釜谷3号窯、同 4号窯(9-10世紀)

(富山県埋文1989)においても蓋Fは出土する。清水山3号窯の蓋Fはへラ切り技法を持つ窯跡の出土品で、

あり、東笠子刊I号窯の出土遺物に技法的に近似する。へラ切り技法を持つ窯出土の蓋Fの類例を待ちたい。
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第 3節 高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産について

第4段階(第327図上段) 杯Aが、平底、逆台形(杯A3)の形態となり、大きさも安定する窯跡をこの

段階とする(第332図11・12)。大久保3号窯(中野市史編1981)池田端l号窯がこの段階の窯跡と思われる。

第3期の中でもこの段階になると高丘丘陵古窯牡群で、は須恵器生産遺跡の数が急激に減少する段階である。

杯Aは平底が主流であり、回転へラ切り面が残りやや凸面を残すもの(底部未調整)や回転へラ削り調

整し底部を平らにしているものもみられる。深身の底径は若干小きくなり、外イ頃度が増し逆台形(杯A3) 

となる。大きさも安定し身がやや深めのものが多くなり、杯身のロクロ痕の凹凸が顕著に残るようになる。

この段階から横瓶が急減し、円面硯も高丘丘陵古窯杜群では生産されなくなる。(駐11)

以上のように高丘丘陵古窯主rI::群第3期前葉は蓋Dが消滅し杯B.蓋Bのセットが主の様相である、陶邑古

窯主止群TM21型式段階の様相と一致する(陸l九高正丘陵古窯祉群第3期前葉から中頃で、は窯の数が爆発的に

増大する。器種の爆発的増加、大きさの，多様化がみられる。そして仏具、金属器の模倣品、硯等の主には

官公庁用・寺用と思われる器種の増加みられる。しかし第3期終末頃になると、へラ切り技法から糸切り技

法へと生産技術交代期と思われる窯跡数の急減と器種の減少がみられる。

第 4期

須恵器生産に回転糸切り技法が導入され、杯A(杯A4)の底部径が6CIU以上のものが多く生産される窯

跡の一群をこの期とする。牛出 l号窯、 l号灰原、 3号灰原、茶臼峯1号窯、 3号窯、 5号窯 立ヶ花表

山3・4号古窯(中野市教委1995)、中原古窯祉(中野市教委1995)、上の山古窯杜(中野市教委1995) で

ある。北信地方のその他の窯は害山古窯主rI::群牟礼村平出上の山古窯土止(牟礼村1992) などがこの期の窯跡

と思われる。

この期から杯底部の切り離しが回転糸切りが主流となり、器種の形態変化がみられる。第 4期の窯跡で、

杯Aの大きさと形態が整わないものが多い窯跡を第 l段階、杯Aの大きさと形態が整ったものが多い窯跡

を第 2段階とした。

第 1段階(第327図中段) 牛出 1号窯、同 1号灰原、同3号灰原がこの段階のものと思われる。これら

の窯跡の杯A4は第 2段階のものに比べると大きさが安定していない。また形態も若干バラツキがみられ

る(第332図13、第277図1~33、第278図 1 ~ 4)。

金属器や磁器を模倣した三(獣)足壷(牛出古窯3号灰原)や信州|特有の凸帯付四耳壷、透かしのある

高杯D(牛出 3号灰原)など全段階になかった器種が増加する。またへラ描き文字「大J(牛出 1号窯、 3 

号灰原)、や記号「件」、 [xJ(牛出 1号窯、 3号灰原)が、この段階から再びみられるようになる。

牛出 3号灰原出土の獣足形脚の例は、尾北の篠岡81号窯(愛知教委1983) (猿投窯第W期第 l小期)美濃

須衛窯稲田山13号窯(各務原市1981) (第W期第 3小期)、静岡東笠子43号窯(斎藤・後藤1995) などにみ

られ、 8世紀中葉から 9世紀とされるものである。

第4期に多い凸帯付四耳査の初現は、 8世紀初頭の老洞 2号窯(岐阜市教1981)、稲田山(須衛21-25号)

窯跡群(岐阜市教委1981)、そして中野市沢田鍋土 1号灰原(第123図137)にみられる。小型で、体部球形で

ある。この形態は8世紀初頭の平城京出土(平城京左京二条十三坊)須恵器釜(巽1985)に耳部分がイすいた

形態と思われる。しかしその後姿を消し、 8世紀の中葉より 9世紀にかけて、大型化した胴部の長い凸帯

付四耳壷が長野県を中心(笹沢1986) に山梨県(出月1994) などで多く発見される。 8世紀中葉から 9世

紀にかけての凸帯付四耳壷出土の生産遺跡としては、佐久市八重原 1号窯(坂詰1982)、同 8号窯(坂詰

1963)、牟礼村前高山北 2号窯(笹沢1986)、同西 1号窯(笹沢1988a)、中野市立ヶ花表山 3・4号窯(中

野市教委1995)、中原窯跡(中野市教委1995)、牛出古窯 3号灰原、池田端 6号窯、同 7号窯、新潟県佐渡

地方小泊窯跡群(坂井他1992) である。長野県北部と佐渡地方を中心に短期間生産された器種と思われる。

脚に透かしのある高杯(第278図14)は、古墳期にその初現はあるがその後姿を消し、 8世紀中頃から10
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第9章調査の成果と課題
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第 9章調査の成果と課題

第3期 第2段階
清水山 1号灰原

/j!Lし

三二

、ミ三呈こ工=プJ

ミ「==!?;千三デ
ノ¥¥ 

A
H
h
 

汁
/
/
t
 

告〉

一苧皐ユ下三=ミ

ζ 三三手=己、

F 4幸三、

乙て:三宝三さb

」=ヰ二=ヰ実r
L$三品f

己主ゴ
三=二2グ

言ヨ
に

¥

」

一
f
i
i
i
¥
 

てEF句

モヰトゾ;/~
五三雪一」、

トー1-

ι毒璽弐

20cm (1 : 6) 

第324図 高丘丘陵古窯杜群出土遺物(3)

- 448一

一一一昌己一一『

/____.s;宅=----、

C---r-J 

τ寸ーに

モ三王三ヨグ

にζ三」ヲJ

¥一」ノ

ミ主三グ



第 3節 高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産について
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第 9章調査の成果と課題
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世紀までの美濃須衛窯の影響(駐ゆを受け中野市牛出古窯主l上3号灰原で1再出現している。

第2段階(第327図下段~第329図上段) この段階の高丘丘陵古窯杜群の杯A4は、回転糸切り未調整

か糸切り後ナデ調整備14)のものが多くみられるが、同時期の窯と思われる千曲川対岸の牟礼村平出上の山

1号窯(牟礼村教委1992)では、回転糸切り後底部をへラ削り(駐15) しているものが多く混在する。

また、この前段階同様杯Bは底部糸切りが未調整のもの、底部外周へラ削りするもの、底部回転へラ削

りするものなどがみられる。高台は杯底部の内側に取り付けられている。そして前段階同様蓋Bは口縁の

折り目が明瞭で、、天井部との境目が沈み込むものもあり、天井部の回転へラ削りされた部分が平らとなる

もの(蓋B3)が多くなる。

牛出古窯祉の住居内で発見された高杯Dの生産遺跡として現在確認できるのは、中野市立ヶ花表山 3・

4号窯(第336図140)のみである。高杯Dの類例は、長野市田牧居帰遺跡24号溝検出面(長野市教委1993

b)、更埴市上ノ田遺跡15号溝(更埴市教委1983)で知られるのみである。

この段階の長頚壷は口縁端部が摘み上げられたような形態が多くなる(第337図83)。長頚壷Aは消滅し、

体部が球形にちかい形態の長頚壷Bとなる。長頚壷の製作技法のわかる牟礼村平出上の山 1号窯、立ヶ花

表山 3・ 4号窯群の長頚壷は二段構成の製作技法(第181図 1)である{駐16Lまた窪Aは概ね平底となる。

杯の様相などから(第333図 7~12) 長野県内では塩尻市菖蒲沢窯跡(塩尻市教委1991) 、北御牧村八重

原1号窯(坂詰1982)、飯田市宮洞l号窯(遮那1963)、飯田市御殿田 l号窯(下伊那歴研1981)、豊科町菖

蒲平 l号窯(笹沢1988a)、飯田市土器洞窯跡(笹沢1988a)が同時期の窯と思われる。

第 5期

この期の杯Aは、回転糸切り技法による切り離しで、底部径が6cm以下で、法量が一定のものが多くみられる
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第 9主主 調査の成果と課題

窯跡である。 池田端 6号窯、 7号窯がこの期の窯跡と思われる。

杯Aは回転糸切り離し技法で未調整である。杯A(杯A4)の底部は前段階よりも更に小 さくなり (底

径 6cm以下)外傾度が増し、器高が低〈、法量が一定化してくる。杯側面のロクロ痕は鮮明と なる(.lli)。 杯

Bは回転糸切り技法で外周へラ削りである。高台径は縮小傾向にあ る。

この時期の北信地方の窯は池田端 6号窯、同 7号窯(第332図18、第334図17)のほか警山古窯祉群の牟

礼村前高山西 1号窯(第333図13、第335図10)などがあげられるが、窯跡数も減少し、杯類が須恵器生産

のほとんどを占めるよフになる。杯Bは法量分化が明確化する。窪Aは前段階同様の平底である しil:1へ
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第 9章調査の成果と課題
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北信地方では須恵器生産の衰えもあり、底部糸切り技法による生産を細々と続けていたものと思われる。

そして北信地方で、は須恵器に代わる土師器が主流となる。つまりロクロ挽きの黒色処理した土師杯が登場

しはじめ、輩、壷類の須恵器生産が減り、長胴窪や小型輩、鉢類といった土師器が大半をしめるようにな

る。

杯の様相から長野県内の同時期と思われる窯跡は豊科町中の沢8号窯(笹沢1988a)、四賀村ムジナカワ 1

号窯(笹沢1988a) (第333図14. 15、第335図12) などがみられる。

第 6期

北信地方では現在この時期以降の窯が発見されておらず、この時期から全く須恵器生産が衰退してしま

う。猿投窯跡群では灰粕陶器の本格的な生産が始まり、須恵器窯の需要が無くなってきた時期と思われる。

この様に高丘丘陵古窯祉群ーでは地点(支群) を変えながら、 7世紀中葉から間断無く 9世紀前葉まで約
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第9章調査の成果と課題

一世紀半続いていたものと思われる(佐19)。高丘丘陵古窯祉群は律令体制の浸透期に発達し律令体制の衰退と

共に消えた生産地といえる。また、東信濃の須恵器生産は、古墳時代末葉に高正丘陵古窯祉群など千曲川

水系において生産を本格化する。そして千曲川対岸の害山古窯壮群と上流の北佐久郡御牧上古窯祉群など

もほほ、同時期に操業を開始し、徐々に中・南信地方に生産地を拡大するが、律令体制の衰退と灰粕陶器の

生産拡大により、須恵器生産は 9世紀前半期には役割を終えたものと思われる。

註

( 1 )回辺氏は型式について「ある時間的空間的な限定を持つ一群の土器をー型式としてとらえる。Jr編年作業の中へ、製作技法、形

態、組み合わせの三つの視点で特徴をとらえる具体的方法を持ち込み型式編年の前提である各型式認定を果たそうとするものであ

るロ」と述ぺている。中村氏は、田辺氏の型式設定について「…特定の窯名を持って型式名とし、それらの窯のみでなく他のすべての同

一型式遺物までに及ぶとする発想があり(中日各)各期に細かな型式設定がされている。」とし、中村氏の型式に対する考え方は「…型式

は杯蓋を中心とする形態の変化と器種の組み合わせによって区分されるものであり、段階は型式を構成する各期種にみる細かな形態変

化を示す。型式・段階はともに遺構たる窯跡の検討によって得た時間的推移を前提に設定した識別区分であり、単に工人差によって生

じる形の差や手法の差は区分対象とはせず、同一段階に属するとみられる同一器種については、類形という語を用いて分類を行ってい

る。」として、田辺氏との違いを述べている。 TK217型式の蓋と杯の共伴を中村氏はII型式第 6小期と第回型式第 l小期に分類してい

る。

( 2 )猿投編年では岩崎17号窯古段階(猿投窯第阻期第2小期古)で蓋Eと蓋Dが伴い、美濃須衛窯(第凹期)では須衛65号窯が蓋E

と蓋Dが伴う。

( 3 )都城の土器集成では杯G。

( 4 )美濃須衛第阻期後半期の各務原市那加5号窯の様相に近似する。猿投窯では第四期第 2小期後半が相当する。猿投窯では従来の器

積蓋E、蓋Dと器高の高い)11まの杯A、新たな器種差Bが登場する。重量の返りは後半になると退化したものとなり、この期には長野県

では蓋Eは消失するという相違がみられる。

( 5 )回転へラ削り調整とは回転を利用してへラで削る調整である。

( 6 )斎藤1995参照。

( 7 )後藤1995参照。

( 8 )斎藤・後藤1995参照。須衛9号窯。

( 9 )大久保2号窯もこの段階と恩われる(中野市史編. 1981) 

(10)がまん沸l窯跡の灰原と恩われる中に布目瓦が混入している(中野市教 1995)。この布団瓦は池田端2号窯の布団瓦に類似する特

徴を持っており、がまん測窯跡に持ち込まれたものと思われる。

(11)この時期猿投窯では第W期第 l小期の時期よりへラ切り技法は残るものの糸切り技法が普遍イちしてくる(猿投窯第rv期第 I小

期)ロその後灰粕陶器の生産が開始される。鳴海32号窯(猿投窯第rv期第2小期)では逆台形の杯に高台が付けられたような高台付き椀

がみられ、美濃須衛窯(第rv期第2小期)では杯Aに大型品がみられなくなり底部が平坦となり、杯身が直線的に立ち上がる箱型とな

り高丘丘陵古窯主止との相違がみられる。

(12)中村編年では陶邑第rv型式第 1段階から第 2段階(8世紀前半)にあたる。

(13)高杯の脚に長方形の透孔を入れるものは美濃須衛古窯祉群の稲田山古窯祉に多く、 B世紀の中頃以後10i!!:紀までみられる。

(14)ナデ調整とは回転を利用せず器面を指、布、皮などで撫で、凸凹をなくす調整技法である。ナデ調整の中でも板へラ(板状工具)

ナデ調整のように工具痕をはっきり残すものがある。板状の小口(板状工具)などを利用し、器面を平らにする。ハケ自のようにみえ

るがハケ目よりも器面に対してかなり小口を寝かせる角度で整形しており、ナデのような効果をもたせている。主に杯A底部の調整に

用いられており、へラ切りによる凸凹を 1-2回のナデで平にする効果があったものと恩われる。清水山窯跡で多くみられた。

(15)へラ削り調整は回転を利用せずへラで器面を削り、薄く調整したり、器面の凸凹を調整する技法である。
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第3節 高丘丘陵古窯主上群の須恵器生産について

(16) 8世紀中葉の猿投では前段階から糸切り技法が普遍化し、法量分化の多様性がみられなくなり、長頚査の三段構成のものの他に

二段構成のものが出現する(岩崎25号窯、猿投第IV期第 l小期)。鳴海32号窯(猿投窯第IV期第2小期)では原始灰粕のようなものもみ

られるようになる。しかし美濃須衛窯では糸切り技法は例外的で、あり、最後まで箆切り技法が一般的である。稲田山窯12、13号窯(美

濃須衛窯第IV期第3小期後半9世紀初頭)では杯類を中心とする量産化に伴う技術的退化・粗雑化が認められる。各部位の様式化や装

飾過多盛行している。

(17)回転数が上がったためと恩われる。

(18)この時期である猿投窯第W期第4小期(岩崎45窯) 9世紀初頭の猿投窯の特徴は三(獣)足壷などがなくなり、杯類が主体とな

り、杯Bは高台が少し高くなる。杯蓋の量も減り、長類蜜は二段構成のものが主となり、灰粕陶器の生産が始まる。また美濃須衛窯で

は底部へラ切り技法を踏襲し独自の様相を作り上げている。

(19)現在報告されている高丘丘陵古窯祉群は約45基であるが、金井汲次氏によると高丘丘陵古窯祉群は100基以上(破壊されたものを

含めて)存在していたものと思われるというご教示を頂いている。

3 奈良時代のへラ描き資料について

清水山 l号窯、 1号灰原に多くみられるへラ描き「井」印は「高井」と記す資料の存在により「高井郡J

の井を省略して記したものと思われる。郡を明らかにして須恵器を官庁や寺院に納める必要があったもの

と思われる。

ではこれらの「井」の字はどんな筆順で記されたものであろうか。現在の「井」の字は、二本の横棒を

上そして下、次に縦棒を左そして右の順番に引く。これらのへラ描き記号の筆順の観察結果は第 6章の出

土遺物図版の「井」の字の部分に記した。

なお「井」印の資料は 1号窯、 l号灰原のみでなく 2号窯、 3号窯からも出土しているが出土層位から

も1号窯の製品の可能性があり分析の中に含めた。

筆順は以下のように分類される。

1パターン:現在と同じ横縦二本ずつを号!くもの(1号窯-41、42、43、80、81、82、85、86、87、旬、

90、91、92、94、95、97、101、102、103、104、111、112、113、114、130、131、133、134、135、137、

138、139，140、141、142、144、159、160、161、162、163，165、166、167、168、169、1710 2号窯-60、

62、64、67、70、71、730 3号窯-550 1号灰原-63、旬、 94、旬、 960 1号窯-128r高井J)

2aパターン:横縦横縦を交互に引くもの(1号窯-41、170、1720 2号窯-63)

2bパターン:縦横縦横を交互に引くもの(3号窯-680 1号灰原-101)

3aパターン:縦横横縦に引くもの(1号窯-100、173)

3bパターン:横縦縦横に引くもの(1号窯-129r高井J)

どちらが縦線か横繰かはっきりしない場合があり、 2aと2b又は 3aと3bの区別は明確で、はなく、

3パターンの筆順に大別きれる。ほとんどの「井」の字は現在と同じ筆順 lパターンである。

次に lパターンの筆跡についてみると大きく 2タイフ。に分けられる。 1類は湾曲線や非平行線でへラで

描かれた文字のもの(第338図 1-7、23)、 2類が二本の直線的なへラの糠で描かれているもの(第338図

8 -18、25) である。 1類の23は、長い平行線を51いた後、短い平行線を書く前に描き損じた線を消さず

に残したものと思われる。 2類の25は短い平行線のへラの繊維が二重線となったものである。

筆跡 1類と器種の関係はどうであろうか(第338図参照)0 2の沈娘内には繊維束がはっきり認められる。

このような繊維束がはっきりするものに「高井」の文字がある(第149図128)。しかし「高井」はへラとい

うよりも細い繊維束を束ねたような工具で描かれている。 1と2は 1号窯の皿Aの底部へラ削りのものに

多くみられる。 3はリンク、、状のツマミを持つ蓋Aにみられ(第172図63・64、第148図103)、後から描かれ
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第 9章調査の成果と課題

た二本線が短く“抜く"部分が狭まっている。 4は1号窯の蓋Bに多くみられる。 5は1号窯の杯A底部

にみられる。 6は杯B(第172図95・96)にみられるもので、後から描かれるこ本線が短く平行な線である。

7は1号窯の蓋A(第148図102) にみられ、 2の筆跡にも類似する。

筆跡2類の 8は回転へラ削りされたl号窯の皿Aにみられる。また l号窯の蓋B(第148図94)や盤B(第

150図144) に類似するものがみられる。 9は8や10の形態に類似するが、工具がやや太めである。 10は2

号窯の杯B(第159図61・66. 70・73)底部中央にみられる。 11も10に類似し、始めの二本線の間隔が狭い。

13は2号窯の杯B (第159図)に多くみられる。 8に類似する12、14、16は高杯A(第151図)にみられる。

12は始めの二本が長く、 14は工具がやや太めであり、始めの二本線の間隔が狭く、 16は四本線がほぽ同じ

長さのである。 15は8に類似するが後の二本線の間隔が狭くなっており、 1号窯蓋c(第147図80)とl号

窯杯B (第148図112・113)にみられる。 17は工具が太<1号窯の杯A (第146図42)にみられる。 18は1号

窯の蓋Bにみられ、 2 fこ類似する工具が使われたものと思われ太い。 19は1号灰原の椀Cにみられ、 1号

窯の杯Bにも類似するものがある(第148図114)。

次に筆)1頂2・ 3パターンの器種との対応関係を見ると、筆順2bパターンである20は3号窯嚢底部、筆順

2aパターンである21は1・2号窯高杯B (第148・152図)に記きれている。 22は筆)1頂3a又は3bパターンで

1号窯の蓋B (第148図)と「高井」とへラ描きされた皿A(第149図)にみられる形態である。

その他24は12と類似する高杯A(第151図170)にみられる。 25は2号窯の杯B (第159図60)で、 13のへ

ラが割れた状態で描かれたものと思われる。

このように特徴の似ているへラ描き記号は同一器種に施される傾向がみられる。また、皿Aは底部を回

転へラ削りする技法とへラ削りする技法の 2種類があり、底部調整の差が「井」印の筆跡の差と一致する。
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第3節 高正丘陵古窯祉群の須恵器生産について

高杯Aは器の形態に個体差がなく、へラ描きも同一人物によるものと考えられるほど均一で、ある。蓋Aで

はつまみのリング形態の違いによって 3と7といつようにへラ描き筆跡が異っている。また器種が異なる

もので同類の筆跡がみられるものがある。 lパターン 2類の筆跡に複数の器種にわたるものが多いが、同

一人物によるものか判断しにくい。

筆跡ど筆順から「井」印を分類し、 l号窯の須恵器製作に関わった工人数を推定できる。筆順で5分類

され、筆順パターンでは 2種類の筆跡が確認されることから、最低6人の工人が存在することになる。そ

の他にも若干の筆跡の相違がみられ、個々の筆跡鑑定は無理で、あるが1つの窯には少なくとも 6人以上の

職人が須恵、器の製作に携わっていることが理解された。

4 窯跡の構造について

(1 ) 窯体の規模 第四表に窯跡の全長と焼成部の最大幅を示した。全長は前庭部を含めた長さを示す。

焼成部の残存状況は窯によって異なっており、必ずしも本来の窯体の規模を示してはいないが、概して、

古い段階の窯が大きいという傾向は認められる。その中で清水山窯跡が突出して大きいことが伺われる。

同時期の窯跡は全貌がつかめるものが少なく即断はできないが、 10mを越えるものは他には見られないこ

とから、清水山窯跡は他と区別される窯の性格を考慮しなければならない。

(2) 窯体の構造 本報告書で取り上げた窯跡は池田端4号窯を除いてすべて半地下式の登り窯である。

牛出 l号窯では見られなかったものの、登り窯の多くは焼成部に舟底状ピットを有する。また、清水山 2

号窯、池田端2号旧窯では焼成部に段が認められ、他の窯跡と異なった構造を示す。これらの窯の前庭部

には溝が認められ、清水rlr2号窯では溝の上に窪の破片が伏せられていた。池田端5号窯にも同様な溝が

認められ、いずれも 3期 3段階の窯である。この他に池田端 6号.7号窯の前庭部に溝が認められ、 7号

窯の溝は平瓦で覆われていた。これらの溝の機能は不明で、あるが、清水山 2号窯・池田端2号窯では最終

焼成時には溝はすでに床下に埋没しており機能していなかったことが確認された。

清水rlr1-3号窯では燃焼部壁又は焼成部壁に石を用いており、他の窯跡と異なった構造を示す。清水

山窯跡の地山には窯体内に用いられた石と同じものが含まれており、他の窯跡の地山には石が見られな

かったことから、壁面に石を用いる構造は地山に利用で、きる石を含むか否かの立地条件に左右されたもの

と思われる。窯壁に石を

用いる例は中野市茶臼峯

6号窯(大)11 .金井

1964)、上水内郡牟礼村前

高山北 2号窯(上水内郡

誌刊行会1976)、塩尻市菖

蒲沢窯跡(塩尻市教育委

員会1991)などに見られ

る。

各窯の窯棒の中に天井

部を支える骨組みの痕跡

と思われる管状の空洞が

認められるものが出土し

た。採取された資料から

は骨組み全体の構造を知

第19表高丘丘陵古窯祉群の窯の規模

時期区分 窯跡 名
遺構全長

(m) 

2期 l段階 茶臼峯6号窯 8.5 

" 茶臼峯7号窯 8.2 

" がまん測 l号窯 4.2 
3期 l段階 沢田鍋土 1号窯 8.32 
3期 1段階 安源寺 l号窯 7.6 
3期 2段階 清水山 l号窯 14.10 
3期 3段階 清水1112号窯 10.80 

日 清水山 3号窯 11.68 

" 池田端2号窯 8.12 

" 大久保 l号窯 3 
3期 4段階 大久保 3号窯 4.6 

3期 大久保4号窯 5 
4期 l段階 牛出古窯 l号窯 7.50 
4期 2段階 茶臼峯5号窯 6 

5期 池田端 6号窯 7.50 
日 池田端7号窯 4.90 
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焼成部幅 焼成部
イ蒲 考

(m) 傾斜角度

1.7 22。 トンネル式無段登窯

1.2 32。 半地下式無段登窯

1.25 15ロ トンネル式?

不明 25ロ 不明

1.45 23・ トンネル式無段登窯

1.46 28.5' 半地下式無段登窯

1.36 28。 半地下式有段登窯

1. 36 27' 
半地下式無段

!日窯体はl隔1.6m

1.12 24' 
半地下式有段登窯

旧窯体はiPi1.3m
l 10。 半地下式無段登窯

1.5 25' 半地下式無段登窯

1.3 28。 半地下式無段登窯

0.95 27' 半地下式無段登窯

1.2 29' 半地下式無段登窯

1.10 29' 半地下式無段登窯

(0.8) 29ロ 半地下式無段登窯



第 9章調査の成果と課題

るには至らなかったが、遺存状況の良好な清水山 l号窯と牛

出l号窯の窯津を第339図に示した。網掛けで示した部分が骨

組みの痕跡で、斜線はかラス質になった壁面を示し、 1. 3 

では複数の壁面が観察される。空洞の直径は 2~ 4cmのもの

が多く、細いものは1.3cm、太いものは4.5cmのものがある。

また、池田端2号窯でふは窯壁の裏側に直径3~ 4cmの直立し

た炭化材が5ヶ所確認された。これらは地山に埋め込まれた

骨組み材と思われ、その間隔は狭い所で、40cmで、ある。これに

対し、清水山 1号の窯津資料(第339図1・2)では骨組み材

の縦の間隔は約20cm、横方向は約10cmを測り、骨組みの間隔

が狭く強固な構造であったと推定される。窯体の規模と遺存

状況も考慮しなければならないが、清水山 l号窯は窯樺が他

の窯に比ぺ多く出土しており(第20表)、他の窯よりも重厚につくられていた可能性が高い。なお、窯津の

総重量には焼台として用いられたものも含まれている。

5 高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産

第20表窯津の出土量

窯津 焼台数

遺跡名 遺構名 総重量 (須車器片が

(kg) ついた察倖)

沢田鍋土遺跡 l号灰原 530 353 
池田端窯跡 1号窯 10 l 

" 2号窯 113 。
" 6号窯 118 5 

" 7号窯 125 。
" 1・2号灰原 80 2 

清水山窯跡 l号窯 940 34 

" 2号窯 340 18 

" 3号窯 355 3 

" 灰原 158 99 
牛出古窯遺跡 l号窯 284 35 

" 1-3号灰原 188 140 

(1 ) 各窯跡の器種組成

各遺構の器種組成を第21表に、杯A.杯B・杯蓋の組成率を第340図に示した。数値は遺構内から出土し
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第339図 骨粗材の痕跡を残す窯体
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た須恵器の口縁部(杯は底部)の残存率を累積加算したものである。すなわち、器種ごとに分類した口縁

部(底部)破片について、分母を32としてその残存率を測定し、分子の合計を32で割った数値である。こ

れらの数値の小数点以下を切り上げた整数が各遺構の最小限に見積もった個体数であり、実際に遺跡に残

された個体数とは異なるものの、これらの数値は遺跡に残きれた各器種の構成比を示すと考えられる。し

かしながら、窯跡により実際の須恵器生産数と遺跡に残された数との比率がいずれの窯跡においても一定

であるとは限らず、また、同一窯内で焼かれた須恵器でも器種によって破損率が異なることは予想され、

ここに示された器種構成比

が各窯で生産された製品全

体の器種構成比とは必ずし

も一致しないことは承知し

ておかなければならない。

同様の理由から、数量の差

も生産量を反映するものと

は必ずしもいえない。また、

沢田鍋土遺跡、牛出古窯遺

跡の灰原では査・奮の計測

ができなかったので数値を

示していない。

まず、清水山 l号窯の器

種組成が特異であることが

伺われる。他の窯跡では杯

A・杯B・杯蓋・壷・奮を

主体としており、その他の

器種は極少数、もしくは無

第21表須恵器の遺構別機種組成

第3節高丘丘陵古窯祉群の須恵器生産について

杯A 杯B 蓋

鵠

鴇

服

鵠

鵠

鵠

鵠

鵠

鵠

土

土

1

山

山

柏

醐

醐

珊

畑

畑

欄

清

清

滑

油

池

池

::;:;:;:::;::捻:;::!;:;::::円:!::::::::::見書額 寸3期 l段階

隔蕊司 3期 l段階

璽璽認譲罷『 3期 l段階

3期 2段階~，;"，，;;;;;;::J 

議縫謹滋盤国 3期3段階

璽塁塁E 3期 3段階

3期3段階

3期 3段階

3期 4段階

|総括線路蹴絞殺掠:~:;:;:::::事;:;;;;::!;:撚:;:;:岳民自滅:，:;:;:;:;1

牛出古窯1号窯

牛出古窯灰原

池田端6号窯

池田端7叶
0% 

降初r-l4期 1段階

1持;，;，;;;~;;:;;;:;:;:I I 4期l段階

喝5期

百 l5期

50% 100% 

第340図窯別杯・蓋の組成率

遺構名 時期
杯A 杯B

杯蓋 壷 饗 高杯 盤 皿 横瓶 椀A 椀B椀 C 鉢
円面

(底部) (底部) 硯

池田端l号窯 3期4段階 6.88 2.81 5.28 。。。。。十 。。。。。
池田端2号窯 3期3段階 8.00 12.97 3.72 0.16 0.91 。。。+ 。。。。。
池田端5号窯 3期3段階 2.13 4.78 1.38 。+ 。。。。。。。。。
池田端6号窯 5期 54.78 1.22 0.19 0.19 0.41 。。。。。。。。。
池田端7号窯 5期 6.09 0.22 0.31 + 0.06 。。。。。。。。。
池田端2号灰原 3期・ 5期 36.91 14.97 12.72 1.50 3.56 。。0.50 。。。。。+ 
清水山 1号窯 3期2段階 87.94 14.28 54.45 0.94 2.22 15.61 1. 75 21.38 0.50 。。。+ 。
清水山2号窯 3期3段階 37.33 20.31 29.28 1.31 8.70 + 0.06 。1.03 。0.06 。0.22 。
清水山 3号窯 3期3段階 49.25 8.06 30.06 0.63 5.59 0.19 。。+ 。。。0.12 。
清水山灰原 3期 41.81 21.81 63.74 18.88 15.94 0.47 。3.69 4.72 。0.75 1.53 。0.39 

沢田鍋土1号窯 3期1段階 0.41 0.22 0.18 0.21 0.03 。。。。。。。。。
沢図鍋土2号窯 3期1段階 1.34 0.16 。。0.03 。。。。。。。。。
沢田鍋土l号灰原 3期1段階 217.34 65.53 56.56 * * * 0.81 0.96 * * 

。。0.40 0.68 

牛出古窯1号窯 4期1段階 48.78 5.25 5.97 0.47 0.94 。。十 。。。。。。
牛出古窯灰原 4期1段階 14.22 3.25 6.28 * * + 。。。。。。。。
牛出古窯住居跡

4期 30.66 17.72 36.78 6.50 2.63 0.34 。+ 。1.06 。。。。
(SB14を除く)

牢は存在するが計測していないもの、+はI阿部破片が確認されるもの、数値は残存率の累積加算数

-469 -



第 9章調査の成果と課題

いが、清水山 1号窯では高杯・盤・皿などが多く認められる。また、皿に 3種類の法量が認められること、

口径35cm前後の大型の盤が見られることなど他の窯跡では見られない特徴である。

次に、杯と杯蓋の比率を比較すると、清水rlr1号・ 3号窯で、は杯蓋に比べ杯Bが極端に少ない。清水山

2号窯においても杯Bが杯蓋より少ない。杯Bよりも蓋の方が極端に多い窯は他の窯跡群には見られず、

この組成比は特異で、ある。この数値が生産数を反映したものと仮定すると、杯蓋は杯Bのみとセットにな

るとは考え難く、杯Aとセットになる場合もあり得る。清水山 1号が窯の構造と器種組成で他の窯と区別

され、 2号・ 3号窯とともに蓋が杯Bよりも多い事実は、清水山窯跡の須恵器生産が他の窯跡とは異なっ

た需給関係の下で行われたことを示していると考えられよう。

また、池田端2号窯・ 5号窯では杯Bカf杯Aよりも多く、かっ、杯Bの高台が断面三角形であるという

他の窯跡とは異なった特徴を持っている。特に、池田端2号窯の杯Bは側面に板状工具による浅い条娘が

つく特徴的な器面調整である。ちなみに、三角形の高台は沢田鍋土 l号・ 2号にもわずかに見られる。

時期別に器種組成を見ると、杯では新しい段階ほど杯Bが少なくなり杯Aの割合が増加し、 5期の池田

端 6号・ 7号窯では杯Bが殆ど見られなくなる。また、 3期の窯では少数ではあるか噴瓶、円面硯が見ら

れるものの、 4期以降には見られなくなる。また、皿、高杯などは 4期までは見られるものの、 5期には

今のところ確認されない。集落跡で、の器種組成の変遷は善光寺平で、は今のところ明確にされてはいないが、

松本平の集落跡の器種組成とを見ると(小平1990)、4期・ 5期以降の時期にも円面視・横瓶・皿・高杯が

須恵器の器種組成の中に含まれている。資料となる窯跡数が少ないため今後の資料の蓄積が必要で、あるが、

4期もしくは 5期において器種構成に変イじが見られ、高丘正陵窯祉群の生産体制に何らかの変化があった

ものと予想される。さらに、立ヶ花表山 3号・同 4号、中原窯跡などの公表された資料を見る限りにおい

て、その画期は 4期 l段階と 4期 2段階の間にあると予想される。今回の調査報告では l期と 2期の窯跡

は無いが、これまでの報告された資料を見る限り、 2期 1段階と 3期 1段階の聞にも器種組成において変

化が認められ、高丘丘陵古窯祉群では確認されていない 2期 2段階の器種組成を千曲川の対岸の警山古窯

祉群の器種組成で代用すると、その画期は 2期 l段階と 2期 2段階の聞となる。高丘丘陵窯祉群では器種

組成において 2つの画期があり、松本平の集落跡の器種組成の変遷と対比すると、 2期における画期は集

落跡とパラレルな変化であり、 4期における画期は集落跡の変遷とは異なった変化である、という仮説を

提示しておきたい。今後、高丘丘陵古窯祉群の主な供給先と思われる善光寺平の集落跡での器種組成変化

を明らかにしなければならないが、後者の画期の背景には小県郡から筑摩郡への国府の移転が関わってい

たのではないかと考えている。通説では信濃の国府は 9世紀後半までに筑摩郡に移転したとされるが、高

丘丘陵古窯祉群の器種組成における画期はさらに古く 8世紀末から 9世紀前半の時期にあたる。仮説の上

に成り立つ推定であり、今後須恵器研究が進む中で再度検討したい。

(2) 奈良時代前半の須恵器生産について

本報告書で報告した窯跡は奈良時代前半期のものが多い。ここでは、特に特徴的な清水rlr1号窯と池田

端 2号窯を取り上げ、奈良時代前半期の須恵器及び、瓦生産について考えてみたい。

清水山 1号窯は窯の構造と出土遺物とが他の窯跡に比べ特異で、ある。窯の構造については前項のとおり

規模が際立って大きし出土遺物では高杯、皿A、盤Aなど他の窯跡では殆ど見られない器種が多数出土

した。また、盤A・高杯Bなどの特殊な器種は官街・寺院などでの出土が予想されるが、管見に触れる限

り清水山 1号窯で焼かれたと思われるものは善光寺平で、は今のところ出土例を見ない。また、多量に出土

した「井」のへラ描きの中には「高井」と記されたものが2点出土していることから、清水山 1号窯から

出土した「井」は高井郡を示す蓋然性が高い。さらに、筆跡の分類から最低6人の工人の手によるものと

推定され、「井」の書き順は様々で、誤った書き順のものも見られる。このことから、これらの記号を書い
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第 3節 高丘丘陵古窯壮群の須恵器生産について

た工人は文字を書く知識がなかったと推定きれる。 2点の「高井」のへラ描きも筆跡と工具が異なってお

りそれぞれ別工人によるものと判断され、「たかい」とは読めるものの、字体は稚拙で、、当該期には見られ

ない文字であり(駐1)、文字を知らない工人が「高井」の文字を真似て写したものと思われる。郡名を略して

一文字で示す場合、先頭の文字を使用することが多いが、文字を知らない工人に「高」と書かせるよりも

画数の少ない「井」の文字を選択したと考えると、「井」が高井郡を示すとする仮説と矛盾しない。

へラ描きについては、①各窯ごとに供用された記号とする窯印説、②窯の共同使用関係によって生じる

工人の仕訳や識別に共するための記号とする説、③発注者の要請による記号とする説、④有蓋器種のセッ

ト関係を明らかにするなど製作技術に関連させる説、などにまとめられている(中村1977)。清水山 1号窯

の事例を上記の仮説と比較検討すると、沢田鍋土・茶臼峯などの窯跡で ixJ. i-Jなどのへラ描きは

見られるものの、清水山 l号窯のように多量にしかも全器種に及よ例はなく、また他の窯跡からも「井」

印が出土することから①説は否定される。次に、同一窯内において複数の工人により、しかも一種類の記

号が描かれていることから②説は否定される。さらに、有蓋器種以外のすべての器種に「井」印が認めら

れることから④説も否定される。すなわち清水山 1号窯の「井」印は、発注者の要請により高井郡を示す

ために記された記号であると理解できる。

以上のことから導き出される仮説は、郡名が記された須恵器は郡以上の組織すなわち国単位の組織での

使用が予定されたもので、その発注者もしくは生産主体者は郡を統括するものであり、清水山 l号窯は官

窯的性格であったと考えられる。近接する清水山 2号・ 3号窯も規模、主軸方向などから同じ生産主体者

の窯であったと予想される。

池田端2号窯は須恵器窯の後瓦窯に転用された窯である。同窯で焼かれた須恵器から瓦を焼いた年代は

8世紀の第 2四半期と推定される。現在のところ信濃国分寺および、国分尼寺出土の瓦の中には池田端2号

窯の瓦は見られないようである(註2)。国分寺の建立年代は明らかではないが、「国分寺建立の詔」が天平13

年 (741年)であり、本窯跡の操業はこの国分寺建立の詔が発せられた前後の時期に当たる。ちなみに、国

分寺出土の瓦や国分寺の瓦を焼いたとされる土井ノ入窯跡・国分寺瓦窯などの瓦に比べ全般的にやや小さ

い印象を受けるが、統計的な比較は行っていないので客観的データを示すことはできない。池田端2号窯

の瓦は平瓦のみで軒瓦が出土していないため、消費地遺跡出土の瓦との対比は難しいが、縄自のタタキ、

布目の細かき、狭端部の帯状の圧痕などの特徴から、須坂市左願寺遺跡出土の平瓦(神津1932、興津1969、

関1995)に類似する(位3L牛出古窯遺跡、がまん淵遺跡などでも池田端2号窯の平瓦と類似したものが出土

しているが、これらは竃の芯材に用いられるなど二次的な転用である。左願寺遺跡では礎石などの建物跡

は確認されていが、多量の瓦が出土したと報告されており、寺院跡である蓋然性が高い(位410 左願寺遺跡の

瓦が池田端窯跡で焼かれたものとすると、左願寺遺跡に 8世紀前半に寺院が存在したことになる。この寺

院に関する資料がないためその性格に言及するのは難しいが、文献にも見られない寺院であることから豪

族の私寺である可能性が高しその瓦を焼いた池田端2号窯は官窯ではなかったと位置付けたい。

以上のように清水山 l号と池田端2号窯は若干の時期差はあるものの、この 2つの窯跡の存在は近接し

た地区に官窯と非官窯が併存していたことを示していると理解できる。このように、地理的に区分される

窯祉群内に須恵器生産における二重構造の存在を仮説として提示しておきたい。しかしながら、高丘丘陵

古窯跡群において官窯と非官窯を区別することが、当時の須恵器生産体制の中で妥当な区分であるか否か

は明確にされていない。消費地遺跡における須恵器生産地の究明と、各窯跡における編年研究とが現段階

の須恵器研究の課題である。高丘丘陵さらには信濃の須恵器生産体制の解明にはこの基礎的な研究の蓄積

が必要で、あり、いくらかでも今後の研究に本報告が役立つことを期待する。
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(3) i佐玖郡」銘の無頚壷について

清水山窯跡 l号灰原から「佐玖郡」とへラ描きされた無頚壷が出土した(第173図107・巻頭図版)。この

文字は焼成前に刻まれたもので、前述の「高井」と比ぺ筆順も正しく字体も達筆で、あり、文字を書き慣れ

た人によるものと思われる。これまでのところ、佐久の郡名は『三代実録Jの貞観八年 (886年)二月二日

の条に記されたのが初見とされている。伴出する須恵器から無頚壷の年代は 8世紀前半と推定され、佐久

の郡名を記した文字資料としては最古のものであり、「玖」の字が用いられた例はなく、古くは「佐玖郡」

と記されていたことを伺わせる。この無頚壷は希な器種で、他に例を知らない。なお、清水山窯跡が所在す

る地域は高井郡と考えられており、佐玖郡との聞には埴科郡と小県郡があり、千曲川を約80km上流に遡っ

たところに佐玖郡が所在する。

さて、この「佐玖郡」の郡名を記した須恵器が何故清水山窯跡に出土したかを考えなければならない。

上記の「高井」の例のごとく佐玖郡からの発注により高丘丘陵で、須恵器を焼いたとするには疑問が残る。

すなわち、文字資料は灰原から出土したものであり、出土位置と類似する胎土のものがあることから 1号

窯で焼かれた可能性は高いものの、無頚壷は窯跡内から l点も出土せず、「佐玖郡」銘の須恵器が清水山窯

跡で焼かれたものであるとは断定できない。さらに、佐久郡内には同時期の須恵器窯が存在すると言われ

ており、高丘丘陵で佐玖郡と記された須恵器を焼く必然性が認められない。なお、蛍光X線分析による16

の元素の定量分析を行った結果では、佐玖郡銘の須恵器は清水山窯跡の領域内に入っており、管見に触れ

る限りこの器種の他地域での出土例は見られず、高正正陵以外の地域よりもたらされた可能性を示すデー

タも無い。現段階ではこれ以上の資料批判はできず、今後の同器種の出土例の増加を待って検討していく

必要があろう。

須恵器生産の研究は、集落跡出土の須恵器の産地同定を進めることにより、さらにその実体が明らかに

なると思われるが、現在のところ、窯主u:群単位の須恵器の識別ができる段階にはきていない。今後、各窯

祉群ごとの基礎データの蓄積と検討が必要で、あり、型式学的検討と胎土分析が産地同定の方法として欠か

せないものとなろう。高丘丘陵古窯祉群においても蛍光X線分析による16の元素の定量分析により、南安

曇郡豊科町上ノ山窯跡と埴科郡坂城町土井ノ入窯跡との比較を行った結果、土井ノ入窯跡は高丘丘陵古窯

祉群の領域内に入ってしまい区別できなかったものの、豊科町上ノ山窯跡は高正正陵古窯祉群の領域とは

区別され、胎土分析による産地の識別の可能性を示唆している。この分析の詳しい報告は平成 9年度刊行

の『上信越自動車道埋蔵文佑財発掘調査報告14一中野市その 3・豊田村』に掲載する。なお、この分析に

あたり豊科町教育委員会・同町東山遺跡調査会・須坂市教育委員会・上田市立信濃国分寺資料館より資料

提供のご協力を頂いた。

註

l 和田 奉氏のご教示による。

2 信濃国分寺資料館学芸員倉沢正幸氏のご教示による。池田端2号窯の平瓦は狭端部に幅約 9cmの帯状の圧痕が特徴的であり、他と

区別される。

3 池田端2号窯、左願寺遺跡、土井ノ入窯跡、信機国分寺瓦窯出土の瓦の蛍光X線分析による16の元素の定量分析を行った結果、池

田端2号と左願寺遺跡を他の 2遺跡から分離できるデータは得られず、左岸寺遺跡と池田端2号窯の瓦が、同ーのものであるとは

特定できなかった。なお、以下の胎土分析は鮒ノマレオ・ラボの藤根久氏に委託し、分析結果の報告は『上信越自動車道埋蔵文化財

発掘調査報告14一中野市その 3.豊田村j(平成 9年度刊行)に掲載する。

4 左願寺遺跡は扇状地上の平坦な地形に立地し、遺跡内から多量の須恵器・土師器が出土したと伝えられている。また、確認はして

いないが、遺跡地に隣接した果樹園より仏像が出土したとの伝承がある。
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遺物観察表

遺物観察表
遺物観察表凡例

1.遺物の器種分短の基準は第9重量に記述した。

2.弥生時代後期・古墳時代前期遺物観察表の色調・胎土乾の記号は以下の通りである。

色調 A:褐色ーにぷい赤褐合 B:澄色~淡種色 D : a音褐色一黒褐色 E:赤褐色

胎土 1 :石英・長石など直径1mm以上の大粒の鉱物を多量に含み、鉄分が凝固した褐色の粒が見られる。

2 :石英・長石など直径1mm以下の小粒の鉱物を多量に含み、鉄分が凝固した褐色粒が見られる。特に雲母が多く見られる

ものを②とした。

3 :石英・長石などの鉱物粒の他に、鉄分が凝固した褐色の粒子が多量に含まれるもの。

4 :石英・長石など直径1mm以下の小粒の鉱物を多量に含み、褐色の粒子は見られないロ特に雲母が多く見られるものを④

としたロ

5 :石英・長石など直径1mm以上の大粒の鉱物を多量に含み、褐色の粒子は見られない。

6 :鉱物粒があまり含まれず、洗練された胎土ロ

3.奈良・平安時代の須恵器・土師器観察表では、残存率の数字は32分の 1の倍数を示し、 2は2/32を示す。また、焼きひずみが激し

いものは、できるだけ焼きひずみを修正し本来の形状を想定し測定した。なお、杯B・蓋の器高A.Bは以下のように測定し、他の器

種はいずれかの欄に器高の数値を記載した。

杯B.，器高AI立高台を除いた杯部のみの数値。器高Bは高台を含めた数値。

蓋 :器高Aはつまみ部を除いた数値目器高Bはつまみ都を含めた数値。

4.整理No.は遺物に黄色で記注しており、実測図番号と一致する。

旧石器時代遺物観察表
がまん淵遺跡旧石器時代石器観察表

注言B番号 図版番号 器種名 石材 層位 長さm 幅 m

FL07 No.1 砕片 安山岩bN. 0.8 1.4 
GE20 NO.3 剥片 安山岩 N.クフック -2.8 3 

GF18 No.1 剥片 安山岩 N.クフック 1.7 2.5 
GF19 No.1 砕片 安山岩?N.クラック 1.7 2.3 
GF19 No.2 N.クラック 2.3 1.7 
GF19 No.3 剥片 議曜石 N.クラック 1.7 1.6 
GF20 No.1 砕片 安山岩 N.クフック l 1.4 
GF20 No.2 剥片 メノウ N.クフック 2 1.2 
GF20 No.3 剥片 頁岩 N.クフック 1.9 -1.6 
GF20 No.4 第43図-6 剥片 頁岩 N.クフック 3 2.9 

GF20 NO.5 砕片 安山岩 N.クフック 1.5 1.2 
GF20 No.6 剥片 頁岩 N. 1.5 2.1 
GG18 No.1 剥片 ? N.クラック 1.2 1.5 
GG19 No.1 斜片(?) N.クラック 1.9 4.3 

GG19 No.2 第43図ー3 輔加盟閥片 頁岩 N.クラック 5.3 2.55 

GG19 No.3 剥片 頁岩 N.クラック 1.5 1.4 

GG19 No.4 剥片 安山岩 N.クフック 3 3.1 

GG19 No.5 剥片 メノウ N.クラック 0.8 1.6 

GG20 No.1 剥片 安山岩 N.クラック 1.9 1.8 

GG20 No.2 剥片 N. 1.1 0.9 

GG20 No.3 砕片 頁岩 N. 1.2 0.8 
GG20 Nι4 剥片 頁岩 N. 2.4 2 
GG20 NO.5 砕片 安山岩bN.クフック 0.4 0.7 
GH18 No.1 剥片 チャート N.クフック 1.5 2 
GH18 No.2 剥片 黒曜石 N.クラック 4.2 1.7 
GH19 No.1 剥片 珪質頁岩 N.クフック 1.1 1.7 
GH19 No.2 剥片 チャート N.クラック 1.1 0.9 
GH19 No.3 剥片 珪質頁岩 N.クフック 1.1 l 

GI17 No.1 剥片 メノウ N.クフック 2.9 3 
GI17 No.2 剥片 メノウ N.クフック 1.3 2 
G 119 No.l 砕片 安山岩bN.クフック 0.6 0.8 
GI19 No.2 砕片 安山岩bN.クラック 0.6 1.4 
LE 04 No.l 第46図-34 剥片 頁岩 N.クフック 5.5 4.9 
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厚さcm 重量g 備 考 整国O.
0.3 0.5 
0.9 7.6 
0.8 2.7 
1.4 7 
0.9 3.8 
0.3 0.6 
0.6 0.9 
0.4 0.8 
0.6 1.1 折れ

0.9 3.8 3214 
0.5 0.8 
0.4 1.2 節理面有り

0.8 1.5 
1.6 7.3 
1.25 13.6 3242 
0.6 l 

1 11.9 
0.4 0.4 
0.6 2 
0.2 0.2 

0.3 0.3 
0.6 1.8 
0.2 0.1 
0.7 1.7 自然面有り

1.6 9.2 
0.2 0.4 
0.1 0.3 
0.2 0.2 
1.3 9.9 自然面有り

0.3 0.5 
0.1 0.1 
0.2 0.3 
1.2 27.9 接合資料l l_l208 



がまん淵遺跡旧石器時代石器観察表

注記番号 図版番号 器種名 石材 層位 長さcm幅 cm厚さcm 重量E 備 考 整理~O.

LE04 NO.2 第45図一26 剥片 安山岩 IV.クフック 6.7 5.4 2.3 63.2 自然面有り 3231 
LE04 NO.3 第44図【20 砕片 安山岩 III. 3.4 5.6 l.2 20.2 3232 
LE04 NO.3 剥片 安山岩 III. 2.2 2 0.5 1.4 3232 
LE04 NO.3 剥片 安山岩 III. l.2 3 1.1 4.5 3232 
LE04 No.4 剥片 安山岩bIII. 1.3 1.7 0.4 0.7 
LE04 NO.5 第49図-51 剥片 安山岩 IV.クフック 3.55 4.05 2.3 30.2 3233 
LE04 NO.6 剥片 頁岩 IV.クフック 2.6 1.6 0.8 2.3 
LE04 NO.7 剥片 頁岩 血. 【0.9 l.8 0.9 1.2 折れ

LE04 NO.8 剥片 頁岩 III. 4.8 4.4 1.3 13.8 節理面有り

LE04 NO.9 剥片 国. 0.6 0.9 0.3 0.1 
LE04 No.lO 砕片 頁岩 IV.クフック 1.3 l.4 0.4 0.5 
LE04 NO.11 剥片 安山岩bIV.クフック 1.3 l.7 0.4 0.8 
LE05 NO.2 砕片 黒曜石 III. 0.6 0.7 0.12 0.1 2個有り

LE05 NO.2 砕片 黒曜石 旧. 0.8 0.8 0.12 0.1 
LE05 NO.3 剥片 黒曜石 IV. 1.1 l.6 0.3 0.6 
LE06 No.l 砕片 頁岩 IV. 0.7 0.9 0.4 0.2 
LF03 No.l 剥片 黒曜石 IV.クフック l.9 l.5 0.7 l.4 
LF03 NO.2 第44図一21 剥片 安山岩 IV.クフック 4.15 6.8 l.5 40 3234 
LF03 NO.3 剥片 安山岩c IV.クフック 3.5 2.4 l 9.9 磯片?

LF03 No.4 剥片 頁岩 IV.クフック 2.7 2.8 0.7 3.7 
LF03 NO.5 剥片 ? IV.クフック 1.55 2.7 0.42 2.1 
LF03 NO.6 砕片 黒曜石 IV. 0.7 0.9 0.2 0.1 
LF03 NO.7 砕片 頁岩 IV. 1.1 0.7 0.2 0.2 
LF03 NO.8 剥片 頁岩 IV. l.8 l.8 0.5 1.5 
LF03 NO.9 剥片? 安山岩c IV.クフック l.2 0.26 0.3 磯片か?

LF03 No.lO 第47図-42 剥片 頁岩 IV.クフック 4.3 2.8 1.2 8.1 接合資料3 3212 

LF03 NO.11 砕片 頁岩 IV.クフック 1.3 l.2 0.3 0.4 
LF03 No.l2 剥片 黒曜石 W クフック 2.2 1.3 0.7 l.6 
LF03 No.l3 剥片 頁岩 IV.クフック 2.5 2 1.1 3.3 
LF04 No.l 第45図-28 剥片 安山岩 IV. 6 3.8 2.1 29.2 3235 

LF04 NO.1 第43図-11 剥片 頁岩 IV. 4.4 3.3 0.95 11.1 3217 

LF04 NO.2 第48図一50 石核 頁岩 IV. 6.5 7.9 3.2 139.5 3202 

LF04 NO.3 砕片 安山岩 IV. 1.6 1.9 0.3 0.9 
LF04 NO.4 剥片 頁岩 IV. 2.3 3.4 0.5 1.9 

LF04 NO.4 剥片 頁岩 IV. 一3.5 一2.7 l.5 11.6 節理面有り 折れ

LF04 NO.5 第46図-38 剥片 頁岩 IV. 5.7 2.9 3.3 43.2 接合資料2 3210 

LF04 NO.6 第48図-49 剥片 頁岩 IV. 6 5.3 2 65.2 3204 

LF04 No.7 剥片 頁岩 IV. ーl.6 2.7 0.7 3.2 折れ

LF04 NO.10 剥片 頁岩 IV. -l.8 5 1.6 9.2 折れ

LF04 NO.11 第43図-2 基部加工縦闘l片 頁岩 IV.クフック 5.7 4.8 l.4 23.4 節理面有り 3216 

LF04 NO.12 砕片 頁岩 IV. l.9 0.9 0.3 0.5 2個有り

LF04 No.l2 第48図-47 石核 頁岩 IV. 4 5.5 2.25 42.5 3215 

LF04 No.l3 砕片 安山岩bIV.クフック 1.1 0.8 0.3 0.3 
LF04 No.l4 第45図ー27 剥片 安山岩 IV. 5.9 5.5 2.5 51.5 自然面有り 3236 
LF04 N口14 剥片 頁岩 IV. 2.2 3.1 1.2 3.4 風化の度合いから旧石器でない

LF04 NO.15 剥片 黒曜石 IV.クフック 0.7 0.9 0.1 0.1 
LF04 No.l6 剥片 安山岩 回. 2 2.8 0.8 3.8 
LF04 No.l7 剥片 頁岩 IV. 3.9 2 0.9 4.2 
LF04 No.l8 第44図-19 剥片 頁岩 IV.クフック 6.2 4.75 2.1 50.3 3209 

LF04 NO.19 剥片 安山岩 IV.クフック 3.4 4.3 0.9 10.8 自然面有り

LF04 NO.20 第45図【25 剥片 安山岩 IV.クフック 6 5 2.5 65.6 3237 
LF04 No.21 剥片 頁岩 IV.クフック 1.5 1.8 0.3 0.8 
LF04 NO.22 砕片 黒曜石 IV.クフック 0.9 0.8 0.4 0.2 
LF04 NO.23 剥片 頁岩 IV.クフック 2.4 2.4 0.6 2.7 
LF04 NO.24 砕片 頁岩 IV.クフック l.7 0.6 0.4 0.4 
LF04 NO.25 第46図-37 石核 頁岩 W クフック 5.5 4.5 2.5 55 接合資料2 3210 
LF04 NO.26 砕片 安山岩bIII. l.4 0.3 0.4 
LF05 No.l 第44図-14 相j片 頁岩 IV.クフック 4.1 4 l.5 18.1 自然面有り 3248 
LF05 No.2 剥片 頁岩 IV.クフック 3.5 2 1.3 5.4 
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LF05 NO.3 第44図 22 剥片 安山岩ー IV.クフック 4.9 7.2 1.9 66.4 自然菌が打面 3238 
LF05 NO.4 剥片 頁岩 1V.クフック 2.5 3 0.6 2.7 

LF05 NO.5 第45図-30 剥片 安山岩 IV.クフック 3.8 3 1.3 10.6 LG古恥131:接合自然面有り欠損 3247 
LF05 NO.6 第43図-13 剥片 頁岩 IV. -2.4 4.5 0.8 7.1 折れ 3219 
LF05 No.7 第49図753 石核 頁岩 IV.クフック 3.4 4.1 2.4 24.9 3218 
LF05 NO.8 剥片 黒曜石 III. 1.2 1.1 0.25 0.2 

LF05 NO.9 剥片 黒曜石

LF05 NO.ll 剥片 頁岩 IV.クフック -2.2 -4.2 0.5 5.3 折れ

LF06 NO.1 剥片? 黒曜石 IV. 1.3 0.9 0.3 0.6 

LF06 NO.2 剥片 黒曜石 IV. 1.1 1.7 0.3 0.6 

LF06 NO.3 剥片 安山岩b日T 2.1 1.8 0.6 2.4 

LF06 NO.4 砕片 安山岩 IV. 1.4 2 0.7 1.7 

LF06 No.5 第48図-48 石該 頁岩 1V.クフック 4.5 6.1 4.7 127.3 3201 I 
LG01 No目1 剥片 黒曜石 1V.クフック 1.7 1.2 0.4 0.8 自然面有り

LG02 NO.2 砕片 安山岩bIV.クフック 1.2 1.5 0.2 0.4 
LG02 NO.3 砕片 メノウ 1V.クフック 1.3 0.9 0.3 0.5 

LG02 No.4 剥片 安山岩bIV.クフック 1.6 1.8 0.3 0.7 
LG02 NO.5 砕片 黒曜石 IV.クフック 1.4 0.7 0.4 0.3 
LG03 NO.1 剥片 黒曜石 IV.クフック 1.7 1.6 0.6 1.4 
LG03 NO.2 第45図-29 剥片 安山岩 IV.クフック 3.7 4.6 0.8 12.2 3244 
LG03 NO.3 剥片 頁岩 IV. 2 2.2 0.8 2.5 

LG03 No.4 砕片 安山岩 1V.クフック 0.9 1.1 0.3 0.4 
LG03 NO.5 砕片 安山岩 IV.クフック 1.6 1.7 0.8 1.7 
LG03 NO.6 砕片 流紋岩?IV.クフック 1.9 2.3 0.7 3 
LG03 NO.7 第43図【10 砕片 頁岩 IV.クフック 2.2 2.6 1.1 3220 
LG03 NO.8 砕片 安山岩 1V.クフック 1.4 1.1 0.4 0.7 
LG03 NO.9 剥片 頁岩 IV.クフック 1.6 1.9 0.8 1.8 
LG03 NO.ll 砕片 黒曜石 IV.クフック 0.7 1.1 0.2 0.2 
LG03 No.l2 剥片 頁岩 IV.クフック 3.6 2.1 1.4 8.2 自然面有り

LG03 NO.13 剥片 黒曜石 IV.クフック 1.3 l 0.3 0.4 
LG03 No.l4 砕片 頁岩 IV. 0.6 l 0.3 0.2 
LG03 No.l5 砕片 頁岩 IV.クフック 1.5 0.7 0.4 0.4 
LG03 No.l6 第43図-7 剥片 頁岩 IV. 3.3 2.7 6.7 3221 
LG03 N口17 剥片 黒曜石 IV.クフック 1.4 1.3 0.5 0.4 
LG03 No.l8 剥片 黒曜石 IV.クフック 1.5 1.7 0.8 1.6 

LG03 No.l9 砕片 安山岩 IV. l 1.9 0.7 1.2 
LG03 NO.20 第44図-23 剥片 安山岩 IV. 3.9 5.25 1.25 22.6 自然面打面 3239 
LG03 NO.21 剥片 黒曜石 IV. 1.2 1.2 0.6 0.4 
LG04一括 第48図-46 石核 頁岩 凹. 3.6 6.8 3.5 95.8 自然面有り 3203 
LG04一括 第45図-24 剥片 安山岩 回. -3.5 4.8 1.4 19.9 折れ 3241 
LG04一括 剥片 頁岩 日. 2.3 3.1 1.2 3.4 
LG04一括 第47図-44 剥片 頁岩 IV.クラック 5.2 6.2 2.1 39.9 接合資料4 3205 
LG04 No.l 第44図-18 スクレイパー 頁岩 IV. 4.5 6.7 2.45 46 自然面有り 3222 
LG04 NO.2 剥片 頁岩 1V. 3.2 -1.5 1.4 3.8 折れ

LG04 NO.3 剥片 安山岩 IV.クフック 1.5 2 0.6 1.7 
LG04 NO.4 砕片 頁岩 IV.クフック 1 1.7 0.3 0.5 

LG04 NO.5 剥片 珪質頁岩 W 0.8 1.2 0.4 0.3 
LG04 NO.6 砕片 安山岩 IV.クフック 1.3 1.8 0.4 
LG04 NO.7 剥片 頁岩 IV. 1.7 2.1 0.8 2 
LG04 NO.8 11平片 安山岩 IV.クフック 1.9 1.3 0.9 2.3 
LG04 NO.9 砕片 安山岩 IV.クフック 1.1 1.3 1.5 0.7 
LG04 NO.10 砕片 安山岩 IV.クフック ー1.3 1.7 0.4 1.1 折れ

LG04 No.l2 砕片 安山岩 IV.クフック 1.1 1.7 0.6 l 

LG04 No.l4 剥片 頁岩b 1V.クフック 0.7 1.1 0.3 0.3 
LG04 No.l5 剥片 頁岩b 1V.クフック 4.7 3.5 1.3 19.8 
LG04 No.l6 第44図-17 剥片 頁岩 1V.クフック 2.8 4.7 1.1 10.1 3223 
LG04 NO.17 剥片 頁岩 IV. 2.3 2.3 0.8 2.5 
LG04 NO.18 剥片 頁岩 IV. 2 2.8 0.4 1.8 
LG04 No.l9 第45図-32 !J<U片 チャート IV. 2 1.3 0.6 1.8 3246 
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自己番号 図版番号 器種名 石 材 層位 長さcm幅 cm厚きcm重量g 備 考 整醐a
LG04 No20 剥片 頁岩 IV. 1.4 2.1 0.5 l 
LG04 NO.21 剥片 メノウ IV. 2.2 1.1 0.4 0.9 自然面有り

LG04 No.21 剥片 安山岩 IV. 2.1 3.4 1.2 6 
LG04 NO.22 剥片 頁岩 IV. 3.4 ー3.4 0.6 4.7 折れ

LG04 No.23 剥片 頁岩 IV.クラック 1.8 3.9 0.5 3 
LG04 NO.24 剥片 安山岩 IV. 2.5 1.5 0.6 2.4 
LG04 No.25 剥片 頁岩 IV. -2.2 自1.7 0.7 2.5 折れ

LG04 No.26 砕片 安山岩 IV.クラック 1.6 1.2 0.5 0.9 
LG04 NO.27 砕片 安山岩 IV. 3.5 3 1 12.7 
LG04 NO.28 第43図-8 砕片 頁岩 IV.クフック 3.5 3.65 1.2 12.1 3224 
LG04 No.29 第49図ー54 石核 安山岩 IV.クラック 4.65 6.35 3.2 80.5 自然商有り 3240 
LG04 No.30 剥片 頁岩 IV. 1.8 2 0.6 1.6 
LG04 No.31 砕片 安山岩 IV.クラック 1.1 1.7 0.4 0.8 
LG04 No.32 砕片 頁岩 IV. 1.2 1.7 0.4 0.8 
LG04 No.33 第47図-41 剥片 頁岩 IV. 6.6 2.9 1.1 14.9 障問3 自然面有り 3212 
LG04 No.34 第49図ー52 石核 安山岩 IV. 6.2 5.55 6 220 自然面有り 3207 
LG04 No.35 剥片 頁岩 IV. 2 3.2 1 4.2 
LG04 No.36 砕片 安山岩 IV.クフック 1.4 0.8 0.4 0.4 
LG04 No.37 砕片 頁岩 IV.クラック 0.9 1.8 0.3 0.5 
LG04 No.38 第44図目15 剥片 頁岩 IV. 5.1 4.75 1.4 14.3 3226 
LG04 No.39 剥片 安山岩 IV. 3.7 2.7 1.1 9.6 自然面有り

LG04 NO.40 第43図ー9 剥片 頁岩 IV. 4.2 4.2 1.2 14.8 3225 
LG04 No.41 第44図目16 剥片 頁岩・ IV. 5 7.25 2.5 54.9 3206 
LG04 No.42 砕片 安山岩 IV. 1 1.2 0.5 0.6 
LG04 No.43 砕片 安山岩 IV.クフック 1 1.1 0.4 0.4 
LG04 No.44 剥片 頁岩 IV.クフック 2.8 2.2 0.8 2.8 
LG04 NO.45 剥片 チャート IV.クフック 0.9 1.6 0.6 0.7 
LG04 No.46 剥片 安山岩 IV. 3 3.5 1.4 10.3 自然面有り

LG04 No.47 第45図ー31 剥片 安山岩 IV. 3.9 3.4 0.9 11.6 3245 
LG04 No.48 剥片 安山岩 IV. 1.6 2 0.7 1.7 
LG04 No.50 砕片 安山岩 IV.クフック 1.3 0.9 0.5 0.6 
LG05 No.1 砕片 頁岩 IV. 1.4 0.9 0.5 0.4 
LG05 No.1 剥片 頁岩 IV. 0.6 1 0.3 0.2 
LG05 No.3 砕片 安山岩 IV. -1.1 1.3 0.7 0.7 折れ

LG05 NO.3 剥片 安山岩 IV. 1.5 2.4 0.8 2.3 
LG05 No.4 砕片 安山岩 IV. 1.3 2 0.7 1.6 
LG05 No.5 砕片 安山岩 IV. 1.6 1.8 0.5 1.6 
LG05 NO.6 剥片 安山岩 IV. 1.9 2 0.7 2.4 
LG05 No.6 剥片 安山岩 IV. 1.9 2.7 0.8 3.6 
LG05 No.7 剥片 チャート IV.クラック 2 1.9 0.6 1.9 自然面有り

LG05 NO.8 砕片 安山岩 IV. -1.3 同1.8 0.5 l折れ

LG05 NO.9 第43図-1 へら形石器 IV. 8.3 4.2 1.6 47.1 3227 
LG05 NO.10 砕片 黒曜石 IV.クフック 0.9 0.6 0.1 0.1 
LG05 No.11 砕片 安山岩 IV.クフック 0.9 1.1 0.3 0.3 
LG05 No.12 石核 安山岩 IV. 3.8 3.5 2.2 24.6 3243 
LG05 No.13 剥片 安山岩 IV.クフック LF5 Nn51:接合自然繭り嫡 3247 
LG05 No.14 砕片 頁岩 IV. l 1.4 0.3 0.4 
LG05 No.15 砕片 安山岩 IV. 0.9 0.9 0.3 0.3 
LG05 No.16 剥片 頁岩 IV.クラック 1.6 1.5 0.3 0.7 
LG05 No.l7 剥片 頁岩 IV.クラック -1.2 目1.9 0.5 0.9 折れ

LG05 No.18 砕片 安山岩 IV. l 1.5 0.4 0.4 
LG05 No.19 砕片 安山岩 IV.クフック 1.1 1.1 0.5 0.4 
LG05 No.20 砕片 安山岩 IV. 2 2.2 0.6 1.8 
LG05 No.21 砕片 頁岩 IV. 0.9 1.6 0.3 0.3 
LG05 No.22 第43図-4 剥片 頁岩 IV. 6.1 5.8 1.9 34.3 3228 
LG05 No.23 砕片 安山岩 IV.クフック 1.7 1.4 0.3 0.9 
LG05 NO.24 砕片 安山岩 IV. 1.1 1.1 0.4 0.5 
LG06 No.1 砕片 安山岩 IV.クラック 1.7 1.1 0.7 1.3 
LG06 No.1 剥片 黒曜石 IV.クフック l 1.6 0.4 0.6 
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LG06 No.2 砕片 黒曜石 IV.クフック 1.1 0.6 0.2 0.1 
LG06 NO.3 砕片 黒曜石 IV.クフック 1.3 0.8 0.2 0.2 

LG06 No.4 砕片 安山岩bIV.クラック 0.9 2.2 0.2 0.4 

LG06 No.5 砕片 安山岩bIV.クフック l 1.6 0.2 0.4 
LG06 NO.6 剥片 安山岩b 5.6 5 l 26.7 

LG07 No.1 砕片 巣曜石 IV. 0.6 0.5 0.1 0.1 

LG07 No.3 砕片 安山岩bIV. 0.6 1.1 0.1 0.1 

LH02 No.1 剥片 黒曜石 IV.クフック 0.9 1.5 0.6 0.7 
LH02 No.2 砕片 安山岩 IV.クフック 1.2 2 0.9 2.4 

LH02 No.3 砕片 黒曜石 IV.クフック l 0.6 0.1 0.1 

LH03 No.1 砕片 黒曜石 IV.クフック 0.8 1.2 0.3 0.3 
LH03 No.2 砕片 安山岩bIV.クフック 1 1.3 0.3 0.4 

LH03 No.3 砕片 黒隠石 IV.クラック 0.8 1.1 0.2 0.1 

LH03 NO.4 砕片 黒曜石 IV. 1.1 0.8 0.2 0.2 

LH03 No.5 最u片 安山岩 IV.クラック 2.6 3.8 1.8 13.9 

LH04 No.1 第47図-45 剥片 頁岩 IV. 4.4 3.8 1.3 13 接合資料4 3205 
LH04 No.2 砕片 安山岩 自 0.8 -1.4 0.4 0.3 折れ

LH04 No.3 剥片 メノウ 1.1 1.3 0.3 0.4 

LH05 No.1 第43図-5 剥片 頁岩 IV. -4.6 2.8 1.05 10.3 欠損(かジリ) 3229 
LH06 No.1 剥片 頁岩 IV. 1.7 1.3 0.2 0.5 
プロック l 剥片 頁岩 IV. 6.1 3.3 1.2 17.2 

SA01 No.4 第50図-63 糊no:期制石器 安山岩 覆土 2.8 3.8 0.9 9.3 3254 
SB04 No.1 剥片 安山岩 覆土 2.2 2.7 1.3 7.6 

SB04 No.12 剥片 安山岩 覆土 3.5 2.6 0.9 6.7 

SD01 No.4 第50図-65 斜軸尖頭器 頁岩 覆土 4.7 6.1 1.3 32.3 3256 
SD01 NO.74 剥片 頁岩 覆土 6.1 2.7 1.7 20.4 

SD01 No.77 第50図目58 --1制問器 頁岩 覆土 8.8 4.3 2.0 55.3 3037 
SD01 No.81 第50図-59 尖頭器状石器 安山岩 覆土 8.2 4.2 2.6 75.4 3166 
SD01 No.103 第50図-60 索刃石器 頁岩 覆土 4.2 5.5 1.8 35.5 3251 
SD01 No.l72 剥片 頁岩 覆土 2.9 6 0;9 12.7 

SD01 No.177 細石核? 黒曜石 覆土 2.5 2.2 1.6 8.4 3098 
SK01 No.4 第50図-68 剥片 頁岩 覆土 2.4 6.2 l 12.2 3213 
SK01 No.4 剥片 頁岩 覆土 3 4.1 l 10.1 

SK01 No.4 剥片 頁岩 覆土 2.6 2.7 0.6 3.8 

SK03 No.4 剥片 頁岩 覆土 4.1 7.3 3.6 54.2 3211 

SQ01 第50図-66 剥片 頁岩 覆土 4.2 5.7 1.8 34.5 3257 

SQ01 剥片 安山岩 覆土 4.5 2.6 12.4 12.4 

SQ01 剥片 黒曜石 覆土 3.7 1.5 1.3 5.1 3249 
SQ01 N0.25 剥片 頁岩 覆土 4.4 6.3 1.1 28.9 

SQ01 No.36 剥片 安山岩 覆土 5.5 3.6 1.7 21.1 

SQ01 No.40 第50図-62 基部加工剥片 頁岩 覆土 3.5 3.5 1.1 10.2 3253 
SQ01 No.40 剥片 黒曜石 覆土 5.4 1.3 0.8 3.4 3250 
SQ01 No.58 剥片 頁岩 覆土 5.1 4 1.3 24.2 

SQ01 No.83 第50図-67 剥片 頁岩 覆土 4.3 5.6 1.5 31.1 3258 

SQ01 No.84 剥片 安山岩 覆土 3.7 9 0.9 7.4 

SQ01 No.86 第50図-61 斜軸尖頭器 頁岩 覆土 4.6 5.6 1 24.1 3252 

SQ01 No.l07 剥片 頁岩 覆土 4.7 2 0.7 6.4 

SX01 No.13 剥片 頁岩 覆土 3.3 6.8 2.1 54.2 
SX01 No.6 剥片 安山岩 覆土 4 2.9 1 11.5 
SX01 No.6 剥片 安山岩 覆土 4 5 0.9 14.9 
SX01 No.9 第47図-40 剥片 頁岩 -覆土 3.1 1.3 14.4 接合資料3 調査時の折れ 3212 
検出面NO.6 剥片 安山岩 覆土 2.5 4.2 0.8 8.4 
検出面No.18 第50図-64 斜軸尖顕器 頁岩 4.9 3.9 1.1 16.1 3255 
検出面No.29 剥片 頁岩 5 4.9 2.7 64.7 
検出面NO.32 第43図-12 剥片 頁岩 4 3.4 1.5 17.2 3230 
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沢田鍋土遺跡旧石器時代観察表

注記番号 図版番号 器 種 名 石 材 層位 長さm 幡町 厚さm 重量g 備 考 整四位

L-3 No.11 第81図-1 細石刃 黒曜石 V層 2.75 0.3 0.5 3416 

L-2 No2 第81図-2 細石刃 黒曜石 V層 3 0.7 0.5 0.5 3402 
L-3 No.24 第81図ー 3 細石刃 黒曜石 V層 2.5 0.7 0.3 0.3 自然面有り 3429 
L-3 No.1 第81図-4 細石刃 珪質頁岩 V層 1.85 0.9 0.25 0.3 3406 
L-2 No.5 第81図ー 5 細石刃 黒曜石 V層 0.6 0.15 欠損 3405 

L-8 No.3 第81図-6 細石刃 黒曜石 V層 1.95 0.75 0.3 0.3 自然面有り 3446 
L-3 No.28 第81図ー 7 細石刃 黒曜石 V層 1.85 0.7 0.35 0.4 えr:;リ有り 3433 
L-3 No.30 第81図ー 8 細石刃 黒曜石 V層 2.1 1.05 0.3 0.6 自然面有り 使用痕 3435 
L-8 No.1 第81図-9 細石刃 黒曜石 V層 1.4 0.7 0.2 0.1 欠損被熱? 3444 
L-2 No.4 第81図ー10 細石刃 黒曜石 V層 1.6 0.6 0.2 0.2 3404 

L-3 N日36 第81図-11 二次加工剥片 チャート 不明 2.4 1.45 0.7 2.4 出土地点不明 3441 
L-3 No.35 第81図-12 スクレイパー V層 4.8 4.25 1.4 27.8 自然荷有り 凶-No.191:接合 No.'l424 3440 
L-3 No.19 第81図-13 スクレイパー 頁岩 V層 8.1 5.5 2.3 98.3 自然面有り L-3 N0.35と接合 3424 
L-9 No.19 第81図-14 スクレイパー接合例 頁岩 V層 3424 
L-3 No.15 第82図ー15 スクレイパー 頁岩 V層 7.7 5.5 1.85 74.2 自然面有り 3420 
L白 3No.32 第82図-16 スクレイパー 珪蹴附? V層 10.3 2.8 1.7 23.2 3437 
L-3 No.4 第82園-17 スクレイパー 頁岩 V層 7.7 4.6 1.65 50.8 3409 

S D05 第82図-18 スクレイパー 珪質頁岩 構覆土 7.55 2.6 1.3 26.7 調査区壁セクション 3453 

SD05 溝 第82図-19 スクレイパー 溝覆土 8.7 6.25 2.5 161.3 自然面有り 3452 

表 採 第83図ー20 スクレイパー 表土 11.5 4.45 2.25 96.2 自然面有りプロγクl付近表採 3455 

SD05 第83図-21 スクレイパー 頁岩 溝覆土 11.9 4.7 1.9 73.7 3454 
L-8 No.3 第83図-22 剥片 頁岩 V層 2.9 3.7 1.95 10.9 3447 
L-3 No.20 第83図-23 剥片 頁岩 V層 2.85 4.5 1.8 19.5 自然面有り 3425 
L-8 No.3 第83図-24 剥片 頁岩 V層 2.6 2.9 1.2 5.8 自然面有り 3447 
L-3 No.8 第83図-25 剥片 頁岩 V層 4.3 1.7 1.15 6.6 自然面有り 3413 
L-3 No.16 第83図-26 剥片 珪質頁岩 V層 5.5 1.4 0.75 3.3 3421 
L-8 No.5 第83図-27 剥片 頁岩? V層 3.15 1.5 0.9 3.2 3449 
L-3 No29 第83図ー28 剥片 安山岩 V層 1.55 2.4 0.5 1.4 3434 
L-8 No.4 第83図-29 剥片 安山岩 V層 1.95 2.8 0.6 2.2 3448 
L-3 No.6 第84園町30 剥片 黒曜石 V層 2.65 3.4 l 5.4 ガヲリ刷 自然面を掘にする 3411 
L-3 No.3 第84図-31 剥片 黒曜石 V層 3.55 2.4 0.9 4.3 3408 
L-2 No.1 第84図-32 剥片 黒曜石 V層 2.8 1.8 0.8 1.3 3401 
L-3 No.10 第84図ー33 剥片 黒曜石 V層 2.15 1.6 0.5 l 3415 
L-3 No.12 第84図-34 剥片 黒曜石 V層 3.1 2.6 0.7 3.6 3417 
L-3 No.5 第84図田35 剥片 黒曜石 V層 2.9 1.7 0.7 1.7 3410 
L-8 No.7 第84図ー36 剥片 珪質頁岩 V層 3 1.9 0.9 1.7 3451 
L-3 No.9 第84園町37 剥片 黒曜石 V層 2.4 1.1 1.1 5.2 3414 
L-3 No.2 第84図-38 剥片 黒曜石 V層 3 2.5 0.7 1.7 3407 
L-3 No25 第84図ー39 剥片 黒隠石 V層 1.5 1.8 0.35 0.5 欠損 3430 
L-3 No.23 第84図-40 剥片 黒曜石 V層 1.5 1.3 0.55 0.6 3428 
L-2 No.3 41 剥片 黒曜石 V層 1.25 1.5 0.3 0.4 3403 
L-3 No.7 42 剥片 頁岩 V層 1.8 2.1 0.35 1.1 自然面有り 3412 
L-3 No.13 43 細石刃? 黒曜石 V層 0.8 0.2 一欠損

L-3 No.14 44 剥片 頁岩 V層 2.1 1.65 0.7 1.6 3419 
L-3 No.16 45 剥片 珪質頁岩 V層 2.3 1.9 0.55 2 3421 
L-3 No.17 46 剥片 黒曜石 V層 1.9 1.7 0.5 1.3 欠損被熱?

L-3 No.18 47 砕片 珪質献岩?V層 0.5 0.9 0.15 .0.1 

L-3 No.21 48 砕片 V層 1.1 1.3 0.5 0.6 
L-3 No.22 49 細石刃? 黒曜石 V層 l 0.4 0.1 0.1 欠損

L-3 No.26 50 剥片 珪質頁岩 V層 1.3 0.4 0.2 0.1 
L-3 No.27 51 砕片 黒曜石 V層 1.4 0.9 0.2 0.2 3432 
L-3 No.33 52 砕片 安山岩 V層 0.8 1.7 0.3 0.3 
L-3 No.33 53 砕片 安山岩 V層 0.9 1.3 0.2 0.2 
L-3 No.34 54 剥片 V層 1.8 3.1 0.6 2.3 自然面有り

L-8 No.2 55 剥片 安山岩 V層 1.3 2.2 0.3 0.7 
L-8 No.6 」ー 56 剥片 安山岩 V層 2 3.3 0.7 6 
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遺物観察表

牛出古窯遺跡旧石器時代石器観察表

プロック名 注記番号 図版番号 器種名 石 材 層 長さc皿 幅 cm厚さω 重量 g 備 考 重量走到O.
プロック lSQ05 No.1 第244図-1 磨製石斧未製品 蛇紋岩 W層 10.9 6.05 3.2 250.5 3041 
プロック 1SQ05 No.2 剥片 黒曜石 W層 1.6 2.6 1.4 4.6 
プロック lSQ05 No.3 第245園町5 剥片 黒曜石 W層 3.8 3.5 1.8 19.4 自然面打面 3037 
プロック 1SQ05 No.4 剥片 蛇紋岩 IV層 5.2 2.7 0.9 11.5 
プロック lSQ05 No.5 磯 花関岩 W層 3.6 3.1 1.4 18.4 SQ05No.12と接合
プロック lSQ05 No.6 磯 W層 18.8 11.1 9.2 2500 
プロック 1SQ05 NO.7 第245図-6 剥片 安山岩 W層 3.3 4 12.5 3039 
プロック lSQ05 No.8 第244図-2 石核 砂岩 W層 6.95 7.2 3.2 148.1 3035 
プロック lSQ05 No.9 原石? チャート W層 3.5 4.8 3 65.8 
プロック lSQ05 No.11 剥片 流紋岩 W層 3.1 2.1 0.9 2.5 
プロック lSQ05 No.12 磯 花商岩 W層 12 7.5 4.5 438.5 SQ05No.5と接合
プロック lSQ05 No.12 剥片 流紋岩 W層 1.1 0.4 0.4 
プロック l思お5No13・14第244図-3 石核 流紋岩 IV層 5.4 4.8 2.5 50 No.13.14.2個接合 3034 
プロック lSQ05 No.16 剥片 流紋岩 W層 1.3 1.2 0.4 0.7 
プロック lSQ05 No.17 磯 花商岩 IV層 5.2 6.1 1.6 50.7 
プロック lSQ05 No.18 第245図ー8 剥片 安山岩 W層 1. 75 3.5 0.6 3自然面有り 3040 
プロック lSQ05 No.19 磯 IV層 19.4 11. 7 10.3 2410 
プロック lSQ05 No.20 第245図-4 石核 めのう IV層 3.7 4.7 4.2 73 3036 
プロック 1SQ05 No.21 第245図-7 二次加工剥片 黒曜石 W層 2.1 3.05 0.8 3.5 3038 
プロック lSQ05 NO.22 剥片 チャート IV層 1.9 1 0.6 1.4 自然面有り

プロック lSQ05 No.24 石核 チャート W層 3.6 2.8 2.2 23.4 残核

プロック 1SQ05 No.25 剥片? チャート W層 3.7 2.4 1.7 15.4 自然面有り

プロック 1SQ05 NO.24 礁 W層 18.2 9.3 5.3 830 
プロック 2SQ06 No.3 剥片 凝灰岩 I層 4.5 3.1 1.3 12 自然面有り

プロック 2SQ06 NO.4 剥片 安山岩 W層 3.9 2.9 1.3 9.8 
プロック 2SQ06 NO.5 石核 チャート W層 5.5 4.9 3 89.9 自然面有り 接合資料1.
プロック 2SQ06 No.6 剥片 チャート W層 3.9 5.1 2.6 41.1 自然面有り 接合資料1.
プロック 2SQ06 N，且7 剥片 珪質頁岩 IV層 2.1 2 0.6 3 
プロック 2SQ06 NO.8 剥片 珪質頁岩 W層 2.1 2.4 0.6 2.2 
プロック 2SQ06 No.9 剥片 チャート W層 l 0.5 0.3 0.1 
プロック 2SQ06 No.10 剥片 チャート W層 1.9 1.2 0.4 0.7 
プロック 2SQ06 Naユl 剥片 チャート W層 2.8 1.9 1.8 9.8 
プロック 2SQ06 No.12 剥片 チャート W層 0.6 0.9 0.3 0.1 
プロック 2SQ06 No.13 剥片 チャート W層 2.5 3.8 1.4 7.6 自然面有り 接合資料1.

プロック 2SQ06 No.14 剥片 チャート W層 1.9 2 0.4 1.6 
プロック 2SQ06 No.15 剥片 チャート IV層 1.8 2.1 0.5 1.8 

プロック 2SQ06 No.16 剥片 チャート IV層 2.7 1.3 1 2.3 

プロック 2SQ06 No.17 剥片 珪質頁岩 W層 2.1 2.6 0.5 2.7 自然函有り

プロック 2SQ06 No.18 剥片 チャート IV層 2.7 2.4 1 4.4 
プロック 3SQ07 NO.82 磯 W層 8.3 5.8 4.2 210 

プロック 3SQ07 No.83 磯 安山岩 W層 8.8 5.7 4.7 310 

プロック 3SQ07 No.84 第247図-28 石核 流紋岩 W層 5.05 8.2 4.5 122.2 3033 
プロック 3SQ07 No.85 剥片 流紋岩 W層 2.6 1.9 l 3.9 

プロック 3SQ07 No.86 第247図-27 剥片 流紋岩 W層 2.7 5.2 1.5 11.8 3043 
プロック 3SQ07 No.93 磯 花商岩 W層 8.8 5.3 4.8 290 

プロック 4SQ07 N0.23 剥片 黒曜石 W層 1.2 2.3 0.8 1.1 ガジリ痕

プロック 4SQ07 NO.24 砕片 蛇紋岩 W層 1.6 1 0.1 0.3 

プロック 4SQ07 NO.24 砕片 蛇紋岩 W層 0.6 1.2 0.2 0.1 
プロック 4SQ07 N0.25 第246図-15 石核 黒曜石 IV層 2.3 2.5 l 3.9 自然面有り 3045 
プロック 4SQ07 N0.26 砕片 黒曜石 W層 0.8 1.1 0.3 0.2 
プロック 4SQ07 No.27 第247図-23 剥片 黒曜石 IV層 3.85 3.2 0.5 5.3 3056 
プロック 4SQ07 No.28 剥片 黒曜石 IV層 2.2 2.2 1.3 5.1 折れ、自然面有り

プロック 4SQ07 NO.28 剥片 蛇紋岩 IV層 2.1 0.9 0.3 0.6 研磨面有り、磨製石停の欠損耐

プロック 4SQ07 No.29 第246図-21 石核 黒曜石 IV層 1.9 3.3 1.1 5 3049 
プロック 4SQ07 No.30 第246図-12 スクレイパー 黒曜石 W層 3.2 3.3 1.4 9.6 自然面が打面 3048 
プロック 4SQ07 NO.30 砕片 黒曜石 W層 0.8 l 0.5 0.3 
プロック 4SQ07 No.30 砕片 黒曜石 IV層 1 0.7 0.2 0.1 
プロック 4SQ07 NO.3 磯 IV層 12.8 11.2 8.5 2100 
プロック 4SQ07 NO.34 磯 W層 23.5 15 12.1 5700 

- 483一



牛出古窯遺跡旧石器時代石器観察表

フ*ロック名 注記番号 図版番号 器種名 石材 層 長さm 幅 m 厚さ口m重量 g 備 考 整理f日

lプロック 4SQ07 N口36 砕片 蛇紋岩 W層 1 0.9 0.3 0.3 
|フ合ロック 4SQ07 NO.37 砕片 蛇紋岩 IV層 l 0.6 0.3 0.2 研磨面有り

ブロック 4SQ07 No.40 剥片 黒曜石 IV層 1.4 0.7 0.3 0.3 
プロック 4SQ07 No.4 砕片 蛇紋岩 W層 l 0.9 0.1 0.1 研磨面有り

ブロック 4SQ07 No.42 剥片 黒曜石 IV層 2.9 2.7 0.7 3.6 自然面有り

ブロック 4SQ07 No.43 剥片 黒曜石 W層 1.8 1.8 0.7 1.6 
ブロック 4SQ07 NO.44 剥片 蛇紋岩 W層 0.7 1.3 0.2 0.3 研磨面有り

ブロック 4SQ07 No.4 第246図-16おj片 黒曜石 IV層 2.4 2.4 l 4.6 自然面有り 3053 
プロック 4SQ07 NO.46 第247図-22剥片 黒曜石 W層 3.15 3.6 1.1 7.5 自然面有り 3054 
ブロック 4SQ07 No.47 砕片 黒曜石 IV層 l 0.3 0.2 
プロック 4SQ07 No.48 剥片 黒曜石 IV層 2.6 1.4 0.4 1.2 
ブロック 4SQ07 No.49 砕片 蛇紋岩 IV層 1.1 0.3 0.4 
ブロック 4SQ07 NO.50 砕片 黒曜石 W層 0.4 1 0.1 0.1 
ブロック 4SQ07 NO.50 砕片 黒曜石 W層 0.5 0.7 0.1 0.1 
ブロック 4SQ07 NO.51 剥片 黒曜石 IV層 2 1.2 0.4 0.6 
ブロック 4SQ07 NO.52 石核 黒曜石 IV層 2.6 2.5 1.6 6.1 自然面有り

ブロック 4SQ07 NO.53 第246図-13 微細輔のある剥片 黒曜石 IV層 1.8 2.2 0.45 1.2 3051 
プロック 4SQ07 NO.54 剥片 蛇紋岩 W層 1.4 2.2 0.7 1.7 
ブロック 4SQ07 NO.55 剥片 蛇紋岩 W層 2 2.2 0.3 1.4 研磨面刷、磨製石斧の欠損耐?
ブロック 4SQ07 NO.56 砕片 黒曜石 W層 0.8 0.2 0.1 
プロック 4SQ07 NO.56 砕片 黒曜石 IV層 0.5 0.8 0.1 0.1 
ブロック 4SQ07 NO.57 剥片 蛇紋岩 IV層 1.8 4.2 0.6 5.5 研磨蹄り、磨製砕の欠損破片?
ブロック 4SQ07 NO.58 砕片 黒曜石 W層 。‘9 0.8 0.2 0.1 
ブロック 4SQ07 NO.59 石綴 黒曜石 IV層 2.2 1.9 2.8 折れ、残核

プロック 4SQ07 NO.60 第246図-20石核 黒曜石 W層 2.5 2.4 1.1 7自然面有り 3047 
ブロック 4SQ07 NO.61 砕J:'i 黒曜石 IV層 0.9 0.7 0.4 0.2 
ブロック 4SQ07 NO.62 剥片 鉄石英 W層 1.1 1.9 0.6 1.1 
ブロック 4SQ07 NO.63 剥片 蛇紋岩 IV層 3.8 1.5 0.6 4.1 研磨面刷、磨製石非の欠損破片
ブロック 4SQ07 NO.64 砕片 黒曜石 IV層 0.9 0.6 0.9 0.8 被熱?

ブロック 4SQ07 NO.66 砕片 蛇紋岩 W層 0.7 0.4 0.2 0.1 2点

ブロック 4SQ07 NO.68 砕片 黒曜石 IV層 1.7 0.3 0.3 0.1 
ブロック 4SQ07 NO.69 砕片 黒曜石 IV層 0.9 0.6 0.9 0.1 
プロック 4SQ07 NO.70 第246図-17石核 黒曜石 W層 3.35 2.25 1.5 9.1 自然面有り 3046 
ブロック 4SQ07 NO.71 砕片 黒曜石 IV層 1.1 0.9 0.3 0.3 
ブロック 4SQ07 NO.72 第246図-11 台形様石器 黒曜石 IV層 3.1 1.95 0.6 2.4 3057 
ブロック 4SQ07 NO.73 剥片 鉄石英 IV層 2.2 1.5 0.4 1.4 
ブロック 4SQ07 NO.74 砕片 黒曜石 IV層 0.7 0.1 0.1 
プロック 4SQ07 NO.75 砕片 蛇紋岩 IV層 0.9 0.6 0.4 0.2 
ブロック 4SQ07 No.76 砕片 黒曜石 I層 1.6 1.3 0.2 0.6 
ブロック 4SQ07 No.77 剥片 蛇紋岩 IV層 3.8 2 0.5 4.2 研磨面有り、磨製石持の欠損破片
ブロック 4SQ07 NO.77 砕片 蛇紋岩 W層 0.7 0.4 0.2 0.1 
ブロック 4SQ07 NO.78 砕片 蛇紋岩 W層 1.4 0.6 0.3 0.3 
ブロック 4SQ07 NO.79 砕片 蛇紋岩 W層 1.7 0.6 0.3 0.3 
ブロック 4SQ07 NO.80 剥片 蛇紋岩 W層 2.8 1.1 0.3 0.9 研磨医有り、磨製石売の欠損破片
ブロック 4SQ07 NO.81 第247図-24剥片 黒曜石 IV層 1.7 2.9 0.5 2.3 3050 
ブロック 4SQ07 No目87 l深 安山岩 W層 8.2 4.4 3.3 150 
ブロック 4SQ07 NO.88 剥片 黒曜石 IV層 1.6 2.6 0.5 1.2 
ブロック 4SQ07 NO.89 剥片 黒曜石 IV層 3.2 1.6 0.5 1.3 
ブロック 4SQ07 NO.90 第246図-14石核 黒曜石 IV層 3.15 4.05 0.8 8.1 剥片素材 3055 
ブロック 4SQ07 NO.91 第246図-18石核 黒曜石 W層 2.9 2.4 0.9 4.9 自然面有り、折れ、 17Yリ 3052 
プロック 4SQ07 NO.92 剥片 黒曜石 IV層 1.5 2.6 0.7 2.1 
ブロック 4SQ07 NO.94 第247図-25 剥片 黒曜石 IV)習 2.45 4.1 0.6 3.6 え7-:;リ痕 3059 
フ。ロック 4SQ07 NO.95 剥片 黒曜石 W層 3.2 2.8 1.5 13.5 
プロック 5SQ07 No.l 剥片 流紋岩 IV層 1.7 l 0.5 0.8 
ブロック 5SQ07 NO.2 剥片 流紋岩 W層 2.9 2 1.1 7折れ
ブロック 5SQ07 NO.3 剥片 安山岩 W層 2.3 2.7 0.9 5.4 
フ'ロック 5SQ07 No.4 剥片 流紋岩 IV層 1.8 0.8 0.9 自然面有り
プロック 5SQ07 No.4 砕片 流紋岩 W層 0.6 1.2 0.3 0.1 同種
ブロック 5SQ07 No.4 砕片 流紋岩 W層 0.5 0.8 0.3 0.1 同種
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遺物観察表

牛出古窯遺跡旧石器時代石器観察表

プロック名 注記番号 図版番号 器種名 石材 層 長さcm幅 c皿 厚さcm重量 g 備 考 整国a
プロック 5SQ07 No.5 磯 安山岩 W層 14 11.7 13.5 2100 
プロック 5SQ07 No.6 剥片 流紋岩 W層 1.6 1.5 0.7 1.1 
プロック 5SQ07 No.7 最u片 鉄石英 W層 1.2 2.2 0.4 0.9 
プロック 5SQ07 No.8 剥片 鉄石英 IV層 2.7 2.9 1.9 8.5 
プロック 5SQ07 No.9 剥片 鉄石英 W層 3.9 4.2 1.4 20.5 
プロック 5SQ07 No.10 剥片 鉄石英 IV層 2.6 1.3 0.9 2折れ

プロック 5SQ07 NO.11 剥片 鉄石英 IV層 3.5 5.9 2.6 44.7 
プロック 5SQ07 NO.12 第247図ー26 剥片 安山岩 W層 2.4 4.45 0.5 5.4 自然面宥り 3044 
プロック 5SQ07 No.13 剥片 黒曜石 W層 1.7 4.8 1.3 10.6 折れ

プロック 5SQ07 No.14 剥片 鉄石英 W層 1.3 3.2 0.8 2.2 
プロック 5SQ07 No.15 剥片 鉄石英 W層 2.8 2.3 0.5 2.9 
プロック 5SQ07 No.16 第246図-9 磨製石斧 蛇紋岩 II層 5.85 2.4 1.65 19.6 3042 
プロック 5SQ07 No.17 石核 チャート IV層 6 4.6 4.2 134 自然面有り、河床磯

プロック 5SQ07 No.18 剥片 鉄石英 W層 4 4.7 1.6 31.9 自然面有り

プロック 5SQ07 No.19 第246図ー10 台形様石器 黒曜石 W層 2.45 1.6 0.55 1.5 3058 
プロック 5SQ07 No.20 第246図ー19石核 チャート W層 5.3 4.5 3.4 84.4 自然面有り 3031 
プロック 5SQ07 No.21 剥片? W層 3 2.5 l 2.9 
プロック 5SQ07 No.22 剥片 チャート W層 2.9 1.8 0.9 5.2 
プロック 5SQ07 No.32 磯 W層 19.9 9.9 11.3 2400 
プロック 6SQ08 No.1 剥片 黒曜石 W層 1.6 1.5 0.7 1.2 
プロック 6SQ08 No.2 剥片 黒曜石 W層 1.2 1.8 0.4 0.7 
プロック 6SQ08 No.3 剥片 巣曜石 W層 1.3 1.9 0.6 0.9 

弥生時代後期・古墳時代前期遺物観察表

がまん淵遺跡弥生時代土器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高 外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率

整理
備 考cm cm C百1 番号

第61図-1 SB01 底 6.7 不明 不明 DE ② (1/1) 1099 
第61図目2 SB01 高杯B 20 赤彩 赤彩 B 2 1/6 1125 高杯Bか

第61図目3 SB01 高杯 ハケメ 帯広ハケメ→ナデ C 4 (1/8) 1145 
第61図4 SB01 鉢C 20 ミガキ ミグキ BE 6 1/8 1065 鉄分沈着あり

第63図-1 SB02・04壷A1 ? 33.9 赤彩 赤彩 B 2 1/8 1100 高杯か

第63図-2 SB04 査A T字文、赤彩 ハケメ→ナデ A 4 1/6 1073 
第63図目3 SB04 獲A? 18 ミグキ ミガキ D 2 1/4 1074 腕に波状文か?

第63図4 SB02・04底 5.9 ミガキ ミガキ DE ② (3/4) 1101 
第63図-5 SB04 底 10 ミ'/tキ 不明 B 2 (1/1) 1075 
第63図-6 SB02・04底 13.6 ミグキ ナデD、ナデ B 2 3/3 1067 蜜底か?

第63図ー7 SB02・04高杯 赤彩 杯、赤彩 4 (1/1) 1102 
第63図-8 SB04 台付費A1 8.1 5.4 12.1 櫛描波状文、簾状文 不明 DE 2 1/1 1077 鉄分多い

第63図サ SB04 内湾口縁鉢 8.7 61 9.6 ミえfキ? ミガキ BD 2 1/1 1078 
第63図-10SB04 鉢 14.3 3.4 6.8 赤彩、 ミガキ 赤彩、ミガキ 2 1/2 1072 
第63図ー11SB02・04鉢 6.2 赤彩、ミガキ 赤彩 B 6 (3/4) 1103 
第63図-12SB04 有孔鉢 16.2 41 6.7 不明 ミガキ A 2 1/1 1079 底部穿孔

第64図-1 SB03 壷F 不明 不明 BD 2 1071 
第64図-2 SB03 聖護A 櫛措波状文、簾状文(6条) 1069 
第64図-3 SB03 底 6 不明 不明 B ② (3/4) 1104 
第64図-4 SB03 底 6.1 不明 不明 AD 2 1/1 1068 焼成後穿孔か?

第64図-5 SB03 有孔鉢 2.8 不明 ミ'IJ'キ? BD 2 1/1 1070 焼成前穿孔

第65図-1 s〈pdkEt01123 ミニチュ77.8 3.1 3.5 ナデ ナデ D 2 1/1 1064 
第65図ー2 SbnJLft021 1〉 高杯A 赤彩、 ミガキ 脚、ハケメ? B 2 (1/1) 1063 ニ角孔(4単位)

第67図-1 SD01 壷F 13.1 ミガキ ミガキ B ② 1/4 1043 長石多い

第67図-2 SD01 護A3又Ii:B3 24 ミガキ ナデD AD 4 1/2 1006 赤彩無し

第67図-3 SD01 壷A2 20 ミガキ、櫛措置線文 ミ'IJ'キ? AD 4 1/4 1056 赤彩なし、石英多い

第67図-4 SD01 査Al 23.9 赤彩、ミ 7tキ 赤彩、ミガキ B ② 1/8 1116 高杯か?

第67図ー5 SD01 査Al 20 赤彩、ミガキ 赤彩、ミグキ B 2 1/6 1119 
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がまん淵遺跡弥生時代土器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高

外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率 番整理号 備 考
cm cm cm 

第67図-6 SD01 壷A1 19.9 赤彩、ミガキ 赤彩、 ミガキ B 4 1/8 1166 石英多い

第67図-7 SD01 壷A1 14 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ B 4 1/8 1120 
第67図-8 SD01 査A1 22 赤彩、ミガキ 赤彩、 ミガキ B ② 1/6 1117 

l第67図-9 SD01 壷A2 43.5 赤彩、ミ庁寺、 T字文、口唇簾状文 赤彩、ミガキ B 2 1/2 1129 
第67図-10SD01 壷A2 21 ミガキ ミグキ B 2 、 1/4 1167 赤彩なし

第67図ー11SD01 蓋A2 15.9 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、 ミグキ B ② 1/4 1162 
第67図-12SD01 壷A2 38 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、ミガキ B ④ 1/8 1055 
第67図-13SD01 壷A2 26.7 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、ミガキ B 2 1/8 1174 
第67図-14SD01 壷A2 35.8 赤彩、ミガキ?口唇波状文 赤彩、ミガキ? A 2 1/8 1168 
第67函ー15SD01 壷A2 31 赤.~、ミ i!キ?、口唇l状文? 赤彩、調整不明 B 2 1/8 1163 石英多い

第67図-16SD01 壷A2 27.7 赤彩、ミガ寺、口唇波状文 赤彩、ミグキ B ② 1/8 1160 
第67図-17SD01 壷A2 32.1 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、ミガキ B 2 1/3 1164 
第67図-18SD01 査A2 27.1 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、ミガキ2 A 4 1/2 1051 

l第68図-19SD01 壷A2 32 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、 ミガキ B 2 1/8 1175 
第68図ー20SD01 広口短頚牽 17.6 ナデ、簾状文? 赤彩、ミガキ B 6 1/10 1197 表面赤彩無し

第68図ー21SD01 蚕A2 34.1 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、ミガキ BE 4 1/6 1173 石英多い

第68図ー22SD01 壷A3 19 赤彩、ミガキ、口縁波状文 ミガキ B ② 1/6 1158 
第68図-23SD01 壷A3 31.9 赤彩、ミガキ、ロ縁波状文 赤彩、ミガキ B 4 1/8 1172 石英多い

第68図-24SD01 壷A3 28 赤彩、調整不明、ロ縁波状文 赤彩、調整不明 B 4 1/6 117日
第68図-25SD01 査A3 30.1 赤彩、ミグキ、口縁波状文 赤彩、 ミヵ・キ A ② 1/8 1171 
第68図ー26SD01 査A3 36 赤彩、ミガキ、ロ縁波状文 赤彩、 ミカ。キ B 2 1/8 1169 
第68図ー27SD01 壷A胴 T字文、ボタン状貼付(刺突)ナデorミガキ B ② (1/4) 1149 櫛描(9条)

第68図-28SD01 壷A胴 赤彩、 T字文、ボタン状貼付 ハケメ、ナデD B 4 (1/4) 1148 
第68図-29SD01 壷A胴 ハケメ→ミガキ ナデD A ④ (1/3) 1050 
第68図-30SD01 壷AH同 7.4 赤彩、ミグキ ナデ AB 4 (1/1) 1037 
第68図-31SD01 壷AH岡 5 赤彩、ミガキ、胴下ミガキ ナデD A ② (1/1) 1048 
第68図日32SD01 広口短頭蓋 20.9 11.4 27.7 赤彩 (E) 2 1/2 1036 ミ71キ
第69図ー33SD01 壷A1 ? 29 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ B ④ 1/4 1118 突起

第69図-34SD01 広口短頚査 14.4 赤彩、ミガキ、熊状文(8or9条) ロ縁部赤彩ミガキ 2 1/6 1198 
第69図-35SD01 広口短額壷 15.9 赤彩、調整不明 赤彩、 ミカ事キ 4 1/8 1139 焼成前穿孔

第69図ー36SD01 広口短頚壷 22.9 赤彩、 ミヵ・キ 赤彩、ミガキ D 2 1/8 1140 焼成前穿孔

第69図-37SD01 広口短頚壷 18.2 赤彩、 ミカ・キ 赤彩、ミガキ D 4 1/3 1138 焼成前穿孔、突起

第69図ー38SD01 広口短頚壷 18.9 赤彩、 ミカ・キ ミガキ B 4 3/4 1041 焼成前穿孔

第69図-39SD01 窪A1 11.2 4.2 10.8 櫛措波状文←簾状文(7条) ミグキ D ② (1/10) 1039 
第69図-40SD01 斐A2 12.3 5.6 15.9 簾状文(10条)→波状文 ミグキ? A 2 1/4 1045 
第69図-41SD01 費A1 12 3.9 13簾状文(8?条)、波状文 ミガキ DE 4 1/1 1046 ロ唇部不明瞭

第69図-42SD01 蜜A1 12 簾状文(9条)→櫛描波状文 ミガキ A 4 1/6 1057 
第69図-43SD01 蜜A1 20.7 簾状文、櫛描波状文 不明 AD ② 1/4 1054 
第69図-44SD01 察A1 16 簾状文→波状文(6条?) ミグキ A ② 1/4 1008 
第69図-45SD01 費A1 10.8 簾状文→波状文(9条) ミガキ AD ② 1/1 1004 
第69図-46SD01 蜜A2 34.8 12.5 51.8 簾状文(10条)→波状文 ナテ句、ミガキ 1038 
第69図-47SD01 費A2 17.6 簾状文(8条)→櫛描波状文 ミガキ D @ 1/4 1058 
第69図-48SD01 饗A2 13.4 櫛描波状文、簾状文(5条) ミガキ? AD ② 1/1 1047 
第69図-49SD01 窪A2 19.6 櫛描波状文←簾状文(8条) ミカ'キ A ② 1/3 1009 
第70図-50SD01 墾A2 14.6 5.6 16.3 護状文(9条)→波状文→ミガキ ミガキ D @ 3/4 1044 
第70図ー51SD01 察A4 21.8 櫛描波状文(6条) ハケメ D ④ i/4 1200 
第70図ー52SD01 蜜A4 20.8 櫛描波状文←簾状文(9条) ハケメ→ナデ、ミガキ B 5/6 1035 
第70図“53SD01 窪C 櫛描波状文、ハケメ ミかキ A ② 1115 
第70図-54SD01 議A 3.6 簾状文・波状文、ミガキ ミグキ B 2 (3/4) 1040 
第70図-55SD01 窪A 5.6 ミガキ ミガキ D 4 1/1 1059 
第70図-56SD01 窪A 5.6 ミカ'キ ミガキ A @ (1/1) 1060 
第70図-57SD01 窪B 3.6 櫛描斜走宣線文 ミ 71~ CD 6 (1/1) 1003 
第70図-58SD01 護A 5 簾状文、波状文 ミガキ DE 2 (1/1) 1002 
第70図-59SD01 台付斐A1 8.8 5.95 11.4 簾状文、波状文 ミ71キ DE 2 1/1 1001 
第70図 60SD01 台付窪A212.6 櫛描波状文、 ミガキ(6条) ミガキ DE ② 5/6 1007 
第70図ー61SD01 台イ寸窪 ミ方Fキ ミグキ AD ② (1/1) 1091 脚接合痕

第70図-62SD01 台イ寸窪? ミガキ ミガキ A ② (1/1) 1021 高杯か
第70図-63SD01 器台? 不明 不明 E ② (1/2) 1030 
第70図-64SD01 高杯 ミガキ ミガキ、脚、ハケ BC ② (1/1) 1033 
第70図-65SD01 台付蜜 6.8 ミグキ 不明 B ② (1/2) 1092 
第70図-66SD01 台イ寸蜜 7.1 ミガキ 脚不明、胴底ナデ B ② (1/1) 1022 
第70図-67SD01 台イ寸裂 7.6 ハケ→ミガキ 不明 A ② (3/4) 1088 
第70図ー68SD01 台付斐 7.7 不明 不明 BD ② (1/1) 1089 
第70図-69SD01 台イ寸蜜 9.2 ミガキ 胴底ミガキ D 4 (1/1) 1020 
第70図ー70SD01 台付費 6.4 不明 胴底ナデ E ② (1/1) 1090 
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遺物観察表

がまん淵遺跡弥生時代土器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高

外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率 整番理号 備 考Cロ1 cm cm 

第70図 71 SD01 台杯雪量 6.85 ミガキ 胴底ミガキ E (1/1) 1015 
第70図 72SD01 台付費? 9.8 ミガキ ナデD B ② (1/1) 1087 高杯か?
第70図 73 SD01 台イ寸窪 7.6 ミガキ 胴部底、ナデD A ② (1/1) 1093 
第70図 74 SD01 高杯A 18.7 赤彩 赤彩 D 2 1/8 1131 
第70図ー75 SD01 高杯A? 18 1161 
第70図 76 SD01 高杯A 27.1 赤彩 赤彩 ② (1/1) 1049 
第70図-77 SD01 高杯A 21.5 ミ7fキ 赤彩、ミグキ B ② 1/4 1124 突起
第70図 78 SD01 高杯A 23.8 赤彩 不明(赤彩?) B 1 1/6 1122 
第70図 79 SD01 高杯A 24 赤彩、ミガキ 赤彩、 ミガキ B 2 1/6 1123 
第70図-80 SD01 高杯A 22.3 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ B 2 1/6 1121 突起
第70図 81 SD01 高杯B 16 赤彩、 ミガキ 赤彩、ミグキ B ② 1/8 1136 鉢形土器か

第70図 82 SD01 高杯 赤彩、ミガキ 赤彩、ミグキ ② (1/1) 1024 
第70図-83 SD01 高杯 赤彩、 ミガキ 開ナT、接合部棒でコいている B ② (1/1) 1013 
第70図-84 SD01 高杯 赤彩 赤彩 ② (1/1) 1028 
第70図 85 SD01 高杯 赤彩、 ミガキ 脚ナデ B 2 (1/1) 1023 
第70図-86 SD01 高杯 10.9 赤彩、ミガキ 脚ナデ 1017 
第70図-87SD01 高杯 赤彩 ナデD B 2 1098 焼成一後穿孔

第70図-88SD01 高杯 ミグキ? 不明 A ② (1/4) 1032 
第70図ー89 SD01 高杯 赤彩、ミ 7fキ 脚ナデ B ② (1/1) 1014 
第71図-90 SD01 高杯 11.6 赤彩、ミガキ 脚、不明 B ② (1/1) 1011 
第71図-91 SD01 高杯 11. 7 赤彩?ミガキ 腕底U!寺、脚ナデ B ② (1/1) 1016 
第71図-92 SD01 高杯 13.9 赤彩、ミグキ 脚、ハケ→ナデ B ② (1/1) 1010 
第71図-93 SD01 高杯 赤彩、 ミガキ 脚ナT、胸底赤彰、薄い A ② (1/1) 1018 
第71図-94SD01 高杯 赤彩、ミガキ 赤彩、ミ 7fキ B ② (1/1) 1019 
第71図-95 SD01 高杯 赤彩 不明 2 (1/3) 1031 
第71図-96 SD01 高杯 赤彩、ミガキ 脚ナデ B ② (1/1) 1012 接合部ナデD
第71図-97SD01 高杯 赤彩 赤彩? B ② (1/1) 1029 
第71図-98 SD01 高杯 赤彩、ミガキ 赤彩、ミグキ ② (1/1) 1026 
第71図-99 SD01 鉢形土器B15.4 4.4 6.5 調整不明、ミガキ? ミ方Fキ B 2 1/2 1053 
第71図ー100 SD01 鉢形土器A16.8 6.2 6.5 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ B ② 1/4 1052 突起

第71図-101 SD01 鉢形土器A 20 5.6 8.8 赤彩、ミガキ 赤彩、 ミガキ B 2 1/1 1042 
第71図-102 SD01 鉢形土器C ミガキ ミガキ A 6 (1/6) 1177 
第71図-103 SD01 鉢形土器C 赤彩、ミ 7fキ 赤彩、ミガキ B 5 1/4 1095 石英多い、 1025に胎土類似
第71図-104 SD01 広口短頚壷? 赤彩、 ミヵ・キ、簾状文 ミヵ・キ A 2 (1/4) 1133 
第71図-105 SD01 底部 7.2 ミガキ ミガキ AD ④ (3/4) 1199 底部穿干し(焼成前)

第71図ー106 SD01 底 6 ナデ ノ、ケメ BD 4 (1/1) 1134 
第71図-107SD01 ミニチュア査 T戦、蹴文、ボタン棚、付、赫 AD 2 1/4 1094 ナデ

第71図ー108 SD01 小型土器D ケズ1)→ナデ ナデ旬、ナデ AD ② 1/2 1137 
第71図-109 SD01 蓋形土器 不明 不明 E ② (1/1) 1027 
第71図-110 SD01 高杯 10.4 ハケ→ナデ ナデ A 2 (1/4) 1034 
第71図-111 SD01 高杯 14 ナデ ハケメ B 1196 
第71図-112 SD01 高杯? 10.8 ハケメ→ナデ ハケメ→ナデ A ② 1/4 1132 脚?

第71図ー113 SD01 高杯 8.75 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ 5 (1/2) 1025 石英多い

第71図-114SD01 壷A T字文、ポタン状貼付 ナデ A 4 1153 櫛描(8又は9条)

第71図-115SD01 査A T字文、ボタン状貼付 ハケB B 4 1151 
第71図ー116 SD01 査A T宇士、ボタン北貼付(刺突)、集語文 ナデ1コ A ④ 1157 赤彩

第71図“117 SD01 窪B 簾状文→被状文、櫛描斜走直線文 ミ'//キ B 2 1189 
第71図“118 SD01 窪B 簾状文→櫛描宜線文、波状文 ミガキ A 2 1186 
第71図司119 SD01 褒B 櫛描斜走直線文、波状文 ナデ刀、ミガキ BD 2 1192 
第71図ー120 SD01 察B 櫛描斜走直線文 ミ7fキ AE 4 1191 
第71図-121 SD01 雪量A3 櫛描液状文、簾状文? 不明 A ② 1/7 1202 
第71図-122 SD01 費A3 櫛描波状文 ミグキ D ④ 1/8 1203 
第71図-123 SD01 窪A4 櫛描波状文 ミガキ C ④ 1/16 1201 
第71図-124SD01 喪B 櫛描斜走直線文 ミグキ B ④ 1195 弥生中期?

第71図-125SD01 蜜B 口唇波状文、櫛描斜定直線文 ミガキ D 1190 弥生中期

第71図-126 SD01 窪 ロ縁部、 LR縄文 A 4 1182 弥生中期

第71図ー127SD01 蜜 ナデ、口唇板状工具による刺突 ナデ B 2 1194 弥生中期?

第71図ー128 SD01 壷 連孤文、磨消線文(RL) 不明 D 4 1184 弥生中期

第72図-1 SQ01 壷A3 24.1 赤彩、ミガキ 赤彩、ミグキ 2 1/8 1176 
第72図目 2SQ01 底 5 赤彩、 ミグキ ノ、ケメ BD 2 (1/1) 1112 
第72図-3 SQ01 壷Z ミガキ、櫛描文 ナデ A 2 (1/4) 1178 
第72図-4 SQ01 底 8.4 不明 ナデD→ナデ A 4 (1/2) 1114 
第72図-5 SQ01 有孔鉢形土器 4 ミpゲキ ミpゲキ A ② (1/1) 1111 
第72図-6 SQ01 底 5.4 ナデ ナデ D 4 (1/1) 1110 焼成前底部穿孔

第72図ー 7SQ01 台イ寸裂 ミガキ ミガキ B 2 (1/1) 1107 
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がまん淵遺跡弥生時代土器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高 外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率

整理 4滞 考
C訂1 cm C立1 番号

第72図-8 SQ01 高杯A 25 赤彩、ミカ。キ? 赤彩、 ミガキ A ② 1/4 1126 

第72図-9 SQ01 高杯A 24.6 赤彩 赤彩 B ④ 1/4 1127 ロ縁部突起

第72図-10 SQ01 高杯 6.7 赤彩、ミガキ 脚、ナデ B 2 (1/1) 1108 

第72図-11 SQ01 高杯 8.5 赤彩、 ミyゲキ ナテ1コ A 4 (1/3) 1113 

第72図-12 SQ01 高杯 赤彩 不明 B 4 (1/1) 1109 

第72図-13 SQ01 高杯 赤彩、ミカ'キ ナデ B 2 1/1 1130 IZ 

第72図-14 SQ01 窪E2 20 ロ縁ナデ、頚ハケメ ハケメ C 4 1/10 1144 

第72図【15 SQ01 査 1? 12.2 ナデD ナデ1コ B 4 1/5 1141 高杯脚か?

第72図-16 SQ01 饗A1? ハケメ→櫛描波状文(4条) ミガキ A 6 1/10 1143 

第72図-17 SQ01 壷A T字文、簾状文、ポタン状貼{杖 ナデ D 4 1150 SD02 

第72図-18 SQ01 壷A T字文、ボタン状貼付 ナデD A 4 1156 SD02 

第72図-19 SQ01 査A T字文、ボタン状貼付、波状文 ナデD AD ② 1155 

第72図-20 SQ01 蜜A T字文、ボタン状貼付、赤彩 不明 B ② 1152 櫛描(7条)

第72図-21 SQ01 裂A4 櫛描波状文 不明 A 2 1/10 1205 石英多い

第72図ー22 SQ01 言語A4 櫛描波状文 ミカ'キ B 2 1/10 1204 

第72図-23 SQ01 蜜B 櫛描斜走直線文→簸状文 ナデD、ミガキ B ② 1188 

第72図-24 SQ01 墾B 櫛描斜走直線文 ミカーキ D 6 1187 

第72図ー25 SQ01 窪B 櫛描斜走直線文 不明 AD 2 1185 

第75図-1 SX01 査 1 18.5 赤彩、 ミガキ、櫛描直線文 口縁赤彩、腕部不明 BC 2 1/2 1083 欽分粒多い

第75図一 2 SX01 蚤A 赤彩、ミグキ 不明 1085 

第75図白 3 SX01 底 7.5 ミtlきそ ハケメ AD 2 (1/2) 1084 査か?

第75図-4 SX01 高杯 14 赤彩、ミグキ 赤彩、ミカ、、キ 1128 

第75図-5 SX01 高杯 12.4 赤彩、 ミガキ ノ、ケメ C 2 (3/4) 1082 

第75図-6 SX01 高杯 ミカqキ ナデ B 4 (1/1) 1081 円孔(3単位)

第75図ー 7 SX01 高杯 赤彩、ミガキ 脚不明 B 1 2 (1/1) 1080 石英多い

沢田鍋土遺跡古墳時代土師器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高 外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率 整番理号 イ蒲 考
cm cm C口1

第106図-1 不明 壷A U!寺、赤彩、構描直線文、盤投文 ナデ A 4 1267 

第106図-2 SX26 査 C ナデ 不明 B 2 1/4 1126 

第106図-3 不明 査D 23.2 ハケメ→ナデ ナデ A l 1/8 1243 

第106図-4 SK45 査G 19.4 C 2 (1/1) 1165 1164と同一個体?

第106図ー5 SX12 壷J 16.3 ハケメ→ナデ ナテてD AD 4 1/4 1193 1045と同一個体?

第106図-6 SX12 査 J 15.4 ナデ ハケメB B 4 1/4 1045 

第106図-7 SX12 査K 12.5 ナデ(タテ)、口縁ハケメ→ナデ ハケメ、ロ縁ナデ AD l 1/3 1189 
第106図-8 SX24A 査B3 17.7 ミカゃキ ミカ。キ A 6 1/6 1098 NO.11l0と同一個体

第106図-9 SX36 壷 ミカ'キ 不明、接合痕 B 2 (1/4) 1156 
第106図-10 SX12 壷Z 赤彩ミヌゲキ ナデ又はミガキ (1/4) 1040 

第106図ー11 SX12 登Z 12 ミカゃキ・赤彩 ミガキ・赤彩 C 2 1/6 1032 
第106図-12 SD12 査 ナデ 不明、輪積痕 AD 4 (1/3) 1001 
第106図-13 SX24 小型土器A11.4 21 9.8 ナデ ナデ DE 2 1/4 1102 

第106図-14 SX29 小型土器A 9.4 一部ハケメ→ケズリ、ロ縁ナデ 不明、接合痕 B 2 1/3 1145 
第106図-15 SX29 小型土器A 4.7 不明 ハケメ→ナデ B 2 1/1 1127 

第106図-16 不明 小型土器C 0.8 ハケメ→ナデ 不明 A (1/3) 1240 

第106.図-17 SX06 小型土器D 10.8 不明 不明 A 2 1/4 1009 
第106図-18 SX13 広口短頚壷 5.8 赤彩 不明 CD 4 1075 

第106図-19 SX12 広口短頚壷 5.4 ミかキ→赤彩 ミyゲキ C 2 1031 

第106図 20 SX05 蜜A2 17.6 櫛描波状文、簾状文?口唇部不明 ナデorミpゲキ A l 1/4 1219 童A3町可餓州、礁か¥級車量不明

第106図-21 不明 窪A 櫛描波状文(7本) ナデ又はミガキ B 2 (1/6) 1241 厚き5.5mm-7.5mm

第106図-22 SX13 墾A 櫛措波状文 不明 D 4 1072 
第106図-23 SX12 饗A 櫛描波状文→ミガキ ミカーキ B 2 (1/3) 1261 

第106図-24 SX05 王室A 櫛描波状文 ミカ事キ? DE 2 1015 一次焼成
第106図-25 SX12 主主A2 14.8 櫛描波状文、簾状文 ミ3ゲキ AD 4 1/4 1205 
第106図-26 SX12 裂A2 14.5 櫛描波状文 ナデ、指圧痕 AE 4 1/4 1191 

第106図-27 SX12 饗A2 13.3 櫛描波状文、簾状文(5条) ナデ? AD 4 1/8 1199 厚さ7.0-8.5rnm

第107図-28 SX06 ~A4 15.2 ナデ→櫛描文 ナデ B 2 1/8 1022 
第107図-29 SX16 壷A? ナデ? ナデ B 4 1082 
第107図-30 SX13 裂B 21 櫛描斜走直線文→口唇波状文 ミ7/キ A 2 1/8 1073 
第107図-31 SX05 護B ナデ→櫛描斜走直線文 ハケメ→ミカ。キ CD 2 (1/3) 1218 
第107図-32 SX12 袈B 24.3 櫛描直線文 ミカゅキ C 4 1/8 1202 
第107図-33 SX12 裂D1 16.1 擬凹線文 ナデ D 2 1/30 1046 
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遺物観察表

沢田鍋土遺跡古墳時代土師器観察表

図版番号 遺構名 器種分類 口径 底径 器寓
外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率

整理
備 考

C口1 cm Cロ1 番号

第107図ー34 SX12 饗D1 14 不明 不明 B 2 1/1 1172 

第107図-35 SX12 窪D1 24.5 綾田線文? ナデ A 2 1/8 1262 

第107図ー36 SX12 要D1 15.9 援回線文 ナデ D 2 1/10 1059 

第107図ー37 SK45 窪D1 14.9 擬凶線文 不明 B 6 1/8 1162 胎土、鉄分粒有り

第107図ー38 SX05 費D2 16 ナデ ナデ AD  4 1/8 1216 

第107図-39 SX12 窪E2 16.5 ハケメ 不明 A 2 1/2 1039 

第107図-40 SX29 蜜E 14.2 1.6 ロ縁胴上半不明、一部ナデ 不明 B l 1/3 1147 
第107図-41 SX04 窪E1 16.1 ハケメ→ナデ ナデ A 1 1/2 1008 

第107図-42 SX12 議E1 17 ハケメ 不明 B 2 3/4 1034 

第107図-43 SX05 褒E1? 20 不明 不明 B 5 1/2 1217 時期不明、平安か?

第107図ー44 SK49 窪E1 18 ハケメ、ロ縁ナデ 日韓ハヤ人圃ハケj→ナf A 2 1/2 1160 外商黒色付着物

第107図-45 SX01 饗E2 18 ハケメ→ミガキ ナデ D l 3/4 1004 
第107図-46 SX24 蜜E2 20.4 ハケメ ナデ AD 2 1/4 1104 

第107図-47 SX24F 費E2 17.7 ロ縁ナデ、胴浅いハケメ D 2 1/5 1112 

第108図-48 VIIC21 懇E3 19.8 ハケメ、口縁ハケメ→ナデ 日i量ハケメ→ナデ、腕ナTAD 4 1/4 1228 

第108図-49 SX12 窪E3 16.8 ロ縁ナデ、胴ハケメ、黒色付着物 ナデ DE 4 1/3 1178 

第108図ー50 SX29B 窪E3 24.6 口縁ハケメ→ナデ、胴ハケメ 目録ハケメ→ミ'I!キ D 2 1/3 1129 
第108図-51 SX12 費E3 19.5 ナデ ハケメB→ナデ A 2 1/2 1234 

第108図-52 VllB25 蜜E2? 16.2 ナデ ハケ人口唇ナデ A 2 1/6 1233 

第108図-53 SK47 蜜E4 14.7 ロ縁ナデ、胴ハケメ 不明 D 4 (1/8) 1166 

第108図-54 SX12 褒E5 12.9 ハケメ 日縁部ナデ←周ハケメ D 4 1/2 1266 

第108図-55 SX12 裂E 15.4 ハケメ→ナデ ハケメ→ナデ B 2 1/4 1176 厚き4.0-4.5mm

第108図-56 SX12 費E.? 18.2 不明 不明 AB 4 1/4 1190 薄い

第108図-57 SX24 費E2 11.5 ロ縁ハケメ、胴ナデ ナデ BD 2 1/4 1106 

第108図ー58 SX24 饗E2? ハケメ ハケメ→ナデ B 2 1/3 1231 

第108図目59 SX24 費E3 14.7 ケズリ→ナデ ロ縁ナデ、胴ナデC AD 4 1/4 1100 

第108図-60 SX09 褒E? 18.6 ナデ 不明 E 2 1/8 1024 時期不明

第108図-61 SX09 蜜E? 16.1 ナデ 不明 BC l 1/8 1023 

第108図司62 SX12 袈E? 13.9 ナデ、指頭圧痕 ナデ A 2 1/5 1204 

第108図-63 SX29B 窪E? 17.9 ロ縁ナデ 不明 B 1 1/6 1132 

第108図-64 SX24 費F? 19.3 ハケメ→ナデ(ナデD) ハケメ→ナデ(ナ河) A 2 1/6 1230 

第108図-65 SX24E 蜜F 20 ハケメ、口縁ハケメ→ナデ ロi量ハケメ→ナT、間ナデ A 2 3/4 1109 

第108図-66 SX30 窪F 15 ハケメ、ロ縁ナデD ナデD AD  2 3/4 1153 厚き3-4mm

第108図-67 SX09 蜜Ga ケズリ、胴上部ナデ ナデ AD 2 1026 炭化物付着

第108図-68 SX05 窪Ga 17 ロ縁ナデ、ケズリ 不明 B 2 1 1013 

第108図-69 SX23 窪Gb 16.4 ナテヲコ(浅いハケメか) ナデ A 2 1/3 1090 

第108図ー70 SX34 窪G2 14.6 口縁ナデ、』阿部ナデD ナT、頭部指おさえ痕 B 2 1/6 1236 

第108図ー71 SX12 窪G2 17.6 ロ縁ナデ、胴ナデD 口縁ハケ、ナテ'D A 2 1/4 1184 

第108図ー72 SX12 窪G? 22 ナデ ナデ A 1 1/4 1042 

第109図目73 SX12 窪G2 18 ナデD CIl'、守人圃十7'Xlwrキ A 2 1/4 1065 

第109図ー74 SX20 寮G2 17.8 ナデD 日韓ナデ周ケズ1)→ナデ A 2 1/8 1089 

第109図ー75 SX12 蜜H1 15.4 ノ、ヶメB 不明 B 2 1/1 1035 

第109図ー76 SX12 蜜H2 15.9 タクキ ナデ A 1 1/8 1177 

第109図ー77 SX12 察H タタキ ナデ A 4 (1/10) 1263 

第109図ー78 SX23(Pit2) 察H1 15.2 3118.6 ノ、ヶメ B ナデ、口縁ハケメBBE 1 1/1 1097 

第109図目79 SX12 窪H タタキ ナデ D 4 1265 

第109図-80 SX12 窪H2 18.2 ハケメB、口縁ナデ ハケメB、ロ縁ナデ AD 5 1/4 1043 

第109図-81 SX12 蜜 J1 16.3 ノ、ヶメ(口唇ナデ) ロ縁ハケ人胴ミガキ BD 4 1/2 1063 

第109図-82 SX12 蜜 J1 15.5 ハケメ→ナデ 不明 A 2 1/6 1060 

第109図-83 SX12 費 J2 17.3 ハケメ→ナデ ナデ A 2 1/6 1200 

第109図-84 SX30 窪J ハケメ 不明 AD 2 (1/6) 1152 

第109図“85 SX12 窪J2 16 ロ縁ナデ、胴ハケ(又はナデ) ナデ又はミガキ A 2 1/3 1170 

第109図-86 SX12 窪J2 12.6 4.8 15.5 ハケメ、口縁ナデ ハケメ B DE 2 1/1 1036 饗 J1か?

第109図-87 SX12 護 J2 ハケメ、ナデ 胴下部ナデ、他不明 AE  2 1/2 1171 

第109図-88 SX05 費 J2 20.4 浅いハケメ、口唇ナデ ハケメ→ナデ A 4 1/5 1214 

第109図日89 SX12 褒 J2 16.1 ハケメ(口縁ナデ) ハケメ→ナデ B 5 1/3 1044 

第109図-90 SX05 斐 J2 14.4 ハケ人口縁部ハケメ後ナデ ミグキ DE 2 1/3 1012 次焼成

第109図-91 SX12 察J2 16 ロ縁ナデ、胴ハケメ ミグキ A 2 (1/4) 1264 

第109図-92 SX12 寝 J2 12.9 ロ縁ナデ、胴ハケメ ナデD B 2 1/6 1201 

第109図-93 SX12 窪J2 15.2 ロ縁ナデ、胴ハケメ ナデ A 4 1/6 1061 

第110図-94 SX23 護K 18.5 4 ロ縁ナデB ナデ D 2 1/6 1093 

第110図-95 SX12 費K 14.7 ナデ ミグキ AE  4 3/4 1168 

第110図-96 SX12 き星K 15.2 ロ縁ナデ、』阿部ケズリ ナデ又はミグキ DE  4 1/3 1062 

第110図-97 SX12 褒K 14.8 ロ縁ナデ、胴ケズリ→ナデ ナデ DE 2 (1/4) 1169 

第110図-98 SK45 窪K? 20 ナデD ナデD B 6 (1/8) 1163 
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沢田鍋土遺跡古墳時代土師器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高

外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率
整理 備 考

C口1 cm cm 番号

第110図-99 SX23 斐L 16.9 6.2 ハケ、口縁ナデ ノ、ケ→ナデ CE 2 1/6 1092 

第110図ー100 SX12 蜜L 18 ノ¥ケメ ロ縁ナデ、胴不明 AB 2 3/4 1066 

第110図ー101 SX12 護L 17.6 不明 不明 A 2 1/6 1174 

第110図ー102 SX09 霊童M 18 口縁ナデ、口唇部細沈線 口縁ナデ A 4 1/6 1029 

第110図ー103 SX05 斐? 14.3 ナデ、口縁沈線 不明 C 2 1/6 1215 

第110図日104 不明 台イ寸重量 8.6 ノ、ケメ ハケメ→ナデ B 2 (1/1) 1260 

第110図ー105 SX15 台付窪 ノ、ケメ 不明 E l 1081 S字ロ縁衰の抑か?

第110図-106 SX12 台付窓 ミカ。キ 不明 B 2 (1/3) 1055 

第110図-107 SX13 台イ寸斐 7.3 不明 不明 DE 1 1069 

第110図-108 SX12 台イ寸費 7.8 ノ、ケメ ノ、ケメ AE 4 1052 

第110図-109 SX25 台イす窪 ハケメ 不明 C 2 (1/1) 1123 S字口縁窪?

第110図-110 SX12 台イ寸窪 不明 ミカゃキ A 4 1033 

第110図“111 不明 台付窪 11 不明 ミヌゲキ DE l (1/2) 1256 

第110図ー112 SX01 底部 6.8 ミカゃキ ナデ又はミガキ AD 4 1078 

第110図113 SX05 底部 7.2 ミカゃキ ミヌ'fキ AD 2 1019 内面に黒色付着物

第110図-114 SX12 底部 7.2 ハケメ、黒色付着物 ナデ AD 2 (1/2) 1175 

第110図-115 SX24J 底部 5.7 ケズリ→ミガキ ミカゃキ A 4 1120 

第110図ー116 SX20 底部 5.7 ノ、ヶメ、胴下半ケズリ ナデ DE 2 1157 

第110図ー117 SX12 底部 5.2 ノ、ケメ ミガキ AE 4 (1/1) 1056 

第110図-118 SX24G 底部 4 ハケメ 不明 A l 1117 外、炭化物付着

第110図ー119 VWC01 底部 6.2 ハケメ、指圧痕 不明、黒色付着物 A 2 (1/1) 1194 墾

第111図ー120 SX12 底部 5.9 ハケメ 不明 BD 2 1037 

第111図ー121 SX24F 底部 5.2 ノ¥ケメ(底面ハケメ) ナデ B 2 1111 

第111図-122 SX12 底部 3 ミyゲキ ハケメ→ミカーキ C 4 (1/1) 1047 
第111図ー123 SX29 底部 2.5 不明 不明 AD ① 1/1 1135 

第111図-124 SX24 底部 5 ケズリ→ナデ ナデ A 4 1101 

第111図ー125 SX12 底部 5.8 ケズリ ナデ DE 4 (1/1) 1208 
第111図-126 不明 底部 5.3 ケズリ→ナデ ナデ AD 4 (1/3) 1239 

第111図ー127 SX12 底部 6 ケズリ ナデ DE 4 (3/4) 1203 
第111図ー128 SX15 底部 6.3 不明 不明 A 2 1080 
第111図-129 SX12 底部 4.1 ナデ ナデ AD 2 1221 
第111図ー130 SX01 底部 6 (ハケメ)→ケズリ→ナテ・ ケズリ→ナデ D 2 1006 
第111図】131 SX29 底部 5 ハケメB又はタタキ ハケメ→ナデ B 2 1/1 1138 査

第111図ー132 SX35 底部 7.2 不明 不明 B 6 (1/1) 1159 
第111図】133 SX19 底部 6 ノ、ケメ ナテ? C 2 1087 
第111図同134 SX12 底部 5 ハケメ→ナデ ハケメ→ナデ A 2 (1/2) 1196 蜜

第111図ー135 SX24D 底部 18.2 ナデ 不明 CD l 1099 査
第111図ー136 SX12 底部 7.3 不明 不明 B 2 (1/2) 1211 
第111図ー137 不明 底部 7.1 ナデD ナデ C 1 (1/1) 1247 
第111図-138 SX13 底部 3.6 ナデ ナデ CD 1 1070 
第111図-139 SX09 底部 6.6 D 4 1028 
第111図ー140 SX12 底部 5 ミガキ 不明 B 2 1064 
第111図ー141 SX12 底部 4.5 ハケメ→ケズ 1) ハケメ・ナデD ED 1 (1/1) 1181 
第111図-142 SX24E 底部 6 ノ¥ケメ→キ且いミガキ ハケメ→ナデ A 6 1110 NO. 1098 t同ー倒日本ツポ
第111図ー143 SX12 高杯B 17.4 C 4 (3/4) 1030 
第111図-144 SX35 高杯C 14.4 ミyゲキ ミカ。キ B 2 (1/8) 1259 
第111図-145 不明 高杯C 24 ミガヨ『 ミガキ D 6 (1/2) 1258 結士、掲色の11;.骨設がみられる

第111図-146 SX26 高杯C 22.6 ミガキ ミカ帆キ AB 2 1/4 1124 
第111図目147 不明 高杯C 稜部貼付→ハケメ→ミガキorナデ 不明 A l (1/1) 1250 
第111図-148 SX30 高杯C 不明 不明 B 6 (1/4) 1150 胎土に掲色の設組曲fみられる

第111図ー149 不明 高杯D 14 ミカI"~号、赤彩? ミカ。キ、赤彩 C 4 3/4 1254 
第111図ー150 SX29 高杯 赤彩、調整不明 不明 D 2 1130 
第111図-151 SX12 高杯 赤彩 不明 2 (1/1) 1058 
第111図152 SX12 高杯 18 ミカ守、赤彩 ナデ 4 (1/4) 1054 円干しが不明瞭

第111図ー153 SX23 高市不A? 赤彩、ミガキ ナデ C 4 1095 
第111図日154 SX05 高杯? 10 ミガキ ハケメ→ナデ B 2 1018 
第111図-155 SX12 鉢型土器B12.5 51 5.4 不明 不明 B 4 1/1 1067 
第III図-156 不明 内湾口縁鉢 不明 ミカ事三千 DE 2 (1/1) 1255 

- 490一



遺物観察表

牛出古窯遺跡古墳時代土師器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高
cm C立1 cm 

外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率 番整理号 備 考

第250図-1 SB03 壷H 17.4 ケズリ?→ミガキ ナデD B 2 1/1 1036 

第250図ー 2SB03 壷A 赤彩、ミガキ、櫛描直線文 赤彩、ミガキ B 4 1/1 1126 

第250図-3 SB03 壷B2? 6.6 ノ、ケメ ナデ? AD 2 (1/1) 1146 1049と同個体か

第250図-4 SB03 蜜J2 16.9 5.4 21.3 ハケメ、胴下部ナデ ナデ D 2ア 1/2 1037 

第2501酒-5 SB03 窪J2? 11.2 ハケメ、ロ縁ナデ ハケ人口縁、胴ナデ D 4 1/6 1032 

第250図-6 SB03 小型土器D 8 ロ縁ナデ、胴ケズリ ナデ A ② 1/4 1125 

第250図ー 7SB03 小型土器C 6 赤彩、ミガキ 目録赤彩、 ~i!寺、胴ナデ B 4イ 1/4 1123 

第250図-8 SB03 底部 5.6 ケズリ→ナデ ナデ D ② (1/6) 1035 厚さ4.5-5.0mm

第250図-9 SB03 器台B 9.6 11.2 9.6 ミガキ 杯ミガキ、脚不明 B 2 1/1 1033 3穴

第250図-10 SB03・04高杯E 17 10 11.5 ミガキ、ロ縁ナデ ミグキ B 2イ 1/6 1129 属曲部1;1畑しているので髄

第250図-11 SB03 高杯E 18.9 11.3 ミガキ、ロ縁ナデ ~i!寺、口縁ナデ細沈線 A 2 1/6 1132 

第250図-12 SB03 高杯B? ナデ? ミガキ? B @ (1/1) 1127 

第250図-13 SB03 高杯 13.3 ハケメ→ミガキ ハケメ→ナデ A 4 (1/6) 1128 

第250図-14SB03 高杯 12.8 ハケメ→ミガキ ナデ A @ (1/3) 1034 

第250図ー15 SB03 高杯 8.2 赤彩、ミガキ ナデ D ④ (1/1) 1031 4穴

第250図-16 SB03 高杯 6 ノ、ケメ ハケメ→ナデ C 6 1/2 1124 

第252図-1 SB04 窪M 16 ナデ、口唇細沈線 B 4 1/4 1067 
第252図司 2SB04 小形土器B 10 ナデ ナデ、ナデD D 4ア 1/6 1130 

第252図-3 SB04 小形土器C 7.6 ナデツケ ナデ、ナデD AD 4 1/2 1068 手づくね?

第252図ー 4SB04 褒J2 16.9 5.8 21.5 ハケメ 口語ハケ人間 ~i!寺、ナデ D 2ア 1/1 1063 厚き4.0-5.5mm、査か?

第252図-5 SB04 窪J2 16.4 ロ縁ナデ、頭部ハケメ ハケメ D 4ア 1/2 1066 
第252図-6 SB04 蜜J1 19.1 ナデD ナデ AD 4ア 1/2 1071 
第252図ー 7SB04 費 J1 13 4.5 17.1 ロ縁ナデ、胴ハケメ・ケズリ→ナデ 口縁ナデ、胴ナデD D 2ア 1/1 1065 厚さ5.5-7.0mm

第252図-8 SB04 饗J1? 14.2 5114.1 口縁ナデ、胴ハケ→ミガキ・ナデ 胴ナデD AD 2ア 1/2 1064 厚さ3.5-6.5mm
第252図-9 SB04 高杯2 14 赤彩、ミガキ ナデ、ナデD B 4イ (1/1) 1070 4穴

第252図-10 SB04 高杯3 12.7 ミガキ ナデ D 4ア 1/3 1069 3穴
第255図-1 SB05 壷B3 16.8 ナデ(又はミガキ) ナデ(又はミガキ) D ②ア 3/4 1011 NO.1021と同一個体か?

第255図-2 SB05 査B2 23.6 ロ綾ハケメ(ナデD)→ナデ、胴ナデ 日措，、ヶメ(ナrnJ~ナr.開:明 D ④ア 3/4 1008 NO.1022と同一個体か?

第255図ー 3SB05 底部 6 ケズリ→ミグキ又はナデ ナデ BD 2ア (1/1) 1021 厚~4.ト5.0肌 NO.101Il:同ー齢制

第255図-4 SB05 底部 6.2 ケズリ、ナデ ナデ AD 2ア (1/1) 1022 腕4.0-5.0mm.NO.1008t同ー圃体制
第255図ー 5SB05 底部 6 ミガキ、胴上、赤彩 ナデD? BD 2ア (3/4) 1019 厚さ5.0-5.5mm
第255図-6 SB05 査B3 20.3 7.6 35 ミガキ、口縁ナデ ロ縁、ナデ B 3イ 3/4 1028 厚さ6.0-7.0mm
第255図ー 7SB05 壷B2 15.8 不明 ナデD B ②イ 1/1 1010 
第255図-8 SB05 査B 16.4 ハケメ ナデ A 4イ 1/4 1012 
第255図-9 SB05 壷 I 161 8.2 ハケメ ナ旬、ナデ、口縁ハケメ BC 4イ 3/4 1005 厚さ5.5-6.6mm
第255図-10 SB05 査H 12.4 6120.5 ケズリ→ミガキ、黒色付着物 ナデツケ(又1;1ケズリ) A 4イ 1/1 1001 厚さ5.5-8.5mm
第255図ー11 SB05 壷H 11.2 7117.3 ケズリ→ミガキ、黒色付着物 ナデD、口縁ナデ BD 4イ 1/1 1004 
第255図ー12 SB05 窪K? ナデ ケズ 1)、ナデ A 2ア (1/1) 1024 厚さ4.0-5.0mm
第256図-13 SB05 費A3 13.2 簾状文(7条)→波状文、口唇波状文 ミガキ D 4ア 1/1 1015 厚さ4.5-5.0mm
第256図-14 SB05 蜜A3 18.7 簾状文(8条)→波状文 ケズリ→ナデ D 4ア 1/1 1014 日書部置孟中~~抵厚さ3.D-4 .0mml圃島}

第256図-15 SB05 察 I 16.8 5.95 20.9 ナテ句、底部ナデD ナデ又はミガキ AD 4ア (1/1) 1016 日書蛾孟中に焔.際4.5-5.5mm

第256図-16 SB05 窪 I 15 ナテ句、(又はハケメ) ナデ DE 2ア 1/1 1027 
第256図-17SB05 褒J2 22.3 口縁ナデ、胴ハケ 口縁ナデ、胴ハケ B 2ア 3/4 1025 
第256図ー18 SB05 費 I? 5.8 ナデ刀、底部ナデ ナデ BE 2ア (1/2) 1023 厚さ4.0-4.5mm
第256図ー19 SB05 底部 5.6 ハケメ ナデ AD 2ア (1/1) 1020 復元時表面剥落

第256図-20 SB05 底部 6.6 ハケメ、ナデ(又はミガキ) ナデ D 2ア (1/2) 1026 石英多い

第256図-21 SB05 高杯B2 18.4 赤彩、ミ i1キ? 赤彩、ミ i1キ? 1/1 1007 
第256図-22 SB05 高杯B2 21.2 ミグキ ミガキ AD 2イ 1/1 1003 
第256図ー23 SB05 器台C 9.6 ハケメ→ミガキ 杯ミガキ、脚ナデ AB ④イ 1/1 1009 3穴
第256図ー24SB05 台イ寸窪脚 8.4 不明 ミ'/tキ DE 2ア (1/2) 1006 
第256図-25 SB05 高杯脚4 8 ミガキ ナデ B 2イ (3/4) 1112 
第256図-26 SB05 小形土器B 5 赤彩、ミガキ、黒色付着物 ナデ、ナデD BE 4イ (1/1) 1018 
第256図-27 SB05 有孔鉢形 12.6 41 6.6 ミガキ ミ'//キ A 2イ 5/6 1017 焼成前穿孔

第256図-28 SB05 鉢形土器 13.8 4.4 6.2 ケズリ、ミグキ ミガキ B 2イ (3/4) 1030 高杯か?
第256図-29SB05 鉢形土器 16.4 3.6 6ナデ ケズ1)→ナf(JUWfキ)AD 4イ 3/4 1002 厚さ4.0-5.0立 国1

第260図ー lSB06 壷B2 5.2 ナデ ナデ、指頭圧痕 D 4ア (1/4) 1111 厚き4.5-5.0mm
第260図-2 SB06 壷B2 21 ハケメ→ミガキ ハケメ→ナデ A ②イ 1/1 1049 1146と同→固体か
第26011il-3 SB06 底部(壷B) 5.2 ナデ、ミカ・キ ナデ、ナデD AD 2ア (3/4) 1046 厚き4.5-5.0mm
第260図-4 SB06 小形土器C 7.9 31 8.9 口縁ナデ、胴下ケズリ 口縁ナデ、胴下ケズリ? A 2イ 1/1 1041 
第260図-5 SB06 小形土器C ナデ ロ縁ミガキ、胴ナデ A 4ア (1/4) 1131 
第260図-6 SB06 窪K 18.6 ナデ ナデ AD 2ア 3/4 1044 
第260図-7 SB06 斐Gb ナデD ナデD(ケズリ→ナデ)AE 4ア (1/1) 1050 厚き4.5-6.5mm全体的に薄い
第260図-8 SB06 窪A 7 波状文→ミカ守 ナデ、ミガキ? AE 4イ (1/3) 1042 外側呆色付着物

第260図-9 SB06 台付蜜A1 111 7.4 12.6 集技文(7条)→盤技文、 ~i!寺、脚ハケj ミガキ? AD 2ア 1/1 1048 
第260図-10 SB06 台付墾脚 11.4 脚ナデツケ、脚ナデ 脚ナデ、胴ナデ AD 2ア (1/3) 1047 
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牛出古窯遺跡古墳時代土師器観察表

図版番号 遺構名 器種分類
口径 底径 器高

外面調整 内面調整 色調 胎土 残存率 番整理号 イ庸 考cm cm C立1

第260図-11 SB06 高杯B1 22.2 14.6 14.4 ミガキ、脚ハケメ→ミガキ 杯ミ7!寺、脚ハケメ CD ④イ 3/4 1045 鉄、厚W-5.0凹場合部
第260図ー12 SB06 高杯2 16.6 赤彩、ミガキ ナデ A 4ア 1/3 1051 5.0-6.5mm(脚)、 3穴
第260図-13 SB06 高杯B1 21.2 赤彩、ミガキ? 赤彩、ミガキ? 4ア 1/4 1052 厚き3.5-4.0mm
第260図-14 SB06 高杯4 13.6 不明(ナデorミグキ) ナデ B 2 1/4 1038 4穴?又は3穴
第260図-15 SB06 高杯F ミグキ ナデ A 4イ (1/1) 1043 
第260図-16 SB06 器台A 9.7 11 7.5 ミ'11キ ナデ AD 2ア 1/1 1040 4穴
第260図-17 SB06 器台D 9.6 赤彩、ミガキ 糊影、ミ料、脚ナデ AE 4ア 1/2 1039 3穴
第262図-1 SB07 窪N 11 4.4 12 ナデ Uf寺、ナ旬、日縁ナデ AD 4イ (1/1) 1094 厚き4.5-5.0mm
第262図-2 SB07 斐J1 16.2 ハケメ、ロ縁ナデ ナデ色、ナデ AD 2イ 1/2 1056 外面語持輔、厚nO-5.Omm
第262図-3 SB07 高杯B1 21 16.1 14.7 赤彩、ミ '11キ 杯赤彩、脚ハケメ B 2イ 3/4 1110 一角透かし、 3穴、
第262図-4 SB07 高杯2 9.6 赤彩、ミガキ 杯赤彩、脚ナデ B ②ア (1/2) 1055 4穴又は3穴
第262図-5 SB07 蜜Z 11 不明、口唇に細沈線 不明 BD 2 1/6 1113 
第262図-6 SB07 小形土器D 7.8 3.4 7.6 ケズリ、ロ縁ナデD ナデ、口縁ナデD A 2 1/1 1059 2穴、焼成前穿孔
第264図ー 1 SB08 窪A4 19.8 簾状文←波状文 ミpゲキ BD ②ア 1/4 1091 
第264図-2 SB08 蜜A1 17.3 簾状文(7条)→波状文 ミガキ D 4ア 1/6 1092 
第264図-3 SB08 台イ寸裂 ハケメ ナデ DE 2ア (1/3) 1115 
第264図-4 SB08 高杯B1 19.8 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ B 1/4 1062 
第264図-5 SB08 高杯F 15 ミガキ ミガキ B 2イ 3/4 1060 3穴
第264図-6 SB08 器台C 10.5 12.1 10.7 ミガキ(ていねい) 拝:tf寺、時十i'JlIWfキ B 2イ 5/6 1057 3穴
第264図-7 SB08 器台B 9.2 10.8 7.8 ミガキ 不明 AD 2イ 1/1 1058 3穴
第264図-8 SB08 器台 ハケメ→ミグキ 杯ミグキ、脚ハケメ B ④イ (1/1) 1114 
第264図-9 SB08 土錘 B 2 1/1 1061 重き290g、穴直径l.4cm
第267図-1 SB09 壷B1 21 6132.6 ，、十メ→T紋(9紙紗ン繊骨(朝制 日It，、ケ人目上ナ1'.薗下，寸j BD 2イ 1/1 1073 
第267図-2 SB09 底部(壷A) 5.5 ハケメ→ミガキ、赤彩 ノ、ケメ AB 2ア (1/1) 1074 
第267図-3 SB09 壷E ミガキ ナデ AB ④イ (3/4) 1076 
第267図-4 SB09 察 J1 17.9 ハケメ、ケズリ ケズリ、ミガキ、ナデDBE 3 1/1 1077 

第267図-5 SB09 蜜 J2 19.2 ハケメ、口縁ナデ ハケメ→ナデ D ②ア 1/1 1072 
第267図ー 6 SB09 台イ寸裂脚 10 ノ、ケメ ナデ(又1;1:ミガキ) DE 2ア (1/2) 1075 厚き4.5-6.0mm
第267図ー 7 SB09 高杯E 18.4 ミ7/キ ミヵ・キ A 2イ 1/6 1147 
第267図-8 SB09 高杯2 12.6 ミえfキ ナデ持軍脚接合部不明 BD ②イ 1/1 1078 講師航中に矧、獄、 lU四t岡4悼

第267図-9 SB09 器台 ハケメ→ミグキ ミグキ A ④イ (3/4) 1116 4穴

第267図-10 SB09 土製品 赤彩 赤彩 1117 

第270図-1 SB10 壷A? T字文、波状文、ボタン状貼付 ナデ AD ④ア (1/4) 1133 7条、厚き4.5-5.5mm

第270図-2 SB10 壷A3 赤彩、ミガキ、口唇波状文 赤彩、 ミヵ・キ B 4イ 1121 

第270図-3 SB10 察A4 17.9 櫛描波状文、簾状文 ミガキ DE ②ア 1/3 1097 

第270図-4 SB10 嚢A4 20.2 櫛描波状文 ミガキ AD 2イ 1/2 1098 

第270図-5 SB10 蜜A4 27.2 9.2 38 腕文→蹴文浅い醐文、 :i!キ ミガキ ADE 4ア 3/4 1099 復元時土器表面剥落

第270図-6 SB10 窪J1 16.1 ハケメ、口縁ナデ ハケメ→ナデ D 2ア 1/4 1122 1056に類似

第270図ー 7 SB10 蜜L 19.2 ハケ→ナデ ナデ、ナデD A 5イ 1/2 1119 

第270図-8 SB10 高杯F 13.8 10 8.7 ミ7/キ 杯ミガキ、脚ナデ A ②ア 1/6 1096 脚杯は別個体か

第270図-9 SB10 高杯4 11.2 (ハケメ)→ミガキ 杯:i!寺、脚ハケメ→ナTB 2イ (1/2) 1095 

第270図-10 SB10 高杯4 7.6 ミガキ、赤影、貫通しない穴がlつ ハケメ、端部ナデ B 4イ (1/1) 1118 4穴
第270図戸11 SB10 底部 4 不明 ナデ A 4イ (1/2) 1120 

第272図-1 EDl4 蜜K? 20.4 ロ縁ナデD、胴ケズリ 目録ナT周ナ'i1Jorケズ。 C 2イ 1/4 1104 厚さ4.5-5.0mm

第272図-2 EJ 02 窪J1 21.1 ハケメ→ナデ ハケメ→口縁ナデ A 4イ 1/6 1137 

第272図-3 DS19 蜜 J1 20.6 ハケメ、口縁ナデ、色付着物 ナデ BD 2イ 1/4 1107 1056に類似

第272図“ 4 EDl3 小形土器B ナデ ナデD、ナデ AD 4ア 1/6 1138 1130と同個体か

第272図ー 5 EDl3 底部 7.8 ミガヨR ハケメ AE 2イ (5/6) 1109 

第272図“ 6EK05 蜜N 13 ナデ ナデ A 4イ 1/4 1140 

第272図“ 7 EC14 小形土器C 7.6 指頭圧痕、輪績痕 ナデ A 4イ 1/4 1139 粗雑なっくり

第272図-8 EF05 菱形土器 4 粗いナデ、一部ハケメ 粗いナデ B ②イ (1/2) 1102 

第272図“ 9EDl4 高杯B2 21.1 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ B 2イ 1/3 1101 
第272図目10 DT18 高杯 ハケ→ミガキ ハケ→ミガキ C ④イ (1/1) 1100 厚き4.5-5.5皿、 3穴

第272図-11 EE04 高杯2 11.8 赤彩、ミグキ ハケメ、ナデ BE 2イ (1/1) 1103 3穴
第272図目12 EC14 高杯 ミガキ 杯ミグキ B 2イ (1/1) 1136 5穴?

第272図“13 EE14 高杯 ミガキ ミガキ A ②イ (1/1) 1134 厚さ4.5-5.5mm

第272図-14 EDl4 高杯 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ (1/4) 1141 
第272図ー15 EH12 高杯 赤彩、 ミガキ *1¥赤私ミポ寺、脚不明 B 4イ (1/2) 1135 
第272図-16 EG08 高杯4 10.6 ハケメ→ミグキ 脚、ハケメ→ナデ B ②イ (1/1) 1106 3穴
第272図-17 ED17 高杯 ミガキ ナデ B 4イ (1/1) 1105 8穴

第272図ー18 EI06 台イ寸饗 9.5 ハケメ→ミガキ 胴ミ7!キ?脚ミ7!キ A ④イ (1/1) 1108 脚

第272図目19 EE05 蜜B 櫛描宣線文(縦羽状) ハケメ→ナデ D 4イ 1143 
第272図-20 IS03 蜜B ハケメ→ヘラ描車線文(縦羽状) 1142 

第272図“21 IT03 斐B 櫛描直線文(縦羽状) ナデ D 4イ 1144 
第272図ー22 EC14 蜜A T字文、ポタン状貼イ寸 ミガキ B ④イ 1145 
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遺物観察表

奈良・平安時代遺物観察表

沢田鍋土遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴 ""フ 色調 焼成 層位 |議|審|器 備考
(cm) (cm) A(凹)B(叩) 描き

第115図-1 SB01 杯A 14.7 9.6 4.8 底部調整不明 灰白 甘く軟質 床面 2 9 254 

第 M 図-2 SB01 杯A 14 回転ナデ 明褐色 甘く軟質 床面.柱跡P11 8 266 

第 H 図-3 SB01 杯A 15.6 回転ナデ 灰白色 やや甘〈軟質 包含層 6 256 

第 11図-4 SB01 杯A 6.8 底部へフ切り未調整 黄灰色 やや甘(敦賀 フク土 10 253 

第 11図-5 SB01 杯A 17.2 10.2 4.25 「井」印、底部へフ切り未調整 灰白色 やや甘(軟質 包含層内 1 7 252 

第 11図-6 SB01 杯A 14 8.2 3.6 底部へラ削り、休部側面へラ描き 口 灰・援 良好 7 251 

第 11図ー7 SB01 杯A 15 11 4.05 底部へラ削り、内面へフ削り 灰 良好 フク土 1.5 5 255 

第 11図-8 SB01 蓋B 14.9 回転ナデ 糧色 やや甘〈軟質 床面.検出面 6.5 265 

第 11図-9 SB01 蓋B 19.8 回転ナデ 灰色 良好 検出面 l 264 

第H図ー10 SB01 長頭蓋 回転ナデ 暴褐色 良好 包含層 262 

第 M図-11 SB01 蜜C? 18.9 回転ナデ 灰色 良好 フク土 5 258 口綾部

第 H図-12 SB01 土師閣時C24 類部下に外面ノ、ヶ 澄色 良好 フク土 2 268 

第 11図-13 SB01 費A 6 外面タタキ 灰 良好 床面 11 257 底部

第 11図-14 SB01 土』ゆj週蜜 14 外面不明、内面回転ナデ 澄色 やや甘(軟質 フク土 6 270 

第 11図-15 SB01 土師到曙C30.1 内面タタキ、ハケ 援色 良好 蔚E細i7?:土 13 271 

第115図-1 SB02 土師側目費C24 内面ナナのハケ後ヨコハケ、外商タタキ 赤褐色 良好 16 274 

第 11図-2 SB02 土師a可費C22.3 内面上部ヨコハケ、下部タテハケ、外商タテハケ 赤褐色 良好 カマドそて旬分 18 275 

第 11図-3 SB02 土問関岡褒C37 内直上冊、ヶ刊?f'、ヶ細Fテ，、ヶt-蛾'寸とケズ1) 赤褐色 良好 フク土 272 

第 11図-4 SB02 土師甑 内面タテハケ 赤掲色 やや甘{敦賀 フク土 273 

第118図-1 SY01 杯A 14.6 9.4 3.4 底部へラ切り後ナデ 灰 良好級密 SK31-33 0.5 13 204 

第 H図“2 SY01. 02 蓋B 15 0.8 1.4 天井部回転へフ削り 灰 良好 6 232 

第 H図-3 SY01 杯B 14.8 10.2 4.9 底部回転へフ削り 灰 良好 11 7 1205 

第H図-4 SY01 短頭査B 13.6 回転ナデ 灰 良好級密 7 234 

第 11図目5 SY01 皿? 底部へラ削り 井 灰 良好 233 

第H図-6 SY01 雪道A 47.8 回転ナデ 灰 良好敏密 1 235 

第 111盟ー7 SY01 横瓶 休部外面タタキスリケシ、体部内面回転ナデ 灰 良好 231 

第118図“1 SY02 杯A 12.813 5 底部不明瞭(へフ切り?)未調整 灰 良好 7111 202 

第 11図ー2 SY02 杯A 15 13 4.5 底部へフ切り未調整 灰白 やや甘〈軟質 0.5 32 201 

第 11I&l-3 SY02 杯B 14.7 10 4.4 底部回転へフ削り 灰 良好 1 1 5 203 

第 11図-4 SY02 窪A 58.4 外商沈線後櫛描波状文 灰色 やや甘{軟質 検出面 l 200 

第120図-1 SW01 杯A 14 3 底部へラ切り後板へフナデ 灰 良好 C層 1 116 20 

第 11図ー2 SW01 杯A 13.419 3.4 底部へフ切り後ナデ 灰 やや甘〈軟質 B層・ C層上面 318 28 

第 11図-3 SW01 杯A 14.2 9.8 3.5 底部不明瞭 灰白 やや甘く軟質 C層最下部 10 32 1 

第 H図-4 SW01 杯A 16.6 9.8 3.4 底部不明瞭 灰 良好 A制限E倒防即 9 111 5 

第H図ー5 SW01 杯A 12.2 6.2 4 底部へフ切り後ナデ 灰 良好鍛密 砂穣層 2 117 30 

第H図-6 SW01 杯A 14.4 6.4 3.9 底部へフ切り後板へラナデ 灰白 良好 B-l層 5 117 14 

第H図ー7 SW01 杯A 12.4 4.4 4.4 底部へフ切り後ナデ 灰 良好 C層 1119 61 

第H図-8 SW01 杯A 15.4 8.6 4.1 底部へフ切り後ナデ 灰白 甘く軟質 A層 3 114 62 

第 11図-9 SW01 杯A 12.8 2.5 3.8 底部へフ切り後中央部板へフナデ 灰白 良好 匝色シルト眉・6-bll! 6 117 18 

第 11I&l-10 SW01 杯A 12.8 6.6 4.6 底部へフ切り後板へフナデ 暗褐色 良好 C層最下部 4 132 52 

第 11図-11 SW01 杯A 13 15 4.1 底部へラ切り後板へラナデ 灰白 良好 B層・ C層上面 918 6 

第 111羽ー12 SW01 杯A 12.414 4.5 底部へフ切り後ナデ 灰 良好 ペCル肩上ト田l層・70眉- 8 132 4 

第 11図-13 SW01 杯A 12.616 4.2 底部不明瞭(へフ切り後不明) 黄褐色 甘〈軟質 庇色弓ルト層7c層 3 132 67 

第 H図目14 SW01 杯A 13.8 9.8 4.5 底部へフ切り後ナデ 灰 やや甘〈敦賀 C層最下部 4 112 65 

第 11図-15 SW01 杯A 13.8 4.4 4.4 底部へラ切り後ナデ 灰 良好 C層 14 21 70 

第 11図ー16 SW01 杯A 14 3.4 4:1 底部へフ切り後ナデ 灰 良好 砂磯層 1 1 7 25 

第 11図-17 SW01 杯A 14.414 4.4 底部へフ切り後ナデ 灰 良好 灰排水原(ト炭レ化ン物チ層} 18117 3 

第 11図-18 SW01 杯A 14 7.4 4.5 底部へフ切り後ナデ 灰白 やや甘(軟質 灰原(炭化物層)10132 13 

第 11図-19 SW01 杯A 14.8 8.4 4.1 底部へフ切り後ナデ 灰 良好級密 C層 13117 2 

第 11図-20 SW01 杯A 14.416 4.7 底部へフ切り後ナデ 賞褐色 やや甘(敦賀 C層 10111 53 

第 11図-21 SW01 杯A 14.815 4.6 底部へフ切り 灰白 やや甘く軟質 C層最下部 10111 68 

第H図-22 SW01 杯A 14.4 6.4 4.4 底部へラ切り後ナデ 灰白 やや甘く軟質 A層 l 318 26 内ス面ス付に一着部

第 M図-23 SW01 杯A 14.8 6.2 4.3 底部へフ切り後ナデ 灰白 良好 C層下部 9 118 72 

第H図-24 SW01 杯A 15.817 4.1 底部不明瞭(へフ削り後ナデ) 灰白 良好 A層 1 9 1 6 10 

第 11図-25 SW01 杯A 12.8 底部欠損 介 灰 良好級密 A層上面 3 35 

第 11I&l-26 SW01 杯A |車部不明瞭 井 灰 良好 庇軍占面(A肩上面} 7 1 34 
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沢田鍋土遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
"-フ

色調 焼成 層イ立 有口(s!J峰率曙庄有1j'J!J餓率
整理

備考
(cm) (cm) A(cm) B(cm) 描き 番号

第120図ー27SW01 キ不A 14 底部欠損 井 灰 良好 2 36 

第 M図司28 SW01 キ不A 13.8 7.6 4.4 底部へフ切り後板へフナデ x 
暗褐色 良好 北区C，砂際層 2 115 245 車時あ。

第 H図-29 SW01 キ不A 12.6 6.4 4.8 底部へフ切り後ナデ × 灰 良好 C層最下部 12 20 8 窯体付着現時品。

第 11図-30 S羽T01キ不A 8.4 底部へフ切り後ナデ
x 

灰 良好 砂磯層 11 46 現時あり

第 11図-31 SW01 杯A 6 底部板へフナデ
x 

灰 良好 C層上部 8 1 44 窯体付着調停品目}

第 11図-32 SW01 杯A 2.4 底部へフ切り後ナデ × 灰白 やや甘〈軟質 C層上部 3 1 37 現昨あり

第 11図ー33 SW01 杯A 9 底部ナデ > 灰 良好鍬密 CP-l最下部 9 1 38 

第 11図-34 SW01 杯A 日 底部へフ切り X? 灰白 良好 C層下部 9 1 32 

第 11図-35 SW01 杯A 底部へフ切り後ナデ × 灰 良好 7 a層 8 1 41 

第 11図-36 SW01 杯A 4.8 底部へフ切り後ナデ × 灰白 やや甘〈軟質 C層 16 40 

第 11図ー37 SW01 杯A 8 底部へフ切り後板へフナデ × 灰白 やや甘(軟質 C層 7 1206 

第 11図-38 S羽T01ホ不A 8.6 底部へフ切り × 灰 良好 砂磯層 42 

第 11図-39 S羽T01キ不A 14.4 3.8 4.6 底部へフ切り後板へフナデ 繊維束 灰 良好 砂磯層 6 1 8 11 

第 11図-40 SW01 キ不A 底部板へフナデ 一 灰 良好 5 bそう 8 1 45 

第 11図【41 SW01 杯A 8 底部ナデ 一 灰 良好 灰原上層 5 1207 

第 11図-42 SW01 杯A 13.618 2.8 底部へフ切り後ナデ 一 灰 良好 C層 8 120 54 二底枚径重7ね4器ロ桂開外31480 

第 H図-43 SW01 キ不A 13.6 杯と杯重ね焼き 灰 良好 7b層.砂磯層 6 209 重口径ね焼外泊(二.。枚)

第 11図-44 S羽T01キ不A 13 重ね焼き(底部に焼台付着?) 灰 良好 C層下部 32 55 黛体{す若二枚蛮3

第 H図-45 SW01 杯;A 6.8 底部へラ切り後へフ削り(放射状) 灰白 良好 CP-l最下部 32 50 へ放射ラ状削のリ後傷円痕

第121図】46SW01 蓋 天井部回転へラ削り「大」へラ描きあり 大 灰 やや甘〈軟質 灰原上層上面 39 

第 M図-47 SW01 蓋B 15.6 2.3 2.8 天井部回転へフ削り 暗褐色 良好 7 a層 7 103 

第 11図-48 SW01 蓋B 15.6 2.5 13 天升二部回転へフ削り 灰 良好鍬密 C6層最A眉下.部 18 113 

第 11図-49 SW01 蓋B 16 1.5 2.4 天井部回転へフ削り 灰 良好綾密 院原俊{励眉)上面 10 104 

第 11図-50 SW01 蓋B 16.8 2.4 3.2 天井部回転へフ削り 灰白 やや甘〈軟質 灰原一括 11 105 

第 11図ー51 SW01 蓋B 16 2 2.8 天井部回転へフ削り 灰白 良好 C層 3 108 

第 111Z1-52 SW01 蓋B 17.8 1.7 2.4 天井部回転へフ削り 灰白 良好 砂磯 3 112 

第 11図-53 SW01 蓋B 天井部回転へフ削り、つまみ部偏平 灰白 良好 A層 115 

第 11図ー54 S羽T01杯B 14 10 3.9 3.9 底部回転へフ削り 暗褐色 良好級密 5 112 82 

第 111罰ー55 SW01 杯B 14.4 10.8 4.5 4.5 底部回転へフ削り 灰 良好級密 砂磯層 4 112 92 

第 11図-56 SW01 杯B 14.8 4.1 底部回転へフ削り 灰白 良好 南区D.C層 5 1 5 100 

第 H図【57 SW01 杯B 17 16 3.2 3.2 底部回転へフ削り 灰 良好 灰(7原cシ屑ル)ト層 2 115 75 重ね焼(2枚)

第 H図-58 SW01 杯B 7 底部回転へフ削り 灰 良好綴密 C層下部 13 81 

第 H図ー59 SW01 ホ不B 13 B 2.7 3.2 底部回転へフ削り 灰 良好 センション壁2眉 4 1 8 78 

第 H図-60 SW01 キ不B 12.8 8.8 3.6 4.1 底部回転へフ削り 灰白 良好 7 a層 4 1 9 85 窯制措自燃館。

第 H図-61 SW01 杯B 12.818 3.4 3.6 底部回転へフ削り 灰 良好鍛:'$ C層上部北区A 214 99 

第 H図-62 SW01 キ不B 13.4 10 3.8 14 底部回転へフ削り 灰 良好級密 A層上面 1 1 8 77 

第 11図-63 SW01 キ不B 16.2 12 3.2 3.5 底部回転へフ削り 暗褐色 良好 B-l層 2 1 6 96 

第 11図-64 S羽T01杯B 15 11 3.4 3.5 底部回転へフ削り 灰 良好 7 a層 5 110 80 

第 11図-65 SW01 杯B 16.2 10.8 3.5 3.9 底部回転へフ削り 灰 良好級密 灰原シルト層 4 1 8 90 

第 11図-66 S羽T01杯B 14.4 11 3.6 14 底部回転へフ削り 晴褐色やや甘(軟質 砂磯層 14 12 95 

第 11図-67 SW01 杯B 16.2 11.2 3.9 4.4 底部回転へフ削り 灰白 やや甘〈軟質 C層 14 14 84 

第 11図-68 SW01 杯B 15 12 3.7 14 底部回転へフ削り 灰 良好 C層下部 6 114 86 

第 11図-69 SW01 杯B 15.6 11 4.7 4.9 底部回転へフ削り 賞褐色やや甘〈敦賀 灰原一括砂球層 1 114 88 

第 11図-70 SW01 杯B 17.6 12 4.1 4.5 底部回転へフ削り 灰白 やや甘〈軟質 砂磯層 2 1 5 93 

第 H図ー71 S羽T01蓋B 22.4 2.5 3.7 天井部回転へフ削り 暗褐色やや甘(軟質 北区D.C層上部 22 102 

第 H図ー72 S羽T01杯B 18 底部欠損(口縁下に凹線あり) 灰 良虫子4致事E、灰色砂層中 9 

第 H図ー73 SW01 杯B 18.8 底部欠損(ロ縁下に回線あり) 灰白 良好 寄土-1眉(表土) 3 1 4 91 

第 H図ー74 SW01 中不B 19.8 底部回転へフ削り 灰白 良好 C層下部 2 87 

第 11図ー75 SW01 皿A 20.8 16.6 1.2 回転ナデ 灰 良好 7 c層 2 155 

第 11図ー76 SW01 皿A 19.6 口縁部~内面回転ナデ、底部不明瞭 灰 やや甘〈軟質 砂磯層 3 156 

第 H図ー77 SW()l 皿A 16.8 15 1.6 底部回転へフ削り 灰 良好 南区DC層 3 I 3 25() 

第 H図ー78 SW01 皿A 20.8 14 1.6 底部回転へフ削り 赤褐色やや甘(軟質 C層 2 1 3 157 

第 11図ー79 SW01 皿A 19.419 2 底部回転へフ削り後回転ナデ 灰 良好 AC層府上上部面. 11 210 

第 11図-80 SW01 皿A 6 底部回転へフ削り 灰 良好 5 C， d層 30 173 

第 H図-81 SW01 皿B 21.8 20 2.7 底部回転へフ削り 灰 良好 時時層. 3 1 3 153 

第 H図-82 S羽T01皿B 25.8 23 2.2 底部回転へフ削り 灰 やや甘〈敦賀 C層.c層下部 717 154 

第 H図-83 SW01 盤A 17.4 13.8 1.4 1.8 底部回転へフ削り 灰 良好 AC層 4 118 159 

第 H図-84 SW01 盤A 20 14.4 2 底部欠損 灰 良好 214 158 
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遺物観察表

沢田鍋土遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
へ7

色調 焼成 層位 有同(J:率z盟a圏開盤理
備考(cm) (cm) 体(cm)同(tm) 扱き 番号

第四l図-85SW01 盤B 17 13.6 1.6 12 底部回転へフ削り 灰白 良好 北IKBiIlトレンチD 6 8 247 

第H図-86 SW01 盤B 17 9.8 1.8 底部欠損 灰 良好 C層 3 4 163 

第11図-87 SW01 盤B 18.8 16 1.7 底部回転へフ削り 灰 良好 C層 4 2 161 窯体付着

第11図-88 SW01 援B 18 13.6 2.2 13 底部欠損 灰白 やや甘〈軟質 甫gAペルト1a層 3 3 246 

第11図-89 SW01 盤B 18 14.6 2.5 底部欠損 灰 良好 C層 4 4 1162 

第11図-90 SW01 盤B 16.4 底部回転へフ削り 灰 良好 C層 3 160 

第11図-91 SW01 高杯C 杯部外国回転ヘラ削り、内・外国回転ナデ 灰 良好 7 a層 149 

第11図-92 SW01 高杯C 杯部外面回転へラ削り、内・外面回転ナデ 灰白 やや甘{輔 灰色シルト層 151 

第11図-93 SW01 高杯A 脚部と杯部接合のための渦巻き状沈線あり 賞褐色 D 5 b層 152 あて具痕有り

第11図-94 SW01 高杯C 天井部回転へラ削り 灰 やや甘{軟質 C層上面 148 

第122図-95 SW01 高杯C? 9.6 脚部外面回転ナデ、脚部内面ナデ 灰 良好級密 5 b層 5 1165 脚部

第11図-96 SW01 高台? 8.8 回転ナデ 暗褐色 良好 l号窯 14 166 

第11図-97 SW01 鉢 C 26 10 7.4 底回部転へ回転ラへ削ラ0自.体')上、部底部外商内面町板内へ面回ラナ転デナ、デ体下部外商 灰 良好 C層最下部 13 14 172 

第11図-98 SW01 横瓶 12 口頭部回転ナデ 灰 良好級密臨cppi品 29 144 

第11図-99 SW01 横瓶 13 回転ナデ 灰 良好綴密 南区E.C層 8 222 口頭部自然粕

第H図-100 SW01 横瓶 12 口頭部図転ナデ、体部外面不明瞭(タタキ?) 灰 良好級密 C層 7 146 

第H図ー101 SW01 横瓶 12 口頭部回転ナデ、体部外面タタキ 灰 良好綴密 B層.C層上商 2 145 

第H図-102 SW01 横瓶 11.6 口頭部~内面回転ナデ、体部外面タタキ 灰 良好級密 C層 13 147 自然粕有り

第H図-103 SW01 横瓶 14.4 口頭部外商タタキスリケシ、内面回転ナデ 灰 良好級密 砂灰鴨底居上レン1:{;.11 223 口頭部

第H図-104 SW01 横瓶 口頭部ヨコナデ、体紛畑不明瞭(??剤、体部内面回較ナデ 灰 良好鍛密 北区砂礎層 218 

第H図-105 SW01 横瓶 12.2 体部外面H寺桂回転ヘラ削札口頭部町内面回転ナデ 灰 良好鍬密 南区D.C層 12 211 体部接合部

第11図ー106 SW01 横瓶 12 世整部n宙Hキ韓国転ヘラ削0、体部内・外商回転ナデ 灰 良好級密 砂磯層 143 自然利有り

第11図ー107SW01 横瓶 体部外面タタキ、内面ナデ、あて具痕あり 灰 良好敏密 北区C砂'1層 217 体部{世董部}自晶軸

第11図-108 SW01 横瓶 被蓋部外面タタキ、内面あて具痕あり 灰 良好救密 灰原(炭.f~物層) 215 体部(彼葦部)

第11図-109 SW01 横瓶 世蓋部ナデ、体部何回転ヘラ削0、体部内面指頭鹿島q 灰 良好鍬密 北区D.C層上部 213 体部(被蓋部)

第11図-110 SW01 横紙 被蓋部不明瞭 黒褐色 良好級密 北区T3砂礎層 216 体部倣鍋)自棚

第123図-111 SW01 長頚壷A 10 内・外面回転ナデ 呆褐色 良好

輯
32 137 

第図ー112 SW01 長頚壷A 12.4 内・外面回転ナデ 灰 良好敏密 30 139 

第11図ー113 SW01 長頚蜜A 口頭部外回転ナ部門、体制回転ヘラ削り 灰白 やや甘〈敦賀 221 口頭部体部

第H図-114SW01 長類壷A 外面タタキスリケシ、内面回転ナデ 灰 良好 灰色シルト層 136 

第11図戸115 SW01 長類壷A 外面タタキスリケシ、内面回転ナデ 灰 良好 砂質土層 135 

第11図ー116 SW01 長頭壷A 体m梱ヘラ側、体民側面nキスIJケシ、内面圃転ナデ 灰 良好鍛密 7>眉C眉.静聴眉 133 

第11図-117SW01 長頭壷A 13.6 底部欠損、内・外商回転ナデ 赤褐色 良好 C層.C層上部 5 1134 

第H図-118 SW01 長類壷A 9.4 体面上ー部底部外商ヘタラ即タ川キ、ス内リ面ケ回シ転筋ナ状デの車線品').体下部外 灰 やや甘〈軟質 事E23bf官官・ 228 

第H図ー119 SW01 長頭表A 10.2 内・外面回転ナデ、底部欠損 灰 良好綾密 C層下部 1 1130 自然糊有り

第11図-120 SW01 長頚壷B 10 底部主担、底部外眉回転削1).底部内面ナデ点都内・外面固量ナデ 灰 良好 6-A層 16 131 窯体付着
第11図-121 SW01 広口査? 回転ナデ 灰 良好 T中3，下層5庇b眉m'c轟眉土 220 口頭部自然粕品。

第11図-122 SW01 壷叢 12 天井部回転へフ削り 灰 やや甘{敦賀 C層上部 3 123 

第H図ー123 SW01 壷蓋 10.8 2.8 3.5 天井部回転へフ削り 灰 やや甘(敦賀 C層 7 121 

第H図-124 SW01 壷蓋 11.8 2.3 天井嗣t明瞭(へラ切り?)内・何回転ナデ 灰 良好 6-A層 6 170 

第11図-125 SW01 牽蓋 13 天井部回転へフ削り 黒褐色 良好 灰原 1 122 自然糊有り

第H図-126 SW01 蜜叢 12.8 3.4 天井部左右円孔、沈線あり 灰 良好 庇餓土(シM):n:g22 244 ff郡im
第H図-127SW01 短頚壷B 11 内・外面回転ナデ 灰 良好級密 C層最下層 10 127 盤理番号1291:桜

第H図-128 SW01 短頚壷B 10.4 回転ナデ 灰 良好 灰原 3 224 窯体付着
第H図-129 SW01 短頚壷B 10 内・外面回転ナデ、外面筋状の条線あり 灰 良好級密 6-A層 9 128 沈線

第11図-130 SW01 短頚査B 11.6 内面回転ナデ、外面タタキスリケシ 灰 良好級密 C層.1a眉.5 b層32 124 

第11図-131 SW01 短頚壷C 15.2 内面回転ナデ、外面タタキスリケシ 灰 良好 A層上面 8 125 

第11図ー132 SW01 短額壷C 16.6 内面目量十デ.口脇陶酔師時間{固""'7十円)綿略面タタキえ'1竹 黒褐色 良好

蓄量
7 126 

第11図-133 SW01 短頚壷E 11 回転ナデ 灰 良好救密 4 225 自然粕

第11図-134 SW01 短頚壷E 14 外面タタキスリケシ、内面回転ナテ 灰 良好 9 226 

第11図-135 SW01 短頚費E 11.4 回転ナデ 灰 良好級密 8 236 

第11図-136 SW01 短頚壷E 12.6 外面不明瞭、内面ナデ 灰 良好救密 既眠上面(Ali!上i!i) 9 142 自然稀有り

第11図-137 SW01 凸帯付四耳畳 耳部へラ削り穿孔あり、内、外面ヨコナデ 灰 良好 C層上面6-b 208 

第124図-138 SW01 壷C 14.8 外面回転ナデ、内面回転ナデ(板状工具痕) 灰 良好 C層 32 141 自然私有り

第11図-139 SW01 饗C 21 外商タタキスIJケシ、口頭部回転ナデ、内面ナデ 灰白 やや甘{軟質 砂磯層 13 180 

第11図-140 SW01 費C 19.6 口頭部ー肩部内面ヨコナデ、内面ナデ、体紗情タタキ 赤褐色 良好 5b層.C居最下部 6 175 

第11図-141 SW01 窪C 20 日事長話派幹事員長文章カキ、鮎部内面 暗褐色 良好 C層上面 4 174 

第H図-142 SW01 ~D 31.8 回転ナデ 灰 良好 砂磯層 6 177 
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沢田鍋土遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径器~(cm高i 

器高
技法の特徴

へフ
色調 焼成 層位 日務餓開整理

備考
(cm) (cm) B(cm) 描き 番号

第124図-143SW01 饗D 36 口頭部~内面回転ナデ、体部外面タタキスリケシ 灰 良好 2 178 

第H園田144SW01 察D 38 外面タタキスリケシ、回転ナデ 灰 良好 砂磯層 3 176 自崎E直鮪骨9AI体Dt1盟釦諸，h宮a 

第H図-145SW01 費D 48 外面タタキスリケシ、内商品て具痕あり(阿心円) 灰 良好 砂磯層 2 179 

第H図-146SW01 費A 19.4 内・外面回転ナデ 灰白 良好 排土 8 164 

第11図-147SW01 窪A 25.2 外商タタキスリケシ、内面ヨコナデ 灰 良好綴密 C層.c層上面 3 193 

第11図-148SW01 窪A 28 回転ナデ 灰 良好級密 B-1眉.砂喋層 10 196 

第H図-149SW01 費A 26 回転ナデ 汁 灰 良好級密 灰原 10 195 

第125図ー150SW01 ~A 29.6 回転ナデ 黒褐色 良好 嗣 .Cib1il17 237 

第11図-151SW01 蜜A 34 外面タタキスリケシ、内面ヨコナデ 灰 やや甘〈軟質 黒色粘土層 2 194 

第11図ー152SW01 蜜A 30.8 回転ナデ 灰 良好級密 C層最下部 9 198 

第11図-153SW01 窪A 2雪繋臨嬬高是罪義明野子体部外商 灰 良好級密 5bil. CP-1最下部 192 

第11図-154SW01 蜜A 33.6 回転ナデ 灰 やや甘く軟質 C層最下部 4 197 

第11図ー155SW01 費A 44 口頭紗悩タタキスリケシ、内面回転ナデあて具痕品。 灰 良好 C層砂磯層 4 183 

第11図-156SW01 きM 49.4 口頭部タタキスリケシ、内面ヨコナデ 呆褐色 良好毅密 野ifhFtaE5 219 ロ頚部自然軸

第111理-157SW01 聖M 48 口頭部外商タタキスリケシ、内面回転ナデ 灰 良好 C層最下部 8 182 

第111濁-158SW01 窪A 58.6 口頭部櫛描波状紋上に沈線、内面回転ナデ 灰 良好 砂輔.c層 2 190 

第126図ー159SW01 蜜A 50 ロ頚部沈線後櫛描波状紋 灰白 やや甘{軟質 C層.灰原 6 185 

第 11図ー160SW01 重量A 53 口頭部櫛描波状紋上に沈線、内面ヨコナデ 灰 良好綴密 C層上部 8 186 

第11図-161SW01 費A 43 口頭部櫛描波状紋上に沈線 灰 間睦 5 184 自然粕有り

第11図ー162SW01 密A 45 口頭制面鵠揖輔蹴総体制薗砂川面ヨコナデ 灰 良好 10 238 

第11図-163SW01 蜜A 45 体口頭外部商外~商P沈S号線、体後部補内描面波ナ状デ紋、口頭部内面ヨコナデ、 灰 良好 4 187 

第127図四164SW01 費A 62 口頭部櫛措法状紋Hこ沈線、内面回転ナデ 黒褐色 良好 1 188 

第11図-165SW01 務A 63 口頭部沈線後櫛描波状紋、内面回転ナデ 灰 良好 灰原 2 189 

第M図-166SW01 護A 口頭部櫛描波状紋、櫛歯ーツ紋、内函回転ナデ 灰 良好 C層最下部 191 

第11図-167SW01 蜜 休部外面へフ描きあり あり 灰 良好 fEfR指iル 248 胴部ヘラ描き

第11図-168SW01 蜜A 3 外面不明瞭、内面ハケ 賀褐色 良好 C層上冒.醍既上層 7 199 丸底

第M図-169SW01 円面否見 14 15.6 5 回転ナデ十字形透かしあり 灰 良好鍬密 産52E上面市 4 241 {内か口し径あ11q.4} 

第1/図-170SWOl北gB円面硯a 14.8 回転ナデf~ラによる切込み、透しあり 灰 良好 C層下部 240 

第11図ー171SW01 円面高見 10.8 不明瞭(回転ナデ?) 灰 やや甘〈敦賀 トレンチD.AC眉 7 239 内径8.8

第H図-172SW01 円菌視 14 回転ナデ 黒褐色 良好鍛密 3 243 -8.6 

第11図ー173SW01 円面硯 12.4 回転ナデ 灰 良好鍛密 ペンチルEF.南圃晶.色土トレ上面 8 242 {内口径:10.0)

第H図白174SW01 椀? ロ縁下に凹線が廻る 賞糧色 やや甘(軟質 309 

第11図-175SW01 椀? ロ縁下に凹線が廻る 灰白色 良好 310 

第H図ー176SW01 椀? ロ縁下に凹線が廻る 灰 良好 311 

第11図-177SW01 土師長胴褒D17 口頭部ヨコナデ、体部外商ヘラ削り、体上部内面ハケ 灰 良好 灰原一括 7 227 

写真図脚'126SW01 杯A 13.617 4.6 底部へラ切り 灰 良好 灰色砂層中 7 114 19 

写真図版PL26SW01 叢 18.4 天井部回転へフ削り、回線が廻る 灰 良好 灰色砂層中 6 110 

第129図-1 遺構外 杯A 底部ヘラ切り後板ヘラ状工具によるナデ 澄色 やや甘{軟質 316 

第H図-2 遺構外 杯A 底部へラ切り後板へラ工具によるナデ 澄色 やや甘{敦賀 314 

第H図-3 遺構外 杯A 底部へフ切り後ナデ 一 糧色 D 317 

第H図-4 遺構外 杯A 底部へラ切り後板へラ工具によるナデ 糧色 315 

第H図ー5 遺構外 杯A 14.4 4.6 4 底部へフ切り後板へフナデ 浅黄澄 良好 2 132 278 

第H図-6 SF02 杯A 杯身回転ナデ 賞褐色 良好 297 

第11図-7 遺構外 杯B 杯身底部回転へラ削り やや甘{敦賀 318 

第11図4 SF02 蓋B 天井部2/3回転へラ削り 灰 良好鍬密 296 

第 11CsI-9 遺構外 輩B 15.4 2.85 天井部回転へフ削り 灰 良好鍛宮、 8 281 

第 11図ー10 SF02 叢B 天井部2/3回転へフ郎り 賛灰色 良好級密 295 

第11図ー11 遺構外 蓋B 16 天井部回転へフ削り 灰白 やや甘(敦賀 4 290 

第H図-12 回 10 長頚瓶C 3.6 回転ナデ 灰 良好綴密 4 293 

第 11図-13 遺構外 長頚査A 7.2 回転ナデ 灰 良好級密 32 284 

第H図-14 SD10 鉢B 16.6 底部欠損 灰 良好綴密 B 294 

第11図-15 遺構外 長頚蜜A 8.1 回転ナデ 灰 良好級密 フク土 9 288 

第111習-16 遺構外 土師小型斐 外商回転ナデ、内面カキ 澄色 良好 298 

第 11図-17 遺構外 土問小型賓 外面体部ハケによるカキ 赤褐色 やや甘(軟質 308 狸番号凶抑ι螺

第11図ー18 遺構外 土師小型褒 8.8 外面へラ削り 浅賀覆やや甘{軟質 13 283 

第 11図-19 遺構外 土師嚢底部 8 底部へラ自円、内面、休部外面回転ナデ 黄褐色 やや甘{軟質 287 

第11図-20 SD02 土師長胴費 18.6 体部内面ハケ後ヨコナデ、口頭部ヨコナデ 責褐色 D 6 291 

第 11図-21 遺構外 土師倒閣費C19.2 内面ハケ、口頭部外商ナデ、体部外商ハケ 賞褐色 D 2 279 
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遺物観察表

沢田鍋土遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
へフ

色調 焼成 層位 審|審|器 備考
(cm) (cm) 九回)担(cm) 描き

第129図-22遺構外 土師関岡費C24 不明瞭 黄褐色 甘く軟質 9 282 

第11図-23 遺構外 土問閏間褒C 体上部外面不明瞭(ハケ) 賛褐色 甘く軟質火床函近〈 285 

第11図-24 遺構外 土蹄潤目褒B 外商タタキ、内面ハケ 賞褐色 やや甘(噸 フク土 286 

第111習-25 SD10 寝転用甑 外面タタキスリケシ、内面ハケ 賞褐色 甘く軟質 1層 292 

第11図-26 遺構外 土師却問蜜 6.0 外面ノ、ヶ 賞褐色 やや甘(車降雪 280 

清水山窯跡須恵器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
"-7 

色調 焼成 層位 務磁事的盟E事理g 
革連

備考
(c凶 (cm) 陣(cm)s(cm) 描き 番号

第146図ーl SY01 杯A 13.2 8.4 2.8 底部へラ切り後板へラナデ 氏色・灰色 良好、綾密 焚口部7層 5 14 175 

第H図-2 SY01 杯A 13.6 10 3.05 底部へラ切り後板へフナデ 灰色・灰色 良好 ⑤区6層 5 8 177 

第H図-3 SY01 杯A 15 19 2.9 底部不明瞭 鱗色欄世 良好 セタシ，:-叫トK-L6眉 5 9 133 

第H図-4 SY01 杯A 14.3 8.6 3.15 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 欄色・撞色 甘く軟質 床直 15 32 100 

第11図-5 SY01 杯A 14 8.6 3.1 底部へラ切り後板へラナデ 服色1服色 良好 床直 8 114 85 

第H図-6 SY01 杯A 15.2 10.6 3.2 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 限色i臓色 良好、教密 床直 1 115 87 

第11図ー7 SY01 杯A 16 11 3.2 底部へフ切り 灰色・灰色 良好 8層 7 112 143 

第11図-8 SY01 杯A 14.47 8.6 3.4 底部不明瞭(へフ削り?) 申帽邑・串揖邑 良好 C層 9 115 809 

第111璽-9 SY01 杯A 11.8 6.5 3.7 底部へフ切り後板へフナデ 暗庇色・暗配色 良好 8M区左床下 8 126 140 

第 H図ー10 SY01 杯A 14 18 3.6 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 撞色・橿色やや甘〈軟質 床直(4層下面) 8 110 135 

第11図目11 SY01 杯A 14.6 8.6 3.7 底部へラ切り後板へラナデ(多方向) 庇白色・置色 甘く軟質 車1・1直4層・セ下ク苗ションペルト 協.532 99 

第11~-12 SY01 杯A 14.2 10 3.5 底部不明瞭(へラ切り?) 澄色・灰色やや甘〈軟質 P i t 2 2 111 139 

第11図-13 SY01 杯A 14 19 3.4 底部へラ切り後板へラナデ(多方向) 澄色・撞色甘く軟質 床直 4 120 97 

第11図-14 SY01 杯A 14.7 9.5 3.6 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 糧色・撞色やや甘く軟質 4タ眉シ下ョ糠シ割ペ引ルト暗A中-セB 18 12 137 

第11図目15 SY01 杯A 15 10.6 3.5 底部欠損 翻色・庇 良好、徹密 lIJ-底aピット 7層 6 1 7 123 

第 H図ー16 SY01 杯A 15 10 3.6 底部不明瞭 鮪色・庇色 良好、敏密 舟底aピット 7層 816 142 

第 H図ー17 SY01 杯A 15.6 10 3.6 底部ナデ 撞色・撞色甘く軟質 C層 7 116 811 

第 11図-18 SY01 杯A 15.1 9.2 14 底部へフ切り後板へラナデ 程色・糧色 甘く軟質 シ4ベ眉下ル面ト1・1セ4タ層ν下苗ョ 20 32 92 木葉痕

第 11図-19 SY01 杯A 15 9.6 3.8 底部へラ切り後へフナデ 澄色・糧色甘く軟質 4層下部 29 18 131 

第 11図-20 SYOl 杯A 15 9.8 3.65 底部へラ切り後へフナデ 控色・撞色甘く軟質 床直(4層下面)13 30 129 

第11図-21 SY01 杯A 14.4 8.4 3.9 底部板状工具痕 澄色・糧色甘く軟質 18 32 108 

第H図-22 SY01 杯A 14 8.2 4.3 底部へフ切り後ナデ(板状工具痕) 虚色・糧色やや甘{軟質 4li!下部申i[4層 18 32 111 

第11図-23 SY01 杯A 13.6 10 4.3 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 澄色・撞色甘く軟質 ⑤区上層 16 32 91 

第111罰ー24 SY01 キ不A 13.7 8.4 3.9 底部へフ切り後ナデ 版色・置色 やや甘(軟質 床董 9110 134 

第11図-25 SY01 杯A 15 17 4 底部へラ切り 正由f!..胃自f!.甘く軟質 セトEタ-シLョ6層ンベル 617 145 

第11図-26 SY01 杯A 14.618 4 底部ナデ(板状工具痕) 種色・撞色甘く軟質 4層下部 30 32 101 

第11図-27 SY01 杯A 14.4 7.2 4.2 底部へフ切り後板へラナデ 献血・暗配色 良好、綴密 1セ・1タ4シ眉ョ下ン田ぺ，.. 314 141 

第11lZl-28 SY01 杯A 15 12 4 底部へラ切り後板目痕(一方) 笹色・撞色やや甘〈軟質 C層 23 32 812 

第 H図-29 SY01 杯A 15.2 10.4 4.2 底部へフ切り後板目痕(一方) 澄色・橿色甘く軟質 C層 21 32 816 

第 H図目30 SY01 杯A 14.2 7.4 4.4 底部不明瞭(板へラナデ?) 糧色・撞色甘く軟質 C層 22 28 814 

第 H図“31 SY01 キ不A 14.7 10.6 4.3 底部へフ切り後板へフナデ 糧色・糧色甘く軟質 4層下部 10 32 94 

第111盟-32 SY01 杯A 15 8.4 4.45 底部へフ切り後ナデ 醐色I慨邑 良好 10 9 1138 

第 H図-33 SY01 杯A 14.9 9.6 4.7 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 援色・撞色やや甘(軟質 4層下部 26 32 86 

第 H図-34 SY01 杯A 17.1 9.8 4.5 底部へラ切り後板へラナデ(一方向) 澄色・糧色甘く軟質 床直 31 32 88 

第11図-35 SY01 キ不A 15.4 8.6 4.6 底部不明瞭 糧色・糧色甘く軟質 床直 32 32 106 

第H図-36 SY01 杯A 15 8.4 4.7 底部へラ切り後板へラナデ 撞色・橿色甘く軟質 29 32 126 

第H図-37 SY01 杯A 15 10 4.4 底部ヘヲ切り(中央部板状工具痕) 置色・澄色甘く軟質 骨K6眉， @K6層 9 128 110 

第11図-38 SY01 杯A 15.2 10.4 4.4 底部へフ切り後板へフナデ 笹色・撞色甘く軟質 4層下面 15119 93 

第 11図-39 SYOl 杯A 15 9.8 4.7 底部へフ切り後中央部板目痕 程色・撞色甘く軟質 C層 24132 822 

第11lZl-40 SY01 杯A 14 8.4 3.75 底部不明瞭 糧色・橿色甘く軟質 智駐留区 32121 144 

第 H図-41 SY01 杯A 15 8.6 4.1 底部へフ切り後板目痕(ナデ) 井 澄色・程色やや甘く軟質 4層下部 23132 102 

第 11図-42 SY01 杯A 8.8 底部へラ切り後板へラナデ 井 撞色・糧色やや甘〈軟質 4層下部 321146 

第 11図-43 SY01 杯A 15.2 8.8 14 底部へフ切り後へラナデ 井 笹色・澄色甘く軟質 9 132 132 

第 H図-44 SY01 杯A 14.8 9.2 4.5 底部へラ切り後板へラナデ(多方向) 井 世色・撞色甘く軟質 4層下部 26132 98 

第 M図-45 SY01 杯A 8.6 底部へフ切り後板へフナデ 井 援色・撞色甘く軟質 ⑤区 6層 o 117 90 

第H図-46 SY01 杯A 14.6 10.6 4.5 底部へラ切り(中央部板圧痕) 井?澄色・援色甘く軟質 C層 31/32 820 

第147図-47SY01 蓋C 12.7 1.8 天井部回転へラ削り 制自色'師自色 良好、教密 セ1-タ1シ4ョ眉ン下ベ部ルト 2 125 

第H図-48 SY01 蓋C 12.9 2.2 天井部回転へフ削り 澄色・撞色 良好 床藍上 14 112 

第11図-49 SY01 蓋C 13.4 2.1 天井部回転へフ削り 酷型自主 4層下部 20 62 

- 497 -



清水山窯跡須恵器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴 ""フ 色調 焼成 層位 務口敏関盤還
備 考

(cm) (cm) 陣同)B(cm) 描き 番号

第147函ー50 SY01 蓋B 15.2 2.2 天井部回転へフ削り 暗匠色・暗庇色 良好、鍛密 4層下部 15 119 

第M図-51 SY01 蓑B 15.6 2.8 天井部回転へラ削り 暗蝿色・暗闇邑 良好 32 66 窯体付着

第 M図ー52 SY01 叢B 15.4 3.3 天井部回転へラ削り 聞自色・暗闇邑 良好、級密 4層下面 3 83 

第H図ー53 SY01 叢B 16.4 2.55 天井部回転へラ削り 灰色・灰色 良好 P i t 2 22 59 

第H図-54 SY01 蓋B 16 2.75 天井部回転へラ削り 暗リ褐ー色プ色・オ 良好、綴密 4層下部 9 68 

第 11図ー55 SY01 蓋B 16.4 2.6 天井部回転へフ削り 暗相色・暗闇邑 良好、綴密 11 153 

第 111盟ー56 SY01 蓋B 16.1 2.5 天井部回転へフ削り 車問色・暗蝿色 良好、級密 床直 2 127 

第H図-57 SY01 蓋B 16.2 2.9 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、徹密 床直 5 117 

第 11図ー58 SY01 蓋B 16.4 2.7 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 床直，床下 26 74 

第H図“59 SY01 蓋B 16.6 2.5 天井部回転へフ削り 暗庇色・暗配色 良好、綴密 床下 12 116 

第 H図-60 SY01 蓋B 16.6 2.8 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、敏密 4層下部 14 113 

第 11図-61 SY01 蓋B 17 3.4 天井部回転へラ削り 暗蝿色・暗配色 良好、綴密 床直 2 121 

第 11図ー62 SY01 蓋B 16.6 2.5 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 床直上((層下面) 5 64 

第 11図“63 SY01 蓑B 16.8 2.35 天井部回転へフ削り 暗闇色・暗揖色 良好、綴密 セトEク-シLヨン6ベ層ル 3 72 
第 11図-64 SY01 蓋B 18 3.25 天井部回転へフ削り 暗眉色・暗庇色 良好、綴密 床直 12 82 

第 11図-65 SY01 蓋B 18 3.1 天井部回転へフ削り E色・串間色 良好 4M下面.車直14府下田 13 56 

第H図-66 SY01 蓋B 16.2 3.45 天井部回転へフ削り 暗厩色・暗匝色 良好、綾密 床下 6 115 

第H図-67 SY01 釜B 15.5 2.7 天井部回転へフ削り 開目色・暗祖色 良好、徹密 セトKタ-シLョ6層ンベル 4 81 重ね焼の痕跡

第H図-68 SY01 蓋B 17.6 2.4 天井部回転へフ削り 事掲色・串揖色 やや甘(軟質 セトIタ-Jン1・ョ2層ンベル 12 70 

第H図問69 SY01 蓋B 16 1.85 天井部回転へラ削り 灰色 良好、綾密 床下 14 78 骨着物多L(丹面)

第H図-70 SY01 蓋B 16 2.1 天井部回転へフ削り 串揖色・串褐色 良好、緩密 排土SY01又1;1:03 9 120 

第H図ー71 SY01 蓋B 16.3 2.15 天井部回転へフ削り 暗草色・暗庇色 良好 セトEタ-シL2ンEベ庖ル 15 63 

第 11図ー72 SY.01 蓋B 16.3 2.2 天井部回転へフ削り 事相色・置色 良好 セトIタ-Jシ41層ン下ベ部ル 10 80 

第 11図ー73 SY01 蓋B 16.4 2.1 天井部回転へラ削り 事掲色・橿色 良好 4層下部 15 75 

第 11図戸74 SY01 蓋B 17 1.8 天井部回転へラ削り 事掴邑・車問色 良好 Eト最下1-セJタ{ン4眉ヨ下シペ面}ル 22 65 

第 11図-75 SY01 蓋B 17 2 天井部回転へラ削り 暗配色・暗眠邑 良好 4層下部 7 118 

第 11図-76 SY01 釜B 16.4 1.7 天井部回転へラ削り 灰色・灰色 良好 喧ルgトAEJ-百Bセ聾タシ口部ョン7ベ眉 11 73 

第H図ー77 SY01 叢B 16.8 2.4 天井部回転へラ削り 事相色・事相邑 良好 4層下面 17 76 

第H図ー78 SY01 蓋B 17.8 1.7 天井部回転へラ削り 灰色・灰色 良好 4層下面 13 114 

第 11図-79 SY01 蓋B 17.8 2.35 天井部回転へフ削り 澄色・撞色 良好 床直，床下 17 69 

第 11図-80 SY01 蓋C 13.4 2.1 天井部回転へフ削り 井 暗庇色・置色 良好 4層下部 16 160 

第 11図-81 SY01 蓋B 16.4 天井部回転へラ削り 井 暗褐色・置色 良好、鍛密 4層下部 16 162 

第 11図-82 SY01 蓋B 17.2 天井部回転へフ削り 井 暗揖邑・暗禍邑 良好、緩密 4層下部 6 57 

第11121-83 SY01 叢B 18.2 3.25 天井部回転へフ削り後ナデ 井 澄色・橿色 甘く軟質 @区3層際直下 7 71 

第11図-84 SY01 蓋B 16.2 2.95 天井部回転へラ削り 井 暗配色・暗匝色 良好、鍬密 床宜又は床下 20 84 

第 11図ー85 SY01 蓋B 15 2.8 天井部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好、鍬密 床宣 19 161 

第 11図-86 SY01 蓋B 15.7 3.1 天井部回転へフ削り 井 灰色・澄色 良好 床直 4 165 

第 11~-87 SY01 叢B 16 2.5 天井部回転へフ削り 井 灰色・撞色 良好 4眉下部・康直 11 159 

第 11図-88 SY01 蓋B 16.8 天井部回転へフ削り 井 暗匝邑・暗闇色 良好、鍛密 12 182 

第148図-89SY01 蓑B 15.8 2.2 天井部回転へフ削り 井 事間色・串掴色 良好 4眉下部・@1[3眉 17 157 

第H図-90 SY01 蓋B 16.8 2 天井部回転へラ削り 井 援色・樟色 やや甘〈軟質 @区6層下部 14 67 

第H図-91 SY01 蓋B 17.2 2.45 天井部回転へラ削り 井 撞色・撞色 良好 4層下部 8 77 

第 H図-92 SY01 蓋B 17 1.4 天井部回転へラ削り 井 事掲邑・事相色 良好、徹密 床直 10 154 

第 H図-93 SY01 蓋B 17 天井部回転へラ削り 井 置色・事揖色 良好 4層下部 14 163 

第 11図-94 SY01 蓋B 17 1.9 天井部回転へフ削り 井 暗褐色・置色 良好 6層 6 158 

第 11図-95 SY01 葦B 16.8 2 天井部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好、敏密 百層上面 20 79 

第 11図-96 SY01 蓋B 天井部回転へラ削り 井 種色・澄色 良好 6層上面 164 

第 11図-97 SY01 蓋B 16.8 2.75 天井部回転へフ削り 井 暗闇邑・暗揖邑 良好、級密 6層上面 32 156 

第 11図-98 SY01 蓋B 16.4 天井部回転へフ削り 井 置色・串揖色 良好 セ4眉タy下ョ鮒ン吻巨叶摩直Iー'括J 13 176 

第11図-99 SY01 蓋B 17 天井部回転へフ削り 弁 樟色・虚色 良好 床下(5aJ音) 5 201 

第H図-100SY01 蓋B 16.9 2.3 天井部回転へフ削り 井 ..間色・..祖色 良好 13 155 

第11図-101SY01 蓋B 15.5 2.2 天井部回転へフ削り 井 暗蝿邑・暗闇邑 良好、緩密 11 150 

第H図-102SY01 蓋A 21.2 3.4 天井部回転へラ削り 井 やや甘〈敦賀 4.6・7層 27 61 

第11図-103SY01 蓋A 20.4 4.7 天井部回転へフ削り 井 眠自邑・庇自邑 良好 床直⑤区 17 60 

第H図-104SY01 蓋A 21 2.7 天井部回転へフ削り 井 暗既邑・暗匠邑 良好 床下 14 58 

第H図ー105SY01 杯B 14.4 11.4 2.3 2.9 底部回転へラ削り 庇色・暗配色 良好 床下 18118 4 

第11図-106SY01 杯B 15.2 11.8 2.6 3.1 底部回転へフ削り 庇色・暗灰色 良好 床直 9 124 2 

第n図-107SY01 杯B 18.6 14.1 2.9 3.6 底部回転へフ削り 暗庇色・庇色 良好 床宣 10115 5 
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第148図ー108 SY01 中不B 16 11.4 3.7 4.4 底部回転へフ削り 灰色・暗灰色 良好 4層下部・床下? 12 121 3 

第H図ー109SY01 キ不B 15.8 10 14 4.8 底部回転へフ削り 暗庇色・置色 やや甘〈軟質 床直'4層下部 9 321 6 

第M図-110SY01 中不B 16.2 11.2 3.9 4.8 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 床直 9 9 B 

第H図-111SY01 杯B 14.6 9.8 14 4.8 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 4層下部 21 221 9 

第H図-112SY01 中不B 11.4 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 6層上面 。24 10 

第H図-113SY01 キ不B 16.2 12 3.9 4.6 底部回転へフ削り 井 澄色・撞色甘く軟質 紅話親さも 17 32 7 

第 11図-114SY01 杯B 15.6 10.6 4.4 5.2 底部回転へフ削り 井 暗庇色・匹色 良好 床下? 32 21 1 1 

第149図 115 SY01 皿A 19.5 底部回転へフ削り 暗掲色・灰色 良好、綴密 床直 16 33 

第 11図ー116SY01 血A 22.2 2.25 底部回転へフ削り 暗褐色・配色 良好、綴密 ⑤ン区ヨン4ベ層ル中トセAタ，-B 12 32 

第 11図ー117SY01 皿A 22 2.1 底部回転へフ削り 暗幅色・庇色 良好、鍛密 4層下面 13 37 

第H図-118SY01 皿A 22 2.5 底部回転へフ削り 暗褐色・灰色 良好、級密 15 40 

第H図-119SY01 皿A 21. 7 2.5 底部へフ削り(一方向) 暗幅邑・暗暗色 良好、綴密 6 35 

第H図-120SY01 血A 22.6 2.5 底部回転へフ削り 暗庇色・医色 良好 床直@区3層 13 30 

第M図-121SY01 皿A 19.6 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 セIクンJヨ6層ンベ最下ル部ト 7 12 

第 11図-122SY01 皿A 22.2 2.9 底部へフ削り(縦横方向) 灰色・灰色 良好、綴密 3層 11 18 

第 11図ー123SY01 血A 22 2.5 底部へフ削り(縦横方向) 暗庇色・暗匝色 良好 4層下部 9 22 

第 11図-124SY01 血A 22.6 2.7 底部へフ削り(一方向) 黒褐色・灰色 良好、鍛密 10 26 

第 11図 125SY01 皿A 22 3.7 底部へフ削り(縦横方向) 暗庇色・暗配色 良好 床直 10 36 

第 11図-126SY01 皿A 21.2 底部へフ削り 暗庇色・暗配色 良好、級密 ⑤区6層 B 38 

第 11図-127SY01 皿A 23 3.2 底部へフ削り(一方向) 灰白色・庇色 良好 4層下部 15 15 

第 11図-128SY01 皿A 22.7 2 底部へフ削り(一方向) 角井 良好 床直4層 23 34 

第 11図ー129SY01 皿A 22 底部へフ削り 高井 暗椙色・暗蝿色 良好、級密 床直 14 193 

第 11図-130SY01 皿A 19.9 1.6 底部回転へフ削り 升ニ 灰色・灰色 良好、級密 床直 16 25 

第 111Zi-131 SY01 皿A 19.2 2.05 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 床直'4層下部 32 11 

第 11図-132SY01 皿A 20.4 2.1 底部回転へフ削り 井 灰色・暗暗色 良好、綴密 床直 16 39 

第11図-133SY01 皿A 20 2.1 底部回転へフ削り 井 灰白色・庇色 良好、鍛密 床直 13 31 

第11図-134SY01 血A 21.4 2 底部回転へフ削り 井 灰色・暗褐色 良好、綴密 床直6層上面 30 43 

第11図-135SY01 血A 20 2.1 底部回転へフ削り チ|ニ IF蝿色・暗配色 良好、綴密 4層下部・床下 17 28 

第 11図-136SY01 皿A 19.6 2.7 底部回転へフ削り 井 暗褐色・暗椙邑 良好、綴密 床直 16 41 

第 11図-137SY01 皿A 21 3.25 底部へフ削り(多方向) 井 車問色・暗既色 良好 床直 15 27 

第150図ー138 SY01 皿A 22.8 3 底部へフ削り(一方向) 井 灰色・灰色 良好 床下 16 13 

第 11図 139SY01 皿A 22.6 2.25 底部へフ削り(一方向) 井 灰色・灰色 良好、綴密 床1-J直4層セ下クシ部ョンベルト 17 16 

第H図 140SY01 皿A 22 2.6 底部へフ削り(一方向) 井 撞色・灰色 良好 セ1-タン1ヨ2府ンベルト 3 24 

第 11図ー141SY01 血A 22 2.6 底部へフ削り(縦横方向) 井 匝白色・暗庇色 良好 4層下部 24 29 

第 11図ー142SY01 皿A 22.2 3.9 底部へフ削り(一方向) 井 暗灰色・庇色 良好 床直 17 20 

第 11図司143SY01 皿C 19.6 底部回転へフ削り 暗灰色・置色 良好 ⑤区3層 5 53 

第 11図-144SY01 盤A 35 27.2 4.6 底部回転へフ削り 井 糧色・澄色 やや甘(軟質 床下部直.4田下面、4層 17 20 218 

第 11図ー145SY01 盤A 34 24.4 2.6 底部回転へフ削り 灰色・灰白陣好、級密 4層下部 12 11 214 

第 11図ー146SY01 盟主A 34 底部回転へフ削り 澄色・虚色 良好 ベ床ル直セトKタンLヨEン層 9 212 

第 11図-147SY01 盤A 34 26.2 3.8 底部回転へフ削り 庇白色・串褐色 やや甘〈軟質 6層 8 7 216 

第 11図-148SY01 盤A 34 26 3.6 底部回転へフ削り 澄色・澄色 良好 床下 10 10 210 

第151図ー149 SY01 高杯A 17.6 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 4層下部 14 171 

第 11図【150SY01 高杯A 18 底部回転へフ削り 赤掲色・灰色 良好、綴密 床直 14 188 

第 11図-151SY01 高杯A 17 底部回転へフ削り 暗既色・灰色 良好 床下 12 196 

第 11図-152SY01 高杯A 17.6 1.5 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 ベ4層ル下ト部Iセ-タJシ2眉ョン 15 14 

第 11図-153SY01 高杯A 17.8 底部回転へフ削り 澄色・撞色 良好、綴密 床直 14 42 

第M図ー154SY01 高杯A 19 0.95 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 ⑤区6層 8 19 

第H図-155SY01 高杯A 18.4 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 床直 11 192 

第H図-156SY01 高杯A 17 底部図転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 床直 11 178 

第 H図 157SY01 高杯A 18 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 ⑤区3層 12 21 

第H図-158SY01 高杯A 17 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 床直 9M区左 13 190 

第H図ー159SY01 高杯A 18.6 底部回転へフ削り 井 暗匹色・灰色 良好、級密 11 169 

第H図-160SY01 高杯、A 17.2 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好、級密 6層上面 14 167 

第H図一161SY01 高杯A 17.3 底部回転へフ削り 井 暗庇色・庇色 良好、綴密 床直・床下 16 206 

第 11図-162SY01 高杯A 18.2 底部回転へフ削り 井 赤間色車問色 良好、徽密 4層下部 14 184 

第 11図-163SY01 高杯A 18 底部回転へフ削り :1=1.エ 庇白色・庇白色 良好 床直 13 180 

第 11図ー164SY01 高杯A 18 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 床直 7 198 

第 11図ー165SY01 高杯A 17.9 底部回転へフ削り 井 赤間色・赤冊色 良好 ⑤区 6層 4 17 
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清水山窯跡須恵器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴 色調 焼成 層位 務関
整理

備考(cm) (cm) 院(αn)13 (cm) 番号

第151図弓田 SY01 高杯A 18 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 床直・@区4層 5 186 

第11図ー167SY01 高杯A 18 底部欠損 井 灰色・灰色 良好 ④区床宣 4 200 

第11図“168SY01 高杯A 17.8 底部回転へフ削り 井 串揖邑・暗配色 良好、綴密 床直・4層下部 20 194 

第H図-169SY01 高杯A 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 @区 6層 204 

第11図“170SY01 高杯A 17.6 底部回転へフ削り 井 暗闇色目暗調色 良好、級密 床直・康下・51[3眉 27 208 

第H図“171SY01 高杯A 17.4 底部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 mb眉・量土層{上眉}18 174 

第152図-172 SY01 高杯B 26.4 2 井 1は同四6居眉曲N下Eセ0ク4S?-シ1iI.・Eョ(lj)日ンbペ区明層ル46ト師M I ー
32 52 

第H図-173SY01 高杯B 25 2 底部回転へフ削り 井 暗庇色・灰色 良好 27 44 

第11図“174SY01 高杯B 25.2 2.1 底部回転へフ削り 暗褐色・庇色 良好、綴密 床直 16 51 

第11図-175SY01 高杯B 21.6 底部回転へフ削り 暗庇色・庇色 良好 ⑤区6層 236 

第H図-176SY01 鉢D(A'J鉢) 12 底部回転へラ削り底部つめ形列あり 暗需色・暗掴邑 良好 焚口付近 11 848 

第11図ー177SY01 横瓶 10.9 口頭部ナデ 暗庇色・畠帽邑 良好、綴密 セトKク-シL6ョ庖ンベル 3 191 

第11図ー178SY01 横瓶 14 口頭部ナデ 灰色・灰色 良好、教密 P i t 2 7 187 

第11図-179SY01 横瓶 13.6 口頭部ナデ 劇胞・暗闇邑 良好、綴密 セトKク-シL6ョ層ンベル 6 189 

第 11~-180 SY01 褒D 27.5 口頭部タタキA')ケシ、体紗情タタキ、内商品て具痕品。 暗庇色・庇邑 良好 ベ5層ルセトタI-yョJン 3 47 

第 11図ー181SY01 窪D 30.2 口頭部タタキスリケシ、休部外面タタキ 暗配色・暗配色 良好、綴密 焚口付近 4 46 

第H図-182SY01 蜜D 33.9 口頭部タタキス1)ケシ、体都世十面タタ寺、内面指頭痕晶Q 援色・撞色 甘く軟質 焚口付近 6 48 

第11図-183SY01 窪A 28.8 口頭ヨコナデ オIJ- 良好、級密 P i t 2 7 55 

第153図-184SY01 窪A 44.5 口頭部櫛形波状紋 色オ・リ灰ー白プ色 良好、綾密 セ6Jタ音量シ下ョ部ンベ{大ル韓ト下14} 45 

第JI図-185SY01 蜜A 48.2 口頭部沈線後櫛描波状紋 畠揖色・畠掴邑 良好、級密 セトタj-シ自1ン5ベ眉ル 2 227 

第n図-186SY01 書室A 45.4 ロ頚部櫛描波状紋櫛歯ーツ紋 暗闇邑・匝色 良好、綴密 @区トレンチ 3 224 

第11図“187SY01 饗A 45.6 口頭部櫛描波状紋櫛歯ーツ紋 庇島オIJ-'プ邑 良好、緩密 P i t 2 226 

第11図-188SY01 蜜A 54.8 口頭部櫛描波状紋櫛歯ーツ紋 暗闇色・暗掴色 良好、鍛密 3 225 

第H図-189SSYY003 1. 饗A 52.4 口頚部櫛描波状紋 眉冊色目暗揖色 良好、緩密 線長会E4 229 骨納品。(内閣)

第154図-1叩 s02y・m03・ 窪A 63.8 口頭部櫛描波状紋櫛歯ーツ紋 笹色・笹色 やや甘〈軟質 焚口 8 230 第142図参照

第158図ー1 SY02 杯A 13.4 8.4 3.3 底部へラ切り後ナデ 甘く軟質 C層 26 29 237 

第 11図-2 SY02 杯A 16 10 13 底部へラ切り後板へラナデ 良好、敏密 B層 9 117 244 

第 11図-3 SY02 杯A 13.6 9.6 3.4 底部へフ切り 良好 B層 5 113.5 578 

第 11図-4 SY02 杯A 13.8 9.8 3.4 底部へフ切り後板へフナデ 甘く軟質 C層 10 14 250 

第 11図ー5 SY02 杯A 13.8 9.2 3.4 底部不明瞭 甘く軟質 C層 17 2 1239 

第 11図-6 SY02 杯A 14 8.6 3.5 底部へラ切り やや甘(敦賀 C層 20 31 581 

第H図ー7 SY02 杯A 13 18 3.9 底部へフ切り後板へフナデ 甘く軟質 9 132 241 

第M図-8 SY02 杯A 13 19 3.7 底部へフ切り後板へフナデ 甘く軟質 C層 19 28 242 

第 11図-9 SY02 杯A 13 9.6 3.8 底部へフ切り後板へフナデ 甘く軟質 C層 7 116 247 

第H図-10 SY02 杯A 13.8 9.4 3.8 底部へフ切り 良好 焼成部床竃 10.5 21 579 

第H図-11 SY02 杯A 14.6 9.5 3.7 底部へフ切り後板へフナデ 良好 C層 9 112 251 

第 11図-12 SY02 杯A 13.8 5.1 4.3 底部へフ切り 良好 B層 14 131576 火捧(内側)

第H図-13 SY02 杯A 12.8 8.8 14 底部不明瞭 甘く軟質 C層 219 577 

第H図-14 SY02 杯A 13.219 3.9 底部へフ切り 良好 B層 17.5 321574 

第 11図-15 SY02 杯A 13 7.8 4.2 底部へフ切り 良好 4 114 252 

第H図ー16 SY02 杯A 13.4 6.4 4.2 底部へフ切り後板へフナデ 良好、鍛密 719 249 

第 11図“17 SY02 キ不A 14.6 10.4 4.2 底部へラ切り後板へラナデ 良好 10 257 

第 11図-18 SY02 杯A 14 7.4 4.2 底部へフ切り 甘く軟質 C層 20 321238 

第 11図目19 SY02 杯A 14 8.2 4.5 底部へラ切り 甘く軟質 C層 2 113 253 

第 11図ー20 SY02 杯A 15 18 4.4 底部へラ切り後板へフナデ 甘く軟質 B層 16 161248 

第 11~-21 SY02 杯A 14 8.6 4.5 底部不明瞭 甘く軟質 C層 10120 240 

第 H図ー22 SY02 杯A 15.218 3.7 底部へラ切り後板へフナデ 灰色・灰色 甘く軟質 B層 16116 245 

第H図“23 SY02 杯A 15.8 6.2 4.6 底部へラ切り 甘く軟質 焼成部床直、C層 161 1 258 

第 11図ー24 SY02 杯A 16.418 4.4 底部へラ切り 甘く軟質 C層 8 119 243 

第 11図-25 SY02 杯A 13.4 7.2 4.8 底部不明瞭 やや甘〈軟質 C層 12112 580 

第 H図-26 SY02 杯A 13.8 9.2 4.8 底部へフ切り やや甘く軟質 B層 9 115 575 

第 11図-27 SY02 杯A 13.8 7.8 4.1 底部不明瞭 × 良好 C層 1 132 552 

第 11図-28 SY02 杯A 13 5.5 4.8 底部不明瞭 甘く軟質 C層 6 117 553 

第 H図-29 SY02 蓋B 16 1.6 天井部回転へフ削り 暗配色，暗庇色 良好 焼成部床直 4 277 

第 11図ー30 SY02 叢B 15.8 1.7 天井部回転へラ削り 晴臣色・暗庇邑 良好、級密 6 586 

第 11図-31 SY02 蓋B 15.2 2.5 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 C層 11 602 

第 H図-32 SY02 蓋B 15 2.4 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 10 266 

第 11図-33 SY02 査B 15.8 2.3 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 C層 3 595 

- 500ー



遺物観察表

清水山窯跡須恵器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
へ7

色調 焼成 層位 存国1国率践権益還
備考

(cm) (cm) lI.(cm) ド(cm) 描き 番号

l第158図-34SY02 蓋B 16.8 2.3 天井部回転へフ削り 配色・庇白色 良好 C層 9 262 

第 11図-35 SY02 蓋B 14.4 3 l 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 B層 594 

第 11図-36 SY02 蓋B 15.6 2.9 天井部回転へラ削り 暗匝色・庇色 良好 C層 8 276 

第 11図-37 SY02 蓑B 15.6 2.8 天井部回転へフ削り 暗配色・庇色 良好 C層 18 265 

第 11図-38 SY02 葦B 15.4 3 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 C層 6 585 

第 H図-39 SY02 蓋B 16 2.3 天井部回転へラ削り 暗庇色・暗居邑 良好 C層 2 264 

第 H図-40 SY02 蓋B 16.4 2.6 天井部回転へフ削り 匝自色・庇自色 良好 C層 11 596 

第 11121-41 SY02 蓋B 16.4 2.8 天井部回転へフ削り 暗配色・暗属色 良好 B層 5 273 

第M図-42 SY02 蓋B 16 2.9 天井部回転へフ削り 援色・程色 甘く軟質 C層 2 272 

第 11図-43 SY02 蓋B 17 3.1 天井部回転へフ削り 撞色・樟色 甘く軟質 C層 2 274 

第 11図-44 SY02 蓋B 17 2.9 天井部回転へラ削り 黒褐色・庇色 やや甘く軟質 焼成部床直 22 259 

第 11図-45 SY02 蓋B 16 3.2 天井部回転へフ削り 暗車色・暗庇邑 良好、敏密 C層 13.5 599 

第 11図-46 SY02 蓋B 16.2 3.2 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 B層 12 268 

第 11図-47 SY02 蓋B 20.4 1.9 天井部回転へラ削り 暗E色・暗配色 良好 焼成部床直 14 598 

第 M図-48 SY02 蓋B 17.8 2 天井部回転へラ削り 撞色・糧色やや甘{軟質 C層 4 263 

第159図-49SY02 杯B 14.6 11.6 3.4 底部回転へフ削り 灰色・灰色やや甘〈軟質 17 14 281 

第H図問50 SY02 杯B 14.8 11.2 3.4 底部回転へフ削り 赤褐色・庇色 良好 13 19 280 

第 11図ー51 SY02 杯B 15.6 12 2.8 3.2 底部回転へフ削り 暗匹色・暗庇邑 良好 焼成部床直 23 32 547 

第 11図日52 SY02 杯B 15.2 底部欠損 やや甘〈軟質 C層 9 254 

第 11図ー53 SY02 杯B 15 11 3.6 底部へフ切り 糧色・程色 良好 C層 17 15 554 

第 H図ー54 SY02 杯B 16.6 13 13 3.5 底部欠損 暗配邑・暗庇色 良好、徹密 A.B層 12 12 313 

第 H図-55 SY02 杯B 14 10.8 3.5 底部回転へラ削り やや甘く敦賀 15 9 1548 

第 11図目56 SY02 杯B 15 10.2 3.1 3.6 底部回転へラ削り 橿色・糧色 良好 B層 11 19 549 

第 11図-57 SY02 杯B 16 底部欠損 甘く軟質 C層 B 255 

第 11図ー58 SY02 杯B 13.8 11 3.9 底部へフ切り 甘く軟質 9 112 246 

第 11図-59 SY02 杯B 18 13 5.6 底部回転へフ削り 暗匝邑・睡眠色 良好、級密 焼成部床直 17 19 282 

第 11図-60 SY02 杯B 11.6 底部回転へラ削り 井 畠褐色・置色 良好 C層 16 279 

第 H図-61 SY02 杯B 10.9 底部回転へフ削り 井 澄色・撹色 やや甘〈軟質 A.B層 12 314 

第 H図-62 SY02 杯B 7.6 底部回転へフ削り 井 種色・撞色 やや甘〈敦賀 10 561 

第 H図-63 SY02 杯B 11.2 底部回転へフ削り 井 橿色・糧色 良好 14 556 

第H図目64 SY02 杯B 10.2 底部回転へフ削り 井 畢揖色・庇色 良好、鍛密 10 550 

第H図-65 SY02 杯B 7 底部回転へフ削り 井 撞色・橿色 やや甘(敦賀 6 1557 

第 11図-66 SY02 ホ不B 10 底部回転へラ削り 井 程色・撞色 やや甘く軟質 B層 21 562 

第 11図-67 SY02 杯B 9.2 底部回転へフ削り 井 虚色・撞色 やや甘〈軟質 C層 11 558 

第 11図-68 SY02 杯B 10.8 底部回転へフ削り 井 澄色・撞色 やや甘〈軟質 7 1559 

第 11図-69 SY02 杯B 8.5 底部回転へフ削り 井 澄色・撞色 やや甘〈軟質 B層 5 1560 

第111璽ー70 SY02 杯B 11 底部回転へフ削り 井 樟色・虚色やや甘(軟質 C層 21 555 脚部分

第 11図ー71 SY02 椀B 5.8 底部回転へラ削り 井 撞色・橿色やや甘{軟質 12 563 

第 11図日72 SY02 椀C 19.2 休部内、外面回転ナデ 暗班色・暗匝邑 良好、徹密 焼成部床竃 9 283 

第 11図-73 SY02 椀C 20.8 13.4 6.2 6.6 底部回転へフ削り 弁 虚色，糧色 やや甘(軟質 C層 2 114 546 

第 11図-74 SY02 盤B 21 12.8 1.7 2.6 底部回転へフ削り 灰色・灰色 やや甘〈軟質 2 113 573 

第 11図ー75 SY02 高杯 基部のみ残存 置色・暗灰色 良好 582 

第160図ー76SY02 横瓶 12.1 ロ頚基部ナデ(縦方向) 灰色・灰色 良好、鍬密 15 570 

第11~-77 SY02 横瓶 11.9 口頭部ヨコナデ 灰色・灰色 良好、級密 C層 18 321 甑?

第 11図ー78 SY02 横紙 体部外面クタキ、体部内面一部ハケ 灰色・暗庇色 良好、綴密 856 

第 11図ー79 SY02 横瓶 体掛薗タタ寺、披翻外面鴎トラ問。、底部ヘラ削り 暗既色・暗庇色 良好、綴密 855 

第 11図-80 SY02 長類壷A 屑部ナデ(板状工具痕)体上部ナデ 灰色・灰色 良好 854 

第 11図-81 SY02 長頭登A 14.6 底部回転、ラ則。、体下紛摘回転ヘラ削り後ナデ 晶色・暗既色 良好、綴密 C層 9 1312 

第11図-82 SY02 双耳壷 12 体部タタキスリケシ、平行沈線2条あり 暗眠邑・暗庇色 良好、綾密 C層 101319 

第 11図-83 SY02 蜜底部 13 体下部外面へフ削り、底部欠損 暗庇色・庇色 良好 320 

第 11図-84 SY02 壷蓋 12.8 4.5 天井部回転へフ削り 暗眠邑・暗配色 良好、敏密 C層 11 572 

第 11図-85 SY02 短頚壷B 29.3 肩部筋状の沈線が2-3条あり 庇自@.・庇色 良好、鍛密 C層 315 口笛t最大園部E

第 11図-86 SY02 短顎壷C 21 口頭部ヨコナデ 橿色・撞色 やや甘{敦賀 C層 5 308 

第11図-87 SY02 短頚壷C 20.6 口頭部~休部ヨコナデ 灰色・灰色 やや甘(軟質 焼成部床直 564 

第 11図-88 SY02 言語C 19.6 口頭部タキスリケシ、体部外商タタキ 暗庇邑・暗配色 良好、綴密 A層 6 301 

第 11図-89 SY02 費C 19 口頭部回転ナデ、休部外面タタキスリケシ 車蝿色・且帽邑 良好、鍛密 B層 8.5 565 

第161図目90SY02 密B 21.2 口頭部ヨコナデ 灰色・灰色やや甘〈軟質 C層 3 309 

第 H図-91 SY02 窪B 32.4 口頭部~体部内面ヨコナデ、体外国タタキスリケシ 畠冊色・畠褐色 良好、敏密 C層 5 299 
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清水山窯跡須芳、器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
へラ

色調 焼成 層位 存口的鶴率l2) 廊務磁 盤哩
備考

(cm) (cm) A.(cm)匝(cm) 描き 番号

第161図-92SY02 蜜D 21.7 口頭部タタキスリケシ体音防ト面タタキ 灰色・灰色 良好 C層 4 293 

第 11図-93 SY02 窪D 28.5 口頭部ヨコナデ休部外商タタキ 灰色・灰色 やや甘〈軟質 5 289 

第 11図-94 SY02 費D 32 口頭部一体部外面クタキスリケシ 眠蝿色.!!邑 やや甘く軟質 C層 2 284 

第H図-95 SY02 褒D 31.6 日罰臨時面タタキス'1ケシ.体師外面タタキロ罰部内面ヨコナデ 且揖色.11t色 良好、綾密 2 288 

第H図-96 SY02 蜜D 44.8 口頭部~体部外面タタキス 1]ケシ体部内面指頭痕 暗配色・暗配色 良好 焼成部床産 5 297 

第H図-97 SY02 費D 31.4 口頭部タタキスリケシ体部外商タタキ 置邑・匝間色 やや甘〈敦賀 2 311 丸底
第H図-98 SY02 窪D 32 口頭部~体部外商タタキス 1]ケシ内面ヨコナデ 灰色・灰色 やや甘〈軟質 B層 5 290 丸底
第 11図-99 SY02 窪D 34 口頭部~体部外面タタキスリケシ 暗罵色・暗眠邑 良好 焼成部床産 5 302 丸底
第11図目100SY02 窪D 36 口頭部~体部外面タタキスリケシ ill色・援色 やや甘〈敦賀 C層 4 292 

第11図-101S問Y、6s2w3oYl 甑 19.2 12.4 観音寺、柱部蒋土ZEIF円形町穴品川部に 灰色・灰色 良好、教密 C層 15 776 

第162園田102SY02 窪A 30.8 口醐タタキス')ケシ綱国体劇部タタキ依民世情糠緬 あり 且蝿色・暗闇邑 良好、鍛密 A層 11 325 

第11図-103SY02 費把手 把手部タタキ後へフ削り後ナデ 赤褐色・ 良好、激密 C層 316 

第 11図-104SY02 霊童A 61.8 口頭部櫛描波状紋、櫛歯ーツ紋 配邑・暗配色 良好 C層 7 285 

第 11図ー105SY02 窪A底部 10.8 丸底外面タタキ、底部内面ナデ 灰色・灰色 良好 C層 322 

第 11図-106SY02 費A底部 10.8 丸底外面タタキ、底部内面ナデ 灰色・灰色 やや甘〈軟質 C層 323 

第11図-107SY02 費A底部 10 丸底外面タタキ、底部内面ナデ 灰色・灰色 やや甘〈軟質 C層 324 

第H図ー108SY02 費A 55 口頭部櫛描波状紋、体部外面タタキ 暗配色・暗配色 良好 B層 7 326 

第166図-1 SY03 杯A 14.9 10.6 3.1 底部へフ切り 事褐色・串掴色 良好 C層 17 18 347 

第 11図-2 SY03 杯A 14 8.8 3.55 底部へフ切り後ナデ 事冊邑・串掴邑 良好、敏密 C層 18 23 340 

第 H図戸3 SY03 杯A 13.518 3.5 底部ヘヲ切り 事掲色・事掴色 良好 焼成部床直 22 321337 

第H図-4 SY03 杯A 14.1 10.2 3.6 底部へフ切り後板へフナデ 事調色・審開色 やや甘(軟質 B層 32 32 343 

第H図-5 SY03 杯A 13.318 3.3 底部へフ切り 事蝿色・串蝿色 良好 焼成部床直 28 32 344 

第H図-6 SY03 杯A 12.2 4.2 3.8 底部へフ切り後板へフナデ 申蝿色・事蝿色 良好 表土 7 122 533 

第H図ー7 SY03 杯A 15 10.2 3.4 底部へフ切り後板へフナデ 事担色・者間色 良好 C層 19 20 338 

第H図-8 SY03 杯A 13.6 8.2 3.5 底部へフ切り後板へフナデ ;¥l蝿邑・;¥l揖邑 良好 焼成部床直 29 32 336 

第 11~-9 SY03 杯A 13.9 10 3.6 底部へフ切り後板へラナデ 灰色・撞色 良好 焼成部床直・C層14 32 353 

第 11図-10 SY03 杯A 14.219 3.9 底部へフ切り後板へフナデ 灰色・灰色 良好 C層 20 32 351 

第 11~-11 SY03 杯A 14.6 10.2 3.5 底部へフ切り後板へフナデ 灰色・灰色 やや甘(軟質 C層 6 127 352 

第 11図-12 SY03 杯A 13.6 8.6 3.5 底部へフ切り後板へラナデ 串間色・事掲色 良好 C層 9 116 348 

第 11図-13 SY03 杯A 13.7 9.2 底部へラ切り 車問色・事掲色 良好 C層 13 11 349 

第 11図ー14 SY03 杯A 14 19 4.2 底部へフ切り後ナデ 串間色・串揖色 良好 C層 12 13 350 

第 11図ー15 SY03 杯A 14 9.2 4.8 底部へフ切り後板へフナデ 車間色・事梧色 良好 焼成部底直'H層28 32 339 

第 11図-16 SY03 杯A 14.4 5.9 3.55 底部へラ切り後板へラナデ 串蝿色・串褐色 良好 焼成部床直 22 32 335 

第 M図ー17 SY03 杯A 14.3 6.8 3.85 底部へフ切り 串蝿色・串暗色 良好 焼成部床直・B層32 32 341 

第H図-18 SY03 杯A 15 10.7 4.1 底部へフ切り 串暗色・事相色 やや甘(敦賀 C層 31 30 345 

第H図-19 SY03 杯A 15 9.2 4.1 底部へラ切り 事揖色・串掴色 やや甘(軟質 C層 14 25 346 

第H図ー20 SY03 杯A 14.8 6.9 4.35 底部へフ切り後ナデ 串間色・串蝿色 やや甘〈軟質 C層 9 116 342 

第 H図-21 SY03 蓋B 15.2 1.75 天井部回転へフ削り 暗配色・暗配色 良好、鍛密 C層 29 371 

第H図-22 SY03 蓋B 15.6 1.6 天井部回転へフ削り 暗闇色・串帽色 良好、徹密 焼成部床宣 24 364 

第 11図-23 SY03 叢B 15.5 2.4 天井部回転へラ削り 暗暗邑目暗庇邑 良好、綴密 C層 29 380 

第 11図-24 SY03 蓋B 14.6 2.5 天井部回転へラ削り 聞日邑・"間色 良好、綴密 C層 30 372 

第 11園田25 SY03 蓋B 15.4 2.6 天井部回転へフ削り 暗鹿島・春闘邑 良好、鍛密 B層 32 375 

第 11図-26 SY03 蓋B 16 2.6 天井部回転へフ削り 暗躍色・暗配色 良好、級密 B'C層 27 361 

第 11図-27 SY03 議B 15.2 2.5 天井部回転へフ削り 暗配色・"間色 良好、鍛密 A層 13 532 

第 11図-28 SY03 蓋B 16.4 2.4 天井部回転へラ削り 暗車色・暗配色 良好、綴密 C層 6 366 

第11図ー29 SY03 叢B 14.7 2.7 天井部回転へフ削り 暗眠色・串蝿色 良好、綾密 覆土 3 536 

第 11~-30 SY03 蓋B 16.2 3.1 天井部回転へフ削り 暗配色・串冊色 良好、毅密 A層 12 540 

第 11図-31 SY03 蓋B 15.9 2.4 天井部回転へラ削り 暗闇色・串冊色 良好、綴密 C層 22 357 

第 11図-32 SY03 叢B 16 2.35 天井部回転へラ削り 暗配色・暗庇色 良好、綴密 焼成部床直・C層21 373 

第 11図-33 SY03 蓋B 17.6 3 天井部回転へフ削り 品開色・串褐色 良好、級密 A層 6 535 

第H図-34 SY03 議B 17.1 2.3 天井部回転へフ削り 暗リ匝色・暗配色 良好、級密 B-C層 16 359 

第 H図ー35 SY03 蓋B 15 3 天井部回転へフ削り 暗匝色・暗配色 良好、綴密 C層 11 362 

第 H図-36 SY03 叢B 15.4 2.2 天井部回転へフ削り 暗冊色・串禍色 良好、綾密 B'C層 20 369 

第 11図“37 SY03 蓋B 15.8 2.6 天井部回転へフ削り 暗配色・串蝿色 良好、級密 C層 19 356 

第 H図-38 SY03 蓋B 15.8 2.6 天井部回転へフ削り 暗揖色・串掴色 良好、教密 焼成部床宣・B層32 377 

第 H図-39 SY03 議B 15.8 3 天井部回転へフ削り 暗配色・暗l1t邑 良好、綴密 B'C層 32 374 

第H図-40 SY03 蓋B 14.5 天井部回転へフ削り 暗眠色・"冊邑 良好、鍛密 覆土 10 541 

第H図-41 SY03 蓋B 15.6 2.7 天井部回転へラ削り 暗蝿色・"蝿邑 良好、鍛密 焼成部;J;!(宜・C層25 379 
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清水山窯跡須恵器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
-".フ

色調 焼成 層イ立 事同(J'&J議事権整理
備考

(cm) (cm) l'¥(cm) B(cm) f苗き 番号

第166図 42SY03 蓑B 15.5 2.95 天井部回転へフ削り 開問色・暗匝色 良好、鍛密 焼成部床直・C層18 363 

第 H図-43 SY03 重量B 16.3 3 天井部回転へフ削り 暗褐色・赤間色 良好、綴密 桂成田床直.A.C層 32 358 

第 11図-44 SY03 蓋B 14.8 2.7 天井部回転へフ削り 暗庇色事掲色 良好、綴密 A.B層 3 530 

第 11図 45 SY03 叢B 15.2 3.2 天井部回転へフ削り 暗掲邑・事相色 良好、徹密 C層 28 370 

第 11図-46 SY03 蓋B 15.6 3 天井部回転へフ削り 日目E色暗庇色 良好、綴密 B層 32 376 

第 11図-47 SY03 蓋B 16.3 3 天井部回転へフ削り 事蝿色串椙色 良好、綴密 C層 25 378 

第 11図-48 SY03 義B 16.8 2.4 天井部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好、綴密 表土 8 542 摘みなし l

第 H図-49 SY03 蓋B 17.8 2.8 天井部回転へフ削り 暗褐色目申自邑 良好、綴密 C層 3 368 

第 H図ー50 SY03 蓋B 17 3.1 天井部回転へフ削り 暗掲邑・赤掲色 良好、敏密 A.B.C層 32 360 

第167図ー51SY03 杯、B 14.1 10.6 2.4 2.85 底部回転へフ削り 事蝿色・審問色 良好、級密 焼成部床直 21 32 382 

第 H図-52 SY03 杯B 14.6 11.2 2.9 3.7 底部回転へフ削り 事褐色・事担色 良好、綴密 C層 19 32 381 

第 H図-53 SY03 キ不B 15 11.8 2.75 3.2 底部回転へフ削り 春時色・事掲色 良好、綴密 A層 12 19 384 

第 H図-54 SY03 杯B 15.2 11.5 3.3 3.9 底部回転へフ削り 配色・暗既色 良好 C層 10 14 383 

第 11図【55 SY03 杯B 9.4 底部回転へフ削り 井 橿色・程色 良好 4区床下 9 1551 

第 11図ー56 SY03 蓋E 16 2.5 天井部ツマiなし、つめあとあり(ヘラケズリ 1)桂ナデ 灰色・灰色 良好 焼成部床直 6 828 

第 111罰ー57 SY03 高杯A 16.5 底部回転へフ削り後回転ナデ ヂ|二 町医色・暗匝色 良好 C層 6 537 

第 111罰-58 SY03 短頚査A 6.8 体上部外面カキメ 時間E色・暗匝色 良好、綴密 C層 5 688 

第 111Z1-59 SY03 長頚壷A 底部欠損、屑部~体部内外面回転ナデ 灰色・暗庇色 良好、綴密 焼成部床直 534 

第 11図-60 SY03SW田横瓶 不明瞭 良好 857 SWOlと接合

第 11図-61 SY03 横瓶 休部外面タタキスリケシ 井?灰色・灰色 良好、敏密 表こと 569 

第 11図【62 SY03 短頚壷B20.4 ヨコナデ 糧色・撞色 やや甘〈軟質 C層 4 392 

第 11図-63 SY03 き量A 24.1 口頭部タタキスリケシ 暗庇色・暗庇色 良好、綴密 C層 5 393 

第 11図-64 SY03 鉢D 28.6 体部外面タタキスリケシ 糧色・澄色 良好 A層 4 389 

第 11図-65 SY03 饗D 27.4 休部外面タタキスリケシ、休部内面ハケ 串褐色・赤担色 良好、級密 B層 2 396 

第 H図-66 SY03 鉢D 30 体部外商タタキスリケシ(へラ状工具による) 井?澄色・撞色やや甘(軟質 C層 9 388 

第 11図-67 SY03 褒D 32 体抑部え外、口面頭タ部タ外キ面、体タ上タ部キ内ス面リハケケン、口頭基部内面ヘラ '"相色・事時邑 良好、綴密 B'C層 24 385 

第 11図-68 SY03 裂 14.6 体部外面タタキスリケシ、蹄日へラ削り 井 濫色・撞色やや甘〈軟質 黒褐色土? 9 1545 

第168図-69SY03 費C 20.7 イ本部外面タタキスリケシ 撞色・澄色やや甘〈軟質 C層 5 390 

第 H図ー70 SY03 察C 18 イ本部外面タクキスリケシ 灰色・灰色 良好、綴密 C層 10 387 

第 11図ー71 SY03 察C 21.4 イ本部外面タタキスリケシ 事掲色・串間色 良好、綴密 焼成部床直 7 391 

第 11図ー72 SY03 裂C 19.6 休部外面タタキ、休部内面(あて具痕あり) 事掲色者間色 良好、綴密 C層 32 403 

第 11図ー73 SY03 蛮E 41.4 体部外面タタ寺、口頭部ヨコナデ、体部内面(あて具寵あ1)) 暗既色目暗既色 良好 A.B層 5 398 

第 11図ー74 SY03 ~A 口頭部櫛歯ーツ紋櫛描波状紋 黒褐色 良好 C層 882 

第 11図ー75 SY03 察A 57.4 口頭部櫛描紘状紋 事担色赤掴色 良好 B'C層 3 397 

第 11図ー76 SY03 重量A 64.2 口頚部櫛描波状紋、櫛歯ーツ紋 暗灰色.1}(色 良好、級密 C層 3 400 色調外・内史博

第 11図】77 SY03 察A 53.6 ロ頚部櫛描波状紋 黒掴色暗悟色 良好、級密 C層 24 401 

第 11図ー78 SY03 窺A 35.6 ロ頚部タタキスリケシ 事問色事幅色 良好、級密 焼成部床直 5 395 

第 H図ー79 SY03 裂の一部 暗褐色 良好 床直 787 焼台

第171図ー1 SW01 中不A 13.6 9.2 2.8 底部へフ切り布目痕あり 町既色・暗匝色 良好 FK02.FM03.FLOl 9 114 591 

第 11図ー2 SW01 杯A 13.8 8.8 3.1 底部へフ切り 庇白色・匝白~ 良好 IIIb層 5 1 8 462 

第 11図-3 SW01 中不A 12.6 8.6 3.3 底部へフ切り 時既色暗庇色 良好 B②区II層 8 113 590 

第"図-4 SW01 杯A 13.6 7.4 3.4 底部へフ削り 灰色・灰色 良好 国b層 4 118 470 

第"図ー5 SW01 中不A 13.8 7.2 3.4 底部へフ切り 暗闇色・暗灰色 良好 日Ib層トレンチ 16 17 459 色調・内火棒

第"図-6 SW01 中不A 14 9.3 3.2 底部へフ切り後ナデ 灰色・灰色 良好 II層 18 32 417 

第"図ー7 SW01 杯A 14.419 3.2 底部へフ切り 灰色・灰色 良好、級密 TAI層 8 111 601 

第"図-8 SW01 杯、A 13.117 3.3 底部不明瞭 暗灰色・灰色 良好、綴密 FOOlIIIb層 9 113 418 

第"図サ SW01 杯A 13 5.8 3.4 底部へフ切り 暗冊色匝白(;.やや甘〈軟質 I層 7111 465 

第 M図-10 SWOl 事干、A 13.8 8.8 3.7 底部へフ切り後ナデ 黒蝿色庇色 良好 FM031llb層 24 8 1422 色調・外・内It火帽

第"図ー11 SW01 キ不A 13.9 8.6 3.5 底部不明瞭 暗闇色・庇白色 やや甘〈軟質 JA-1層 14113 467 

第"図ー12 SW01 杯A 13.217 4.1 底部へフ削り後ナデ 暗庇色・暗既色 良好 IIIb層 13120 472 

第 H図-13 SW01 中不A 13.8 5.2 3.5 底部へフ切り後ナデ 庇自f!.・庇色 良好 IIIb層 6 112 461 

第 H図】14 S羽T01杯A 14.6 10.4 3.6 底部へフ切り後板へフナデ 時間色・暗庇色 良好 Illb層トレンチ 6 110 463 

第 H図ー15 S羽T01杯A 15 10.4 3.5 底部へフ切り 灰色・黒褐邑 良好、敏密 FL03 7 112 427 

第 H図ー16 S羽T01杯A 14.8 9.2 3.4 底部へフ切り 匝白色・庇白(;.やや甘(軟質 I層 12 16 458 

第 M図-17 SW01 中不A 15 7.4 3.4 底部へフ削り 澄色・撞色甘く軟質 FM03Illb層 8 120 421 

第"図-18 S羽T01杯A 14.2 5.2 3.5 底部へフ切り後板へフナデ、 灰色・灰色 E III4層 7 113 466 

第"図ー19 SW01 杯A 13.4 7.6 4.2 底部へフ切り後ナデ 積色・援色 良好 FNOl皿b層 6 116 426 

第"図-20 SW01 杯A 13.6 9.2 3.7 底部へフ切り 庇色・庇白色 やや甘〈軟質 不明 12 32 587 
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清水山窯跡須恵器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
，、，7

色調 焼成 層位 務 車脊U餓率!IJ 
盤主E

備考(cm) (cm) 件同)lB(cml 描き 番号

第171図-21SW01 杯A 13.8 8.8 3.8 底部へフ切り後ナデ 暗庇邑・暗庇色 良好 FL01illb層 4 19 424 

第H図-22 SW01 杯A 14.4 4.2 3.6 底部へフ切り 暗眠色・暗庇邑 良好 FL01illb層 8 12 423 

第 H図ー23 SW01 中不A 13.4 7.8 3.9 底部へフ切り後ナデ 灰色・灰色 良好 FK01illb層 18 32 471 

第 11~-24 SW01 杯A 14.8 9.6 4.2 底部へラ切り後板へフナデ 欄邑./1(白色 良好 FK02皿b層 8 16 460 

第 H図-25 SW01 杯A 13.2 7.6 14 底部へラ切り後ナデ 澄色・橿色 やや甘(軟質 I層 6 17 464 

第 M図目26 SW01 杯A 14.515 3.7 底部へフ切り 灰色・灰色 良好 I層トレンチ 16 16 468 

第 11図ー27 SW01 杯A 14.2 8.2 14 底部へフ切り 庇色・暗庇色 良好 FLOlII層IIIb層 10 11 600 木葉痕

第 H図ー28 SW01 杯A 14.6 8.6 3.8 底部へラ切り後ナデ 暗配色・暗揖色 良好、敏密 Illb層 I層 3 19 473 

第 11図-29 SW01 杯A 14.8 4.2 底部へフ切り後板へフナデ 暗配色・暗庇邑 良好 FLOlillb層 9 9 420 

第 H図-30 SW01 杯A 13 16 4.2 底部へフ切り後板へフナデ 暗配色・暗配色 良好 検出面暴褐色土 7 12 588 

第n図ー31 SW01 杯A 13.8 4.8 4.2 底部へラ切り後ナデ 暗蝿邑.&'(自(!.やや甘(軟質 FL02田b層 16 19 469 

第 11図ー32 SW01 杯A 14 6.8 4.3 底部へフ切り 灰色・灰色 良好、鍛密 A020皿b層 3 25 425 

第H園田33 SW01 杯A 14.4 8.6 4.6 底部へラ切り後板へラナデ 灰色・灰色 良好 B@町山E層 6 26 592 

第 H図-34 SW01 杯A 17.2 9.4 4.2 底部不明瞭 灰色・灰色 良好、綴密 TA-I層 10 9 589 

第H図-35 SW01 杯A 13.8 8.4 4.5 底部板へフナデ 事掴邑・車暗色 良好 TA-I層 3 8 689 舗内気泡あり

第H図-36 SW01 杯A 14 8.4 3.5 不明 甘く軟質 FM04皿b層 16 611 

第H図“37 SW01 蓋B 15.8 1.8 天井部回転へラ削り 灰色・灰色 良好 国 b層 4 632 

第 111盟-38 SW01 差B 16.8 1.9 窯体付着のため不明 色オ・リ暗ー灰プ色 良好、緩密 田b層 10 653 

第 11図-39 SW01 叢B 15.8 2.1 天井部回転へフ削り 事構色・事蝿邑 良好、数密 TA-I層 5 633 

第H図-40 SW01 蓋 17 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、級密 @FM区O一l-Eml層E眉B 8 658 

第11図-41 SW01 蓋B 15.4 1.9 天井部回転へラ削り 撞色・灰色 良好、敏密 FK04FJ04 3 652 

第 11図-42 SW01 叢B 16.4 2.1 天井部回転へフ削り 暗配色・暗庇色 良好、綴密 国b層 5 654 

第H図-43 SW01 輩B 15.8 2.5 天井部回転へフ削り 暗庇色・庇色 良好、級密 P i tlIIb層 6 685 

第 11図-44 SW01 蓋B 15.3 2.8 天井部回転へフ削り 暗庇邑・暗配色 良好、綴密 FM-01illb層 6 414 

第 11図-45 SW01 蓋B 15.2 1.9 天井部回転へラ削り 暗庇色・事蝿邑 良好、鍛密 IIIb層 1 636 

第 11図-46 SW01 蓋B 16 2.7 天井部回転へフ削り 暗配色・庇色 良好、徹密 I層皿層 11 655 

第 11図-47 SW01 蓋B 14.3 2.6 天井部回転へフ削り 庇色・暗庇色 良好、鍬密 TA-I層 7 631 

第 111罰-48 SW01 蓋B 15.8 2.8 天井部回転へラ削り 暗E色・暗庇色 良好、鍛密 I層 15 630 

第H図-49 SW01 蓋B 18 2.3 天井部回転へフ削り 事揖色・置色 良好 FMN4-O2EIEbbE 庖 F 2 411 

第H図-50 SW01 蓋B 15.4 1.6 天井部回転へラ削り 陪臣色・暗眠邑 良好、緩密 Fレ01lIIb層 19 412 

第H図-51 SW01 蓑B 15.6 2.3 天井部回転へラ削り 暗匝色・暗配色 良好、綴密 TA-I層 1 657 

第 11図-52 SW01 蓋B 16.2 2.7 天井部回転へフ削り 配色・暗庇色 良好、鍛密 TAI層 5 627 

第 11図目53 SW01 蓋B 16.6 2.7 天井部回転へフ削り 暗既邑・暗配色 良好、綴密 I層 5 635 

第 11図“54 SW01 査B 16.6 3 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 FK03凹b層 5 638 

第11図-55 SW01 蓋B 18.4 2.4 天井部回転へラ削り 既自e・眠自(!.良好 FMOllIIC層 6 416 

第11図ー56 SW01 蓋B 14.8 2.5 天井部回転へフ削り 暗匝色・暗庇色 良好、綾密 協酷IFK0215 637 

第172図“57SW01 蓋B 16.8 1.8 天井部回転へラ削り 橿色・撞色 良好 I層 3 639 

第11図-58 SW01 蓋B 16.8 2.8 天井部回転へフ削り 暗揖色・暗闇邑 良好、綴密 FM-03 10 413 

第H図ー59 SW01 蓋B 16.8 2.5 天井部回転へフ削り 暗庇色・暗庇色 良好、敏密 土トレ{炭ン化チ物:，褐色 14 640 

第11図-60 SW01 蓋B 15.4 2.7 天井部回転へフ削り 暗庇色・庇色 良好、綴密 土トレ(炭ンfチi}}褐色 10 641 

第11図-61 SW01 蓋B 16.8 3.3 天井部回転へラ削り 庇白色.&'(白邑 良好、綾密 TA-I層 5 656 

第11図-62 SW01 蚤A 16.9 3.2 天井部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 部酢nAI 7 634 

第11図-63 SW01 蓋A? 天井部回転へフ削り 井 灰色・灰色 良好 検出面 644 

第 11図目64 SW01 蓋A 天井部回転へフ削り 井 串間色・..褐色 良好 開馴bli!FM似mb層 642 

第H図目65 SW01 杯B 14.4 12 2.3 2.8 底部回転へフ削り 暗庇色・暗匝邑 良好、級密 TA  12 12 485 

第H図目66 SW01 杯B 13.2 13 2.6 3.2 底部回転へフ削り 畠掴邑・暗既邑 良好、敏密 TAI層 6 8 1484 

第 11図-67 SW01 杯B 14.8 12 2.2 2.9 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、鍬密 表土 4 113 618 

第 11図司68 SW01 杯B 15.8 12 2.5 2.8 底部回転へフ削り 暗庇色・暗配色 良好、徹密 FL01illb層 7 115 437 

第 11図-69 SW01 キ不B 14.4 10.7 2.3 3.2 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、綴密 FM03町b層 16 16 428 

第 11図-70 SW01 杯B 14.8 12 2.5 13 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 FLOllIIh層 14 31 436 

第 H図ー71 SW01 杯B 15.4 11.2 3.2 底部回転へフ削り 暗庇邑・暗配色 良好、毅密 B区I層検 6 116 474 

第 11図ー72 SW01 杯B 15.2 11.6 2.5 3.1 底部回転へラ削り 暗闇邑・暗蝿邑 良好、綴密 FMOl検黒褐色 19 32 613 

第 11図“73 SW01 杯B 15.8 11.8 3.1 底部回転へラ削り 時鹿邑・暗醍邑 良好 B②区II層 7 115 476 

第 11図-74 SW01 杯B 16 11.3 2.7 3.3 底部回転へフ削り 事情色・暗庇色 良好 問団IlIbJilFN叫I蝿 1 132 522 

第 11図-75 SW01 杯B 14.8 11.4 2.7 3.2 底部回転へフ削り 暗配色・暗配色 良好 トレンチ 4 117 477 

第 11図-76 SW01 杯B 16 13.6 2.5 13 底部回転へラ削り 灰色・灰色 良好 皿b層 4 9 1479 

第 11図ー77 SW01 杯B 14.2 10.813 3.6 底部回転へフ削り 暗配色・暗庇邑 良好、綴密 Il)置illb層 5 112 616 

第 11図ー78ISW01杯B 14.6 10.613 3.3 底部回転へフ削り 暗庇色・庇色 良好 F1.OlDlb層F1.01111i1 8 111 433 
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第172図ー79SW01 杯B 16 13.1 3.4 底部回転へフ削り 暗既邑・暗匝色 良好、級密 国 a層 5 7 475 

第 11図-80 SW01 杯B 15.4 12.213 3.6 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 FM03IIIb層 B 18 430 SlV唖ぽSY国aSY田

第 11図-81 SW01 杯B 17 13.4 2.6 3.3 底部回転へフ削り 畠相色・暗眠邑 良好、敏密 FOOlllIb層 6 10 429 

第 H図-82 SW01 杯B 16.9 11.4 3.3 3.9 底部回転へラ削り 庇自(!-li1(白色 良好 FL05 2 24 482 

第 H図-83 SW01 杯B 14.8 11 3.4 14 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好 BEE上層ト皿レンbチ層DU層 14 32 619 

第 11図-84 SW01 杯B 11 7.5 3.1 3.7 底部回転へフ削り 暗庇色・庇色 良好、綴密 FL03llIb層 6 13 432 

第 11図-85 SW01 杯B 12.2 10 3.2 14 底部図転へフ削り 匝自!・庇白色 良好、級密 FM01illb層 8 5 435 

第 11図-86 SW01 杯B 15 10 5.1 5.6 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、級密 2 32 478 

第 11図-87 SW01 杯B 15 10.2 5.2 5.7 底部回転へフ削り 灰色・灰色 良好、鍛密 TAI層 1 13 481 

第 11図-88 SW01 杯B 14 10.2 5.5 6.3 底部回転ヘラ削札体部外面へ予による回転キザEがー圃 灰色・灰色 良好、鍛密 Bli!:mb層FI.02皿b層 11 16 480 

第 11図-89 SW01 杯B 15.4 9.8 3.8 4.8 底部回転へフ削り 撞色・撞色 良好 不明 7 14 615 

第 11図-90 SW01 杯B? 13.8 (杯B ?)体部にへフ描き絵 ? 灰色・灰色 良好 FL04IIlb層 4 778 

第 H図-91 SW01 杯B 10 底部回転へフ削り × 糧色・撞色 良好 FK06 10 486 

第 H図-92 SW01 杯B 8.8 底部回転へフ削り 井 暗闇色・暗配色 良好、綴密 I層 10 625 

第 H図-93 SW01 杯B 10.6 底部回転へフ削り 井 車蝿色・暗掴色 良好 FN03 9 1623 

第 H図-94 SW01 キ不B 10.4 底部回転へフ削り 井 暗噛邑・暗蝿色 良好、緩密 表土 11 624 

第 11図-95 SW01 杯B 11 底部回転へフ削り 井 暗配色・庇色 良好、綴密 FN04IIlb層 14 621 

第 11図-96 SW01 杯B 9.8 底部回転へラ削り 井 ;t;暗色・串蝿邑 良好 FN04IIlb層 12 620 

第173図。7SW01 椀B 14.2 6.8 5.6 6.2 底部欠損 橿色・糧色 良好 検.IIIb層 13 6 1693 

第 11図-98 SW01 椀C 15.6 11.4 6.9 7.6 底部固liへラ間。、体部再面つまA出Lによる3聾l喪帯)品。 暗蝿色・庇色 良好、級密 IIIIB由回I層陀.01 14 20 695 

第 11図-99 SW01 椀C 16 11.4 7.2 18 邸量ヘラ刷働問団Sトラ闘。、体制酌料品Lによる4聾懐舶晶q 暗揖色・配色 良好、級密 前官EiF28 19 694 

第 11図“100SW01 椀C 20 休部外面に稜を設ける 井 糧色・種色やや甘(軟質 FN回目層FNi回 7 790 

第H図-101SW01 椀C 20 口頭部図転ナデ 井 節目色・自庇色 良好 FN04鼎胞土層 4 903 中野市鰐随分

第 11図ー102SW01 高杯A 17.2 底部回転へラ削り 断絶・庇色 良好、綴密 日間制間色土保問 15 671 舗内矧品。

第 11図-103SW01 皿A 18.6 2.6 底部回転へラ削り 井?既色・暗褐色 良好、級密 FN04IIlb層 2 673 

第 11図-104SW01 皿A 22.6 2.3 底部へフ削り 暗闇邑・暗闇色 良好、綾密 FMOI制醐邑土偶国 B 672 

第 11図-105SW01 用面硯脚 B 12.4 3.3 T書諸富苦手事い棚が掴る透かし +J字形4 灰色・灰色 良好、級密 B②区H層 12.5 6 1773 

第11図-106SW01 無頚蜜 7 ロ覇基都内面ヘラ朗9.惇下部丹面ナデ{曜方向}眉師伴掴 r大』 大 庇自f!..匝色 良好、敏密 21 832 

第 11図-107SW01 無類壷 6.2 口縁部へラ削り、肩部ナデ版状工具痕) 佐瑚日暗闇邑・暗配色 良好、緩密 E01W晶B掴1B色E土IEI圃b樟fFL'4 692 

第 11図ー108SW01 長類壷C 7.2 糊 l回転ナデ、踊欣損、備側面凹線5条あり 聞自色・暗庇邑 良好、敏密 illb層TA-j層 16 687 

第 11図-109SW01 短頚壷C 5.8 底部回転へラ削り、体部外商凹線3条 灰色・灰色 良好、徹密 制iii!!l祖師b圃.sI! 32 683 

第11図ー110SW01 長類蜜C ロ頚部に沈線2本 灰白 良好 SYMSHK層 880 

第H図-111SW01 長頚壷C 肩部~体部ナデ、屑部3本の凹線が2条 庇白色・庇自f!.良好、微密 皿町bb層層FFMM 回悶F皿Lb8層3 850 

第H図ー112SW01 長頭壷 頭部~基部ナデ、基部有段 墨縄色・庇色 良好、級密 日層 844 

第H図-113SW01 長頭蓋 体部タタキスリケシ 庇白f!.・灰色 良好、敏密

瞳
842 

第H図-114SW01 長頚壷 頭部~基部回転ナデ、基部有段 眠自!・匝自f!.良好、級密 841 

第H図-115SW01 長頭登 10.7 灰色・灰色 良好、鍬密 10 453 

第H図ー116SW01 長頚壷A 8.6 12.2 21.7 22.7 羅警官醐 暗配色・暗掴色 良好、級密 32 32 682 

第11図-117SW01 長類蜜A 横位後まば 暗掴色・暗揖邑 良好 846 

第174図-118SW01 横瓶 8.9 、ヶ 灰色・灰色 良好、級密 FL03 2 775 

第 11図ー119SW01 検瓶 10 休部外面タタキ 暗庇色・且蝿邑 良好、綴密 検出面黒褐色土 9 668 

第 11図ー120SW01 横瓶 13 口頭部ヨコナデ 畢相色・庇色 良好、級密 FM04IIb層 5 509 

第 11図-121SW01 横瓶 12.8 口頭部ヨコナデ 暗H庇色，串帽色 良好、綾密 FM03IIIb層 16 451 

第11図-122SW01 横瓶 10.2 口頭部ヨコナデ 庇色・暗蝿色 良好、敏密 FM04IIIb層 7 510 

第 11図-123SW01 横瓶 11.4 口頭部回転ナデ 暗既色・庇色 良好、綴密 検出面黒褐色土 6 503 

第11図ー124SW01 横瓶 12.6 口頭部ヨコナデ 畠褐色・且揖邑 良好、激密 I層 7 514 

第 11図-125SW01 横瓶 14 口頭部ヨコナデ 灰色・灰色 良好、級密 I層 5 507 

第 J/図-126SW01 横瓶 10.5 口頭部回転ナデ 庇色・畢帽色 良好、徹密 FN侃B区E上層 12 505 SWOlorSYOl 

第H図-127SW01 横瓶 11.8 口頭部ヨコナデ 居間色・暗祖色 良好、敏密 TAI層 6 447 

第 11図ー128SW01 横瓶 13 口頭部ヨコナデ 暗配色・暗既色 良好、撤密 FJ04 11 492 

第 11図-129SW01 横瓶 15.2 口頚部ヨコナデ 串間色・;t;蝿邑 良好 FM04IIIb層 10 495 

第 11図ー130SW01 横瓶 10.6 口頭部ヨコナデ 島禍色・庇色 良好、緩密 FM04IIIb層 9 520 

第 11図ー131SW01 横瓶 12.1 口頭部回転ナデ 灰色・灰色 良好、鍛密 P i tIIIb層 4 684 

第11図ー132SW01 横瓶 12.7 ロ頚部ヨコナデ 暗庇色・庇色 良好、綴密 凹b層 8 496 

第11図ー133SW01 横瓶 12.6 口頭部回転ナデ 灰色・灰色良好、綴密

車襲
5 665 

第11図-134SW01 横瓶 被部肇外部商回タ転タへキラス削リケ1)、シ被蜜接合部内面指抑止品1).体 畠掴邑・暗庇色 良好、級密 697 

第H図-135SW01 横 紙 体部外商タタキスI}ケシ、桂畳部外面回転へラ削'11量ナデ 庇白色・庇色 良好、綾密 833 

第H図-136SW01 横 瓶 体部再面カキ人被葺部外面へラ削I}、櫨蓋接合部タタキ 庇色・畢褐色 良好 16 686 
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第174図-137SW01 横瓶 休部外商タタキスリケシ、被蓋部外商ハケ 灰色・灰色 良好、鍛密 FFMKO0E4EEbb層層FL05 781 

第H図-138SW01 横瓶 体部外面回転ヘラ自円、被蓋接合部h ラ削り 庇色・畠揖色 良好、鍛密 I層 700 

第H図-139SW01 横瓶 体部外商回転ヘラ削り、被蓋部外商へラ削り 庇自色・庇色 良好、綾密 FLOl 699 
第H図目140SW01 横紙 体郁外国タタキ且'1ケシ、桂壷接合部回転へラ削1)痕ナデ 灰色・灰色良好、級密 SWOllIIb層 858 

第175図-141SW01 横紙 休部外函タタキスリケシ、中央部割付線あり 庇色・暗庇色 良好、毅密 I扇町b層FM04 836 

第H図-142SW01 横瓶 休部外商被蓋接合部タタキ後回転へラ削り 灰色・灰色良好、毅密 TA.FA03.J1l崎市 834 

第H図“143SW01SW03 短頭壷A 6.8 ロ頚部~肩部ヨコナデ 暗配色・暗庇邑 良好、徹密 検出面 B 670 

第H図-144SW01 壷蓋 9.7 天井部回転へラ削り 良好、綴密 FLOl.FM01Illb1il 20 674 

第H図ー145SW01 短額査B 10.6 口頭部ヨコナデ 庇色・庇白色 良好 皿b層 8 501 

第H図-146SW01 短頚壷B 8.4 口頭部ヨコナデ、体部外商タタキスリケシ 暗配色・暗配色 良好、教密 FN似FN03Illb層 7 498 

第 1/図日147SW01 短頚壷B 8.6 肩部に3本凹線が3条、体上部外面カキメ 灰色・灰色良好、級密 FL03田b層 11 849 

第1/1盟-148SW01 短頚壷B 11.4 口頭部回転ナデ 暗庇邑・暗掴邑 良好、緩密 FK03 5 499 

第 1/図ー149SW01 短頚壷C 13.8 体鮒楠回転ナデ俄庇瑛婦、口頭部ー体部内面回転ナデ 庇色・晶揖色 良好、綴密 B②区検 3 512 

第 1/図ー150SW01 短頚壷C 13.2 口頭部ヨコナデ 灰色・灰色 良好、教密 TAI層 3 515 

第H図-151SW01 短額蜜C 13.3 ロ頚部~体部外商タタキスリケシ 灰色・灰色 良好、教密 FN01IIlb層 7 497 

第 1/図-152SW01 短頚壷C 11.8 体部外面ナデ(へフ状のもの) 眠自(!.・庇自(!.良好、綴密 FN04 8 446 

第 1/図ー153SW01 短頚蜜C 13 体上部外面ナデ(板状工具による) 配色・晶輔色 良好、級密 FM031IIb.層 4 439 

第 1/図-154SW01 短頚蜜C 13.8 体上部外面ナデ(板状工具による) 庇自M'i白色 良好、鍛密 FM04lIIb層 2 443 

第1/1盟問155SW01 短頚牽C 14.6 体上部外面ナデ(板状工具による) 庇自(!..・畠冊邑 良好、敏密 FM03lIIb層 7 442 

第H図-156SW01 窪C 15 口頭部~体上鵬宿回転ナデ、体部タタキスリケシ 庇色・畠揖色 良好、鍬密 検出面暴褐色土 6 666 

第 1/図目157SW01 短頚査C 16 口頚部ヨコナデ、体部内外面カキメ 暗褐色・ 良好、敏密 FN04 7 441 

第 1/図':'158SW01 短頭蓋』岡部 9 肩部~休部ナデl抵抗エ具栂眉部タタキ.車部回転ヘラ劇。 庇自邑・庇自(!.良好、綾密 FM03lIIb層 12 851 

第H図-159SW01 褒A 22.4 口頭部回転ナデ 暗闇邑・暗庇邑 良好 FL04FL03 20 493 

第 1/図-160SW01 饗D 18.1 口縁内面沈線、口頭部不明瞭 配自MIi白色 やや甘〈軟質 I層 4 513 

第 1/図-161SW01 褒D 19 口頚部回転ナデ 灰色・灰色 良好、殺密 凹b層 5 506 

第 1/図-162SW01 蜜C 16 体酬商タタキ、口頭部ヨコナデ、内商品て具痕あり 暗配色・暗掴邑 良好、毅密 F土MB区3;b土眉検血出蝿面色26 438 

第176図目l臼 SW01 窪D 22.8 口線部2条の沈線、体部外面ナデ 橿色・橿色良好、教密 FMOllIIb層 6 450 

第H図“164SW01 褒C 22.8 体部外面タタキ、口頭部タタキスリケシ 庇自色・置色 良好 検出面l晶褐色土) B 659 

第H図-165SW01 窪D 30 体部外商不明瞭(タタキスリケシ)、口頭部ヨコナデ 置色・庇自1'l良好 I層 4 448 

第H図-166SW01 寝A 30 口頚部ヨコナデ 暗庇邑・暗配色 良好、徹密 F皿LbO層SFTLAO-IlR据m 7 456 

第H図-167SW01 蜜D 32.5 休部外商タタキ、口期日夕舛ス1)ケシ 庇白色・庇色 良好、敏密 FK02 3 452 

第H図-168SW01 費A 25.2 口頚部ヨコナデ 暗揖色・暗掴邑 良好、敏密 FL03 5 449 

第 1/図ー169SW01 賓A 27 体部外商タタキ、口頭部ヨコナデ、内面あて具痕あり 暗庇邑・暗配色 良好、綾密 FN04 FL01Illbll 8 454 

第H図日170SW01 き量A 27.2 体部内面品て具痕品札口頭部ヨコナデ、体部外面タタキ 畠蝿邑.11(白色 良好、綴密 B-2区II層 9 440 

第 1/図-1冗 SW01 窪A 34.6 口頭部ナデ(板状工具による)後櫛描波状紋 灰色・灰色良好、綾密 FL01Illb眉聡激 10 457 

第 1/~-172 SW01 褒A 28.4 口頭部タタキスリケシ 暗相色・匝自I!.良好、敏密 表土 7 660 

第11I盟-173SW01 蜜A 口頭部櫛歯ーツ紋櫛描波状紋 暗褐色 良好 TAI層 881 

第 1/図-174SW01 蜜A 61.4 口頭部櫛描波状紋 暗掴色.11(自I!.良好、綴密 Iトllbレ眉ンIチ暦D日11眉壇 6 455 

写真図版PL SW01 蓋 ツマミ部ツマミなし 井 糧色・糧色 良好 FN05 646 

写真図版PL SW01 皿A 底部へフ削り(一方向) 井 灰色・灰色 良好 FN05TA 679 

写真図版PL SW01 杯B 9.6 底部回転へラ削り 井 糧色・澄色 甘く軟質 トレンチI層 121867 

写真図鷹.PL SW01 務 休部外面タタキ、へフ描き 井 灰色・灰色 良好、級密 I層 663 

第177図-1 SK13 杯A 13.418 3.6 底部へフ削り 灰白 良好 873 

第H図-2 SK11 杯B 8.6 底部不明瞭 赤褐色 甘く軟質 869 

第1/1酒-3 SKll 杯A 14.8 8.5 4.4 底部へフ切り 暗褐色 良好 870 

第H図-4 SK11 叢B 16.8 1.5 2.3 天井部回転へフ削り 赤褐色 良好 872 

第179図-1 SX01 杯A 13.218 3.6 底部回転糸切り 灰 良好、緩密 895 

第 1/図-2 SX01 キ不A 12.4 6.8 14 底部回転糸切り 灰 良好、敏密 886 

第H図-3 SX01 杯A 14 5.6 4.3 底部回転糸切り 灰 やや甘(軟質 888 

第 1/図-4 SX01 杯A 13.6 6.5 4.1 底部回転糸切り 暗褐色 良好 889 

第 11図-5 SXOl 杯A 13.4 6.6 3.8 底部回転糸切り 灰 良好、敏密 891 

第 1/図-6 SX01 杯A 12.8 6.8 14 底部回転糸切り 灰白 良好 893 

第 1/図ー7 SX01 杯A 13.217 3.7 底部回転糸切り 灰白 やや甘(軟質 887 

第 1/図“8 SX01 杯A 11.8 6.4 3.7 底部回転糸切り 晴褐色 良好、綴密 898 
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遺物観察表

池田端窯跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
"-7 

色調 焼成 層位 穏口鶴臨諸自盟 盤理
備考(c吋 (cm) 何回J)B(cm) 搭き 番号

第199図-1 SY01 杯A 13.5 7.8 3.2 底部不明瞭 賞褐色 甘く軟質 1層 4 14 7 

第 11図-2 SY01 杯A 14.4 7.3 3.5 底部外面内面ナデ 賞褐色 良好 fl B 13 1 2 

第H図-3 SY01 杯A 14.5 10 3.7 底部回転へラ削り 賞褐色 やや甘(敦賀 H 6 17 3 

第H図-4 SY01 杯A 15.7 9.2 3.5 底部へフ切り後板へフナデ 灰 良好 fl 10 16 1 

第H図-5 SY01 杯A 13.516 4.1 底部へフ切り後ナデ 黄褐色 やや甘く軟質 H 14 14 4 

第H図目6 SY01 杯A 14.218 4.4 底部板へラナデ 責褐色 やや甘〈軟質 H 5 14 5 

第 11図-7 SY01 杯A 7.2 底部板へフナデ 賞褐色 やや甘(軟質 H 32 6 

第 11図-8 SY01 蓋B 14.9 2.3 13 天井部回転へラ削り 灰 良好、教密 H 20 13 

第 111習-9 SY01 蓋B 14.7 2.9 3.6 天井部回転へラ削り 灰 良好、綾密 H 13 15 

第 11図-10 SY01 蓋B 15.4 天井部回転へフ削り 灰白 甘く軟質 H 21 10 

第 H図-11 SY01 蓋B 18.1 2.5 3.2 天井部回転へフ削り 灰白 良好 fl 9 12 

第 H図-12 SY01 蓋B 16.2 3 天井部回転へフ削り 灰 良好、綾密 H 19 11 

第 M図目13 SY01 叢B 18.7 3.2 14 天井部回転へラ削り 灰白 良好 fl 21 176 

第H図ー14 SY01 蓋B 19.1 1.9 2.6 天井部回転へフ削り 灰 良好、緩密 H 29 16 

第 11図ー15 SY01 叢B 18.2 1.8 2.4 天井部回転へラ削り 灰 良好、級密 H 10 14 

第 11図-16 SY01 杯B 13.8 10.8 3.1 底部回転へフ削り 灰 良好、綴密 H 1 1 6 8 

第 11図ー17 SY01 杯B 13 底部回転へフ削り 灰白 やや甘(軟質 H 14 9 

第H図ー18 SY01 横瓶 内面指頭痕ありナ矢底部ナデ、体郡回転ナデ 灰 良好 fl 17 

第 11図四19 SY01 賓底部 10.5 外面タタキ、内面ナデ 灰 良好、綴密 fl 7 118 平底
第202図ーl SY02 杯A 13.318 3.7 底部へラ切り、体醐状エ賄、脚内面中央ナデ 灰 やや甘〈軟質 2層・3層・5層 15 32 19 

第11121-2 SY02. 杯A 14.4 底部欠損 灰白 やや甘(軟質 検7区l層 14 20 

第11図-3 SY02 杯B 13.2 9.2 3.3 底部回転へフ削り、体部取状工具痕 灰 やや甘〈軟質 3層 14 17 35 

第 11図-4 SY02 杯B 13.4 9.8 3..5 底部回転へラ削り、僻眠状工具痕 灰 良好 2層 5 1 6 26 

第11図-5 SY02 杯B 13.8 9.6 3.4 底部回転へラ削り、僻l液状工具痕 灰白 良好 8116 36 

第 11図-6 SY02 杯B 13.7 9.9 3.2 3.5 底部回転ヘラ削り働関根状エ具による回転ナデ 灰白 やや甘〈軟質 2層・ 3層 16 16 37 

第 11図ー7 SY02 杯B 13.8 9.6 3.3 3.5 底部回転へラ削り 灰 良好 4 113 23 

第 M図-8 SY02 杯B 14.6 10 3.4 3.4 底部回転へラ削り、体部内・外面板状工具痕 灰 やや甘〈軟質 2層 5113 29 

第M図サ SY02 杯B 15.4 11.4 3.4 底部回転へフ削り 賞褐色 良好 1層町・下焚口部・焼土 5 111 33 

第11図ー10 SY02 杯B 13.8 9.2 3.8 4.1 底部回転へフ削り、体制詩反状工具痕 灰白 やや甘〈敦賀 2層 18 21 38 

第H図-11 SY02 杯B 14 10.2 3.7 底部回転へフ削り 黒褐色 良好、級密 2 1 8 22 

第H図-12 SY02 杯B 14.6 11.2 3.8 4.5 底部回転へラ削り 灰白 良好、敏密 T-A-⑪ 10 16 28 

第H図-13 SY02 長頭表 7.2 ヨコナデ 黒褐色 良好 l層 18 42 

第 111盟ー14 SY02 横瓶 内面あて具痕あり、外面タタキ 灰 良好、敏密 fl 39 

第 11図ー15 SY02 獲A 44 口頭部櫛形波状紋 呆褐色 良好、綴密 fl 2 40 

第11図-16 SY02 き星A 25 ロ綾部~内面ヨコナデ 灰 良好、教密 11 4 44 

第11図ー17 SY02 土師器長胴費 23 ヨコナデ 賞褐色 甘く軟質 1層 9 41 

第211図-1 SY05 杯A 13.6 7.4 2.9 底部へフ切り後ナデ 灰白色 やや甘〈軟質 2層 10 18 57 

第11図-2 SY05 杯A 13 19 3.3 底部図転へフ切り 灰白色 やや甘(軟質 11 9 1 12 58 

第 11図-3 SY05 杯A 18 12 6.3 底部不明瞭(へラ削り?) 灰白色 やや甘{軟質 11 20 24 68 

第 11図-4 SY05 杯A 17 底部欠損 灰 良好 fl 5 67 

第 11図-5 SY05 蓋B 14.2 2.6 3.3 天井部回転へフ削り 黒褐色 やや甘(軟質 11 10 66 

第 11図-6 SY05 杯B 13.8 9.8 3.7 4.2 底部回転へラ削り 黒褐色 甘く軟質 fl 6 1 16 60 

第11図ー7 SY05 杯、B 14.2 9.4 4.2 4.8 底部回転へフ削り 黒褐色 やや甘〈軟質 fl 30 31 61 

第11図日8 SY05 杯B 13.4 7.4 3.5 3.9 底部回転へフ切り 灰白色 やや甘〈軟質 11 13 11 59 

第11図-9 SY05 杯B 9 底部回転へフ切り後回転へフ削り 灰 やや甘〈軟質 11 10 63 

第11図ー10 SY05 杯B 9.8 底部回転へフ削り 黒褐色 やや甘(軟質 fl 32 65 

第 111罰ー11 SY05 杯B 9.6 底部回転へフ削り 黒褐色 やや甘{軟質 fl 32 64 

第11図ー12 SY05 杯B 10.2 底部回転へラ切り 灰白色 甘く軟質 11 15162 

第11図-13 SY05 費 外面11キ.口頭基部内面ヨコナデ、体部内面ナデ{縦方向) 赤褐色 良好 撹乱}括5Y師一括 178 

第211図-1 SY06 杯A 12.6 6.4 3.4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 9層上面 16132 135 

第 111理-2 SY06 杯A 12.8 5.8 3.5 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 6層 14132 79 

第 11図四3 SY06 杯A 12.6 6.4 3.9 底部回転糸切り 黄褐色 甘く軟質 9層上面 25132 70 

第11図-4 SY06 杯A 13.2 5.4 3.6 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 11 12132 87 

第H図ー5 SY06 杯A 12 6.2 3.7 底部へフ切り 賞褐色 甘く軟質 11 30122 124 

第H図-6 SY06 杯A 12.416 3.7 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 6層 26 32 1136 

第H図ー7 SY06 杯A 12.816 3.6 底部回転糸切り 責褐色 甘く軟質 9層 15132 76 

第H図-8 SY06 杯A 13 5.8 4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 11 30132 125 

第11図日9 SY06 杯A 12.8 5.6 3.8 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 9層上面 25132 82 
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池田端窯跡須恵、器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種 口径 底径 器高 器高
技法の特徴

へ7
色調 焼成 層イ立 存口(J'J2J鶴率盛存惚率型自) 

整理
備考

(Cm) (cm) 体(cm)B(cm) 搭き 番号

第211図-10 SY06 キ不A 12.8 5.2 3.9 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 9層 32 32 73 

第 11図-11 SY06 キ不A 13 4.4 3.8 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 9層上面 32 32 69 

第 11図-12 SY06 才不A 13.7 6.1 3.5 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 H 12 32 86 

第 11図-13 SY06 杯A 12.4 5.2 3.9 底部回転糸切り 寅褐色 甘く軟質 3層.4層 11 32 131 

第 11図-14 SY06 杯A 12.8 5.8 4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 4層 32 32 139 

第 11図-15 SY06 杯A 13.216 4 底部回転糸切り 黄褐色 甘く軟質 9層上面 29 32 74 

第 11図】16 SY06 杯A 12.8 5.6 4.3 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 6層・7層 20 32 138 

第 11図ー17 SY06 杯A 12.8 5.2 4.1 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 9層上面 29 32 133 

第 11図-18 SY06 杯A 13.2 6.6 3.8 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 H 11 32 84 

第 11図-19 SY06 杯A 13 6.2 3.8 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 H 24 32 83 

第 11図ー20 SY06 杯A 13.416 4.4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 H 19 32 134 

第 11図ー21 SY06 杯A 13.8 5.8 4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 6層・7層 15 32 132 

第 11図-22 SY06 杯A 13.4 6.2 3.9 底部回転糸切り 寅褐色 甘く軟質 9層上面 4 132 130 

第 11図ー23 SY06 杯B 10.1 5.5 4.5 5.2 底部回転糸切り 灰 良好、綴密 焼成部床直 6 132 89 

第 11図-24 SY06 杯B 9.6 底部回転へフ削り 灰 良好 lJ 5 194 

第 11図-25 SY06 凸帯付四耳壷 外面タタキ、内面ナデ 灰 良好 2 a層 92 

第 11121-26 SY06 褒 把手部 灰 良好 9層上面 93 把手

第 11図-27 SY06 霊童A 口頭部外面構醇控状位、口唇部~口頭部内面布目痕あ1) 黒褐色 良好 不明 215 事HIil:'のある調車器

第 H図ー28 SY06 褒A 52 口頭部櫛描波状紋、内面ヨコナデ 灰 良好、綴密 3層 2 95 

第 11図ー29 SY06 裂 11.4 外面タタキ、内面指頭痕ありナデ 灰 良好 9層 3 196 平底

第 H図-30 SY06 察底部 16.4 内面ナデ、外面タタキ 灰 良好 1層 6 191 平底

第212図-1 SY07 杯A 5.8 底部回転糸切り 賞褐色 やや甘〈軟質 2層? 19 209 

第 H図】2 SY07 ホ不A 6.4 底部回転糸切り 賞褐色 やや甘〈軟質 2 a層 32 141 

第 n図-3 SY07 キ不A 6.4 底部回転糸切り 暗褐色 やや甘(軟質 不明 32 149 

第 H図-4 SY07 中不A 5.6 底部回転糸切り 灰 良好 3層 20 210 底わ部れにるι上の仰品。と思

第 M図-5 SY07 重量B 天井部回転へフ削り 灰 良好 1層 145 重ね焼き痕跡

第 M図-6 SY07 キ不B 12 底部回転へフ削り 灰 やや甘〈軟質 1層 7 1142 

第 H図ー7 SY07 査底部 8 底部回転糸切り外周へフ削り 賞褐色 やや甘〈軟質 焼成部床直・4層 32 143 底部

第 11図-8 SY07 凸11¥'付四耳査 外国不明瞭、内面ナデ 黒褐色 良好 l層 148 

第 11図-9 SY07 霊童A ヨコナデ 灰 やや甘〈軟質 3層 146 

第 11図-10 SY07 ~A 50.2 口頚部櫛描波状紋 灰 やや甘〈軟質 不明 2 150 

第 11121-11 SY07 妥 外面タタキ、内面ナデ 賞褐色 良好 不明 144 丸底
第 11図-12 SY07 嚢底部 16.2 外面タタキ、内面不明瞭 灰 やや甘(軟質 上部表土 1 1147 平底

第214図-1 SW02 キ不A 12.817 4.1 底部へフ切り後ナデ 灰 良好、綴密 8 1 8 110 

第 11J習-2 S羽T02キヰ;A 12.818 5 底部回転へフ削り 灰白 良好 RMIO 7 110 106 

第 111理-3 S羽T02キCf.A 13.818 4.3 底部へフ切り後ナデ、底部内面ハケ 灰白 良好 R008 1 1 9 108 の内面描に師ハのケ症技時の有工り具

第 11121-4 SW02 キ不A 14.519 4.2 底部へフ切り後ナデ 灰白 良好 2 110 105 

第 11図-5 SW02 杯A 13.819 6.8 底部へフ切り後ナデ 灰白 良好 RNll 3 116 104 

第 11図-6 SW02 杯A 14.6 9.4 3.7 底部回転へフ削り後ナデ 灰 やや甘(軟質 トレンチE① 15115 109 

第 11図ー7 SW02 杯A 13.8 9.2 3.6 底部へフ'切り後ナデ 灰 良好 R008 19119 107 

第 11図-8 S羽T02杯B 14.2 11.6 3.2 底部回転へフ削り 灰白 良好 RMIO 7 1 8 113 

第 11図-9 SW02 杯B 14.8 8.8 3.4 3.7 底部回転へフ削り 灰 良好、級密 R008 1 1 5 111 

第 11図-10 SW02 杯、B 12.8 8.6 4.7 底部回転へフ削り 灰白 良好 4 1 8 112 

第 11図ー11 SW02 杯B 16.2 9.6 6.8 7.1 底部回転へフ削り 赤褐色 やや甘(軟質 R008 15 141115 

第 11図 12 SW02 蓋B 天井部回転、ラ削1).つまみ師に聾告のための描l!きt¥tI;韓あ1) 灰白色 やや甘(軟質 RN16 102 つまみ部町接合寵

第 H図ーl3 SW02 高杯 16 13 1.2 底部回転へフ削り 灰白色 良好 排水トレンチ 11117 118 

第 H図-14 SW02 皿 17.6 回転へフ削り 灰 良好、徹密 RNll 5 117 

第 11図ー15 SW02 円面硯 24 回転ナデ後へフによる切込み 灰 良好、級密 RLl2 2 1221 

第 11図-16 SW02 長類蜜A 7.8 10.4 19.7 内・外面回転ナデ、口唇部つまみ出し 灰 良好、鍛密 Rm0q0l9lベトレルントチROE①08 25 116 

第 11図ー17 SW02 凸帯付四耳蛮 外面タタキ、内面ハケメ、耳部穿孔あり 灰 良好 不明 101 

第 H図ー18 S事r02褒A 30.5 外面タタキ、内面あて具痕あり(同心円) 灰 良好、級密 R008 6 122 内面同心円文

第 H図-19 SW02 裂A 34.6 口頚部櫛描波状紋 灰 良好 一括 3 121 

第 H図-20 S羽T02察A 50.6 ロ頚部櫛描波状紋 灰 良好 RP12 120 

第 11図-21 S羽T02費A 50.6 口頭部櫛描波状紋、櫛描波状紋、櫛歯ーツ紋 灰 良好、敏密 R010.RNI0 5 123 

第 11図-22 S羽T02霊童A 外面タタキ、内面ナデ 賞褐色 甘く軟質 RNIO 98 丸底
第 11図-23 S羽T02土錘 230 

第226図-1 SK15 土師小型褒 不明瞭(回転ナデ?) 浅賞澄 甘く軟質 158 

第226図-1 SKlO.21.担 斐l阿部破片 lIiliiタタキ、口頭基部内面回転ナデ.体師内面あて具症あ'II同心刊} 灰白色 良好 214 E停S車E問邑理署土拘問且就骨航骨
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池田端窯跡須恵器・土師器観察表

技法の特徴

牛出古窯遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
へフ

色調 焼成 層位 韓関|器 備考
(cm) (cm) A.(crn) 同制 描き

第276図ー1 SY01 杯A 13 17 3.4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 14 32 129 

第 11~-2 SY01 杯A 14 5.6 3.7 底部回転糸切り 灰 良好 14 16 99 

第 11図司3 SY01 杯A 15 17 3.5 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 11 32 94 

第 11図-4 SY01 杯A 13 16 4 底部回転糸切り 黄褐色 甘く軟質 8 1 8 91 

第 11図-5 SY01 杯A 12.4 6.4 4.5 底部回転糸切り 黄褐色 甘く軟質 20 32 87 

第 11図目6 SY01 杯A 12 15 4 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 8 132 89 

第 1I ~-7 SY01 杯A 12 16 4.3 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 21 32 95 

第 1I ~-8 SY01 杯A 14 7.2 3.8 底部回転糸切り 責褐色 甘く軟質 8 90 

第 11図-9 SY01 杯A 13 6.4 4.1 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 9 132 127 

第H図-10 SY01 杯A 13.617 4.1 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 29 29 93 

第 11図-11 SY01 杯A 14 6.4 4.2 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 11 32 88 

第 111翠ー12 SY01 杯A 14.217 4.5 底部回転糸切り 黄褐色 甘く軟質 12 32 128 

第 11図-13 SY01 杯A 6.4 底部回転糸切り 大 浅黄澄 やや甘{軟質 32 311 底部に大印

第 11図-14 SY01 蓋B 15 1.7 2.4 天井部回転へラ削り 灰白 良好 2 269 

第 11図-15 SY01 蓋B 18.7 3 2.4 天井部1/2回転へフ削り 赤黒色 良好 窯壁内 8 342 

第 11図-16 SY01 蓋B 天井部回転へラ削り 灰 良好 271 

第 11図目17 SY01 釜B 17.1 1.8 天井部国転へラ削り、天井部内面中心ナデ 灰 良好，腕 270 

第 11図ー18 SY01 杯B 9.6 底部回転糸切り後外周回転へラ削り 黒褐色 良好 32 267 窯体付着

第 11図-19 SY01 杯B 8.4 底部欠損 灰 良好 4 1265 

第 11図目20 SY01 杯B 7.8 底部へラ切り後ナデ杯定方向)一灰 良好 18 263 

第 11図-21 SY01 杯B 16.6 底部欠損 灰 良好，敏密 4 262 

第H図-22 SY01 短頚壷C 回転ナデ(口縁部のみ) 暗赤褐色 良好，綾密 lIf，直読ttピヲトー括 4 1 0 341 

第H図-23 SY01 皿C? 13.8 11.2 1.4 回転ナデ 灰 良好 5 1307 

第H図-24 SY01 短頭壷C 15.8 内・外面回転ナデ 灰 良好 5 276 

第H図-25 SY01 短頚壷C 16 回転ナデ 黒褐色 良好 3 277 

第H図ー26 SY01 窪A 24 回転ナデ 黒褐色 良好 11 279 

第H図日27 SY01 窪A 23.8 回転ナデ 暗褐色 良好 2 278 歪み有り

第H図-28 SY01 窪A? 26.6 回転ナデ 晴褐色 良好 2 275 

第 11~-29 SY01 寝A 外面タタキ、内面回転ナデ 暗褐色 良好 281 

第 11I盟-30 SY01 蜜A 41.6 回転ナデ 灰 良好 2 282 

第 111璽-31 SY01 寝A? 回転ナデ 叫lI- 赤褐色 良好 283 線刻

第 11図-32 SY01 土師球胴褒 11 ロ軍部ー体盟主Eヨコ州側ヨコナテ官、ラ阻').底部ヘラ間q 浅賀橿 やや甘〈軟質 14 100 

写真図版PL SY01 杯A 13.8 7.6 4.1 底部囲転糸切り 賞褐色 やや甘〈敦賀 28 32 92 

写真図版PL SY01 杯A 13.817 3.9 底部回転糸切り 賞褐色 甘く軟質 30 32 96 

第277図“1 SW01 杯A 13 16 3.3 底部回転糸切り 灰 良好 11 13 178 

第 11図-2 SW01 杯A 13.2 6.6 3.6 底部回転糸切り 灰 良好，級密 4 114 180 

第 11図-3 SW01 杯A 13.3 6.8 3.5 底部回転糸切り 灰白 良好 8 114 179 

第 11図目4 SW01 杯A 13.417 3.5 底部回転糸切り 灰 良好，綾密 6 114 181 

第 H図国5 SW01 杯A 12 6.6 4.1 底部回転糸切り 灰 良好，綾密 317 256 

第 11図-6 SW01 杯A 13 16 3.6 底部回転糸切り 灰 良好，綾密 5 1 6 182 

第 11I酒ー7 SW01 キ不A 13 6.4 3.6 底部不明瞭 灰白 良好 2 116 186 

第H図-8 SW01 杯A 13 16 3.6 底部回転糸切り 灰 良好 10 168 

第 11図“9 SW01 杯A 13 16 3.8 底部回転糸切り 灰 皇好，綴密 3 118 170 

第 11図・10 SW01 杯A 13 7.8 3.9 底部回転糸切り 灰白 やや甘〈敦賀 6 124 198 

第 H図ー11 SW01 杯A 13 6.2 4.8 底部回転糸切り 灰白 良好 7 132 195 

第 11図ー12 SW01 杯A 13 6.2 3.9 底部回転糸切り 灰 良好，扱密 16 32 188 

第H図ー13 SW01 中不A 13 16 3.9 底部回転糸切り 灰 良好 6 110 171 

第 11図-14 SW01 杯A 13 16 4.6 底部回転糸切り 灰白 良好 6 115 194 

第 11図-15 SW01 杯A 14 17 3.6 底部回転糸切り 灰白 良好 5 132 173 

第 11図-16 SW01 杯A 14 7.8 4.1 底部回転糸切り 灰白 良好 30 32 196 

第 11図-17 SW01 杯A 14 6.6 3.1 底部回転糸切り 灰白 良好 14 32 197 
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遺物観察表

牛出古窯遺跡須恵器・土師器観察表

図版餐号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴 ""フ 色調 焼成 層位 有凶(s)J事現
務

整理
備考

(cm) (cm) A(cm) 回同) 描き 番号

第277図ー18SW01 杯A 14 18 4 底部回転糸切り 灰白 やや甘く軟質 9 12 192 

第 11図-19 SW01 杯A 14 18 4.2 底部回転糸切り 灰白 やや甘{軟質 12 15 199 

第11図ー20 SW01 杯A 14 7.4 4.1 底部回転糸切り 灰白 良好 1 32 191 

第11図ー21 SW01 杯A 13 6.3 4.1 底部不明瞭 灰 良好 3 7 169 

第 H図-22 SW01 杯A 13.6 6.3 4.2 底部回転糸切り 灰白 やや甘(軟質 5 32 172 

第 11図目23 SW01 杯A 13.4 7.2 4.3 底部回転糸切り 暗褐色 良好 9 15 187 

第 111酒田24 SW01 杯A 14 5.8 3.5 底部回転糸切り 灰 良好，綴密 4 16 177 

第111羽田25 SW01 杯A 14.2 7.2 3.9 底部回転糸切り 灰白 やや甘(軟質 9 31 176 

第111盟国26 SW01 杯A 14.6 7.6 4.1 底部回転糸切り 灰白 甘く軟質 32 184 

第 H図-27 SW01 杯A 14.6 8.6 14 底部回転糸切り 灰白 やや甘(軟質 17 29 175 

第 H図ー28 SW01 杯A 15 6.8 3.5 底部回転糸切り 灰 良好，級密 8 14 183 

第 11図-29 SW01 杯A 15.1 8.8 3.7 底部回転糸切り 灰白 やや甘〈軟質 8 115 174 

第H図-30 SW01 杯A 14.3 8.2 4.1 底部回転糸切り 灰白 良好 29 32 193 

第 11図-31 SW01 杯A 14.6 8.4 3.8 底部回転糸切り 灰白 良好 9 114 190 

第11図日32 SW01 杯A 14.1 7.4 4.1 底部回転糸切り 灰白 やや甘〈軟質 6114 189 

第11図“33 SW01 杯A 14.4 6.8 3.9 底部回転糸切り 灰 良好 5 185 

第11図目34 SW01 蓋B 天井部回転へフ削り 暗褐色 良好 254 

第11図-35 SW01 蓋B 天井部回転へフ削り 暗褐色 良好，級密 255 

第H図目36 SW01 蓋B 13.6 2.6 3.8 天升:都回転へラ削り、宝珠つまみ蓋 灰白 良好 15 200 

第H図-37 SW01 杯B 11.8 7.2 3.4 3.8 底部欠損 灰 良好 915 202 

第H図-38 SW01 杯B 13 7.2 3.9 4.2 底部回転へフ削り 灰 良好 4 132 204 

第H図目39 SW01 杯B 13.4 7.4 3.8 4.1 底部回転へフ切り 灰白 良好 7 126 201 

第H図:-40 SW01 杯B 12.6 7.2 3.5 14 底部回転へラ削り 灰 良好 2 115 203 

第 M図-41 SW01 獲A 25.8 回転ナデ 灰白 甘く軟質 2 251 口縁

第H図-42 SW01 短頚壷C 18.6 口頭部タタキメスリケシ、内面回転ナデ 灰 良好，級密 I層 7 250 

第H図-43 SW01 短頚壷C 20 回転ナデ 灰白 やや甘(敦賀 2 252 ロ縁

第H図-44 SW01 窪A 13 外面タタキ、内面不明 黒褐色 良好，級密 I層 9 1249 底部

第277図-45SW02 杯A 12.616 4 底部回転糸切り 灰 良好 12 32 259 Uだすき痕品。

第11図-46 SW02 杯A 13 6.2 4.1 底部回転糸切り 灰 良好 16 32 258 

第 H図目47 SW02 杯A 13.4 6.5 4.2 底部回転糸切り 灰 良好 12 16 257 

第 H図-48 SW02 蓋B 13.2 2.2 天井部回転へラ削り 灰 良好 2 261 窯体付着

第 H図-49 SW02 蓋B 17.6 天井部回転へラ削り 暗褐色 良好 10 260 

第278図-1 SW03 杯A 12.8 6.4 14 底部回転糸切り、体部板状工具痕 灰白 良好 II.皿層 2 116 295 板状ヱ具痕

第 11図-2 SW03 杯A 12.8 6.8 14 底部回転糸切り 灰白 良好 24 32 165 

第 11図-3 SW03 杯A 12 底部欠損、体部板状工具痕 灰 良好，綴密 II.困層 4 296 板状工具痕

第 11図-4 SW03 杯A 14.4 7.2 底部不明瞭(へフ切りか?) 灰白 やや甘(軟質 II.困層 317 227 

第 M 図-5 SW03 杯A 13.416 4.3 底部回転糸切り後回転へラ郎り 灰 良好 16 16 167 重ね焼
第 11図目6 SW03 蓋B 14 天井部回転糸切り後回転へラ削り 灰 良好，敏密 II.困層 4 288 糸切り痕

第 H 図ー7 SW03 蓋B 13.4 1.8 2.4 天井部回転へフ削り 灰白 やや甘〈軟質 4 161 

第 H 図-8 SW03 蓋B 15 2 2.7 湾榔回転ヘラ削1)、荒井部内面中心ナデ、援1)ングつまみ蓋 灰 良好 1 166 

第 M 図-9 SW03 杯B 7.4 底部回転へフ削り メ?灰 良好，級密 II.凹層 4 1312 醐ヘラ描き

第 11図目10 SW03 杯B 12 18 3.1 3.5 底部回転糸切り後外周囲転へラ削り 灰 良好，綾密 21 32 164 

第 H図ー11 SW03 杯B 12.4 7.6 3.7 4.1 底部回転糸切り 暗褐色 良好 II.田層 5 132 301 

第 H図-12 SW03 杯B 14.118 6.8 7.4 底部回転へラ削り 灰 良好，級密 8 116 163 

第11図ー13 SW03 杯A 12.8 底部回転糸切り 灰 やや甘(軟質 16 16 221 僅口径2.8外罷12鵡.65底.4 

第 11図-14 SW03 高杯A 透かし窓あり 灰 良好 II層上 290 

第H図ー15 SW03 長類壷B 8.2 回転ナデ 灰 良好 II・田層 8 294 口縁

第 11~-16 SW03 長頚壷B 11 回転ナデ 灰 良好 n.m層 5 297 口縁

第 11図-17 SW03 長頚蜜 回転ナデ 黒褐色 良好 222 

第 H図-18 SW03 長頚壷 14 回転ナデ 灰白 良好 II.m層 7 303 ロ縁

第 11図-19 SW03 蜜叢 12.4 天井部不明、天井部内面カキ 灰白 やや甘く軟質 n.m層.m層 285 

第H図-20 SW03 短頚蜜B 11 外面タタキ後スリケシ、内面回転ナデ 黒褐色 良好 II.困層 3 298 

第11図-21 SW03 短頚壷B 11 国転ナデ 灰 良好 II.皿層 6 230 

第11図-22 SW03 短頚蜜B 14 外・内面回転ナデ 灰 良好，鍛密 II.皿層 5 226 

第 11図ー23 SW03 短頚蜜B 13.6 回転ナデ × 灰 良好，級密 II・田層 2 315 胴部に大印

第 11図ー24 SW03 短頚蜜 回転ナデ 大 黒褐色 良好，級密 313 胸部に大印

第 11図“25 SW03 短頚壷 内面回転ナデ、外面不明瞭 叶 灰 やや甘{敦賀 III層 314 胴部に(?) 

第 11図-26 SW03 ニ足蜜 脚部六角形のへラ削り 暗褐色 良好，級密 II.皿層 327 脚部
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牛出古窯遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種 口径 底径 器高 器高
技法の特徴 へ7

色調 焼成 層位 務開整理
備考(cm) (cm) 陣(cm)lB(cm} 描き 番号

第278函-27SW03 一足壷 脚部が八角形、下部カf六角形のへラ削り 暗褐色 良好，級密 II.凹層 328 脚部
第 11図-28 SW03 ニ足壷 脚部六角形のへフ削り 暗褐色 良好，綴密国層 329 脚部
第 H図-29 SWQ3 短頚壷C 13.2 回転ナデ 灰白 良好 3 228 焼台
第 H図-30 SW03 短頚壷B 回転ナデ 灰白 やや甘{敦賀 II.凹層 292 焼台
第 H図ー31 SW03 短頚壷B 14 口頭節回転ナデ、体部外彊タタキ聾A'Iケシ、体部内窟ナデ 灰 良好，級密 II・凹層 4 316 

第 H図“32 SW03 短頚壷B 16.8 回転ナデ 灰 良好，鍬宮、 II.凹層 14 232 鎚"EE9理同番一個号2体E.
第 H図-33 SW03 凸帯付四耳蜜 耳部へフ削り穿孔あり 灰白 良好 皿層 317 

第 H図ー34 SW03 褒 把手部 灰 良好 II.阻層 318 把手
第 11図-35 SW03 蜜A 39.8 回転ナデ 暗褐色 やや甘(軟質 m層 2.5 304 ロ縁
第 H図-36 SW03 費底部 19.6 底部内面回転ナデ価証工具}紛湘ナデ(fIllX工具.).底部時面ナデ 灰 良好 II.凹層 18 291 平底
第M図ー37 SW03 窯道具 窯道具 灰 良好 II.凹層 320 焼台
第 11図-38 SW03 窯道具 窯道具 灰 良好 I層 319 焼台
第279図目1 SK01 杯A 12.417 3.4 底部回転糸切り 灰 良好 5 119 234 

第 11図-2 SK01 杯A 12.6 5.6 3.7 底部不明瞭(回転糸切り?) 灰白 良好 6 115 309 

第 11図“3 SK01 方不A 13.6 7.6 3.4 底部回転糸切り 灰 良好 6 113 310 

第 11図-4 SK01 壷 11 内面回転ナデ、外面不明瞭 黒褐色 良好 236 

第 H図-5 SK01 土師長胴饗E20.6 ヨコナデ 浅黄t登やや甘〈敦賀 12 235 

第282図ーl SB02 杯A 11.7 8.2 3.3 底部静止糸切り、内面底部ナデ 灰白 やや甘{軟質 32 32 12 

第 H図-2 SB02 杯A 12.414 4.2 底部へフ切り後ナデ 灰 良好 7 110 52 

第 11図-3 SB02 杯A 12.8 6.6 3.8 底部回転糸切り 灰 良好，綴密 32 32 55 

第 II[盟-4 SB02 杯A 14 7.4 3.8 底部回転糸切り 灰 良好 6 1 5 9 

第 11図-5 SB02 蓋B 13.8 2.2 2.8 天井部回転へフ削り 灰 やや甘く軟質 5 10 

第 11図日6 SB02 釜B 14 2.3 13 天井部回転へフ削り 灰 良好 5 11 

第 11図目7 SB02 蓋B 13.6 2.3 3.15 天井部回転へフ削り 灰 良好 12 60 

第 11図-8 SB02 蓋B? 17.8 1.1 12 天井部回転へフ削り 灰白 やや甘(敦賀 27 54 

第 11図-9 SB02 蓋B 13 2.2 2.7 天井部回転へフ削り 灰 良好 32 56 

第 11図日10 SB02 杯B 12.419 2.7 3.1 底部回転へラ削り 灰 良好，級密 4 112 6 

第 11図-11 SB02 杯B 13 8.6 2.6 3.1 底部回転へフ削り 灰 良好，級密 8 [10 5 

第 11図-12 SB02 杯B 11.8 8.4 3.1 3.6 底部へフ切り 灰 良好，級密 9 116 51 

第 111盟問13 SB02 杯B 12.818 4 4.1 底部へフ切り、内面底部縦横ナデ 赤褐色 やや甘(軟質 30 28 53 

第 111盟“14 SB02 杯B 12.6 8.8 3.4 3.7 底部へフ切り 灰 良好 25 32 50 

第 H図-15 SB02 杯B 12.4 9.4 3.6 4.2 底部回転へフ削り 灰 良好 6 132 8 

第 H図-16 SB02 杯B 14 9.2 3.2 3.7 底部回転へフ削り 灰 良好，鍬密 6 112 7 

第 H図目17 SB02 椀C 15.6 回転ナデ 灰白 良好 検 2 332 

第 11図目18 SB02 椀C 16 17 5.7 底部へラ切り後ナデ 灰 良好，綾密 32 32 57 

第 11図-19 SB02 土鐘 布目痕、穿孔あり 灰白 やや甘く軟質 59 

第 11図日20 SB02 蜜C

I!F号誠日明察日部司冨及誓ぴ-曜宮内濁語ヨヨ回路す転れナ惣岡-デ、下山惜町ト明開ラ。吋朗刷， り珊

黒褐色 良好 61 

第 11図-21 SB02 土師小型番 10.8 浅黄虚 甘く軟質 3 2 

第 11図ー22 SB02 土師小型賓 12.6 浅黄櫨 甘く軟質 14 58 

第 11図目23 SB02 土師鉢B 32.6 浅貧援 やや甘(軟質 3.5 3 

第 11図-24 SB02 土師長胴聾B 16 外面へフ削り後ハケ、内面ハケ 浅賞澄 やや甘(軟質 16163 

第1I1m-25 SB02 土師長胴褒E26 口頭部~体部上面回転ナデ、体部外面へラ削り 浅黄糧 やや甘(敦賀 6 1 

第286図-1 SB11 務種不明 12.7 10 2.5 底部回転へフ削り 灰 良好，級密 13 

第 111盟-2 SB11 杯A 11.4 6.8 3.2 底部へフ切り 灰白 やや甘(軟質 13132 17 

第II!酒-3 SB11 杯、A 12.2 6.6 3.7 底部回転糸切り 暗褐色 良好 32132 19 

第 111酒-4 SB11 杯A 12.8 7.8 4.6 底部回転糸切り 灰白 やや甘〈軟質 7 132 21 

第 11図-5 SB11 叢B 18.5 3.7 5.1 天井部回転へフ削り 灰 良好，級密 32 16 

第 H図-6 SB11 キ不B 12 8.4 3.3 3.7 底部へフ切り後ナデ 灰 良好，級密 13132 14 

第 11図-7 SB11 杯B 12.9 8.6 3.4 3.5 底部回転糸切り後外周回転へラ削り 灰 やや甘く軟質 13116 20 

第 H図司8 SB11 杯B 13.3 9.4 3.6 14 底部回転へフ削り 時褐色 良好，鍛密 32132 18 

写真図版PL SBll 査 つまみ接合部糸切り痕あり 暗褐色 良好 15 

第286図ーl SB12 杯A 12.816 3.7 底部回転糸切り 赤褐色 良好 27 32173 

第 11図四2 SB12 杯A 12.6 6.4 4.1 底部回転糸切り 灰 良好，敏密 17111 70 

第 H図-3 SB12 蓋B 16.8 3.1 3.9 天井部回転へフ削り 灰 良好 32 72 

第 11図-4 SB12 杯B 15.6 9.2 6.2 6.7 ロ縁部板状エ具でのナデ、底部回転糸切り 灰 良好，敏密 20 32 74 

第1I1m-5 SB12 高杯D 13.6 杯部中心指ナデ 灰 良好，徽密 B 71 
第 11図-6 SB12 褒A 20 ロ頚部回転ナデ 良好 6 68 

第 11図ー7 SB12 長類壷B 9.4 体札部底外部商内回面転ナへデラ、削底部リ後回転回転へナラデ削、'J休部内面指頭鹿島 黒褐色 良好，級密 32 75 
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遺物観察表

牛出古窪遺跡・須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種 口径 底径 器高 器高
技法の特徴

......フ
色調 焼成 層位 諸時E盟 藍理

備考
(cm) (cm) ~(，的)B(cm) 描き 番号

第286図-8 SB12 長頚壷 16 底部ナデ、体部回転へラ削り 黒褐色 良好 32 66 高台付底

第 H図-9 SB12 褒A 15 体ケ部、底l部面タ面タ指S号頭、休痕部あ内り商品て具痕あり、底部内面ハ 灰 良好，級密 30 67 平底

第 /1図-10 SB12 議A 14.6 底部内商ハケ、体部内面カキ、体部外商タタキ 灰 良好，級草野 17 69 平底

第H図-11 SB12 蜜 口頭踊基部付制'1ケシ‘体制面タタS降、体部内面品て具鹿島。 灰 良好 64 

第 /1図-12 SB12 蜜 1.4 外面タタキ、内面あて具痕後ナデ 灰 良好，綴密 65 丸底

第287図戸13SB12 土問小型費 7 底部回転糸切り、体部内・外面カキ 浅黄虚 やや甘〈軟質 32 77 

第 /1図-14 SB12 土師関岡費B 0.6 外面へフ削り、内面ナデ 浅賞授 やや甘(軟質 109 

第 H図“15 SB12 土師問団蜜D 5.8 体部外面へフ削り 浅黄澄 やや甘(軟質 32 80 

第 /1図“16 SB12 土師節目褒A 9.4 底部ナデ、底部内面ナデ、外周回転ナデ 浅業種 甘く軟質 28 78 

第 /1図-17 SB12 土師小型獲 2 7.6 16.2 底部回転車切札体下部回転ナデ後回転ヘラ削り 灰白 やや甘く軟質 28 32 76 

第 /1図目18 SB12 土師国間蜜 22 口頭部~内面ヨコナデ、休部へラ削り 浅賀澄 やや甘(軟質 3 143 

第 /1図-19 SB12 刀子 切04

第 /1図-20 SB12 丸瓦 4003 

第 H図目21 SB12 瓦 40悦

第 H図ー22 SB12 瓦 4002 

第 11図-23 SB12 瓦 4肺

第291図-1 SB13 杯A 13.2 6.4 4.1 底部回転糸切り 灰 良好 13 32 22 

第H図ー2 SB13 杯A 12.6 6.4 14 底部回転糸切り 灰白 やや甘(軟質 5 116 23 

第 /1図-3 SB13 杯A 13.4 6.8 3.75 底部回転糸切り .iJU 灰 良好 29 32 85 

第 /1図-4 SB13 杯A 14.117 4.3 底部回転糸切り .iJU 灰 良好 29 32 86 

第 /1図-5 SB13 蓋B 13.4 2.6 3.5 天井部回転へフ削り 灰 良好，級密 23 44 

第 /1図-6 SB13 蓋B 13.8 1.95 2.8 天井部回転へフ削り 暗褐色 良好 15 41 

第 /1図-7 SB13 蓋B 13 2.4 3.1 天井部回転へフ削り 灰 良好 18 36 

第 /1図-8 SB13 蓋B 13.9 2.4 13 天井部回転へフ削り 暗褐色 良好 22 34 

第H図-9 SB13 蓋B 13.8 2.4 13 天井部回転へフ削り 灰 良好 9 35 

第 /1図-10 SB13 蓋B 12.8 3 3.7 天井部回転へラ削り 灰白 やや甘{軟質 27 28 

第 /1図四11 SB13 蓋B 13.4 2.4 3.2 天井部不明瞭(回転へフ削り?) 灰白 良好 28 29 

第 /1図“12 SB13 蓑B 13 2.8 3.3 天井部回転へフ削り 灰 良好 18 31 

第 M図-13 SB13 蓋B 13.2 2.3 13 天井部回転へフ削り 灰 やや甘(軟質 10 33 

第H図ー14 SB13 蓋B 13 2.1 2.7 天井部回転へフ削り 灰 良好，級密 32 30 

第H図-15 SB13 蓋B 14.6 2.4 13 天井部回転へラ削り 赤褐色 良好 1 46 

第 H図-16 SB13 蓋B 13.1 2.3 3.1 天井部回転へフ削り 灰 良好，級密 32 39 

第H図-17 SB13 蓋B 13.5 2.6 3.4 天井部回転へフ削り 灰 良好 30 32 

第H図-18 SB13 蓋B 17.2 2.5 2.9 天井部回転へフ削り 暗褐色 やや甘〈軟質 4.5 40 

第H図ー19 SB13 蓋B 16.2 2.4 3.1 天井部回転へフ削り 暗褐色 良好 8 43 

第H図ー20 SB13 蓋B 18 2.65 4.1 天井部回転へフ削り 灰 良好 32 48 

第H図日21 SB13 蓋B 18 2.6 3.75 天井部回転へフ削り 灰 良好，級密 5 42 

第 /1図-22 SB13 蓋B 18 3.4 4.7 天井部回転へフ削り 灰 良好 31 49 

第 /1図-23 SB13 蓋B 18.2 3.4 4.6 天井部回転へラ削り 灰 良好，級密 16 45 

第 /1図-24 SB13 蓋B? 18.2 3.3 天井部回転へラ削り 灰 良好，綾密 32 47 

第 /1図-25 SB13 蓋B? 18 天井部回転へフ削り 灰 良好 5 37 

第 /1図-26 SB13 杯B 12 8.6 3.4 底部回転糸切り 灰白 良好 18 32 26 

第 H図-27 SB13 杯B 11.8 8.4 3.3 底部回転へラ削り 暗褐色 良好 32 32 25 

第 H図-28 SB13 杯B 12.4 8.6 2.9 3.3 底部回転へフ削り 灰 良好，綴密 25 32 24 

第H図-29 SB13 杯、B 12.419 2.9 3.3 底部回転糸切り後外周回転へラ削り 暗褐色 良好 22 32 27 

第 /1図-30 SB13 高杯D 回転ナデ 灰 良好，綴密 330 杯部分
第 /1図-31 SB13 短頚費 8.5 外面不明瞭 灰 良好，鍬密 14 137 

第H図-32 SB13 短頚壷 5.8 富幹事湖面獄手吊事事事ld購上部外面 灰 良好，綴密 27 136 底部
第 H図-33 SB13 窪A 46.8 内・外面回転ナデ 灰 良好 146 

第 H図-34 SB13 窪A 内・外面ヨコナデ N洲 灰 良好 145 

第 H図-35 SB13 窪A 口頭部タタキ後櫛描波状紋 灰 良好 147 

第292図-36SB13 雪量A? 外商タタ寺、底部内面ハケ、内面品て具痕{同心円文)品。 灰 良好，級密 124 

第 /1図-37 SB13 窪A? 外面タタキ、体木部内面ハケ、体上部内面ナデ 灰 良好 126 丸底
第293図-38SB13 議A? 外面タタキ、内面縦横ナデ 灰 良好，鍬密 125 

第 /1図-39 SB13 土師小型窪 11.6 休部外商ヘラ削り、体上部外面~内面不明瞭 浅賞授 甘く軟質 31 134 

第 /1図-40 SB13 土師小型費 4 底部回転糸切り、体部外面へフ削り 浅賀澄 甘く軟質 32 130 

第 H図-41 SB13 土師長胴褒D16.8 ロ頚部~内面ヨコナデ、体部へラ削り 浅黄技 やや甘(軟質 B 142 

第H図-42 SB13 土師長胴斐C20 口頭部回転ナデ、体砂燭ナデ←定方I旬、体部内面ハウ 浅賀澄 甘く軟質 138 
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牛出古窯遺跡須恵器・土師器観察表

図版番号 遺構名 器種
口径 底径 器高 器高

技法の特徴
-'"'-フ

色調 焼成 層位 麟l雲 備考(cm) (cm) 判cm)B(cm) 描き

第293図-43SB13 土師閣時E20.6 口頭部ヨコナデ、体部外面地キ後ヘラ削り、内面カキ 浅黄澄 やや甘(軟質 16 141 

第"1盟-44SB13 土師剣鵬D18.6 内面ハケ、口頭部外国指頭痕あり、体部外萌ヘラ削り 赤褐色 甘く軟質 9 139 

第"図-45SB13 土問到同斐A16 17 22 指口頭頭痕部~晶体、体上下部部ヨ外コ商ナへデラ.体削下札部底内部面外ナ面デナ、底デ部内面 1美賀澄 甘く軟質 9 122 135 

第"図-46SB13 土師関同窓B 2 外商カキ後へフ削り、内面カキ 浅黄澄 やや甘(軟質 32 133 

第"図-47SB13 土師閣同蜜E23.6 口口頭頭部部~ー体体上上部部外内面面カカキキ.、体体下中部部外内面面へハケラ削{縦り方(縦向方)向)、 浅賞澄 やや甘(軟質 144 

第294図】1SD05 杯底部 底部回転糸切り 5.iU 灰 良好，綴密 抽出 333 内面「別」印

第"図-2 SD06 杯底部 底部回転糸切りi 5.iU 灰 良好，鍛密 一括抽出 334 内面 r~Ij J 印

第H図ー3 SD06 紡錘車 手づくね、中央に穿孔 灰白色 良好 338 土製(5B1鮒i[)

第297図-1SB14 土師杯 10.6 5.6 2.9 底部回転糸切り 赤褐色 やや甘〈軟質 9 130 103 

第"図-2 SB14 蓋B 14.2 2.1 2.8 天井部回転ヘラ即~')、中央部のずれた所に摘みあり 暗褐色 良好 32 104 

第"図-3 SB14 土師椀B 6.8 底部不明瞭 赤褐色 甘く軟質 32 108 

第"図-4 SB14 土師椀B 6.6 底部不明瞭 赤褐色 甘く軟質 32 107 

第"図-5 SB14 凸帯付由耳壷 外面タタキ凸帯付、内面あて具痕あり 灰白 良好 106 

第"図-6 SB14 斐A破片 口頚部ヨコナデ 灰 良好 148 

第"図ー7 SB14 費A破片 口頭部ヨコナデ 灰白 やや甘〈敦賀 149 

第"図-8 SB14 土師羽釜 24 内・外面回転ナデ 浅賛澄 やや甘〈軟質 l 105 

第297図ーlSB15 杯、A 12.2 6.4 4.1 底部回転糸切り 灰 良好 5 1 8 III 

第H図ー2 SB15 キ不A 8 底部回転糸切り 灰白 やや甘(軟質 15 120 

第H図-3 SB15 キ不A 14.8 7.2 14 底部ナデ(中央部へフ切り痕あり) 灰白 やや甘〈軟質 12 112 

第H図-4 SB15 釜B 13 2.3 13 天井部回転へラ削り、擬リングつまみ蓋 灰 良好，級密 32 118 

第H図-5 SB15 蓋B 14.8 2.4 3.1 天井部回転へフ削り 灰 良好 22 119 

第"図-6 SB15 杯B 9.2 16 3.2 3.6 底部不明 灰 やや甘(軟質 3 1 5 113 

第"図ー7 SB15 杯B 10.217 3.7 4.1 底部不明 灰 やや甘(軟質 7 1121 

第"図-8 SB15 杯B 9.6 底部回転糸切り後外周回転へラ削り 灰白 良好 20 122 

第"1Z1-9 SB15 短頚壷 8 外・内面回転ナデ 黒褐色 良好 32 117 

第"図【10SB15 き星A ロ頚部タタキ後櫛描波状紋 灰 良好 150 

第"図-11SB15 褒C 18 口頭部外商タタキ後、体部外商タタキ、内面回転ナデ 灰白 やや甘〈敦賀 12 116 

第H図-12SB15 き星A 外四潮時、底部外直ナデ、底部内面有明暗、内面f旨買症あ1) 賞褐色 やや甘〈敦賀 123 丸底

第H図-13SB15 褒C 7.8 外面クタキ、内面あて具痕あり 黒褐色 良好 32 110 丸底

第"図-14SB15 土師悶鴨C20 外ケ面、体不下明部瞭内、面口不頭部明瞭内面ナデ、口頭部~体上部内面ハ 赤褐色 やや甘(軟質 10 115 

第300図-1SK13 黒色杯A 13 5 3.85 内面へラ磨き、外国回転ナデ、底部回転糸切り 内外面面思責量間色り、 やや甘(軟質 25 32 240 

第"1忍-2 SK13 黒色杯A 13.4 6.2 3.4 内面へラ齢、外面回転ナデ、臨阻転糸切り 内外面面畠赤撞褐色り、 甘く軟質 17 25 239 

第"図-3 SK13 黒色杯A 13.6 5.6 14 内面黒色処理ヘラ磨き、何回転ナデ底部回転ヘラ削り墨書 墨書[rl内外面面且串撞褐色ry， やや甘(軟質 25 32 248 墨書?

第301図-1SK10 土問小型斐 13.4 回転ナデ。口縁端部丸縁 澄色 やや甘〈敦賀 NO.23 6 345 

第"図-2 SK10 土師郎曙F24 ロ縁端部面取り後回転ナデ 糧色 やや甘(軟質 NO.3 2.5 346 

第"図-3 SK10 土師羽釜 回転ナデ 澄色 軟質 No.16 348 醇第"図4 SK10 土師甑 24.3 回転ナデ 澄色 軟質 No.32 2.5 347 

第111Z1-5 SK12 土師杯 14 口縁端部面取り後回転ナデ、ロ縁端部断面三角形 澄色 軟質 2 344 

第11図-6 SK12 土師長腕褒 22 ロ縁端部面取り後回転ナデ 澄色 軟質 5 343 

第305図-1SX02 杯A 13.8 7.2 4.3 底部回転糸切り 暗褐色 やや甘〈軟質 9 1 7 244 

第H図ー2 SX02 杯B 12.619 2.7 3.3 底部回転へフ削り 暗褐色 良好，敏密 11 8 1243 

第H図-3 SX02 叢 B 12.6 1.6 2.3 天引二部回転へフ削り 灰 良好，綴密 7 247 

第H図【4 SX02 蓋B 13.8 1.1 1.5 天井部回転へフ削り 灰白 良好 4 245 

第11図【5 SX02 蓋B 13.8 1.7 2.3 天井部回転へフ削り 灰白 良好 12 246 

第11図-6 SX02 翠底部 11.8 内面あて具痕あり、外商クタキ 灰 良好 321241 平底
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日上ょう信しん越えつ自口動Eう車しゃ道rう埋まい蔵ぞうぶ文ん化か財ざい発はつ掘くっち調ょ査うさぽ報う告己〈書しょ13 

い飯い田だふ古る屋や敷しき遺跡・げ玄ん照しょ寺う古跡・がまんぷ淵ち遺跡-沢さわ田だ鍋なペっ土ち遺跡

副書名
清し水みずや山まか窯まあ跡と -い池け田だは端たか窯まあ跡と ・牛うし出で古とょ窯う遺跡

巻次 小布施町内・中野市内その 1・その 2

シリーズ名 腕長野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書

シリーズ番号 24 

編著者名 土屋積 鶴田典昭中島英子中島庄一

編集・発行機関 側j長野県埋蔵文化財センター

所在地 干387長野県更埴市屋代字清水260-6 Te1026-274-3891 

発行年月日 1997年 3月31日

コード 調査 調査
所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間

市町村遺跡番号 面積m' 原因

飯田古屋敷遺
か上みた高か井い郡ぐんお ぷ施せまち

小布町 20541 15 36041'19“ 138ロ17'48“ 1992年7-11月 12，300 上信越
いいだ

跡・玄照寺跡 大字飯田 1993年11月 1，110 自動車

がまん淵遺跡
な中か野の市し大字草くさ間ま 20211 92 36043'20“ 138ロ19'08“ 1991年7-11月 3，000 道建設

沢田鍋土遺跡 中野市大字た立てヶがは花な
" 36043'26“ 138019'05“ 1991年4-12月 20，000 に伴う

清水山窯跡 日 " 109 36ロ43'32“ 138園19'13“ 1992年9-12月 5，000 事前調

池田端窯跡 日 " 110 36043'44“ 138019'18 1992年4-8月 16，000 査

牛出古窯遺跡 中野市大字牛うし出で
" 121 36図44'03“ 138019'14“ 1993年4-12月 8，500 

所収遺跡名 種別 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

飯田古屋敷遺跡 集落 中世-近世 溝・水田 木製品・陶磁器

玄照寺跡 集落 中世・近世 掘立柱建物社・井戸・溝 陶磁器・五輪塔

がまん淵遺跡 集落 旧石器-縄文早期 ブやロック 石器・土器

弥生時代後期 棚列、環濠、竪穴住居祉4 土器-鉄鉱-管玉 高地性防御集落

沢田鍋土遺跡 窯跡・集落 旧石器・古墳前期 ブロック・粘土採掘跡 石器-土師器

奈良時代 窯跡2・竪穴住居社2 須恵器-土師器

清水山窯跡 窯跡 奈良時代 窯跡3 須窓器 高井・佐玖郡銘の

須恵、器

池田端窯跡 窯財: 古墳時代前期 竪穴住居祉 1 土師器

奈良・平安時代 窯跡7、粘土採掘跡 須恵器・こと師器

牛出古窯遺跡 集落・窯跡 旧石器・古墳前期 ブロック・竪穴住居跡8 土師器・勾玉・グラス玉

奈良時代 窯跡 l、竪穴住居跡7 須恵器-土師器
」一一一」 」 一 一
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